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末日聖徒イエス ・キリス ト教会

第166回 半期総大会報告

7996年 「70月ヲ5，6日

コタ捌ンル トレーク ・シティー，

テンフツレスクウェアのタバ ナクル1こおし1乙開 かれた

半駕i総大劒 説教とその衡 寮

覧 一 ド ン ・B・ ヒ ン ク レ ー 大

ゴ 管 長 は ，10月 に 開か れ た
1996年 半 期総大会 日曜 日午前 の部

会で次の ように語った。「わた しは

行 く先々でメディアの代表者たち

のイ ンタビューを受 けます。彼 ら

は必ず，・教会 で女性が置かれてい

る位置 につ いて質問 します。彼 ら
べっ し

は，わた したちが女性 を蔑視 して

いる と言 わんばか りに，批判 的な

態度を見せます。

その度 にわた しが答えているの

は，世 の中 にこの教 会ほ ど女性 に

対 して，成長の機会，良 い交流の場，

す ばらしい善をなす機会，指導 的な立

場や責任あ る立場に就 く機会を多 く与
』えている組織 はほかにな

い とい うこと

です。…… どこに住んでいるかにかか

わ らず，姉妹の皆 さんは真 の意味で国

の基 を築いているのです。なぜな ら，

皆 さんは強 く安 らかで，安全 な家庭 を

築いているからです。そのような家庭

こそ， どの国において も，真の力 とな

るのです。

しか し，不幸にも，暴力的な男性 と

結婚 して しまった人 も少 なか らずい る

と思います。そのような男性の中には，

日中は人々の前でにこやか な顔 をして

いなが ら，夜 になって家 に帰る と， 自

制心を忘れ，ささいなことに腹 を立て，

怒 りを爆発させる人がい ます。

この ような悪 と野蛮な振 る舞い をし

ている男性は，神の神権 にふさわしく

あ りませ ん。そのようなことをしてい

る男性 は，主の家 に入 る特権 にふ さわ

しくあ りませ ん。わた しは，自分の妻

や子供 たちか ら愛 される資格 のない男

性がいることを残念 に思います。 自分

の父親 を恐れる子供， また 自分の夫 を

恐れる女性がいます。わた しの声 を聞

いている人の中に，この よう1な男性が
しもべ

いるとすれば，わた しは主の僕 として，
しっせき

その人 を叱責 し，悔い改めるよう求め

ます。」

また，前 日の土曜 日午前の部会で

は， こう述べ た。「恵 まれた時代 に

生活するのは祝福 です。恐ろしい迫

害は過去の ことです。わた したちは，
こんにち

今 日世界 中の人々か ら尊敬 の目で見

られています。常にそれにふさわし

くなければな りません。そ うしなけ

れば，世の信頼は失われてい くでし

ょう。」

10月5，6日 の2日 間にわたった総：

大会の各部会は，ゴー ドン ・B・ ヒ

ンクレー大管長， トーマス ・S・ モ

ンソン第一副管長， ジェームズ ・E・

フ ァウス ト第二副管長の司会によ り行

われた。

土曜 日午後の部会では，七十人定員

会の10人 の中央幹部が，それぞれの召

しか ら名誉 をもって解任 された。一人

が名誉幹部の称号 を受け，9人 が5年 以

上 に及ぶ奉仕の期間 を満了 して七十人

第二定員会か ら解任 された。 また，中

央若い男性会長会の二人の異動が支持

された(本 誌p.21参 照)。

総大会の中継を受信できない教会ユ

ニットには，大会の模様を収録したビ

デオが送付された。 編集部□
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●1996年10月5日(土)午 前の部会

み た ま

御霊の力によって聞く

大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

わた した ちば皆，このヰリス トの大義を信じる者と しτともに葉 っτ
しもべ

ωます。一ス ースか主の 僕 ざあ っzr， ……王国 を建設 しτ61ま す。

た し た ち は ソ ル トレ ー ク ・シ テ

わ イーのテ ンプルスクウェアの こ
こ歴 史的なタバナクルに集 まっていま

す。また大勢の人々がアメリカ全土 と

世界 中の数千の集会所で，また家族で，

わた したちに加わってい ます。通信手

段のおかげで，わたしたちは皆 さんに

語 りか けることがで き，多 くの場合 ，

皆 さんはわた したちの声や映像 を見聞

きで きます。その ことに心か ら感謝 し

ています。わたしたちは皆 さんの温か

い心や兄弟愛，信仰，支持の祈 りを感

じています。すべての人に感謝 します。

前 回の大会の後， イギリスか ら1通

の手紙 を受けました。彼 はこう言 って

い ます。

先週の週末 に，わた したちは40回 目

の結婚記念 日を祝 ったす ぐ後，子供や

孫たち と一緒 に，わたしたちの家で総

大会の放送を見て，す ばらしい時 を過

ごしました。

家族 として立って腕 を直角 に挙 げ，

生ける預言者 と副管長 を，十二使徒定

員会 とともに，自分の家庭 で支持で き

るのは，すばらしい祝福 でした。

結果 を報告 しますが，1人 の棄権 も

反対 もなく全員一致で支持 しました。

我が家 の3人 の息子は，名誉ある伝

道 に召 され立派 に務め を果た しま し

た。帰還 してか ら高貴です ばらしい女

性 と神殿 で結婚 し，全部で10人 の子供

に恵まれています。大人は全員が指導

者 として仕 え，妻 もわた しも，教会で

奉仕 の業に携 われることを喜 んでいま

す。……家族みんなに与え られた主の

祝福 は何 とす ば ら しい もので し ょう

か。

わた したち家族は，大管長の霊感 さ

れた指示 と霊を鼓舞する話 に感謝 して

います。ため らわずに話 しますが，わ
しもべ

た したちは主の僕たちの もとに座 った

とき，涙 が自然 にあふれ てきました。

家庭 に大管 長をお迎 えする喜びを心か

ら感 じたので，放送が終わった ときの

空虚な気持 ちは，愛する人に別れを告

げた ときの ようです。わた したちは全
み たま

員でひざまずいて祈 り，御霊 による温

かい気持ちに包 まれました。」

大会の始めに皆 さんにお話す るのは

恐れ入る責任です。皆 さんは教会の会

員 として，励ま しや霊感，指示，霊的

な高揚 を求めて集 ま りま した。 わた し

たちは皆， このキリス トの大義を信 じ

る者 としてともに集 っています。一人

…一人が主の僕であって
，イエスが王の

王，主の主として来 られる時 を見越 し

て，王国を建設 しています。皆 さんは，

この世の問題や失敗 について助けを得

るために，また勝利 を収める力を受 け

るために集ま りました。 また， 自らの

意志ではなく，主 によって この偉大な

業の教師 として召 され た人 々か ら，主
み こと ば

の御 言葉 を聞 くため にや って来 ま し

た。

皆 さんは，問題を解決 し，信仰 を増

し加 える助 けとなることを聞けるよう

に祈 って きました。 わた したちも祈 り

ました。霊感 と導 きを求めて祈 りまし

た。主か ら受 げ翫 ～一なる信頼 と

皆 さんの信頼 を裏切 らない ように，わ

た したちは絶 えず心 の中で祈 っている

のです。わた したちは，聞 く人 々の信
あかし

仰 と証 を築 祈 りの嫁'六 き'

を語れるように導 きを♪'て って き

」一 二
1
わた したちは次の主の御言葉を聞い

て安心 します。「〔御霊によって〕説 く

者 と 〔御霊 によって〕受ける者が互い

に理解 し合い，両者 ともに教化 されて，

ともに喜 ぶので ある。」(教 義 と聖約

50：22

今 か ら150年 前 ，わた したちの民 は

ノーブー を出発 し，アイオ ワの平原を

横切 って進みました。 わた しは断言 し

ますが， わた したちはだれ一人，彼 ら

の払った犠牲 の大 きさを理解 すること

はで きません。彼 らは居心地のよい家

を捨て，グレー ト・ソル トレーク盆地

に至 るまで続 く荒れ野 の旅 の苦難 に

雄 々しく立 ち向かったのです。その苦

難 は計 り知れ ない ものです。わたした

ちが携わっているこの業のために何百

人 もの人が亡 くなったのです。

わたしたちは今年の夏，パルマイラ

やノーブー，アイオァ州 カウンシルブ

ラフスを訪れました。 この地は，彼 ら

が愛 し尊敬 した忠実な友人にちなんで

ケ インズビル と呼 ばれてい ます。そ し

て彼 らが ミズーリ川に到着 した ときの

広大なキャンプ地 に立ちました。わた

しはこれまでに何度 も， ミズー リか ら

この谷 までの開拓者の足跡 をた どりま

した。わたしたちにとって，それは常

に神聖な経験です。わた したちの受 け

継 ぎに心か ら感謝 しています。わたし

たちは来年，先祖 の開拓者が この谷 に

到着 した ことを祝 う150年 祭 を迎 える

とき，その受 け継 ぎを思い起 こすで し

ょう。
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恵 まれた時代に生活するのは祝福で

す。恐 ろ しい迫害 は過去 のこ とです。
こんにち

わたしたちは・斜世拠

尊敬の 目で見 られ てい ます。常にそれ

にふ さわし くなければな りません。そ

うしなければ，世の信頼 は失われてい

くで しょう。 この大会 でその原則 を思

い起 こすことでしょう。
き ょ う

今 日と明 日の2日 問に話 をする人々
み たま

に御霊の力によって耳 を傾けるように

お勧 めします。そ うす るな ら，皆 さん

は高められて，正 しい ことを行 うとい

う決意 を強め， 自分の問題や必要の解

決法 を見 いだ し，大会で聞いたこ とを

主に感謝す るようになる とお約束 しま

す。

わた したちは，全世界 に広がる大家

族 にな りました。話す言葉は違 います

し，生活環境 も様々です。 しか し，共
あかし

通の証が脈打 っているのです。わた し

たちは知 っています。神 は生 きてお ら

れ，この神聖な業を導いてお られます。
あがな

イエスはわた したちの瞭 い主であ り，
み な かしら

主の御名 を頂 くこの教会の頭です。 ジ

ョセブ ・ス ミスは， この時満 ちる神権

時代の長 となる預言者です。神権が彼

のうえに回復 され，それは途切 れるこ
こんにち

とな く今 日のわた したちに伝 え られて

い ます。 『モ ルモ ン書 』 は， 主 イエ

ス ・キ リス トの実在 と神聖 を真 に証す

るものです。この偉 大に して聖 なる集

会 にともに参加する とき，わたしたち

のこれ らの証は強め られ，信仰が深ま

ることで しょう。

イエス ・キリス トの御名によ り祈 り

ます。アー メン。

十二使徒定員会会長代理

ボイ ド ・K・ パツカー

十二使徒

わ奮したちがさ'さげなければならなω最も貫重な右の砿 主仁つωτ

の証， イエス ・ヰ グス1・仁つω τのわた した ちの証 ざす。

主
の教会を設立されたときのイエ

スの様子 が こ う記 され てい ま

す 。「イエ スは祈 るため に山へ行 き，

夜 を徹 して神に祈 られた。

夜 が明けると，弟子たちを呼び寄せ，

その中か ら12人 を選び出し，これに使

徒 という名 をお与 えになった。」1彼ら

は召 された とき， ごく普通の生活を し

ている人々で した。

最初 に召 されたのはペテロで した。

主 は彼 に言わ れま した。 「わた しは，

あなたに天国のか ぎを授けよう。そし

て，あなたが地上でつな ぐことは，天

で もつ ながれ，あなたが地上で解 くこ

とは天で も解 かれるであろ う。」2この

同 じ神 聖な権能がすべての使徒 の聖任

に受け継がれています。

パウロは使徒 と預言者が召されたの

は， 「聖徒 たち をととのえて奉仕 のわ

ざをさせ，キ リス トのからだを建て さ

せ」るためであると説 いています。そ

して， これ らの職は，「神 の子 を信 じ

る信仰の一致 と彼 を知 る知識の一致 と

に到達」するまで続 くであろう，と語

りました。3

しか しやがて，当時の使徒たちは去
かぎ

り，鍵 も取 り去 られ て しまい ました。

パ ウ ロ は そ の状 態 につ い て ， 人 は
おしえ

「様 々な教の風 に吹 きまわ され」4ると

預言 しています。

それが現実 となりま した。信仰の一

致 どころか，分裂 と不一致が生 じまし

た。

若きジョセブ ・ス ミスが どの教会が

正 しいか， どこに加 わるべ きかを知る

ために祈 り求 めたのは，その ような中

でのことで した。

この神権 時代の幕開けとなったのは，

ジ ョセ ブへ の御 父 と御子 の示現 で し

た。そ して，使徒 たちや預言者たちと

い う土 台の上に建 て られた源 始教会

の組織 そのままの，イエス ・キリス ト

の完全 な福音が回復 され ました。

中には，教会の組織 の詳細 が，建物

の設計図や明細図の ように初 めか らま

とめて与 えられていた と考える人がい

ます。で も，そうではあ りませんでし

た。当時の教会の幹部の兄弟 たちに準

備ができて， しか も彼 らが祈 り求めて

か らでなければ与え られなか ったので

す。

神か ら人に与え られる最高の権能で

あるメルキゼデク神権は，ペテロ，ヤ

コブ， ヨハ ネの手 によって授け られま

した。主 は言 われ ました。「〔ペ テロ，

ヤ コブ， ヨハ ネ に よっ て，〕 わた し

〔は〕あ なたがた を聖任 し，あなたが

たを使徒お よびわた しの名の特別な証

人 として確認 し， またあなたがたの務
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かぎ

めの鍵 と，わた しが彼 らに明らかに し

た事柄 と同 じ事柄 の鍵 を持つ ことをあ

なたがたに確認 した……。

……終わ りの時代 のために，……わ

たしの王国の鍵 と福音の神権時代 とを

わた し〔は彼 らに〕ゆだねた 〔……。〕」6

1933年 に は大管長会が組織されまし・

た。そ して2年 後の1835年2月 には，十

二使徒定員会が組織 されてい ます。 こ

れはそうあるべ きでした。大管 長会が

まず先 に来て初めに権能を確立するの

です。 しか も，これは規範 に忠実 に，

ご く普通の人生 を歩 んでいた人々か ら

召 しが行われました。

こうして大管長会 と十二使徒定員会

が組織され，七十人 と管理監督会の職

が啓示 され ると，事物 の正 しい秩序が

行 き渡る ようにな ります。 しか し，す

べてが同じではあ りません。

たぶん，次のJ・ ルーベ ン ・クラー

ク ・ジュニア副管長の言葉が，最 も分

か りや すい ので は ない で し ょうか。

「中央幹部 の中には特別 な召 しを受け

てい る人 々 〔使徒〕がい ます。彼 らは
たまもの

特別な賜物を持 ってお り，預言者，聖

見者，啓示者として支持 されています。

そのため，人々を教 えるに当たっては，

特別 な霊の賜物 を受けることがで きま
み むね みこころ

す。彼 らは神の御旨と御心を，大管長

の持つ統括的な力と権能の下で神の民

に宣言する権利 と力と権能を有 してい

ます。ほかの中央幹部にはこの特別な

霊の賜物がありません。…… 〔この制

限は〕教会のほかのすべての役員や会

員に適用されます。だれも預言者，聖

見者，啓示者としての霊の賜物を受け

ていないからです。」7

クラーク副管長はさらにこう述べて

います。「〔使徒と大管長会の中で〕管

理大祭司である大管長だけが教会に対

する預言者，聖見者，啓示者 として支

持されてお り，教会全体のために啓示

を受ける権能を有するのは大管長だけ

です。新たな啓示であろうと，過去の

啓示の変更であろうと，特定の聖文に

対する教会全体を拘束する公式な見解

の表明であろうと，現行の教義の変更

であろうと，すべて同じです。」8

現在わたしたちが理解している秩序

がしっか りと根を下ろすまでには，長

聖徒の道/1997年1月 号

6

い年月に及ぶ主へのお伺い とそれに対

する主の答えがあ りま した。完成に向

けての一つ一つの動 きは，すべて必要 一

を満たす形で，祈 りへ の答え として与

えられたのです。そ して，その方式は
こんにち コ

今 日も続いています。

「十二使徒会 は巡回管理高等評議会

であ り，天の規定 にかなって教会 の大

管長 の指示の下に主の名において職務

を行 い，……教会 を築 き上げ，すべて

の国々において教会の諸事をすべて整

える。」9

大 管長会が赴 くことので きない所へ

は，「すべ ての場所 で……王国の門の

錠 を開ける」10ため に十二使徒が派遣

されます。彼 らは全世界 に赴 く使命 を

持 ってい ます。使徒(Apostle)と は

「遣わ された者」11とい う意味だか らで

す。

主は言われました。「それゆえ，……

どこで もあなたがたがわた しの名を宣

言する所で，人々がわた しの言葉を受

け入れるように，効果的な門があなた

がたのために開かれるであ ろう。」12主

はこう約束 してお られ ます。「あなた
けんそん

は謙遜 であ りなさい。そうすれば，主

なるあなたの神 は手 を引いてあなた を

導 き，あなたの祈 りに答 えを与 えるで

あろう。」13」

十二使徒は 「全世界 にお けるキリス

トの名の特別 な証人 となる」14よ うに

召 された人 々です。一人一人がイエス
あかし

がキリス トである との確 かな証 を携 え

ています。 ジ ョセブ ・フィールディン

グ ・ス ミス大管 長は こう教 え ました。

「すべ ての教会員 は，イエ スが神の御

子であるとの聖霊に よる証 を消 えるこ

とのない絵 として心に刻みつけ，決 し

て忘れない ようにしなければな りませ

ん。」15

わた したちはニー ファイか ら 「天使

は聖霊 の力で語 る」16こ とを教 え られ

ました。またモルモ ンはこう語ってい

ます。「天使の務め は，人 を招いて悔

い改め させ ることと，御父が人の子 ら

に立て られた聖約 の業 を果たして実行

することと，……人 の子 らの中に道 を

備えることであ る。」モルモ ンはまた，

天使は 「主の選 ばれた器 にキ リス トの
み こと ば

御言葉を告げ知 らせることによって彼



らがキリス トについて証 を述べ るよう
まっと

にして」その働 きを全 うすると述べ て

います。

「このようにして，主なる神は道 を

備 えて，残 りの人々 もキ リス トを信 じ

る信仰を持 ち，聖霊がその力 によって

彼 らの心 の中に宿 られる ようにされ る

のである。 このような方法で，御父 は

人の子 らに立て られた聖約 を果たされ

る。」17

「教会 を見守 るように……神が選ん

で聖任す る人 々に は」18識別 の力が与

えられます。識別 とは見分けることで

す。

ハ ロル ド・B・ リー大管長は，十二

使徒定員会 のチ ャールズ ・A・ カリス

長老 との会話 についてわた しに教えて

くれ ま した。 カ リス長 老 は，識 別 の
たまもの り

賜 物 は持 って いる と大 変 な負担 に な

る，と言ったそ うです。これか ら何が

起 こるかはっきり分かっているに もか

かわらず，教会員が なかなか勧告 にこ

たえて くれず， 中 には使徒 や預言 者
あかし

の証 を拒 む人 さえい るのを見る と，深

い悲 しみに襲われ るとのこ とで した。

しかしなが ら，「この教会 を導 く責任」

は，「あなたがたがあなたがたを継 ぐ

者 を指名す るまで」19わた した ちの下

にとどまらなければな りません。

また主 は，「わたしの名を知っている

と公言 しながらわた しを知 らず，わた
ぼうとく

しの家の 中でわた しを冒漬 」20する少

数の教会員について警告 されました。

主はこう命 じてお られます。「あなた
しっせき

の声 は戒めに背 く者 にとって叱貴 とな

る。あなたの叱責 で，中傷す る者 の舌

にその よこしまな行為 をやめさせなさ

い。」21

教会の中のある少数の人々は，公に，

あるいは恐 らくそれ よりはるかにたち
やみ

の悪 いのは，匿名 とい う闇 に紛れ て，

ワー ドやステークや中央の教会指導者

を非難 し，イザヤが言 った ように 「言

葉 によって人を罪に定め」22ます。主

はそのような人 々のこ とをこう述べて

お られ ます。「わた しの油注 がれた者

に向か ってかか とを上 げる者 は皆のろ

われる， と主 は言 う。……わた しの 目

にかなうこ とと，わたしか ら命 じられ

たことを行 ったのに，彼 らは罪 を犯 し

たと叫ぶ者は皆 のろわれる， と主は言

う。

しか し，戒めに背 いた と叫ぶ者 は，
しもべ

彼 ら自身が罪の僕であ り，不従順の子

らであるか らぞう叫ぶのである。……

……彼 らはわた しの幼い者たちをつ

まずかせたので，わたしの家の儀式か

ら絶たれるであろ う。

彼 らのかごは満 ちることな く，彼 ら

の家 と倉 は朽ち果て，彼 ら自身は彼 ら

にへつ らった者たちに見下 されるであ

ろう。

彼 らも，彼 らの後の子孫 も代々，神権

を受ける権利を持たないであろう。」23

福音 を守 り指導者 を支持することに

最善を尽 くす人々には，この恐 るべ き

罰が下 ることはあ りません。また，過

去 に無 関心 さらには反抗 という罪 さえ

犯 した人々で も，悔 い改めてその罪を

告白 し，それを捨てれば，罰が下るこ

とはあ りません。24

最 近 ヒンクレー大管長は中央幹部の

兄弟た ちに， わた したちは皆 ごく在 り

きた りの生活の中か ら召 された者 たち

ではあ るが，わた したちには神聖 な使

命が託 されている と言いま した。 そこ

で慰め となるのが，古代 の十二使徒へ

の主 の言葉 です。 「あ なたがたがわた

しを選んだのではない。 わた しがあな

たがたを選んだのである。」25

一 人一人では限界を感 じますが
，一

致 した ところには力が生 まれます。教

会歴史の中で，今ほ ど大管長会 と十二

使徒会 の中に一致の見 られる時はあ り

ませ ん。

わたしたちは毎週神殿で集会 を開き

ます。 ひざまずいて祈 るこ とにより会

を初め，祈 りに よって会 を閉 じます。

すべ ての祈 りは，わた したちを召 され

た御方，わたしたちが僕 として，また

証人としてお仕えす る御 方への服従 と

従順の精神でささげられ ます。

主はこう要求 しておられます。「これ

らのいず れの定員会が下す決議 も皆，

その定員会の全会一致の声 によってな

され なければな らない。 ……それ らの

いず れか の決議 は，完全 な義 によ り，

さとへ りくだった心，柔和 と寛容 によ

り，また信仰，徳，知識，節制，忍耐;

信 心，兄弟愛 ，お よび慈愛によ り下さ
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れ なければならない。」26わたしたちが

熱心に求めているのは， このことなの

です。

わたした しは 「創造の初めか らいず

れの時であっても神権時代 を受けたす

べての者 と ともに」27神権 の力 を受け

ていることを知ってい ます。わた した

ちはわた したちのこの神 聖な職の前任

者のことを心 に思い， しばしば彼 らの

臨在 を感 じることがあ ります。

この神聖 な召 しにある人 々へ の主の

次 の 言葉 に は圧倒 され る思い です 。

「何で あろうと聖霊 に感 じて語るこ と

は，聖文 とな り，主の心 とな り，主の

思い とな り，主の言葉 とな り.主 の声

とな り，救 い を得 させ る神 の力 とな

る。」28

教 会が非常な困難に見舞われた時代，

主は聖文の中で最 も厳 しい とわた しに

は思 われ る警 告の言葉 を下 され まし

た。 それはノーブー神殿の建設に関す

るこ とです。聖徒 たちは経験か ら，神

殿 の建設 を続行すれば迫害が ひどくな

るこ とを知 っていたので，引 き延 ばし

ていました。主は期限 を延 ばしたうえ

で こう言 われ ました。 「もしあなたが

たが定め られた期 間の終 わ りにこれ ら

のことを行わなけれ ば，あなたがたの

死者 とともに，.あなたがたは教会 とし

て拒 まれるであろう， と主なるあなた

がたの神は言 う。」29

この啓示で見逃 しがちなのは，驚 く

べ き約束です。「わた しの民 が，わた

しの声 と，わたしの民 を導 くためにわ

た しが任命 した僕たちの声 に聞き従 う

ならば，見 よ， まことに，わたしは言

うが，彼 らはその場所か ら移 されるこ

とはない。」30

こ の約束 を忘れないようにしま しょ

う。 この約束 にしっか りつか まってい

きま しょう。 この約束は，幸福 な家庭

を実現するために必要な標準 に対 して
てきがい

ます ます無 関心にな り，あるいは敵嵐

心 さえ抱 く社会の中で，家族 を一つに

まとめ ようと心を砕いている人々にと

って，大いなる慰め となることでしょ

う。

この約束 は，主が群衆 に言われたこ

との繰 り返 しです。「わた しがあなた

がたの中か ら選 んで，あなたがたを教

、



しもべ

え導 き，またあなたがたの僕 となる よ

うにしたこの12人 の言葉 に注意 を払 う

な らば，あなたがたは幸いである。」31

わた しもこの約束を繰 り返 したい と

思い ます 。主が立 て られた これ らの

人々の声 に聞 き従 う人 々は， 「その場

所から移 されることはない」32のです。

しか し， この約束 には警告が続 きま

す。「しか し， も し彼 らがわた しの声

にも，わた しが任命 したこれらの者の

声 にも聞 き従お うとしなければ，彼 ら

は……祝福 されないであろう。」33

わ た したちが ささげなければならな
あかし

い最 も貴重 なものは，主 についての証，

イエス ・キ リス トについてのわた した

ちの証です。

わた しとともに聖任 にあずかってい

る14人 の兄弟たちは，真実の使徒であ

ると申し上げ ます。 これを宣言す るに

当た り，わた しは主が教 えられたこと

以上の ことを，また，誠心誠意求め る
み たま

人々ならだれにでも示される御霊の証

以上のことを申し上げるつもりはあり

ませ ん。

これ らの人々は主の真 の弟子です。

彼 らの勧告に聞き従って ください。七

十人 も同 じです。特別な証人 として使

徒 か ら託 され た責任 を担 う人 々です。

そ して，管理監督会 も同 じです。ふ さ

わ しい神 の人です。 さらに，指導者 と

して召 され，何 に も増 して貴重な知識

を得た世界中の兄弟姉妹 も同 じです。

御霊がわた したちに話 して もよいと

言われ るこ とには制 限があ ります。34

で すから，わたしはこの話をわた し自

身の証で，わたしの特別な証で結びた

い と思い ます。イエス はキ リス トであ

り，預言者である大管長 を通 じて この

「全地の面に唯一まことの生ける教会」35

を管理 してお られ ます。イエス ・キ リ
み な

ス トの御名に より申し上げ ます。アー

メン。

注

1， ル カ6：12-13

2.マ タ イ16：19
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3， エ ペ ソ4：12-13

4， エ ペ ソ4：14

5， 信 仰箇 条1：6;エ ペ ソ2：20参 照 一

6.教 義 と聖約27：12-13

7.J・ ル ーベ ン ・クラー ク ・ジ ュニア

"Wh
enAretheWritlngso「

SermonsofGhurchLeaders

EntitledtotheClaimofBeing

Soripture?"0加roわ ～θws「 教会

指導 者の 著作 や説 教 が聖 文 と して の資

格 を 得 る と き 」 『チ ャー チ ニ ュー ズ 』

1954年7月31日 付 け ，pp.9-10

8.『 チ ャ ー チ ニ ュ ー ズ』1954年7月

31日 付 け'，p.10

9， 教 義 と聖約107：33

10.教 義 と 聖 約112：17。 教 義 と 聖 約

107：35;124：128も 参照

11， 「使徒 」 『聖 句ガ イ ド』

12， 教 義 と聖約112：19

13， 教 義 と聖約112：10

14.教 義 と聖約107：23

15.ジ ョセ フ ・フ ィー ルデ ィング ・ス ミス

「十 二使 徒 」 セ ミナ リー ・イ.ンス テ ィ

テ ユー ト職員 へ の未刊 の説 教 ，1958

年6月18日 ，p.6

16.2ニ ー フ ァイ32：3

17.モ ロナ イ7：31-32

18.教 義 と聖 約46：27，

19.十 二 使徒 の 宣言 の 草稿 ，1844年3月

の十 二 使徒 会で の報 告 ，ブ リガ ム ・ヤ

ング に関す る資 料 ，教会 文書 資料 館

20.教 義 と聖約112：26

21， 教 義 と聖約112：9

22， イザ ヤ29：212ニ ー フ ァイ27：32

も参照

23.教 義 と聖 約121：16-17，19-

21

24， 教義 と聖 約58：43参 照

25， ヨ八 ネ15：16

26， 教義 と聖 約107：27，30

27.教 義 と聖 約112：31

28， 教義 と聖 約68：4

29， 教義 と聖 約124：32

30， 教義 と聖 約124：45

31，3ニ ー フ ァイ12：1

.32， 教義 と 聖約124：45

33， 教義 と聖約124：46

34.ア ルマ12：9参 照

35.教 義 と聖約1：30



預言の霊
七十人会長会

L・ アルデ ィン ・ポーター

あかし

証ば，ほとんどの場合，神がス仁真理を明らか にされる手段さす。新

しωことざも，不思講なことざr5な く，ス類ととr5仁 古 くか らある右

のざす。

△ か ら176年 前 ，この末 日に福 音

フ を回復するため鞭 なる出来

事が起 こ りました。それは，わた しの

考 えでは神の御子が復活 した体 をもっ

て墓か ら出て来 られて以来，最 も重大

な出来事です。す なわち，天か らの最

初の示現が預言者 ジョセブ ・ス ミスに

もた らされたのです。彼の記録 を読ん

でみましょう。

「それ は1820年 の 早春，美 しい晴れ

た日の朝のこ とであった。わた しがこ

のようなことを行お うとしたのは，生

涯で初めてであった。 わた しは不安の

まっただ中にあって も，声 に出して祈

ろうとしたこ とはまだ一度 もなか った

か らである。

わたしは前 もって決めておいた場所

に人 目を避けて行 き，辺 りを見 回 し，

自分一人であることを確かめると，ひ

ざまずいて，心の願 いを神 に告げ始め

た。」

それからジョセブは，少 しの間経験

した，激 しい霊的な苦 しみにつ いて記

してい ます。その経験 を通 じて彼 は，

悪魔の力が実在 し強力であることを確

信 しました。それか らこう続 けていま

す。

「わたしは自分の真上に，太陽の輝

きに も勝 って輝 い ている光 の柱 を見

た。そして，その光 の柱は次第 に降 り

て来て，光はついにわた しに降 り注 い

だ。

それが現 れるやいなや，わた しはわ

が身を縛った敵か ら救い出されたのに

気 づいた。そ して，その光がわた しの

上に とどまった とき，わた しは筆紙 に

尽 くし難い輝 きと栄光 を持つ二人の御

方がわた しの上の空 中に立ってお られ

るのを見た。する と，そのうちの御一

方がわた しに語 りか け，わたしの名 を

呼び，別の御 方を指 して，『これはわ

たしの愛す る子であ る。彼に聞 きな さ

い』 と言われた。」1

この一つ の出来事が，世界の行 く末

を変 えました。天父 と御子が若 き預言
みすがた

者に御姿を現 されることによ り，時満

ちる神権 時代 の扉が 開か れたのです。

それは天父の子供たちへ の神の愛の表

れであ り， この世 を永遠 に変えるもの

でした。

では，ジ ョセブ ・ス ミスが天父 と御

子 に実際にお会 いして言葉 を交わした

ことを確か に知 るには どうすればよい

でしょうか。神が預言者 を通 して今 も

世の人々に語 られるという教会 の大胆

な宣言が正 しいことを知 るには， どう

したらよいので しょうか。神はその方
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法 を備 えて くださいました。

最初 の示 現 の天か らの栄光 につ い

て， ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長

は次 の ように述べ ています。「この示

現 に反論 して多 くのことが書かれて き

ま した。これか らもた くさん書かれる

こ とで しょう。心 の狭 い人 には分か り

ません。 しか し，この示現が与 えられ

て以来，数 え切れないほどの人 々が経
み たま あかし

験 した き御霊の証 は，それが真実であ

り， ジョセ ブ ・スミスが述べているよ

うに実際に起 きたこと，またそれがパ

ルマ イラに 日が昇 る ように確 か なこ

と， さらにはそれが不可欠な土台 とな

る隅石 であ り，それな くしては教会全

体が組 み合わされ ないことを証 して く

れ ます。」2

わ た しも繰 り返 しますが，聖 なる御

霊が証す るように，最初の示現 は真実

です。 ほとん どの場合，その証 は，神

が 人に真理 を明 らかに され る手段 で

す。新 しい ことで も，不思議 なことで

もな く，人類 とともに古 くからあるも

のです。聖文には神が人 と交わ られた

例がた くさんあ ります。啓示によって，

アダムやエ ノク，ノア，アブラハ ム，

モーセ， またこれ までの時代の忠実 な

聖徒 たちは皆，神聖な事柄 について知

識を得 ました。

古代 のニ ーファイは， 自分 の民 にこ

の原則 を教えました。 こう言 っていま

す。

「さて，わたしニー ファイは，民の

中で教 えられたことをすべ て書 き記す

ことはで きない。 また書 くときには話

す ときほ どの力 もない。人が聖霊 の力

に よって語るときには，聖霊の力がそ

れ を人 の子 らの心 に伝 えるか らであ

る。

しか し見 よ，聖なる御霊 に対 して心

をかた くなにする人が大勢 いる。彼 ら

には聖なる御霊は宿 ることがおできに

な らない。そのために，これ らの人々

は，書 き記 されている多 くの ことを捨

て て， これ らを価値のないもの と見な

す。」3

高慢 な人やかた くなな人，怠惰な人，

疑 いを持つ人 には，聖なる御霊は働 き

ません。 しか し，真理や主 イエス ・キ

リス トへ の信仰を心か ら願 う人は，霊



初等協会の子供たちに手を振るゴー ドン ・B・ヒンクレー大管長。土曜午後の部会で彼らは歌を発表した。

的な事柄 につ いて教 えを受ける備えが

できるのです。
み たま

主イエス ・キリス トは，聖 なる御霊

を通 して，啓示 により，地上の業 を導

かれ ます。 この啓示の霊の力 は，地の

四隅に福音のメ ッセージを携 えて行 く

5万2，000人 以上 の宣教師の軍勢 を動か

し，動機づ けています。彼 らが伝道の

業で成功す るとき，それは，聖霊の力
あかし

を伴 う証を述 べ，その確認 を受けるか

らなのです。

主は御 自分の使者 を，弱い者，無学

な者，見下されている者 と言われまし

た。 しか し，彼 らの働 きを通 して ，

「御霊 の力 によって もろ もろの国民 を

打つ」 と約束 しておられます。4

ヒ ンクレー大管長は，昨年の秋にイ

ギリス諸島か ら戻 ったとき，BBCラ

ジ オか ら受けたイ ンタビューについて

話 しました。 レポーターが ヒンクレー

大管長 に尋ね ました。「まだひ よっこ

のこの若者たちの話に人々が耳を傾け

る と思 いますか。」 ヒンク レー大管長

は，「.ひよっこ」 とい う言葉には，未

熟，経験が乏 しい，洗練されていない，

という意味がある， と説明 しなければ

なりませんで した。それか ら大管長は

レポー ターに指摘 しま した。 「人 々は

宣教師たちを受け入れて，彼 らの話 に

耳 を傾 けています。r彼 らは健全 です。

明る く，機敏 で，……清潔な感 じが し

ます……。」5

去 年の10月 の総大会の神権部会で，

ヒンクレー大管長は宣教師につ いて こ

う話 しま した。「『彼 らは奇 跡 なので

す。』……彼 らは， 自分 自身の確信 に

基づ いて，心か らの言葉 を語 ります。

一人一人が…….主イエス ・キ リス トの

使いです。彼 らの力 は，この世 につけ

る事柄を学 んだ ところか ら来 るので は

あ りません。彼 らの力は，信仰，祈 り，
けんそん

謙遜 さから来るものです。」6
の

イエスはすべての国民に福音を宣べ

伝 えるよう命 じられましたが，それは
しもべ

神の僕が全地でへ りくだって証すると

きに行われます。そ して主はその犠牲

にこたえて，啓示によ り彼 らの言葉 を

証 されるのです。

何年か前に， わた しはリグラン ド・

リチ ャーズ長老の後輩 同僚 としてステ

ーク大会 に出席する割 り当てを受けま

した。 リチ ャーズ長老 はこの御霊の導

きの下で，ステーク会長会を再組織 し

ました。車で帰 る途中，彼は押 し黙っ

てい ました。 しばらく沈黙が続いてか

ら，わた しは 「何かお話 ししたい こと

があ りますか」 と尋ねま した。長老は

静かに答 えま した。 「預言 と啓 示の霊

を否定する教会員が，あま りに多 くい

ます。」それだ けで した。それ以上何
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も言いませんでした。 わた しはその 日

の新 しいステーク会長の召 しについて

考 えた とき， この教会 は預言 と啓示の一

霊 なしには一 日た りとも機能 しない こ

とを改めて感 じました。

しか しわた したちは，人 々の信仰が

弱 ま り，神聖 な事柄への疑いが強まる

時代に生 きています。それは，復活 さ

れた救い主が このアメリカ大陸 を訪れ

る直前の時代 を思い起 こさせ ます。霊

的にとても暗い時代 なのです。

モルモ ンは，ニーファイ人の社 会を

悩 ます問題の根源について次の ように

記 しています。 「彼 らは非常 に富 んで

いたために心が高慢 にな り，また飢 え

ている者に食物 を与えず，着 る物のな
はらから

い者に着る物を与えず，謙遜な同胞の
ほお

頬 を打つな どして貧 しい者 を虐 げ，神

聖 なものをあざけ り，預言 と啓示の霊

を否定 し…… 〔た。〕」7

さ らにモルモ ンは こう続 けて い ま

す。 「また，彼 らの罪悪のために，教

会 は衰 え始 めていた。 そ して彼 らは，

預言 の霊 と啓示 の霊 を信 じな くな り，

神の裁 きは彼 らの目前に迫っていた。」8

わた したちが雄 々し.く宣言するよう

に，啓示の霊は主の生ける預言者，聖

見者，啓示者の うえにとどまっていま

す。

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長

は，まさにこの壇上か ら次 のように証

しました。 「わたしは深 くへ りくだり，

しか し心に力強い燃 える証の力 をもっ

て，回復の預言者か らこの現在の預言

者 まで，天 との交流の糸は絶えず，権

能は続 き，光 は鋭 く鮮やかに輝 き続 け
み こえ

ている と申し上 げる。主の御声 は間断

なく奏 でる調べ，とどろ く力である。」9

任命 を受けたこの教会の僕が，聖霊

の導 きの下に，主イエス ・キ リス トの

使者 として語る とき，その言葉 は啓示

に対 して心 を開 く人々に，御霊 の力に

よって伝わるのです。

天か らの力によってその証が人々に

伝 わるとき，人々はす ぐに個人の犠牲

が常にそうした証の一部であると悟 り

ます。神聖 なものへの御霊 の証はいつ

も何 らかの犠牲 を要求 します。やがて

人は，犠牲 の必要性 を理解す るように

な り，そのことで喜 びに満 たされるの



です。

人生 で得 られ る最 も大切 な知識 は，
み たま

聖 なる御霊 を通 して，啓示 によりもた

らされます。だからといって，多 くの

分野の研究 を通 して もた らされる知識

を軽 ん じるつ も りは少 し もあ りませ

ん。 しか しその個 々の もの は，また全

体 は，御霊 を通 して与え られる，神聖
あかし

な事柄 に対する個人の証 を受けること

以上に重要 なものではないのです。御

霊の証は光 と確信，平安 をもた らして

くれます。

わた しは声 を上 げて繰 り返 します

が，ジ ョセ ブ ・ス ミスは御父 と御子に

まみえ ました。 この確 かな知識 は世の

人 か らもた らされ たの ではあ りませ

ん。 この確信は，約束された ように聖

なる御霊 を通 して もた らされた ので

す。

地上における神の王国を絶えず前進

させるのは，ジ ョセ ブ ・ス ミスが父な

る神 と御子 イエス ・キ リス トにまみえ

たことを聖霊によって確信 した献身的

な宣教 師と会員 です。また，教会の指

導者が預言 と啓示の霊 によってわた し

たちを導いているという，忠実 な個々

の会員の心 にある証の力です。決 して
たまもの

この貴重 な賜 物 を失 ってはな りませ

ん。 この偉大な祝福を保つために，わ

たしたちは求め られる信仰 と従順 とい

う代価 を支払わなければならないので

す。
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り， ア

ー メ ン。
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教室 着実に絶えず
成長する力を与える場所

中央若い女性第一副会長

バ ージニア ・H・ ピアス

み たま

教訪の目標ば，……御霊を招き，生徒が自分自身 ざ真理を発見 し，そ

れを痂用 しよ うとωう意欲がわωZ「くるような教授技術を用61る こと

ZFす。

数
か月前，わた しの夫 は親 しい友

人にバ プテスマを施 しました。

バ プテスマ会 に出席 しなが ら，彼女が

何年 もこの大切な儀式 を受 ける準備 を

して きた ことを思い巡 らしてい ま し

た。原則 が注意深 く教え られ， 日々実

践 され るのを観察 し，静か に受け入れ
み て

ました。生活の中に神の御手があるこ

とを認め，困難で したが正 しい選択 を
み たま

したとき，御霊によって温かい確認 を

受 けたのです。このように過去を思い

出 しなが ら，現在 の出来事 に喜び，将

来について思いをはせずにはい られま

せ んで した。 この善良な女性が，生涯

にわたって末 日聖徒 イエス ・キ リス ト

教会 に活発 に集い， これか らも福音 を

学 び，実践 し，その祝福 に十分あずか

るように心から願い ました。

今朝わたしは，その ときの願い を思

い起 こしなが ら，昨年バ プテスマ を受

けた37万5，469人 の会員1に ついて考え

てい ます。 また，それ以前 にバプテス

マを受 けた，残 りの教会員約900万 人

について考 えています。 それぞれの状

況 は異なっていますが，わた したちは

皆，王国の教義を教 えられ，御霊 を感

じ，教義がいかにわた したちの生活に

当てはまるか を理解 し，この ような真

理 を常に実践するように努め ようとい

う意思を表 し，バ プテスマの儀式 を受

けたのです。

わた したちのすべてが 「教会にとど

まり，ずっとその原則を実践 〔す る〕」

2わ けで はない とい う可能性
， しか も

かな り高い可能性 について考えること

は，あま りにつ らいことです。多 くの

会員 は教会 を去 り， この幸せな交わ り

に再び戻 ることがあ りません。中には，

一次的に教会 を去 り
，地上の神 の王国

に加 われることにいっそ う感謝の念を

深 めて戻 って来る人 もいます。わた し

たちは皆 ，知 らず知 らず，あ るいは自

分の意志 で教会を離れてい く危険性に

日々直面 しているのです。

教会に とどまるために役立つ事柄は

た くさんあ ります。今朝 わた しは，そ

の中の一つだけをお話 ししたい と思い

ます。教会の教室は，福音の中で着実

に絶 えず成長する力 を与えて くれる場

所ではないでしょうか。

日曜学校，神権会，扶助協会，若い
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女性 ，初等協会，セ ミナ リー，イ ンス

ティテユー トの クラス は，献堂 された

建物，木の下，あるい は家の中で行 わ

れ ます。 しか し， どの クラスも生涯に

わたる福音学習の計画の一部 です。こ

れ らのクラスがわた したちの生活に強

い影響力 を及 ぼす ことを，大 いに期待

して よいのです。教会のクラスは，わ

たしたちをバ プテスマの水へ導いたの

とまさに同じ事柄 を何度 も経験す る場

所です。つ まり，教義 を学び，その真

理 に対す るを得，いかに教義を現実の

日常生活 に応用で きるか を理解 し，そ

れに従って行動 を変えるチ ャレンジを

受 け入れる場所です。

教会のすべての クラスの基本的なカ

リキュラムは聖文です。3聖文 には神の

王国の不変 の教義が書かれてい ます。

こうした真理がわた したちを教会へ導

いて くれたのです。それらを続 けて学

ばなければ，教会 にとどまるこ とはで

きないか もしれ ませ ん。 「あ なたがた

は互いに王国の教義 を教 え合わなけれ

ばならない。……あらゆる点で備 えら

れるためである。」4

十：二使徒定員会 のボイ ド ・K・ パ ッ

カー会 長代理 は，こう述べ ています。

「まこ との教 えを理解すれ ば，人の態

度や行 動は変わ ります。」5では，毎週

どの教義を教 えた らよいかは， どのよ

うに した ら分かるので しょうか。 それ

はレッス ンの 目的に書 かれています。

しか し，わたしたちの態度や行動 を変

えるように教義 を理醒す亙 には，どう

したらよいで しょうか。

ほんとうに理解す るためには，教義

が どのように応用 され るのかを理解 し

な くてはな りません。 レッスンのテキ

ス トには，話や例，活動，ゲームなど，

生徒が実生活 の中で教義を理解するう

えで役立つ ものが載 ってい ます。

教会のク ラスは現在160か 国 で設 け

られてい ますが，人々の 日常生活はそ

れぞれ異なるために， テキス トの話や

例 は時 として生徒 を混乱 させ ることが

あ ります。教 師は，よ く祈 って変更を

加 えることができますが，選 んだ学習

活動が教義を正 しく反映するように常

に注意 しな くてはな りません。

教師の目標 は，ただ真理に関する講

義 をす ることではな く，それ以上の も
み たま

のです。御霊を招 き，生徒 が自分 自身

で真理 を発見 し，それを応用 しようと

い う意欲がわいて くるような教授技術

を用いることです。生 まれなが らに し

て教える才能を備 えているように見え

る人 もいますが，教える技術 は努力に

よ り身に付け られるものです。 自分の

技術 を高め るには， どこへ行 った らよ

いで しょうか。ほかの人が教 えるのを

見て，学ぶ こともで きるで しょう。上

手 な教師のところへ行って， 自分の レ

ッス ンを参観 し，改善点 を提案 して も

らった らどうで しょう。初等協会で教

える場合 は，初等協会の会長会 に， 日

曜学校で教 える場合 には， 日曜学校の

会 長会 に助 けて もらうこ とが で きま

す。 ワー ドの教 師養成 コーデ ィネー タ

ーに定期 的に，また特定 の援助 を頼め

ば，多 くの参考資料 を紹介 して もらえ

るで しょう。6この教会では，独 りで悩

む必要はあ りませ ん。 どこにで も助け

があ ります。 よく祈 り，勇気 をもって

新 しい技術 を学び，練習す ることがで

きます。

わた しはあ る若い兄弟 との会話 を忘

れることがで きませ ん。'彼は完全 に教

会か ら遠ざか り，その後活発 な会員 に

戻 った経験 を話 して くれ ましたが，そ

れ には二つ の教 室の話 が出 て きまし

た。彼 は こう語 りま した。 「15歳の こ

ろ，ぼ くは教会につ いていろいろ疑問

を持つ ようになりました。その ような

疑問について教会で話す機会があるか

と思 っていましたが，実際にはあ りま

せんでした。神権会 では，だいたいい

つ もみんなは前の晩の試合 のことを話

していました。 日曜学校 もそんな感 じ

で した。最後の5分 間にち ょっと レッ

ス ンしただけで，教 師が質問をしま し

たが，それはテキス トか ら正 しい答 え

を見つ ける時間というような もので し

た。」

その後，いろいろなことが起 きまし

た。土曜の晩遅 くまで起 きていて， 日

曜の集会時間が早朝 に変わ り，聞 もな

くその若い男性 は集会 に来な くなって

しまいました。数年後，彼は教会に戻

りました。このときは， 日曜学校 のク

ラスについて話す彼 の顔 は輝 いていま
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した。

「教師は平凡な感 じの男性で したが，

教 えるこ とに とて も熱心 で した。1分

た りとも無駄に しませんでした。大切

な質問 をしました。生徒 は皆，聖文 を

持 っていて，言われた聖句 を調べ てい

ま した。自分の考 えを発表 し，お互い

の意見に耳 を傾 けました。学校 での問

題 を採 り上 げ， レッス ンで教 えられて

いる事柄 を どの ように当てはめた らよ

いか話 し合 いました。クラスの生徒 は

皆異 なっていましたが，共通 に持 って

いる驚 くべ きこ とが一つあ りま した。

皆 ，福音を学ぶ ことに興味を持 ってい

たのです。5分 もす る と， これ は自分

にとって良い所だ と分か りました。」

この経験 は何 と異 なっていることで

しょう。毎週 日曜 日，何十万 ものクラ

スで レッス ンが教 え られていますが，

各教師は，「学習 は生徒が行 うべ き も

のである。 したがって、実践の義務 は

生徒 にある。教師が脚光 を浴 び，舞台

の中心 に立ち，すべ てのせ りふ を語 る

か，全部の活動 を独 り占め してしまえ

ば，」これは まず間違 いな く，生徒の学

習を阻害 しているので 〔す〕。」7
き ょう

熟練 した教師は 「今 日のレッス ンで，

わ た しは何 を しよ うか」 で はな く，

「今 日の レッス ンで，生徒 は何 をす る

だろ うか」，「今 日は何 を教 えようか」

では な く，「生徒 が知 らなければな ら

ない ことを，彼 らが気づけ るように，

どう助け られるだろうか」と考 えます。8

また，生徒 がクラスを出るとき，教 師

のすばらしさについて話 してほしい と

思 うのではな く，福音のすば らしさに

ついて話 してほ しい と思 うのです。

学習 は信頼 と安心感に満ちた雰囲気

の中で最 もよ く行われ ます。つ ま り，

各人の質問や発言が尊重 されます。わ

たしたちは安心 して，みんな と一緒に

勉強 している と感 じる とき，福音 を理

解するうえで役立つ質問をします。 ま

た，ほかの人に役立つような洞察や信

仰 を分かち合 うこ とがで きます。9教

えられたレッス ンを応用 しようとして

間違いをして も，恥ずか しがる必要は

あ りませ ん。それとは逆 に， 自己防衛

をした り，背伸 びをしな くてはならな

いように感 じる ときは，わた したちの



エ ネルギ ーは非生産 的な方 向に使 わ

れ，自分 自身とほかの人の学習 はかな

り抑 えられてしまいます。信頼 と安心

感の雰囲気 を保つこ とは，教師 と生徒

がともに負 うべ き責任です。

中央若い女性会長の ジャネッ ト・ベ

ッカム姉妹が，クラスを教 えることに

ついて簡潔 に話すの を聞いたことがあ

ります。彼女はこのように述べました。

「レッス ンの導入 と基礎的な方向づ

けは，教師の責任です。 レッス ンの真

ん中は生徒が中心 となって参加 し，理

解 と応用へ進みます。 それか ら，教 師

は時計 を見な くてはな りません。最後

の数分 は教師の時間だか らです。生徒

がメ ッセージをよく理解 して教室を出

るように，教師には自分の教 えた教義

を分か りやす くまとめる責任があ りま

す。それか ら， レッス シで採 り上げ ら
あかし

れた原則について，個人的な証 を述べ

ます。」10

では最後 に，12歳 と13歳 の若い女性

のあるクラスをのぞ いてみま しょう。

生徒が教義 を見いだす声 に耳を傾 けて

ください。生徒が教義を現実の生活に

結 びつけることがで きるように教師が

与 える経験に注 目して くだ さい。クラ
み たま

スにとどまる御霊 を感 じて ください。

教師 は半円形に座 った5人 の少女 た

ちにいす を近づけて言い ました。 「外

に訪問者が待 っています。 ジ ョナス姉

妹です。生まれたばか りの赤 ちゃんを

見せ て くれるんです。そ して，母親に

なったばか りの気持 ちが どんなものか

話 して くれます。皆 さんは赤ち ゃんを

見 なが ら，お母さんの様子 にも注意 し

て見て ください。 どんなふ うに赤 ちゃ

んに接するか，何 をするか，何 を言 う

か， よく見ておいて ください。彼女が

出て行った後で，みんなで話 し合 いた

いと思います。」

ジョナス姉妹が入って来て，7，8分

赤ちゃんについて話 し，質問に答 えま

す。生徒たちはお礼 を述べ，ジ ョナス

姉妹 は教室 を出ます。

赤 ちゃんを見て うれ しそ うな様子の

少女 た ち に，教 師 は声 をか け ます 。

「赤 ちゃん，かわいかったわね。で も，

お母 さんについて何か気づいたことが

あ りませんか。」

鹸脇編

甥

継

ち ょっと静 かにな り，一人が答えま

した。「幸せそ うでした。」 もう一人が

言い ました。「赤 ちゃんを抱 いてい る

問，ず っと身体 を前後 に揺す っていた

わ。」 さらに2，3人 が答 え，次 に，ケ

テ ィーがゆっ くりと言 いま した。 「お

母さんは，とって も静かに話 していた

わ。」

「そのことについて， もう少 し詳 し

く話 してみて くれない?」 教 師は優 し

く少女 を促 しました。

「ええ，彼女 の声 を聞いて，わた し

のお母さんの声 を思い出しました。去

年， いちばん下の妹が生 まれた とき，

お母 さんが病院か ら電話 をしてきたん

です。」

教 師は，ほかの少女たちに向かって

、㌶ ・漏;l/

雌1臨1・…糠 …・…：紅

　ホ

難麟無…

熱i囎 籔

尋ね ました。「皆 さんは どう思 います

か。ほかにだれか，ジ ョナス姉妹の声

に気づ きましたか。」

少女たちは深 く考 え始めました。そ
けいけん

して，「敬慶」や 「天国」，「愛」の よ

うな言葉 を語 りました。

教 師は言い ました。 「み んなの言 う

ことが分かるように思います。この よ

うな言葉を思いついたのは，天父か ら
たまもの

与 えられた大 きな賜物に気づいたか ら

だと思います。天父はわたしたちをと

ても愛 し，信頼 してお られ るので，天

父の持 ってお られる創造の力をわた し

たちに も与 えて くだ さったのです。こ

のような信頼に対 してわた したちは心

か ら感謝 し，敬慶な気持 ちにな ります。

母親となることは撞 聖な役 目です。」

聖徒の道/1997年1月 号

13



教師は， このように分か りやす く教
あかし

義 を説明し，証 を述べ た後，少女たち

が 自分 の母親の持ってい る，母性の神

聖 さを示す ような特性 について考える

活動 に移 ります。 「皆 さん，今週 は，

良い母親 となるための準備 として，忍

耐，親切，前向 きな態度，などの徳 の

中か ら一つ選んで，実行 してみて くれ

ませんか。」

少幸 たちはそれぞれが選んだ 目標 に

つ いて話 し，教 師は 自分の証 を述べ ，

閉会の祈 りがささげ られました。

レッス ンは淡々 と進め られ ました。

取 りたて て驚 くよ うな話 もあ りませ

ん。学者の ように物知 りな人もいませ

ん。で も， レッス ンに参加 しようとい

う気持 ちのある人たちばか りです。教

師は特別な才能 を持 っているわけで も

あ りません。ただ祈 りの気持 ちで準備

し，生徒が真の教義を理解 し，応用す

るうえで役 立つ ように工夫 していま し

た。

先週，わたしはバ プテスマを受けた

ばか りの友人に電話 し， どんな様子か

尋ね ました。彼女は元気そ うに答えま

した。「夫 とわた しは15-16歳 コース

を教えるように召 されて， とて もた く

さんの ことを学んでい るわ。」 わた し

はうれ しくな り， 自分 の考えが正 しか

ったことを再確認 しました。つ まり，

彼女に とって も， またわた したち一人

一人に とって も
，教室 ほどすばらしい

場所 はほかにない ということです。

ヒンクレー大管長は次の ように述べ

て ， わた した ち を励 ま していま す 。

「わた したちは皆一緒 に，偉大 な業 に
き ょ う

携わっています。 どの教師 も，今 日よ

りもっ と良い教師になることがで きま'

す 。」11わ た しはこの言葉に次のように

付け加 えたい と思います。どの生徒 も，

今 日よりもっ と良い生徒になることが

で きます。また， どのクラスももっと
.良
いクラスになれ ます。

これからも，わた したちが教室での

有意義な学習 を通 して，互いに助 け合

い，強め合 うことができます ように祈
み な

っ て い ま す 。 イ エ ス .・キ リ ス トの 御 名

に よ っ て ， ア ー メ ン。

注

1， 『聖徒 の道 』1996年7月 号 ，p.26

2， 「教 会 に とどま り，ず っとそ の原則 を

実践 して くだ さい 。そ うす れ ば ，皆 さ

ん の人 生 は さ ら に幸 福な も の となD，
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3.

4.

5，

6.

7，

8，

9.

10.

11，

皆さんは偉大なことを成し遂げられる

でしょう。そして，主が皆さんの享受

しているこのすばらしい驚嘆すべき機

会を与えるためにしてくださったすべ

てのことに対し，ひざまずいて感謝の

祈りをささげたいと思うようになるで

しょう。このことをわたしは皆さんに

はっきりとお約束します。」(ゴ ー ド

ン ・B・ ヒンクレー，0々uroん ～θws

「チャーチニューズ』1996年8月3日

付け，p.2に引用)

『教科課程に関する神権指導者と補助

組織指導者への指示』p.1

教義と聖約88：77，80

「まことの教えを理解すれば，人の態

度や行動は変わります。福音の教義を

研究することには，人の行動を研究す

ることよりも，ずっと速やかに行動を

改善する力があります。」(「幼き子ら」

『聖徒の道』1987年1月 号，p，18-

19)

『教師一その大いなる召し』，『教師養

成に関する神権指導者と補助組織指導

者への指示』，『互いに教えよ』(フ ィ

ルムストリップ参照)

『福音を教える一 教会教育部教師な

らびに指導者用手引き』p.14

『福音を教える』p，13

[コーマ1：11-12参 照

未刊

「私たちは皆一緒に，偉大な業に携わ

っています。どの教師も，今日よりも

っと良い教師になることができます。

どの役員も，今日よりもう少し良い役

員になることができます。どの父親も，

母親も，今日よりもう少し良い父親に，

母親になることができます。どの夫や

妻，子供も，今日よりもう少し良い夫

や妻，子供になることができます。わ

たしたちは，不死不滅と永遠の命へと

至る道を歩んでいます。今日はその一

部なのです。それを決して忘れないよ

うにしましょう。」(ゴードン ・B・ ヒ

ンクレー 『チャーチ：ニューズ』1995

年11月4日 付け，p.2に 引用)

そのほかの参照聖句1テ サロニ

ケ5：11： 『モルモン書』ヤコブ1：

19;ア ル マ1：26129：8;教 義

と聖約42：12;43：8;50：

22;88：122



預言者に与えられる霊感

十二使徒定員会会員

デ ビッド ・B・ ヘイ ト

わた しば自分た ちか携わっτωるこの業が ……救ω主 ざあられる主

イエス ・キ クス トが この瑚上 ざ説かれたそのままの福音ざあることを

知 っτωます。

わ
たしはこの場にいて， このす ば

らしい大会 に出席 でき光栄に思

います。大管長会がわた しが この場 に

復帰することを認めて くださ り，うれ

しく思ってい ます。人は年 を重ねるに

つれ，いろいろ と不 自由なことが出て

きます。わた しも自分の限界を理解 し

ています。時には，それ らの弱 さに幾

らかでも立ち向かっていける場合 もあ

ります。 もしわた したちのビジ ョンが

少 し弱 くな り始めた として も， ほかの

ことをした り，小さな弱 さを克服する

ために努力 した り， ほかの点 を強めた

りす ることによって，それを埋 め合 わ

せ ることができるのです。 しか し，そ

のすべてのことをさて置いても，わた

しは福 音に対する愛 と，福音が真実で

あるという知識 を大切 に思 う自分 に気

持 ちを，皆 さんに知っていただ きたい

と願っています。

わ た した ちは この部 会 の途 中 で，

W・W・ フェルプス作詞の 「いざ救 い

の 日を楽 しまん」(『賛美歌』5番)と

い うす ばらしい歌を歌い ました。この

歌詞は， フェルプス兄弟が小 さな新 聞

の編集発行を していたミズーリ州イ ン

デ ィペ ンデ ンスで起 きたある出来事の

後に作 られたものです。フェルプス兄

弟は印刷所 を持ってい ました。 ところ

が，この教会に敵対感情を持っていた

人々は，その印刷所 を打 ち壊そ うと決

めました。そ して暴徒たちが押 し入 り，

建物に火 をつけ，印刷機 を破壊 して し

まいました。暴徒た ちは200軒 ほ どの

聖徒の家 を焼 き討ちに し， この教会に
い かく

従 う人々を威嚇 しました。そのような

絶望 的な状況 の 中で， ウィ リアム ・

W・ フェルプスが書いた 「いざ救いの

日を楽 しまん もはや迷 うこ とは な

し」 とい う歌詞は，人 々に希望 と励 ま

しを与 えました。これ らのことが自分

たちの生活 の中に起 きるという希望 を

もって，わたしたちは前進を続けます。

なぜ なら， わた したちが しようとして

いることは真実だか らです。

皆 さん一人一人 に次のことを知 って

いただ きたい と思い ます。わた しは 自

分 たちが携わっているこの業が，御 自

身に従 う使徒 や弟子たちを召 して，彼

らに教 える働 きを続けてお られたとき

に，救 い主であられる主イエス ・キ リ

ス トが この地上で説かれたそのままの

福音 であることを知っています。わた

しはよ く， ヨハネ とアンデ レとい う二

人の青年が，バプテスマの ヨハネによ

って救い主を紹介 され，救 い主に従 っ

て，その 日一 日主のそば近 くにいたと
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いっヨハ 不の記録について考えること

があ ります。(ヨ ハ ネ1：39参 照)。 彼

らは主のそば近 くにいました。主 と握

手 をしたこともあったで しょう。また

主の声の抑揚 にも気がついたことで し
あかし

ょう。御 自身が何者であるか を証する
み こえ み こころ

主の御声 を聞き，御父の御心 を果たす

ために地上 においでになったことを証

するの も聞いたで しょう。彼 らはその

ような神聖 な場に居合わせたこ とで し

ょう。それ らの体験 をしたアンデレに

求め られたのは，それをだれかに伝 え

ることで した。それで彼 は兄弟の シモ

ンを見つけ，イエスの もとへ連れて行

きました。ア ンデ レは自分が知 ったこ

と，感 じていたこと，見たことをほか

の人に伝えなければな らないという思

い を持 っていたために，兄弟 を救 い主

のみもとへ連 れて行 った ときに，その

ことを兄に伝 えました。そ して救 い主

の神聖 さと影響力 は，それまで普通の

人だったシモ ンを，傑出 した使徒 に変

えました(ヨ ハネ1：35-42参 照)。

わた しは預言者 ジ ョセブ ・ス ミスの

時代以来のすべ ての預言者か ら深い感

銘 を受けてきました。ジ ョセブ ・ス ミ

スについては，今朝のアルディン ・ポ

ー ター兄弟の話の中で も詳細 に説明さ

れていましたが，彼は啓示を通 して父

なる神 と御子 のメッセージと訪れ を受

けました。 この業 を始めるために，あ

の ような訪れがあったのです。それは

ジョセブ ・ス ミスに未来への展望を与

えるとともに，回復 をもた らすために

彼が なすすべてのことに耐え得る決意

と力 をも授 けました。 この偉大な業 を

起こすために，預言者 ジョセ ブ ・スミ

スに天の使いが遣 わされ，啓示が与え

られ ました。わた したちはこの偉大な

業 を全世界 に宣言 しています。そ して

わた しはそれが真実であることを知っ

てい ます。 わた しは，預 言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミスの時代以来のすべての預言

者が，神 に召 された方々であることを

知っています。

いつものこ となが ら， これ らのすば

らしい方 々の生涯についての話 をする

のは心躍 る経験です。わた しは今朝の

この話の中でデビッ ト・0・ マ ッケイ

大管長について触 れたい と思 います。



マ ッケイ大管長は，直接 的な教え と感

化に よって，わた しの人生に大 きな影

響 を与えた最初の預言者で した。

わた しはマ ッケイ大管長が聖会にお

いて教会の大管長，預言者 として支持

を受けるほんの少 し前 に，カ リフォル

ニア州でステーク会長の任に召 され ま，

した。わたしはその大会 に出席す るた

めに，妻のル ビーとともに自動車で ソ

ル トレークへ来ま した。そして当時の

教会員 に対 してマ ッケイ大管長が与 え

た霊感，指導力，教 えを強 く心に感 じ

ました。後にわた しは，完成 したばか

りの教会の建物の献堂 にカリフォルニ

アへ来て くれるよう，マ ッケイ大管長

を招 きま した。今 とは違い，当時 は用

地の購入費 と建築費の半分 を自分 たち

で調達することになっていました。 し

か し，わたしたちは教会 の土地や建物

について，自分たちがその所有者 なの

だ とい う意識 を強 く持 っていました。

驚いたことに，マ ッケイ大管長は招 き

に応 じて来て くれ ました。わた したち

は列車で彼に会い，我が家に歓迎 しま

した。わた しはその ときの体験 を通 し

て，わたしたちが この地上で果たすべ

き使命の大 きさと重要性 について新た

なビジ ョンを得ました。

さらに後 になって，わた しはスペ ン

サー ・W・ キンボール大管長か らも大

きな影響 を受 けま した。時 問が限 られ

ているために，ご く少数の大管長につ

いて しかお話するこ とが で きませ ん。

キンボール大管長は，ほん とうによ く

わた したちを教 えて くれ ました。キン

ボール大管長はすば らしい方法 をもっ

て聖文から教 え， また，わた したちの

思い と心 を高め る方法で様々 な原則，

方針，教義について教えて くれました。

キ ンボール大管長 はあるとき，軍隊に

入った一人の青年 についての話 をした

ことがあ ります。その若い兵士 は，故

郷の両親に送 った手紙の中で，射撃場

で小銃 と手榴弾の扱い方について学 ん

でいることを次の ように書 きました。
りゅう

「手榴弾の扱い方を学ぶときには，訓

練用の模擬弾を投げます。模擬弾では
き ょ う

10メ ー トル投げ られ ましたが，今 日本

物 を渡 されてやってみると，24メ ー ト

ル投 げ られま した。」キ ンボール大管

長は， わた したちが果たすべ きことを

よく理解で きる方法で教え，感動を与

えて くれました。

皆 さんも覚えてお られると思い ます

が，6か 月前，日曜日の総大会の後 で，

わたしたちは家 に帰ってか ら，あるテ

レビ番組 を見 ました。わたしたちはゴ

ー ドン ・B・ ヒンクレー大管長のこと

を案 じていま した。(わ た しは彼が教

会の大管長，指導者 になるず っと以前

か ら，彼 を見 る特権 と光栄に浴 してき

ました。彼 は教会に関する事柄 を行 う

ときは細心の注意を払 う人です。それ

は彼が3人 の大管長の副管長 として仕

えていたときもずっ と通 していたや り

方 です。)ヒ ンクレー大管 長が全 国ネ

ットで放送 されるテ レビ番組に出演す

ることになっていました。わた したち

は一体 どのような内容になるのかと考

えてい ました。わたしたちはそのこと

の重要性 と，それが わた したちに とっ

て どのような意味を持つ ものになるか

は理解 していました。与え られた情報

によると，約3，500万の 人がその番組 を

見 るとい うこ とで したが，わたしたち

はその番組に備 えて，預言者 であ り指

導者である大管長が行 った こと，祈 り
めいそう し い

と瞑想の時間を取 り，思惟考察 した こ

とを知ってい ました。皆 さんは，あの

ときの，期待感 と果た してどうなるか

という思いを覚えてお られると思 いま

す。 わた しもいまだに忘れることがで

きません。

あの番組が終わった後，わたしの心

臓は高鳴 っていました。破裂 して しま

うのではないかと思った ほどです。わ

たしは自分たちの預言者であ り，指導

者である方が，鋭い切 り口のインタビ

ューで定評のある人物の質問に対 して

示 した応対 を見て，喜びと主へ の感謝

の思いで胸がいっぱいになっていたの

です。 自分た ちの預言者 であ り指導者

である方が祝福 された偉大 な人物 であ
ま

るのを目の当た りにして，わた したち

はほんとうに嬉 しく思いま した。皆 さ

ん も同 じだったと思うのですが，わた

しはテ レビで大管長の顔 を見なが ら，
ふうぽう

神の預言者の風貌，優 しく善良で堂々

とした人物であること， また偽 りがな
そうめい

く聡明な入物であることを，実 に多 く
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の人々が同 じ画面 を通 して見てい るの

だ ということに気がつ きました。皆さ

んも，多 くの視聴者の前 に現れている一

わた したちの預言者であ り指導者であ

る方のすばらしい人格 ，人 間性をよ く

理解で きたことで しょう。 インタビュ

アーが ヒンクレー大管長に 「あの森の

中で，神があの少年 に現れたと，ほん

とうに信 じているのですか」 と質問 し

ました。そこでわた したちの預言者は

即座 に答 えました。「もちろん信 じて

い ます。すば らしいこ とだ と思い ませ

んか。」

あれ以来，大管長のこの言葉 はい ま

だに強烈 な印象 をもって，わた しの耳

に残 ってい ます。 「もちろん信 じてい

ます。すばらしいことだ と思い ません

か」。大管長 は固い確信 とす ば らしい

人柄 を示 しなが らこの言葉を語 り，全

世界の人々 にそれ を宣言 したのです。

あの とき以来，合衆国内のあのテ レビ

番組が放送 された地域 では伝道活動が

活気づ き，会員の活動 も活発 になって

い るということを， ヒンクレー大管長

に知っていただ きたい と思い ます。 よ

り多 くの人 々がこの教会に関心 を持つ

ようになって きてい ます。 それは彼 ら

が，多 くの人 々 の前 に姿 を現 して，

「もちろん信 じてい ます。す ば らしい

ことだと思 いませ んか」 と宣言 した生

ける預言者 を見たか らです。わ た した

ちは，全世界の宣教 師が，世のすべ て

の人々に希望 と救い と永遠の命 をもた

らすこのメ ッセージをその ように宣言.

した いとい う，同 じ思い，同 じ理解，

そして同 じ決意 を持つように願 い，祈

っています。

わた しは日々，健康を与 えられてい

ることを主に感謝 しています。そ して，

この業 を広 めるために，地上で許され

た時 間を最 も有効 に使お うとい う決意

がで きることに感謝 しています。わた
あかし

しの愛 と証，そ してこの業が真実であ

るという知識 と深い確信 を，皆 さんに

お伝 えしたい と思います。イエス ・キ
み な

リス トの御名 によってお話 しします。

アーメン。

*



ベテスダの池のキリスト

第一副管長

卜一マス ・S・ モンソン

わた した ち各々が答えるべぎ賃聞r5同 じざす。rわた しばイユ：スをどう

した らよ61か 。ノ主御自身が欝えを下さづ τωます。rわ た し1ご徒ω

〔なさω。刀

世
界 で最 も有名 な美術 館 の一 つ

は，イギ リス， ロン ドンの トラ

ファルガー広場 に隣接 した国立美術館

です。そこには貴重 な作品が数多 く展

示 されています。

数週 間前，わた しは妻のフランシス

と一緒 にその美術館 を訪れ，霊感を受

けた天才画家の作 品に目を奪 われ，心

を打 たれ ました。ある部屋 には，壁 い

っぱいの大 きさの絵がかけてあ りま し

た。それは，有名なバル トロメ ・エス

タバ ン ・ムリー リョが1670年 代 に描い

た傑作で，題名は 「ベテスダの池で足
いや

なえを癒 されるす キリス ト」 で した。

数世紀 を経 て も， その美 しさや魅力，

人に与える感動 は少 しも薄れていませ

ん。

わた しはその絵か ら目をそ らす こと

も，思いをそ らす こともで きませんで

した。足の不 自由な男性が粗末 な床 に

横 たわ り，両腕 を伸ば して世の救い主

に訴えかけている様子 を見た ときに，

あることを思い起 こしま した。 ヨハネ

による福音書の言葉 と思いが心 に浮か

んで きたのです。今朝 は皆 さんととも

にその言葉 を分かち合 いたい と思いま

す。

「エルサ レムにある羊の門のそばに，

ヘブル語でベテスダ と呼ばれる池が あ

った。そこには5つ の廊があった。

その廊の中には，病人，盲人，足 な

え，やせ衰 えた者などが，大ぜいか ら

だ を横 たえていた。 〔彼 らは水の動 く

のを待 っていたのである。〕
み つかい

それは，時々，主の御使が この池に

降 りて きて水 を動かす こ とが あるが，

水が動いた時 まっ先 にはいる者 は， ど

んな病気 にかかっていても，いや され

たか らである。

さて，そ こに38年 のあいだ，病気に

悩んでいる人があった。

イエスはその人が横 になっていたの

を見，また長い間わず らっていたのを

知 って，その人 に 『なお りたいのか』

と言われた。

この病人はイエスに答えた，「主 よ，

水が動 く時に，わた しを池 の中に入れ

て くれ る人が いませ ん。わたしがはい

りかけると， ほかの人が先 に降 りて行

くのです。』

イエ スは彼 に言 われた， 『起 きて，

あなたの床 を取 りあげ，そ して歩 きな

さい。』す るとこの人はす ぐにいや さ

れ，床 をとりあげて歩いて行った。」1

わた しは長い時 間，この聖句 につい
めいそう

て しみ じみ考えてか ら，瞑想の場 とも

言 えるその部屋 を後に しました。 しか
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し，その作品はわた しの心に消すこと

のできない感動 を与 えたのです。

わた しは救 い主の言葉の威臓や，主

の優 しさ，また主の行為によ り病気の

男に もた らされた計 り知れない喜 びに

ついて考 えました。

主イエスよ，わが胸

喜びに満つ

み前 に出つれば

さらにうれ し。

み な

主の尊き御名

いとやさしく

何 よりもし

救い主よ2

イ エスの血 を流 してその命 を奪 おう

としてい る人々に対 して，総督 ピラ ト

が次 のように質問 したのを覚 えている

で しょうか。 「『それで はキ リス トとい

われるイエスは， どうしたらよいか。』

彼 らはいっせ いに 「十字架 につ けよ』

と言 〔いました。〕」3そ して主 はは りつ

けにされました。

わたしたち各々が答えるべ き質問 も

同 じです。 「わた しはイエス をどうし

た らよいか。」主御 自身が答 えを下 さ

っています。 「わた しに従い，わた し

が行 うのを見たそのこ とを，あなたが

たも行いなさい。」4

主 の地上での使命は，その降誕 と同

様，聖なる預言者によって予見 されて

いました。何世代 もの問，旧世界 と新

世界 の啓発された人々は全能の神 によ

って霊感 された義人の預言が成就す る

のを待ち望んでいま した。

やがて，「夜 ，野宿 しなが ら羊の群

れの番 をしていた」羊飼いたちに 「主

の御使 が現れ」 こ う言 いま した。「き

ようダビデの町に，あなたがたのため
すくしぬし うま

に救主がお生れになった。 このかたこ

そ主なるキ リス トである。」5馬屋 で生

まれ，かいばおけに寝か された主は，

死すべ き人 として地上で生活 し，神 の

王国 を築 くために天か ら来 られたので

す。主の輝か しい福音は，世の人の考

えを新 たにしました。主 は病 人を祝福

して，足や 目や耳の不 自由な人々を癒

し，死者 をよみがえ らせて くださいま



した。また，わたした ちの受ける最 も
たまもの あがな

すばらしい賜物 である膿い とそれ に付

随す るすべ て の もの を備 え られ ま し

た。 そして，わたしたちが永遠に生 き

られるように，進んで命 をささげ られ

たのです。

時 々，次 の よ うに質 問 され ます。、
き ょ う

「もしイエ スが今 日， あ なたの前 に
み すがた

御姿 を現 されたら，何 を尋ねたいです

か。」

わた しの答 え はいつ もこ うです 。

「何 も尋ねずに，耳 を傾 けます。」

いつの時代にあって も，イエスか ら

のメ ッセージは同 じです。主は美 しい

ガリラヤの湖畔で，ペテロに言われま

した。「わたしについて きなさい。」6ま

た，昔 の ピ リポに告 げ られ ま した。

「わた しに従って きな さい」7取税所 に

座 ってい た レビ人 を招 かれ ま した 。

「わた しに従 って きなさい。」8そしてわ

た したち も聞 く耳 を持つ ならば，同 じ

言葉で招 かれ るで し ょう。「わた しに

従って きなさい」 と。

「イエスはます ます知恵が加 わ り，

背たけも伸 び，そ して神 と人か ら愛 さ

れ」 ました。9わ た したちは どうで し

ょう。主は 「よい働 きをしなが ら……

巡 回され……た」 とあ ります♂oわ た

したちは どうでしょうか。

主の弟子たちは，主 の模範 に注 目し

ました。主 の 目的 は，「仕 えられ る」

ことでなく，「仕える」こと，11受 ける

ことでな く，与えること， 自分の命を

救 うことでなく，人のため に捨 てるこ

とでした。次の ような言葉があ ります。

「自分 の指針 とな り行 く末 を左右 す る

星 を見つけるとした ら，移 り変わる空

のような環境 の中でな く，自らの心の

奥底に，主の示 された模範 の中にそれ

を求めなければならない。」

少 しの間，神殿の美 しの門でペテロ

が経験 したことを振 り返 りましょう。

ペテロは，生まれ なが ら足の不 自由な

男性の窮状 に深 く同情 しました。 この

人は，毎 日神殿の門の所 まで抱 えられ

て来て，宮 もうでに来 る人 々に施 しを

請 うていたのです。彼は近づいて来た

ペ テロとヨハネに施 しを求 めま した。

毎 日彼 の前を通 り過ぎる人々と同 じよ

うに見えたのでしよう。わたしはペ テ

ロの簡潔 な指示が好 きです。「わた し

たちを見なさい。」12その男 は二人に注

目しました。そこでペテロが言 いまし

た。

「『金銀 はわたしには無い。 しか し，

わたしにあるものをあげ よう。ナザ レ

人イエス ・キリス トの名によって歩 き

なさい。』

こう言って彼の右手 を取 って起こ し

てやると……

〔彼 は〕立ち，歩 き出し……彼 らと

共 に宮 にはいって行」 きました。13

主 に近づいた人がすべて，神聖な指

示 に従 ったわけではあ りません。

「イエスが道に出て行かれる と，ひ

とりの人が走 り寄 り，みまえにひざま

ずいて尋ねた，『よき師 よ，永遠の生

命を受 けるため に，何 をしたらよいで

しょうか。』

イエスは言われた，……

『いましめはあなたの知っている と
かんいん

お りであ る。 「殺 す な，姦 淫す るな，

盗むな，偽証を立てるな，欺 き取るな。

父 と母 とを敬え。」』

す る と，彼 は言 った， 『先生，それ

らの事はみな，小 さい時から守ってお

ります。』

イエスは彼 に目をとめ，いつ くしん

で言われた，『あなたに足 りない こと

が一つあ る。帰 って，持っている もの

をみな売 り払って，貧 しい人 々に施 し

なさい。そ うすれば，天に宝 を持つよ

うになろう。そして，わた しに従って

きなさい。』

す ると，彼はこの言葉 を聞いて，顔

を曇 らせ ，悲 しみ なが ら立 ち去 った。

た くさんの資産を持 っていたか らであ

る。」14

わ たしは以前に，ユ タ州北部に住む

ランディー ・スポルディング兄弟 から

感動 的な手紙 を受け取 りました。 その

手紙には，家族構成 に続いて，父親が

病気にかか り，次第に健康 と体力を失

い，足 の不 自由な中年の男性 になって

しまったことが書いてあ りました。父

親の体力 は衰 え，つい に働 くことも，

歩 くこともで きず，車いす に頼 る手の

施 しようのない状態にな りました。
しんせき

ランデ イー は，親戚やワー ドの会員

がいかに農場の作業 を手伝い，家族 を

聖徒の道/1997年1月 号

18

助 けて くれたかを記 しています。父親

はもはや話す こともで きず，母親がい

つ も世話 をしています。 しか し， だれ一

一人 「なぜ わた したちに」 とい う言葉

を言 った り書いた りしませんで した。

ランデ ィー ・スポルデ ィング兄弟の

言葉 をその ま ま読 むこ とに しま し ょ

う。「ある朝 ，その 日の予定 につ いて

考 えなが ら，大急 ぎで外 に出ようとし

た とき，父が部屋の隅に座って聖文を

読んでいるのに気づ きました。立ち止

まって声 をかけようと近づ くと，父の

困難な状態が分か りました。父は右手

で頭 を何 とか支えてわた しを見，そ し

てまた，『モルモ ン書』 を読み始め ま

した。父は最 も苦 しい ときにも，愛の
いや

神 について，人 を癒す奇跡 の神につい

て，そ して命の神 ，永遠の命の神 につ

いて学ぶ信仰 を持っていたのです。今

も変わ らず主 を信頼 しているのです。

ああ，時 をさかのぼって，父をベテス
あわ

ダの池 に連れて行 き，救い主に憐れみ

を願って，父 も床 を取 り上げて歩ける

ようになれた らと， どんなに願 った こ

とで しょうか。」

手紙 の最後 にはこ うあ ります。 「そ

の 日ベ ッ ドに入って，だれよ りもす ば

らしい父 と母 を下さったこ とを天父 に

感謝 しました。」

足 の不 自由な男性 を癒 したの は，ベ

テ スダの池 の水 で はあ りませ んで し

た。忘 れてはな りませ ん。む しろ，主
み て

の御手が触れることによ り，祝福が も

たらされたのです。美 しい詩篇 にこう

あ ります。 「主 よ，あ なたは柔和 な者

の願い を聞き，その心を強 くし，耳 を

傾 け」 られます。15

主 は皆さんや家族の祈 りを聞 き，祝

福 して ください ます。天使 のような妻
はんりよ

や母親が，自分 を忘れて永遠の伴侶や

隣人のために援助の手 と思いや りの心

をもって，惜 しみな く犠牲 を払い，自

分の力 と才能を尽 くして速やか に人を

助けるとき，それは主が約束された祝

福の表 れです。ベテスダが招 き，主が

聞かれたのです。「まことに， まこ と

に，わた しはあなたに言 う。あなたが

わたしに望 むことが，あなたにその と

お りになるであろう。」16

ハ ロル ド・B・ リー長老 は，次の よ
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うな言葉で慰めを与えています。「こ

の世で……祝福にあずかれなかった

〔人々〕が，……心の中で，『遮

一 』，あるいは 『五

し 、っていれば げられるのに っ

ていないか らで ない』 と言 うなら，

主はあなたが行ったかのように祝福 し

て くださるでしょう。来るべ き世では，

心か ら願 いなが らも自分 の過失によら

ずに受け られなかった義 の祝福が償わ

れるでしょう。」17

ど こにで も，痛みに苦 しむ人や，病
あらし

気の衰弱 に耐えている人，不況の嵐 と

戦 っている人がい ます。わた したちは

その ような人を心にかけ，彼 らのため

に祈 ります。そして援助の手 を差 し伸

べます。

わたしは次の詩に込め られた意味が

好 きです。題 は 「祈 った とお りに生 き

る」です。

一 日の終わ りにひさまず き
，祈 る，

「主 よ，すべての人を祝福 したまえ，

一悲 しむ人の苦痛 を和 らげ
いや

病の人を癒 したまえ」 と。

そして迎 える新 しい 日，

不注意にも自分のことだけ行って

一 日中を気楽に過 ごし
，

人の涙 に気づかない。

道で出会った兄弟の

重荷 を助けることもなく，

隣の家の病人を

見舞 いに行 こう，とさえしない。

その 日も終わってまた祈 る。

「主 よ，すべての人を祝福 した まえ」

しか し，その ときこの耳 に，

ささやく声がはっきりと聞こえてきた，

「待 ちなさい，わが息子 よ，
き ょう

おまえは今 日，だれを祝福 したのか?

神 の至上の祝福はいつも，

主に仕える者の手からもたらされる。」

わた しは顔を隠 して泣いた，
ゆる

「お赦 しください，怠惰なわた しを，

どうかもう一 日与 えて ください，

祈 ったとお りに生 きられる日を。

この詩の 「顔 を隠して泣いた」 とい

う一節 を読んだとき，わたし自身の忘

れ られないす ばらしい経験が心に浮か

んできたので，それをお話 ししたい と

思います。

何年 も前，わた しが監督 をしていた

ときのことです。 ワー ドの会員のメア

リー ・ワ トソンが州立病院 に入院 した

とい う知 らせ を受 けました。早速見舞.

い に行 くと，た くさんベ ッ ドのあ る大

部屋だったので，彼女 を探すのに苦労

しました。 ようや く彼女 を見つ けてベ

ッ ドに近づ き，言い ました。「こんに

ちは，メアリー。」

彼女が答 えて くれ ました。「こんに

ちは，監督 さん。」

わた しはそのとき， メア リー ・ワ ト

ソンの隣のベ ッドの患者が， シーツの

下に顔を隠したのに気づ きました。

わたしはメアリー ・ワ トソンに祝福

を与え，握手 して，「さようなら」 と

別れを告げま した。 しか.し， どういう

わけかその場 を離れることがで きませ

ん。 まるで見 えない手が肩 に置かれて
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いるかの ようです。 そして，心の中に

次 のような声 が聞 こえ ました。「あな

たが来たとき，隣のベ ッ ドで顔 を隠 し

た小柄 な女性 のところへ行 きなさい。」

わたしはそ うしました。導 きを受けた

ら引 き伸 ばしてはならない ことを経験

か ら学んでいたからです。

わた しは隣iのベ ッ ドに近づ き，優 し

く肩 をたたいてか ら，顔 を覆った シー

ツをゆっ くり下げてい きました。何 と

い うことでしょう。彼女 もワー ドの会

員だったのです。彼女が入院 してい る

なんて知 りませんでした。名前をキャ

ス リーン ・マッキーといいます。彼女

はわたしの 目を見ると，涙 なが らに言

いました。「ああ，監督 さんが ドアか

ら入って来た とき，わた しの祈 りにこ

たえて，祝福 しに来て くれたと思った

んです。 ここにいるのを知っていて く

れたのが うれ しくて。で も，ほかの人

の ところへ行ったので，がっか りしま

した。わたしに会いに来たん じゃなか

ったのだ， と。」

わたしはキャス リー ン ・マ ッキーに

言い ました。「わた しが知 らなか った

ことは，問題で はあ りませ ん。大切 な

のは，天父が御存 じだったこと，あな

たが神権の祝福 を静 かに祈 り求めたこ

とです。わた しをあなたの ところに導

いたのは天父なのです。」

祝福 が与 えられ，祈 りはこたえられ

ました。わた しは彼女の額 にキスをし，
み たま

御霊の導 きに感謝 しつつ病院を出まし

た。 この世でキャス リーン ・マッキー

に会 ったのは，それが最後で した。 し

かし続きがあ りました。

彼女が亡 くなったとき，病院の人が

訪ねて来 ました。 「モ ンソン監督，キ

ャスリー ン ・マ ッキーが今晩亡 くなり

ました。彼女 は万一の ときに，あなた

に知 らせるよう手配 していました。そ
かぎ

して，彼女の地下のアパー トの鍵 をあ

なたに残 しました。

キ ャス リーン ・マ ッキーには身寄 り
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、が あ りませんで した。わた しは愛す る

妻 と一緒 に彼女の慎 ましいアパー トへ

行 きました。鍵 を開けて中に入 り，電

気のスイッチを入れま した。清潔な二

間のアパー トでした。小 さなテーブル

の上に薬の瓶 と，その下 にキ ャス リ.一

ンの手書 きの メモが置い てあ りま し

た。 こう記 されていました。「監督 さ
じゆうぶん

ん，什分の一が この封筒 の中にあ りま

す。薬の瓶の中のコイ ンはわた しの断

食献金です。 これで主に認めていただ

けます。」 こう して彼女への領収書が

発行 され ました。

あの夜 のす ばらしい気持 ちを忘 れる

こ とはで きません。神への感 謝の涙が

わたしの心をぬ らしたのです。
がん

昨年，癌 で美 しい娘 を亡 くした両親

か ら，数週間前 にバースデーカー ドを

受け取 りました。そこには深遠 なメ シ

セージが記 されていま.した。

思いが尋ねた。「知識 より大切 な も

の は何?」

心が答 えた。 「真 心か ら世話 して見

守 ること。」

この言葉 は，ベ テス ダでの祝福 を表

してい ます。 これが神聖な真理である
み な

こ とをイエス ・キ リス トの御名 に よ
あかし

り証 し ます 。 ア ー メ ン。

注

1、 ヨハ ネ5：2-9

2.「 主 イエ スよ ，わが 胸」『賛美 歌』80番

3.マ タイ27：22

4，2ニ ー フ ァイ31：12

5.ル カ2：8，11

6.マ タイ4：19

7， ヨ八ネ1：43

8， ル カ5：27

9.ル カ2：52，

10， 使徒10：38.

11， マ タイ20：28

12， 使 徒3：4

13.使 徒3：6-8

14， マ ル コ10：17-22

15.詩 篇10：17

16， 教 義 と聖約6：8

17， ハ ロル ド ：B・ リー ，YθArθ τわθ

L19尻0プ γhθ 臨orld『 あな たが たは ，

世の光 りであ る』p.292， 下線 付力口



●1996年10月5日(土)午 後の部会

教会役員の支持
第一副管長

卜一マス ・S・ モンソン

愛浬欝灘轍 ㍉1
わたし，モンソン兄弟がこれか ら中央

幹部 ならびに教会の中央補助組織会長

会の方々の名前を提議 しますので，皆

さんに賛意の表明をしていただ きたい

と思います。

預言者 ，聖見者，啓示者，末 口聖徒

イエス ・キリス ト教会の大管長 として

ゴー ドン ・ビ トナー ・ヒンクレーを支

持 して くださるよう，また，大管長会

第一副管 長として トーマス ・スペ ンサ

ー ・モ ンソンを
，大管長会第二副管長

としてジェームズ ・エス ドラス ・ファ

ウス トを支持 して くださるよう提議い

たします。 この提議に賛成の方はその

意 を表 して ください。反対の方はその

意 を表 して ください。

十二使徒 定員会会 長 と して トーマ

ス ・スペ ンサー ・モ ンソンを，十二使

徒定員会会長代理 としてボイ ド ・ケネ

ス ・パ ッカーを， また十二使徒定員会

会 員 と して ボイ ド ・K・ パ ッカー ，

L・ トム ・ペ リー，デビッ ド・B・ へ

イ ト，ニール ・A・ マ ックス ウェル，

ラ ッセ ル ・M・ ネル ソン， ダリン ・

H・ オークス，M・ ラッセル ・バ ラー

ド， ジョセ ブ ・B・ ワース リン， リチ

ャー ド ・G・ ス コ ッ ト， ロバ ー ト・

D・ ヘイルズ，ジェフリー ・R・ ホラ

ンド，ヘ ンリー ・B・ アイリングを支

持 して くださるよう提 議いた します。

この提議 に賛成 の方はその意 を表 して

ください。反対の方。

大管長会の副管長，十二使徒 を預言

者，聖見者，啓示者 として支持 して く

ださるよう提議いた します。 この提議

に賛 成の方 はその意 を表 して くだ さ

い。反対の方。

カーロス ・E・ エ イシー長老 を，感

謝の挙手 をもって七十人第一定員会の

名誉会員 として任命 し，七十人会長会

会員 か ら解任 す るよう提 議い た しま

す。 この感謝 を表明 して くださる方 は

その意を表 して ください。

わた したちは，アール ・C・ ティン

ギー長老を七十人会長会会員 として支

持 して くださるよ う提議い た します。

この提議に賛成の方 はその意 を表 して

ください。反対の方。

心か らの感謝を込めて，中央幹部 と

して働いて くだ さったW・ マ ック ・ロ

一 レ ン ス
， ル ロ ン ・G・ ク レ ー ブ ン ，

ジ ョ セ ブ ・C・ ミ ュ ー レ ン ， グ ラ ハ

ム ・W・ ド ク シ ー ， ホ ル へ ・A・ ロ バ
ハンインサン

ス， ブリオ ・E・ ダビラ，韓仁相，ス

テ ィー ブ ン ・D・ ナ ドール， サム ・

K・ 島袋の各長老 を，七十人第二定員

会会員か ら栄誉 の解任 をするよう提議

いた します。この感謝 を表明 して くだ

さる方は挙手を もってその意を表 して

ください。

これまで若い男性中央第一副会長 と

して働 いて くださったステ ィーブ ン ・

D・ ナ ドール長老，第二副会長 として

働 いて くださったボー ン ・J・ フエザ

ース トーン長老 を感謝 の挙手 をもって

解任 したい と思います。同意 して くだ

さる方はその意 を表 して ください。

わた したちは，中央若い男性会長 と

して ジャ ック ・H・ ゴー ズ リン ド長

老，第一副会長 としてボー ン ・J・ フ

ェザース トーン長老，第二副会長とし

てF・ デ ビッド ・ス タンレー長老 を支

持するよう提議いた します。 この提議

に賛成 の方 はその意 を表 して くだ さ

い。反対の方 は同様 にその意 を表 して

ください。

わた したちは，そのほかの中央幹部，

中央補助組織会長会 を現状の まま支持

して くださるよう提議いた します。こ

の提議に賛成の方はその意 を表 して く

ださい。反対の方。

ヒンク レー大管長，提議 は全員一致

で賛意の表明が得 られたようです。兄

弟姉妹の皆 さんが変わ らぬ愛 と祈 りを

込めて支持 して くださることに感謝い

たします。

饗謬
　，、違1

'糖

～こ 購卿
麟 菱、謹

テンプルスクウェアへの訪問者。土曜午後の部会で、世界中の聖徒とともに，中央幹部に支持を表明。

灘
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わたしたちの

「心の望みに応 じて」

十二使徒定員会会員

ニール ・A・ マックスウェル

聖文のφの 仁=度と悪を行ωたωと思わなか ったノ入々ば，まさに彼

ら自身が 神を知るために進んざr自 分の罪をすべτ捨 τノ，悪ω望み

をなくそうと決意を=したの ざす(ア ルマ79'33;22'78♪ 。

弟姉妹の皆 さん，聖文にはダイ

兄 ヤモ ンドのような教義がた くさ
み たま

んあ ります。御霊 の光がその数々の面

に当たると，それ らは日の栄 えの知恵

を放って輝 き，わた したちの行 くべ き

道を照 らして くれます。

この幸福 な状 態の例 は，「望み」 に

関する教義上の教えで，それは選択 の

自由や個性 と直接深 くかかわっていま

す。望 みは，それを抱 くときで も， ま

た実現す るときで も，選択 の自由の行

使 に多大 な影響 を与 えます。ですか ら

望み は，真の決定要因に るのです。

ほん とうは自分の望みが もた らす結果

を求めてい ない，哀れな世間知 らずの

人々にもそれは当てはまります。

「望み」は切望や懇願を意味します。

義にかなう望みは単 なる好みや一時的

な感情以上の ものです。 もちろん遺伝

子や環境，境遇 などはきわめて重要で，

わた したちを形成する要因になってい

ます。 しか し，わた したちの内には，

自分か ら放棄 しないか ぎり自分で コン

トロールで きる部分が あ ります。そこ

にあるのが，個性 と個人の責任の本質

です。

したが って，わた したちが望み続け

る事柄 は，やがて は実現 し，永遠 にわ

たってわたしたちが受 け継 ぐもの とな

るで しょう。「主な るわた しは，すべ

ての人をその行 いに応 じて，またその

心 の望み に応 じて裁 くか らである。」

(教義 と聖約137：9。 エ レミヤ17：10

も参 照)ア ルマ は こ う言 い ま した。

「わたしは……神が彼 らの望む ままに

されるこ とを知 っているか らであ る。

まことに・・…・神 は彼 らの意の ままに…

…され るとい うこ とをわたしは知 って

いる。」(ア ルマ29：4)こ の 公平 な結
あわ

果に到達で きるように，神の憐 れみの
てんがい

天蓋 は広 い ので す。 こうあ ります。

「これか ら後， この福音 を知 らず に死

，ぬ者で，真心か らそれ を受 け入れたで

あろう者 も皆，その王国を受け継 ぐ者

となる。

主 なるわたしは，すべての人をその

行いに応 じて， またその心 の望みに応

じて裁 くか らであ る。」(教 義 と聖約

137：8-9)

この ように神は，人の望 みや業績 だ

けでな く，様 々な状況が もたらす困難
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さも，憐れみ をもって考慮 され ます。

最後の裁 きで不平がないの も驚 くに当

た りませ ん。星 の栄えの王国の栄光で

さえ 「人知ではとうてい計 り知れない」

か らです(教 義 と聖約76：89)。 神 は

喜 んでわたしたちを祝福 して ください

ます。わたしたちが 「望 んだ ことを喜

び としている」(教 義 と聖約7：8)と

きは，特 にそうです。

しか し，喜び と栄光 をもた らす神の

憐れみの計画とは対照的に，サ タンは，

「すべ ての人が 自分の ように惨め にな

るこ とを求めて」 います(2ニ ーファ

イ2：27)。

兄 弟姉妹 の皆 さん，わた したちはた

いてい自分 の悪い望みの犠牲 にな りま

す。 その うえわた したちは，多 くの人

が 自分の責任 を負お うとしない時代 に

生 きてい ます。だか らζそ，望みに関

する教義 を明確 に誤 りな く理解するこ

とが大切です。不当な言い訳 とい う汚

水があちらこちらに流れ出ているか ら

です。この泥流 は，社会 を 「不幸 と無
ふち

窮の苦悩の淵」(ヒ ラマ ン5：12)へ 押

し流 します。そして，この流れに拍 車

をか けるのが，「わた しのせいではな

い」 という利己的な考えです。 これは

柔和な，謝罪の気持ちを込めた 「わた

しのせいです」 とい う言葉に取 って代

わってしまっています。わたしたちは，
ゆる

「すみ ません。 自分 自身 を赦せればい

いのですが」 というロ先 だけの言葉 よ

り，赦 しを求める心か らの嘆願に耳 を

傾 けるのです。

中には，良心 をわきへ追いや り，そ

の声 を聞 こう とさえ しない人が い ま

す。 しか し，その行為 自体が選択の結

果です。わた したちがそれを望んだか
くらやみ

らです。キリス トの光は，暗闇の中で

た とえ弱 々し くて も，消 えて はいない

のです。その光に注意を払わない人は，

自分の望みか らそうしている人です。

好む と好 まざる とにかかわらず，わ

た したちに現実に求 められるのは，自

分の望みに対 して責任 を自覚 ること

軍す。兄弟姉妹の皆 さん，皆 さんがほ

ん とうに望むのは，わた したちのため

の神 の計画ですか。それ ともサ タンの

計画で しょうか。

霊 的に重要 な出来事 が起 こる とき，



そ こには例外 な く義にかな う望みがあ

ります。モルモ ンの泉でバプテスマを

待つ人々には，柔和 な望みが あ りま し

た。バ プテスマの聖約 について聞いた

とき，彼 らは叫んで言い ました。「そ

れこそわた したちが心か ら望 んでいる

ことです。」(モ ーサヤ18：11)ニ ー フ

ァイ人の群衆 は，復活 されたイエスの
けんそん

訪れに歓喜 し，謙遜 にひざまずいて熱

烈に祈 りました。 でも，その ときの様

子はこ うで した。 「彼 らは言葉数 を多　
くしたのではない。祈るべ き事柄が

らに示 され， また彼 らには，願い事が

いっぱいあったか らで ある。」(3ニ ー　
フ ァイ19：24)

望 み が行いの結果 を左右す るこ とも

驚 くに当た りませ ん。 「召 された者は

多いが，選ばれた者は少 ない」理 由も

そ こに あ ります(教 義 と聖約95：5。

マタイ22：14参 照)。

行 うのはわた したちです。神 は助け

てはくださいーますが，強制 はなさい ま

せん。

義 にかなう望み は，厳 しい ものでな

ければな りませ ん。ブ リガム ・ヤング

大管長 はこう言い ました。「日の栄え

の王国に席 を得 たい と望 む男女 は，毎

日がそれを得 るための闘いであること

を 覚 る で あ ろ う 〆」((ノoロrηalof

Dfsco群ses『 説 教集』ll：14)し た が

癌襟鵬膿鷲讃
す。

熱烈 な望みが ない と， わた したちは

なまぬる く気が抜けた状態にな ります

(黙示3：15参 照)。 ウィリアム ・R・

メイは，そのような怠惰 な症状 をこう

説 明 してい ます 。「この国の人 々は，

単なる悲 しみや憂 うつを通 り越 し，感

情の起伏 を自ら捨てて しまった。感情

の根源である望みが死 んでいるのであ

る。……人間であるため には望みが要

る。善人は神 と神 に関することを望む。

罪人は神の代 わ りに物 を望むが，望み

を持 っているかぎり，まだ人間である。

しか し，.怠惰 な人は死んでいる。不毛

の砂漠で……望み 自体が干上が ってい

る。」CACatalogueofSins"Chがs亡faη

君e撹 ロry「罪 のカタログ」『クリスチャ

ン ・センチュリー』への引用，1996年

十二使徒定員会会員リチャー ド ・G・スコッ ト長老(左)と 言葉を交わす七十人のジェームズ ・E・パラモア長

老とグラ八ム ・W・ ドクシー長老。ドクシー長老を含む9人 の長老が ，5年 間またはそれ以上の期間の任務を終

え，七十人第二定員会から名誉をもって解任された。

4月24日 付 け，p.457)

この悲 しむべ き状態 もまた，「罰の定

めを受ける者の悲 しみ」(モ ルモ ン2：

13)の 一 つなのです。

しか し，た とえわずか な望みで も，

変化 を起 こすのに十分なこともあ りま
ほうとう

す。放蕩息子は，絶望に沈みながらも

望 み を持 ち，「本心 に立 ちか えって」

言 いま した。 「立 って，父の ところへ

帰 〔ろう。〕」(ル カ15：17-18)

今 話 しているのは，.単に自分 には責

任が ない と感 じる誘惑を避けることだ

けではあ りませ ん。それ以上の問題で

す。兄弟姉妹，忘れ ないで くだ さい。

様 々 な誘惑 の力や 大 きさを決 め るの

は， わた した ち自身の望み なのです。

誘惑へのサーモスタッ ト(自 動温度調

節器)は ， 自分がセ ッ トしているので

す。

望みをはぐくみ養うには 福音の真一

理 を理解す るこ とが必要であることは

明らかですが， ごけではあ りま

ん。ブ リガム ・ヤ ング大管長はこう認
へ
めています。「真理 を理解 している人

の中で，その真理に よって 自分 を制 し

てい ない人が多いのは明 らかである。

したがって，真理がいかに正 しく，美

しくとも，あなたがたは自分の感情 を

神の律法 に合 うものに形造っていかな

ければならない。」(『説教集』7：55)

ヤ ング大管長はこう尋ねました。「正

しい真理 であれば，人々はそれに愛着

を感 じていな くても従 うで しょうか。

いいえ従い ませ ん。」(同 上，7：55)

こ の ように，福音の真理や教義 を知るほ　
ことはきわめ ですが，わたした

ちはそれらを愛するようにならなけれ
一ばなりま
せん。愛するようになれば，へ

わたしたちはそれ によって導かれ，自
きよ 　

分の望みと行いは，さらに聖いものと一

なるでしょう。へ
義にかなう望みや，奉仕や，礼拝の

一つ一つ は
， どんなに小 さくとも，霊

的 な成長 を促 してい ます。ニュー トン

の第二法則の ように，作用 した力の方

向 に加運度が生 じるように，善い行い

はた とえ小 さくとも，広がってい くの

です。

幸いなことに愛 にあふれた主 は，わ

たしたちが 「たとえ信 じようとする望

み を持つだけでも」，「その望み を育て

て」い くな ら(ア ルマ32：27)， 助 け

て くだ さいます。 ですか ら，ジ ョセ

ブ ・F・ ス ミス大管長 はこう宣言 した
噛のです
。「望みを育 てるこ とは，人生

の幸福 に欠 かせ ない大 切 な要素 であ

る。」(GospelDoc亡 がηe『福音 の教義』

5：297)そ れ はまた，ブリガム ・ヤン

グ大管長が言 うように，「神聖 な望み

が 目に見える行い を生み出す」(『説教
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集』6：170)ま で ，わ た したちを聖 め

へ と導きます。望みは，養 い育てるこ

とによってのみ，敵 ではな く味方にな

るのです。

現在 わた したちが抱いている望みの

幾つかは，小 さ くしてい って，ゆ くゆ

くは消 し去 って しま う必要が あ りま、

す。例 えば，「罪び とを うらやんでは

な らない」 という勧告 は，悲 しいほ ど

心の不安定 な人 に向け られてい ます

(箴言23：17)。 こ こで もまた，昼に夜

が続 くように，わた したちは望みの結

果について自分 に正直でなければなり

ませ ん。 同様に，人生のいわゆる不 運

に直面 したとき，「生 まれなが らの人」
れんびん

は自己憐欄 に浸 りたい と願い ますが，

この望み も捨てるべ きです。

しか し，悪い望み を捨て ることは，

蕊聾にすぎません。例えば，艶 ・
伴侶や，父親，母親 にな りたい とい う一
り ます 。 ち ょ う'， ア ブ ラ ハ ム が 満 た　
されない思い を経験 して，さらに大い

なる知識 と幸福 を望 んだのと同 じです

(アブラハ ム1：2参 照)。
あわ

憐 れみ と忍耐をお持ちの主 は，いつ

でも助 けをす る用意がで きてお られま

す。主は 「わた しは終 日，腕 を伸べて

いる」(2ニ ーファイ28：32)と 言 われ
み て

ました。 もし主の御手 をつかめなけれ

ば，それはわたしたちの責任です。同

じように，わたしたち自身が手 を差 し

伸べ て人 間関係の改善を望 む ときも，

忍耐が求め られ るのが普通 です。時 に

は，は りねずみ をなで るような状況 も

あ るでしょう。た とえそ うでも皆 さん

が受ける苦痛 は，友情の手を差 し伸べ
あかし

ようとしたことの証で もあるのです。

行 うのはわた したちです。そ こには

人生最大の変わるこ とのないチ ャレン

ジがあ ります。聖文の中の 「二度 と悪

を行い たい と思わなかった」 人々は，

まさに彼 ら自身が，神 を知るために進

んで 「自分 の罪 をすべて捨て」，悪 い

望 み をな くそ うと決 意 を したのです

(アルマ19：33;22：18)Q

両 親が子供 の望みを育てるのを助 け

るとい う大切な役割を負 っていること

は疑いのない ところです。 自らの言葉

と模範で教 える ときは特 にそれが言え

ます。 しか し，人 には自分の望み を実

現す る責任があ ります。ですか ら，す

ばらしい両親であ り，忠実 にすべての

ことを子供たちに教えたアダム とエバ

にさえ背 く子供がいて も，驚 くには当

た りません。 リーハイ とサ ライアも同

じように努力 し，「優 しい親の情を込

めて」(1ニ ーフ ァイ8：37)教 え まし

た。 しか し， レーマ ンと レムエ ルは

「主の計 らいを理解 しなかった」(モ ー

サヤ10：14)と あ ります。そ うした反

抗 の責任 がだれにあるのかについ て，

ジョセ ブ ・ス ミスはこう説明 してい ま

す。「真理 の原則 を持た ない人 は，真

理の言葉 を聞 いて もそ れ を理解 しな

い。悪魔が彼 らの心か ら真理の言葉 を
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取 り去 るのは，そ こに義に対す る望み

が ないか らである。」(Teachfngsof

亡hePrqρhe亡 ∫osepねSmπh『 預言者ジー

ヨセブ ・スミスの教 え』p96)

そ れで も，忠実で立派な両親 は，言

葉 と模範 によってで きる限 りのことを

します。そのうえ義 にかなった両親 は，

今理解 している以上のことを教 えてい

ます。いつの 日か，学 んだ ことを実践

した子供たちが両親か ら受けた影響に

感謝す ることがあ るからです。

わたしたちは心か らの望みをもって，

次のように嘆願 します。

きよ

さらに聖 く

なお努めん

苦 しみ耐え罪に泣かん

信仰深め，なお祈 らん

主の悲 しみ

知 りて泣 き

へ りくだりて

なおたたえん

(「さ らに聖 くなお努め ん」 『賛 美歌』

74番)

兄 弟姉妹の皆 さん，愛ある神 はわた

したちとともに働 かれ ます。 しかしわ

た したちは，決意 を促すのに必要 な望

みを自ら持たなければな りません。

それには時間が必要です。預言者 ジ

ョセブは言 いま した。 「人 間が完成の

域 に近づけば近づ くほど，その見識 は

明解 になり，喜びは大 きくなって，つ

いには人生の悪 を克服 し，罪 を犯 そう

とする望みを捨てるようになる。そし

て昔の人 と同じようにその信仰は造 り

主の栄光 と力 により包 まれて造 り主 と

ともに住む状態に まで高め られる。 し
いっちょういっせき

か し， この状態は人が一朝一夕で達す

ることので きるようなものではない。」

(『預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの教 え』

P.51)
み わざ

永遠の御業 は一時にではな く，時間

をかけて行 われ ます。望みを働かせ る

な ら，時間はわた したちのものです。

神の助けがあって皆 さんが望みを育

てることがで きますよう，イ干ス ・キ
み な

リス トの御名 により祈 ります。アーメ

ン。



信仰 こめて，一歩 ずつ

十二使徒定員会会員

M・ ラッセル ・バラー ド

傭 拓者の先祖た ちクか ら受1プ継6、だ信仰と6疹 遺産が共われることの

なωよ うに しなければな りません。開拓者た ちの勇敢な生涯び わた

した ちののに感動を与えるよう仁しようさばありませんか。

醸 …

たしたちは，今年1996年 とい う

わ 年 に，ユ タ州100年 祭 を祝 って
きました。 こめ機会 を通 して，ユ タ州

民 は， この100年 間 に成 し遂げ られた

数 々の重要 な事柄 を振 り返 って きまし

た。1997年 に，当教会は，開拓者 たち

が ソル トレー クの盆地に到来 してか ら

150年 とい う記念すべ き年を祝います。

世界 中の教会員が， この150周 年 とい

う記念すべ き年に，ノーブーか らソル

トレーク盆地へや って来た開拓者の旅

に深 く思 いをはせ る機会 を持つことで

しょう。 この150年 祭 のテーマは 「信

仰 こめて，一歩ずつ」です。

この夏8月 に，わた しは，ワイオ ミ

ング州か らユ タ州へ と続 くモルモ ン街

道 に沿って，モルモ ンの開拓者 たちの

足跡 をたどってみ ました。わた しは，

わた したちのひたむ きな先祖 が，なぜ

あれほ どのひ どい苦 しみ を味わいなが

らも，あの ように大変 な障害 に果敢 に

立ち向か っていけたのか，驚異に思 っ

ていました。彼 らが犠牲 を払 い，耐 え

抜いた一つの理由は，わた したちのた

めに信仰 という遺産 を残 し，それによ

って，わた したちが全世界 に教会 を築

く業 を推 し進める という大切 な責任 を

感 じられ るようにす るためだったので

はない で し ょうか。 わ た した ちは，
こんにち

今 日においても，昔 の開拓者 と同 じよ

うに，一歩一歩，献身的精神 をもって

前進する必要があ ります。

ジョセ ブ ・F・ ス ミス大管長 は，9

歳 の とき，ユ タに向かってモルモ ン街

道を歩 いた人 ですが，1904年4月 の総

大会 において次 の ように話 してい ま

す。「わたしは，全能の神の承認と祝福

と恵みがあって，主の民が，教会設立

か ら今 日に至 るまで，導 かれて きたこ

とを，固 く信 じている。 …… また，主

はわた したちを救 い，わたしたちの歩

み とこの山並みの頂へ と至 る旅路 を導

いて くだ さった と固 く信 じている。」1

昔の開拓者たちは，神の預言者に従い，

この選ばれた盆地 に来るために，持っ

ていた ものすべ て，多 くの場合命 さえ

も，犠牲に しました。

来年度 の記念行事では，ユ タの開拓

者た ちのほかに，世界 中の開拓者たち

をたたえてい きます。わた しは，教会

150年 祭 委員会の委員長 として，あな

たがたス テー クや ワー ドの指 導者 の

方 々が，次回の評議会において， この

記念祭のことを議題 として採 り上げて

くださるようお願い します。1995年1

月 に送 られた指示や，またそれ以降に

送 られた情報 をよ く検 討 して くだ さ
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い。各評議会において，来年度，会員

たちが霊的 に充実 した経験ができるよ

うに，適切かつ重要な活動を選んでい

ただ きたいと思い ます。

ほとん どのユ タの開拓者に とって，

グレー ト・ソル トレーク盆地のやまよ

もぎやせ こゆ り，塩が堆積 した平原 な

どは，初めて 目にするものでした。大

変な苦労を して，およそ2，000キ ロに及

ぶ平原や砂漠， 山岳地帯 を横断 し，到

着 したときにははだ しだった人々 もい

ます。1869年 にユ タ準州に鉄道が引か

れる まで，約7万 人の開拓者，9，600台

の 荷車，650台 の 手押 し車が，現在の

アイオワ州にあ ったウィンター クォー

ターズやネブラスカ州か らソル トレー

ク盆地へや って来 ました。2ミ シシッ

ピ川か らグ レー ト・ソル トレークまで

歩いた開拓者たちは，その距離を旅す

るため に，それぞれ，何百万歩 とい う

歩みを重ねたことにな ります。その旅

は，良 い条件 の下 で も，3か 月余 り，

かか りま した。1日24キ ロ も進 めば，

よい方だったようです。開拓者たちが，

信仰 を込めて進んだ歩みは，合 わせて

何千億歩に もなったのです。

旅の問には，開拓者 と荷車を引 く雄

牛 の間に親 しい情がは ぐくまれること

もあ りました。ジ ョセブ ・F・ スミス

は書 いています。 「わた したちの車 を

引いた先頭 の2頭 の雄牛の名前 は， ト

ムとジョーといった。この2頭 はわた

した ちが子 牛 の ときか ら育 てた もの

で，両方とも白かった。 トムは肉が引

き締 まり，元気 で，若 く，人間よりも

賢い ところがあった。砂道や険 しい道

を長い間， ろくに水 を飲めずに車を引

く牛たちは，暑 さと疲 れで弱 り果てる

ことが何度 もあった。そんな とき，わ

たしは トムの首 に手を置 き，悲 しみの

涙 を流す だけだった。 わた しにで きる

ことはそれ しかなかった。 トムはわた

しの大好 きな，最 高かつ従順 で役立
しもべ

つ僕であり，友であった。」3

イ リノイのノーブーからの開拓者 た

ちの出立は，1846年2月4日 に始 まりま

した。 それ より4年 前の1842年8月 ，預

言者ジ ョセ ブ ・ス ミスは，西部 に向か

う旅について予知 していたことを，会

員 たちに話 した ことがあ ります。 「わ



たしは預言 した。聖徒 らは引 き続 き多

くの苦難に遭い，ロッキー山脈に追 わ

れるであろ う。多 くの者は背教 し， ほ

かの者は迫害者たちに よって殺 され，

あるいは寒暑 にさらされ，病気にかか

った結果命 を失 うであろ う。 しか し，

あなたがたの中には生 き永 らえ，生 き 、

て開拓地 を開き都市 を建設する助け と

な り，聖徒 らが ロッキー山脈のただ中

において強大 な民 となるのを目にする

者がいるであろう。」4

ブ リガム ・ヤングはあ る示現 を受け

ました。その示現の中で，彼 はジョセ

ブ ・ス ミスか ら一つの山と，その頂 に

ある旗を示 されました。そ してジョセ

ブは 「その旗が立つ，ふ もとの地に築

きなさい。そ うすれば，栄え，平安を

得 るであろう」5と言いま した。1847年

の7月 ，聖徒 たちがソル トレーク盆地

に到達 した とき，ブリガム ・ヤングは，

この山の頂 こそジ ョセブが示 した場所

であると悟 り，開拓者 たちが山並みの

頂の地に 目的地， シオンを見いだした

ことを確認 しました。
こんにち

今 日，この ドーム型の山は，エ ンサ

イ ンピークとして知 られています。わ

た したちが今座 っているこの場所の北

にあ り，盆：地 を見下ろす ようにそび え

立っています。

ノーブーを出発 してか ら，平原や川

や山脈 を越 えて，ソル トレーク盆地 に

至るまでの移動は，大規模な もので し

た。聖徒たちはアイオワにマ ウン トピ

スガ とい う集落を築 きま したが，その

近 くにいたウィルフォー ド・ウッドラ

フは次の ように述べ ています。 「わた

しが馬車を止めると，すばらしい光景

が見 えた。……そこに立っていると東

西南北が見渡せ，聖徒たちが，丘や谷

間か ら，雄牛の群れや，荷車，家畜の

群れ とともに，大 きな流 れの ように入

り込んで来るのが見 えた。それは，一

つの国が動いているようであった。」6

開拓者たちがアイオワ州 を横 断 して

いた ときの大 きな悩みは，食べ物や家

畜，まきや火，絶 え間な く降る雪や雨，

そ してぬかるみで した。 「車軸が折れ

た り，雄牛がいな くなった りす る と，

大変なことにな りました。」7雨にぬれ，

凍 えた人々，そして体の弱 い人や栄養

失調の人が大勢病魔に襲 われました。

ノーブーか らウィンタークォーター

ズまでの265マ イル(約424キ ロ)の 道

の りを進むには，131日 を要 しました。

それに比べ，ウィンタークォー ターズ

か らソル トレークまでの道程 は，その

4倍 ，約1，032マ イル(約1，651キ ロ)ほ ど

あ りますが，その距離 を進 むのにはわ

ずか111日 しかかか りませんで した。8

開拓者の中でも，その勇敢 さで最 も

名 をはせたのは，手押 し車 で旅 した聖

徒たちの一行で した。1856年 か ら1860

年 にかけて，お よそ3，000人 の 開拓者

たちが手押 し車で西へ 進み ま した。9

1856年 ， ジェームズ ・G・ ウィリーと

エ ドワー ド ・マーティンを指導者 とし

て，1，075人の 開拓者か ら成 る，手押 し

車の二つの隊が，その年遅 く，予定よ

りも遅れて出発 し，現在のワイオ ミン
あらし

グにおいて例年 よりも早い冬 の嵐に見

舞 われ ま した。10当 時6歳 だった，ピ

ーター ・ハ ワー ド ・マ クブ ライ ドは，

マーテイン隊の一員でした。彼の父 は，

何台かの手押 し車が，凍 えるほどに冷

たい川 を渡るのを助けた後で，その晩，

雪 と厳 しい寒さの中に死んでいきまし

た。 ピーターの母親は病気であ り，幼

い子供 たちの世話 に当たったのは姉の

ジュネ ッタで した。彼女の靴は擦 り切

れて，足 は傷つ き，彼女が歩いた雪の

道 は血で赤 く染 ま りました。スイー ト

ウォー ター川の岸では，夜中に，風で

テン トが倒 されてしまいました。テ ン

トの上には雪が重 くの しかか り，人々

はピー ター を除 き，皆 ，急いでテン ト

を出ました。 ピーターはその ときの こ

とをこう話 しています。「朝 になる と，

だれかが 『テン トの中で何人死 んだろ

うか』 と言 うのが 聞こえた。姉 は 『き

っ と弟は凍 え死んで しまったわ』 と言

った。それで，人 々はテ ントを動か し，

大急 ぎでそれを雪 の上に移 した。わた

しの髪はテン トに凍 りついていた。わ

・た しは体 を起 こす と
，ほんとうに元気

な状態でテン トをはい出 し，皆 を驚か

せた。」11

ウ ィリー手車隊の一員であったエ ン

ズ ・ニールソンの生涯の中に，犠牲 と

信仰 と愛の非常に感動的な話を見いだ

すことがで きます。エ ンズ は，デンマ
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一クで農夫 としてわ りあい裕福な暮 ら

しを していた人で，家族 をシオンへ と

導 くようにとい う戒めに従 いま したる

アイオワか らの手紙の中で，彼は手押

し車 と，一人当た り約7キ ロの所持品

を買 うため以外のお金 はすべ て，教会

にささげた と書いています。 またエン

ズ は，「従順 は犠牲 に勝 る」 とも書い

ています。彼 自身の責任の下 にあった

のは，妻エルシー，6歳 の息子ニルス，

それにユ タに連れて行 くと約束 してあ

った9歳 の女の子 ボデ ィル ・モーテン

セ ンで した。例年 よりも早 く来た ワイ

オ ミングの猛吹雪の中で，気温 は摂氏

0度 を切 りました。彼 らは，それ より

数 日前 に，最後の小 麦粉 を食べ尽 くし

てしまった ものの，不屈の勇気 と信仰

に促 され， どうにか して険 しいロッキ

ー山脈の分水嶺 に到達 してい ました。

悲惨 に も，ロ ッククリークでは， ウィ

リー隊の13人 が亡 くな り，浅 く，雪に

覆われた墓に埋め られました。その中

には，エンズの息子ニルス と，年若い

ボデ ィル ・モーテンセンもい ました。

ヒンクレー大管長は，モルモン街道

のこの部分 を， 「悲劇の旅路 ，信仰 と

献身の旅路，奉献の旅路，命 をも奉献

す る旅路」12と表現 しています。

エ ンズが，ロ ッキー山脈の分水嶺か

ら18キ ロのロッククリークにた どり着

いた ときは，両足が凍え切 った状態で

した。彼 はもう一歩 も前 に進むことが

できず，妻のエルシーにこう頼み まし

た。 「ぼ くの ことは道端の雪の中に置

いて行って くれ。君は先 に行って，隊

の人たちに追いつ き，命が助かるよう

に しなさい。」エル シー は，不屈 の開

拓者 の勇気 をもって答 えました。「車

に乗 って、あなたを残 して行 くわけに

はいかないわ。わた しが車 を引いて行

きます」13と。 これ こそ ，モルモ ン街

道を進んだ多 くの開拓者 の女性たちの

力 と信仰です。
そう そ ぼ

わた しの曾祖母マーガレッ ト・マク

ニールの家族がス コッ トラン ドか らシ

オンにやって来た ときに，道すが ら彼

らに必要 な滋養 を与 えて くれたのは牛

で した。曾祖母 はまだ12歳 で したが，

毎朝，早起 きをして，家族のために朝

食の準備 をし，乳搾 りをしました。そ



れが彼女 の責任だったのです。そ して，

牛 を隊の一行 よ りも早 く進ませて，草

の茂 った所で，えさを食べ させ ました。

彼女 は次 のように書いています。

「牛 は，牛乳 というお もな食料源 を

供給 して くれました。……わた したち

はそれがなかった ら，餓死 していたこ

とでしょう。……

ある晩，牛がキ ャンプか らいな くな

って しまいました。 わた しは牛を捜 し

に行 かされました。わた しは自分が ど

こを歩いているのかあ まり気 をつけて

お らず， またはだ しで した。突然， 自

分が何か柔 らかい ものの上を歩いてい

るのに気づきました。一体何か と下 を

見てみる と，恐ろ しい ことに，そこは

大小様々な蛇の巣でした。それを見て，

わたしは気が遠 くな り，身動 きで きな

くなって しまいま した。わたしに考 え

られるのは，祈ることだけで した。わ

た しは，何 とか して，そこか ら飛 びの

きました。主 はわたしを祝福 し，見守

ってくださいました。

わた したちは， 〔1859年 〕10月4日 ，

困難 と飢えの連続の旅路の挙げ句，…

…ユ タ州のオ グデ ンに到着 しま した。

わた しは，大平原をすべて歩いて横断

したのです。」14

ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大管長は， 自

らこの西部への旅路 を進み， この盆地

における最初の70年 間の労苦 を味わっ
み て

た人ですが，彼 は，主の守 りの御手が

末 日聖徒のうえに置かれたことを総括

して，次のように有益な話 をしていま

す。

「最初のころは，東部か らの友人た

ちはこの地に来 ると， よくわた したち

を激 しく非難 した もので した。彼 らは

『神 の災 いが あなたが たに降 りかか っ

たのです よ。あなたがたは，イ リノイ
ひ よく

や ミズー リとい う肥沃な土地か ら，砂

漠，それ も塩だ らけの土地 に追われて

来たのです』 と言った。わた しは答 え

ました。 『そうです。世界 中の人 を救

うことができるほ ど， ここには塩がい

っぱいあ ります。神に感謝 しています。

いつか，その利用法が見つかるか もし

れ ませ ん』 と。」τ5家畜 にやるえさが足

りない ときもあ りました。牛肉は脂肪

分が な く， あまりにも脂肪がないため

に石 けんを作ることさえで きませんで

した。 「ち ょうどその ころ，主は，一

握 りのアルファルファの種 をこの盆地

に送 って くださいました。 クリス トフ

ァー ・レイ トンがそれをまき，水をや

り，いつ しかそれは立派に生長 しまし

た。 ささやかな始 ま りでしたが，現在

ユ タ州は，干 し草 の生産ではイリノイ

州やミズーリ州 より豊かな収穫が得 ら

れるようになっています。」16

ま ことに主はわたしたちに，信仰を

持 って，理解の光 の及ぶ限 りの所 まで

歩 み， さらには 自分の理解 を超 えたそ

れ以上の領域にまで進むように求めて

お られ ます。信仰が試 された後 に，主

は，再び，わた したちの前方に光を当

てて ください ます。そ して，わた した

ちの，信仰 を込めて，一歩ずつ歩む旅

路 は続 いてい きます。， この旅路 に加
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わる人々は，世界 中で膨大 な数にふ く

らんでいます。中央幹部 として20年 務

めて きた問に，わたしは，教会が世界

中に広がるの を目にして きました。各

国の開拓者た ちの働 きが もた らした結

果には，ただ驚 くばか りです。彼 らは

それぞれの地 において，信仰 と犠牲に

よ り，教会の基を築いたのです。 わた

しはヒーバー ・J・ グラン ト大管長の

感 じていたことを紹介 したい と思い ま

す。グラン ト大管長はこう言いました。

「〔開拓者〕のことを思 うとき，わた し

は彼 らをたた え，彼 らに感謝する気持

ちでいっぱい にな り，あのすば らしい

人々の子孫の一人 として，彼 らと同じ

ように，忠実かつ誠実で，信仰深 くな

れるように助 けて ください と，主に祈

らずにはいられなくな ります。」17

兄 弟姉妹の皆さん，それぞれの国の

愛すべ き開拓者たちの足跡 を歩むこと

によって，来年度の霊的旅路へ の備え

を今始め ようではあ りませんか。彼 ら

から受け継 いだ信仰 とい う遺産が失わ

れることのない ようにしなければな り

ません。開拓者 たちの勇敢 な生涯が，

わたしたちの心，特に若い人々の心に

感動 を与 え，真実の火 と，主 とその教

会への揺 るぎない愛が，昔の開拓者た

ちの胸 の中に燃 えた ように， 自分たち

の胸の中にも明るい炎 を上げて輝 くよ

うにしようではあ りませ んか。 開拓者

たち は数 々の こ とを成 し遂 げ ま した

が，それは，わたしと同 じように，彼

らも天父とその愛する御子イエス ・キ

リス トが預言者 ジ ョセブ ・ス ミス を通

して福音 を回復 されたこと，またこの

教会が全地 に満 ちるまで転が り進んで

い くことを知っていたか らです。 これ
み な

らのことをイエス ・キリス トの御名に
あかし

よ っ て 証 し ま す 。 ア ー メ ン。
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聖約による結婚

七 十 人

ブ リレー ス ・C・ へ 一 フ ェ ン

周題か起 きると，合意だけの結婚仁よる当事者たちぱ，離れ去ること

ざ幸福を求めます。……しか し聖約による結婚に周題が起ぎた場合，

夫と妻ば協力 し～=周題を解決 します。

年 前 の 夏 ， わ た し は 花 嫁 ， 花 婿

3 になったばか りの トレーシー と
トムが聖なる神殿 か ら山て来 るのを見

ました。親族や友人が集 まって写真 を

撮 る ときも，二人はほほえみなが ら手

をつないでいました。二人を祝福する

招待客 とあいさつを交 わす彼 らの顔に

は，幸福 と未来への希望が読み取れ ま

した。招待客 たちは気兼ねな く新 しい

家族の誕生 を祝い ました。その晩，わ

た しは考 えました。「どんな結婚 に も

訪れる 『反対の もの』に彼 らが 出遭 う

のは， どれ くらい してか らだろうか」

と。 その ときになって初 めて彼 らは，

自分たちの結婚 が単 なる合意に よるも

のか，聖約 に基づ くものかを知るはず

です。

別の花嫁 は，式の当 日に， うれ しさ

のあま りため息交 じりにこう言いま し

た。「ああ， やっ と悩 みか ら解放 され

た。」 「そ うよ」 と母親が答 えま した。

「でも，新 しい悩みが待 ってるわ。」問

題が起 きると，合意 だけの結婚に よる

当事者 たちは，離れ去 ることで幸福 を

求め ます。彼 らは利益 を求めて結婚 し

たのであって，その報いがある間だけ，

彼 らは婚姻関係 を続けます。 しか し聖

約 による結婚 に問題が起 きた場合，夫

と妻は協力 して問題を解決 します。彼

らが結婚 したのは与え，成長す るため

であって，二人は聖約 によって互いに，

社会に，さらに神に，結ばれてい ます。
はんりよ

合意のうえの伴侶は結婚生活を守るた

めにわずかな努力 しかしませんが，聖

約によって結ばれた伴侶は全身全霊を

尽くして結婚生活を守ります♂

結婚は本来は聖約によるものであ

り，勝手に解消できる個人的な合意で
やといにん

はあ りません。イエスは 「雇 人」 とい

う言葉 を用いて，合意 によるだけの態

度 につ いて説 明 してい らっ しゃい ま

す。雇人は報酬のある場合 に限って，

世話をす るために条件付 きの約束を果

たします。雇 人は 「おおかみが来るの

を見ると，羊をすてて逃げ去」 ります。

「彼 は……羊の ことを心 にかけていな

いか ら」 です。これ とは対照的に救い

主 はこ う言 われ ました。「わた しは よ
ひつじかい

い羊 飼である。…… よい羊飼は羊ため

に命 を捨て る。」2現在 では多 くの人が

雇人の結婚 をします。おおかみが来る

と，彼 らは逃げ去 ります。 この ような

考えは間違っています。それに よって

地球 はのろわれ，親の心を子供たちか

ら離れ させ，お互いか らも離れ させ ま

す。3

結婚生活に入 る前 に， トムと トレー
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シーは聖約 とおおかみ について，永遠

の見方 を学びました。二人はアダム と

エバ の物語 か ら，人生 の 目的，従 順
しょくざい み まえ

と嫡罪 によって神の御前 に戻 ることな

どを知 りました。キ リス トの生涯は蹟

罪 を果 たすための物語 です。 アダムと

エバの生涯は，瞭罪を受けるための物

語であ り，瞭罪 によって彼 らは神 との

別離 とあ らゆる 「反対 のもの」 を克服

す る力を得，ついには主 と，またお互

いと，永遠 に 「一つ」 にな ります。

堕落がなければ，アダムとエバは反

対 のものを決 して知 るこ とはなかった

であろ う，とリーハイは説いてい ます。

「アダム とエバ は子供 を持たなかった

であろう。 また，不幸を知 らないので

喜びもなく，……罪のない状態にとど

まっていたであろ う。」4鋭い親であれ

ば，子供がいなければ不幸 も知 らない

とい う点に， うなずかれるで しょう。

しか し園にとどまっていては，二人は

決 して喜び を知 るこ とはで きませんで

した。 そこで主 は彼 らに，苦 しみ，汗

して，いばらの中で生活 し，子供をも

うけるよう教え られま した。それでも

地が のろわれたのは彼幽5で し

た。苦 しみ に満 ちた彼 らの道は，同時
あがな

に，順われ，理解の 目が開かれるとい

う喜びへ と通 じていました。6おおかみ

が来て も，聖約によって結婚 した夫 と

妻は，お互 いに支え，励 まさなければ

な らない理 由が ここにあ ります。 トム

と トレーシーが，これ らのすべ てを理

解 していた ら，エデンの園に似 た神殿

の庭 を，アダムとエバの ようにもっと

ゆっ くりと，互いの腕 を組 んで歩み，

荒涼 とした寂 しい世界 に出て行ったで

しょう。

しかも結婚や子供 の教育は，非常 に

価値ある様々な宗教体験 を，生活の中

に与えて くれます。聖約 による結婚 は

大 きな信仰 を必要 とします。 どんな危

険が 自分 たちを待 ち受けていても聖約

を守 らなければな りませ ん。無条件 で

自己を捨 て，神 に従い，互いに犠牲 を

払わなければなりません。そ うして初

めて，二人はアルマが言った 「計 り知

れない喜 び」7を知るのです。

もちろん結婚する機会のない人 々も

います。避けられない離婚 もあ ります。



しか し主は，地上で祝福 を受け られ な

かった忠実 な人々に，最終的には償 っ

てください ます。

どんな結婚 も繰 り返 し3種 類のおお

かみに襲われます。最初 のおおかみ は

自然に生 じる危機です。デビッ ドとフ

ランは，何年 も最初の子供 を与えて く、

ださるように神 に願 った後，心臓 に深

刻 な欠陥 を持 つ子供 を授 か りま した。

3週 間，様 々な手 を施 しましたが， こ

の新生児は息を引 き取 りました。昔 の

アダムとエバの ように，二人 は悲 しみ

を分け合い，悲嘆に暮れなが らも主 を

信頼 しました。8

2番 目に， 自分 自身の不完全 さ とい

うおおかみが二人を試 します。ある女

性が涙なが らに話 して くれた ところに

よれば，彼女のご主人は絶えず彼女を

批判 し，結婚生活 をだめ にしたばか り

か，彼女の 自尊心 さえす っか り奪った

と言います。最初は食事 と家 の掃除の

ことで愚痴 を言 い，次いで彼女の時間

の使い方，話 し方，考 え方，議論の仕

方に至るまで不平 を言いました。つい

に彼女は自信 を失い， 日常生活 にも支

障を来すようにな りました。わた しは

彼女が哀れにな り， ご主人に も同 じ気

持ちを抱 きました。

ここで，結婚 したばか りの ときはほ

とん ど自信が持てなかったある若い女

性 と比べみましょう。彼女の ご主人は

彼女の良い点 をた くさん見いだ し，そ

のため彼女 は次第に自分 が善い人 間で

ある と思 うようにな り，大切な意見 を

言 うようにな りま した。彼女 を信頼す

るご主人の気持ちが，彼女の 自尊心 を

強めたのです。

3番 目のおおかみ は，現代の雇い人

的態度が生んだ過 度の個人主義 です。

7歳 になる一人の少女が泣 きなが ら学

校か ら帰 って来ま した。 「わた しお母
き ょう

さんの子 じゃないの?今 日，先生が

ね，人はだれの ものでもない って，子

供 は親のものではないし，お父 さんも

お母 さんの もの じゃないんです って。

わたしはお母 さんの もので しょ。」彼

女の母親 は彼女 を しっか りと抱 き締

め，こうささや きました 「もちろん，

あなたはお母さんのものだ し，お母 さ

んはあなたの もの よ。」確か に配偶者

は相手の個性を尊重する必要があ りま

す し，家族 は奴隷 でも，命のない品物

で もあ りません。 しか し教師が，今 日

の多 くの人 々 と同 じよ うに恐れ たの

は，親子関係や結婚関係 は人を結 びつ

ける貴重な きずなではな く，む しろま

った くの束縛であるという点です。現

代 は帰属意識が稀薄な時代です。・

敵は個人の自治に対するこの過度の

強調 を長期間にわたって培い，今では，

熱心にそれを利用 しています。 自分 を

必要 とし，支 えて くれ る人を求めるの

は，神が与えて くださった人の本性で

す。 ところが敵 は，不信 と疑いをもっ

て，わたしたちの間を引 き裂 こうとし

ています。 また，場所 を確保 し，群れ

を去 り，独 りになることの必要性 をお

おげ さに言い広めています。敵 を信 じ

ている人々 もい ます。それでいて 自分

の孤独感に悩んでいるのです。しかも，

立派な例外 はあるに しても，アメ リカ『

で増えつつあるひとり親の家庭 に育 っ

た子供 は，両親がそろった家庭の子供
ひん

たちより大 きな危機 に瀕 してい ます。9

さ らに，離婚率や婚外子の出生率 は，
こんにち

今 日非常 に高 く， 「結婚生活 の崩壊」

が うかがえます。1。

現代 では大勢 の人が結婚の意味 自体

に迷ってい ます。同性 同士の結婚 を許

すべ きでしょうか。離婚手続 きをもっ

と難 しくすべ きでしょうか。ある人々

は， こうした問題は社会的 に対処すべ

きではない，なぜ なら結婚は個人的な

契約だか らであると言います。 しか し

現代 の預言者が最近宣言 した ように，

「結婚は神 によって定め られた もの」11

で す。民事結婚 でさえ，歴史的 には，

男性 ，女性 ，国家 の3者 間の契約 とと

らえられてい ます。社会 は，あ らゆる

人々が実 り豊かな結婚生活 を送 り子孫

を授か るこ とに，大 きな関心を抱いて

います。結婚の社会的性格 は，結婚 を

ほかのいかなる関係 とも違 うものにし

ています。 ウェンデル ・ベ リーは述べ

ています。 「結婚式に来客があるのは，

〔恋 人同士が〕互 いに対 してだけでな

く，社会に対 して も誓いを立てるか ら

である。」それは相手にだけではな く，

一般の福利 に対 しても自分 をささげる

か らで，「これは契憩 によって はなし
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得 ないことである。」12

犠 牲 という祭壇 の前で交 わした聖約

を守 るとき，わた したちはそ こに隠れ一

た力 を見いだします。かつてわたしは，

妻のマ リーに腹立ちまぎれにこう言 っ

た ことがあ ります。「主 はアダム とエ

バを十分に成熟 させて この地上に置か

れたんだ。 どうしてそばかすだ らけで

髪がもじゃもじゃの， うちの息子 にも

そ うされなかったんだろ う。」妻 はこ

う言い ました。「それは子育 てを通 じ

て，親のわた したちをもっ といいクリ

スチャンにするためよ。」

ある晩，マ リーはお菓子で先住 アメ

リカ民族の村 を作 る息子の宿題の手伝

いを何時間 もして， ぐった り疲れて し

まいました。雇い人では耐えられない

試練 でした。最初，息子は母親 に手伝

われるのを嫌が っていましたが，ベ ッ

ドに入 るころには，自分で作 った とい

う作 品を誇 らしげ にテーブルの上 に置

いていました。それか ら寝室に向かい

ましたが，戻って来て部屋 を通 り抜 け，

欠 けた歯 を見せて にこにこしなが ら9

歳 の息子 ば母親 に抱 きつ きました。す

っか り感心 したわた しは，後で妻 にこ

う尋ね ました。「よくや ったね。」「え

え， とにか く放 ってはおけない，助け

な きゃ， って覚悟 を決めたの よ。」 そ

してこう言 い添 えました。「自分 で も

こ こまでや れる とは思わ なか った。」

彼女は 自分の中に深い愛情の泉を見つ

けました。聖約 による きず なが，彼女

の子羊のために，時間ごとに自分の命

を投 げ 出す 力 を与 えて くれたか らで

す。

さて， トム と トレーシーですが，彼

らも今年，自分のたちの泉 を見いだし

ま した。2番 目の子供が早産 にな りそ

うだったのです。雇い人のように簡単

な選択 をして中絶 し，それ まで どお り

の生活 に甘 ん じるこ ともできました。

しか し，二人は犠牲 を払 って聖約 を守

る ことに努 めま した。13活 発で活力の

ある トレーシーは5週 間， 自宅で横 に

なった ままほとん ど身動 きをせず， さ

らに5週 問を病院で過 ごしました。 ト

ムは仕事 と睡眠時以外は，文字 どお り

片時もそばを離れませんで した。二人

の祈 りが通 じて子供が誕 生 しま した
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が，子供 には さらにll週 間の入院が必

要で した。今，彼女は元気で両親 と一

緒 に暮 らしています。

トレーシーがある晩，病院で忍耐強

く主 を待 ち望んでいた とき，彼女が 自

分の子供 のために進んでささげようと

している犠牲は，あの良い羊飼いが 自

分のために払って くだ さった犠牲 と多

少 な りとも似てい るので はないか と，

気づ きました。彼女はこう言ってい ま

す。 「確か に簡単な犠牲 ではあ りませ

んで したが，でもなぜ か，む しろ特権

のような気が したのです。」 シオ ンの

ほかの多 くの親たちがそうであるよう

に，二人 は自分 を子供 にささげること

で， 自らの心 を神 にささげ ました。そ

の過程で彼 らが知 ったことは，自分た

ちの結婚が聖約 による結婚であ り，そ

れ によってお互い と主 に結びつけられ

ている， とい うことでした。

どうか聖約 としての結婚，す なわち

新 しくかつ永遠の結婚聖約 という概念

を，わたしたちが取 り戻せ ます ように。14

そ しておおかみが来た ときに，雇い人

ではなく羊飼い となって，毎 日，聖約

によって結 ばれた子羊のために進んで

命 を投 げ出せ ます ように。その とき，

わた したち も，アダムとエバのように，

喜 びを得 るで しょう。15イ エス ・キ リ
み な

ス トの 御 名 に よ り， ア ー メ ン 。
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喜びなさい

七十人

クエンテ ィン ・L・ クック

み たま

喜びぱ，わた したちが神の御霊を受けτ生活 し乙'ωるときに来る右の

さす(ア ル マ22'75参 照♪。わた した ちば，神の御霊を受けτωると

ぎ，救ω主かわた した ちのため仁なされた業に対 しτ喜びを感 じるこ

とがざぎるのさす。

愛 なる兄弟姉妹の皆 さん，わた

親 しにとって，これがこの新 しい
召 しを頂 いてから，皆 さんにお話 しす

る初めての機会 です。どんな方法 をも

っても，この責任感 また， 自分の経験

不足 に対す る思いを，表す ことはで き

ませ ん。 ただ，皆 さんに知っていただ

きたいのは，主に仕 えるこの特権 に深

く感謝 しているとい うことです。

わた しの大好 きな賛美歌 は，「胸 を

張 り 声 あげ 喜 びうたわん 高 らか

に 喜びを またうたわん」 と力強 く

歌っています(「 喜べ，主を」『賛美歌』

32番)。 この賛美歌 の歌詞 は，パ ウロ

の ピリピ人へ の手紙か ら来 ています。

「あなたが たは，主 にあ っていつ も喜

びなさい。繰 り返 して言 うが，喜 びな

さい。」(ピ リピ4：4)辞 書 はこの 「喜

ぶ」(rejoice)と い う言葉 を 「うれ し

く感 じること，または非常な歓喜」 と

定義 してい ます(Merrfam-Webs亡erむ

Collegfa亡eDfc亡foηary;10thed.『 メ リ

アム ・ウェブス ター ・カリジエ ト英英

辞典』第10版 ，"rejoice"の 項 参照)。

わた したちに喜 びをもたらす ような

気持 ちの源 は，救 いの計画 を理解す る

ことにあ ります。 ヨハネによる福音書

の中に，救 い主が世の罪を御 自身に負

われ，今まさにこの世での生涯を閉 じ

ようとしておられたときのことが記 さ

れています。来るべ きことに使徒 たち

を備 えさせ ていた とき，』主 はこのよう

に言 われ ました。 「しば らくすれ ば，

あ なたが たは もうわた しを見 な くな

る。 しか し，また しばらくすれば， わ

た しに会えるであろう。」(ヨ ハネ16：

16)し か し使徒たちは復活がどの よう

なものか を深 く理解す るまでには至 っ

ていませんで した。そ こで救 い主は，

御 自身がやがて彼 らのもとを去 って行

くことになるが， また戻って来 るであ

ろうということを優 しく説明 し，御 自

身が去 った ときに彼 らが感 じる悲 しみ

につい て話 され ました。「しか し， わ

た しは再 びあ なたがた と会 うであ ろ

う。そ して，あなたがたの心は喜びに

満 たされるであろう。その喜びをあな

たがたか ら取 り去 る者 はいない。」(ヨ

ハ ネ16：22)

救 い 主の死が，悲 しみをもた らした

と同じように，死，病，貧困，けが と

いった ような人生の浮 き沈み もまた し

ば しばわた したちに不幸 をもた らしま

す。愛する人 との別れは， どのような

場 合 で も悲 しみ や嘆 きを運 んで きま
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す。確か に生 きてい くの は易 しい こと

ではあ りませ んが，多 くの人が経験す

る試練 を，た とえどのような方法であ

って も軽 くしてしまうのは適当なこと

ではあ りません。
あがな

救い主によって成就 した復活 と順い，

また愛す る人々とともに永遠の命 にあ

ずかれるとい う約束は とても意義深い

ことです。それにもかかわらず喜 びを

感 じられない というのは，救 い主の贈

り物 に対す る理解が欠けていることを

表 しているのではないで しょうか。

喜びは，わた したちが神の御霊 を受

けて生活 している ときに もた らされる

ものです(ア ルマ22：15参 照)。 わた

したちは，神の御霊を受けているとき，

救い主がわた したちのためになされた

業に対 して喜びを感 じるこ とがで きる

のです。

このような喜びを得 る々めに，わた

したちは，何 をする必要があるのでし

ょうか。救 いのための儀式を受けるこ

とや，生ける預言者 に従 うこ.とに加 え

て，祈 り，聖文学習，義にかなった生

活，人 々ぺ の奉仕 とい った霊的な基本

原則 に添った生 き方をする必要があ り

ます。罪 を犯 した ときに，悔い改めが

必要 とされている ことは，よ く理解 さ

れています。 そこで，救い主 の贈 り物

に対 し喜びを感 じ，さ らに大 いなる喜

び を感 じ取るために避 けなければな ら

ないその他の3つ の ことを挙 げてみま

しょう。(1)自 分 の義務 を果たす妨げ

となる ものを避 ける。(2)小 さ な欠点

に心 をとらわれない ようにする。(3)

他 人 との不必要な比較 を避 ける。

わた したちは， 自分 の心 を物質的な

ものに引 きつけ，キ リス トを中心 とし

た物の考 え方か ら遠ざけようとす る事

柄の存在 に気づか ないでい るこ とが よ

くあ ります。それ は星 の栄え的な障害

物 によって， 日の栄え とい うゴールか

ら注意をそらしていることになるので

す。わたしの家族 はこのような星の栄

え的な障害物を 「土曜の朝の漫画」 と

呼 んでいます。それについて説明した

いと思い ます。

子供たちが まだ小 さかった とき，わ

た しと妻のマ リーは，わた しが子供の
なら

ころに父か ら教わったある方法に倣っ



て子育てを しようと決め ました。父は，

わた したち子供一人一人のために別々

の時間を取 り，生活の様 々な点 で目標

設定 がで きる ように助 けて くれ ま し

た。そのうえで，教会や学校をはじめ，

そのほかの活動が 目標の達成にどの よ

うな助 け にな るか を教 え て くれ ま し

た。父には以下の3つ のルールが あ り

ました。

1.価 値 ある目標 を立てること。

2.い つでも目標は変えてよいこと。

3.ど のような目標 を選択す るにせ

よ，それに向かって熱心 に努力するこ

と。

父の この教えから学ぶことの多か っ

たわた しとしては， 自分の子育 てもそ

れと同 じ方針でい きたいとい う望みが

あ りました。わたしは，息子のラリー

が5歳 の ときに，大 きくなった ら何 に

なりたいか尋 ねました。息子はジョー

お じさんの ような医者 になりたい と答

えました。 ラリーはかつて大手術を経

験 してい ましたか ら，医者，特 にジ ョ

ーお じさんには特別 な敬意を払 ってい

ました。わたしはラリーに，彼が行 う

価値あ る事柄のすべてが医者 になる備

えをする助 けとなることを続けて話 し

ました。

数か月後， またラリーに何にな りた

いか と尋ね ました。すると今度は，飛

行機 の操縦 士 にな りた い と答 えま し

た。 目標 を変えたことはか まいません

で した。そ こで，その 目標 を達成する

うえで，様々な活動が助 けになること

を話 しました。ふ と思いついて，「ラ

リーはこの前 は医者にな りたいって言

ったよね。どうい う理由で変わったの」

と尋 ねました。する とこんな答 えが返

って きました。「ぼ く， 医者 はいいな

って今で も思 っているよ。 でもジョー

お じさんが土曜の朝 も働 いてい るのに

気づいたんだ。ぼ く，土曜 の朝のテ レ

ビ漫画 を見逃す わけ にはいか ない も

ん。」

それ以来，我が家では価値ある目標

へ の障害物 を， 「土曜の朝の漫画」 と

呼んでい るのです。

わた したち 自身が望 んでいる喜 びか

ら，わ た した ちを引 き離 そ うとす る

「土曜の朝の漫画」 には どの ような も

のがあるで しょうか。神殿結婚 を望ん

でいなが ら，神殿推薦状 を受けるにふ

さわしくない人だけと交際 している人

がい ます。ある人 は，良きホームティ

ーチ ャー
，訪問教師であ りたいと望み

なが ら，テレビ，通信販売のカタログ，

そのほか世俗 的なものに次か ら次へ と

時間を費や し，割 り当てられた兄弟姉

妹に仕 える時間を見つ けられないでい

ます。 また，家族が家族の祈 りを望ん

でいるにもかかわ らず， ささいなこと

を持 ち出 して， ともにひざまず き祈 る

機 会の妨げ となっている人 もいます。

もしわた したちがなすべ きことをしな

い理 由を挙 げてい くな ら， 「土曜の朝

の漫画」 のリス トはきりが なく続いて

い くことに気づ くことで しょう。

どの栄えの王国も受け継 こうとしな

'い人たちについて
，主はこうおっしゃ

っています。「ある人に贈 り物 が与 え

られて も，彼 がそれを受け取 らなけれ

ば，それは彼 にとって何の益 があ るだ

ろうか。見 よ，彼は与 えられるものを

喜ばず，その贈 り物 の贈 り主 をも喜 ば

ない。」(教 義 と聖約88;33)全 人類 に

とって最 も尊 い贈 り物 は，イエス ・キ
しょくざい

リス トの瞭罪です。 この贈 り物に喜び

を感 じたいのであれば，思いの焦点 を

救い主あ るいは日の栄 えという目標か

ら引き離 して しまう「土曜の朝の漫画」

を避 ける必要があ ります5

喜 びを見いだせ ないでいる2番 目の

グループは，小 さな欠点に心 をとらわ

れて， 自ら幸せを遠 ざけてしまう人々

です。ある人々は， 自分 の不完全 さを

必要以上に過大視 し， 自ら自分の生活

を暗 くしてしまってい ます。第三者が

見れ ば，喜び を感 じて当然 というよう

な状態にあって もそ うなのです。彼 ら

は喜びを感 じないのです。彼 らは まる

で美 しい庭園に招かれたカップルのよ

うなものです。彼 らは美 しい もので目

を楽 しませ るこ とはせず，しおれた花，

雑草，見 るには美 しくないほんの小 さ

な部分 にしか 目を向けようとしないの

です。その二人 にとって庭 園は期待外

れの もので しかあ りません。同 じよう

に彼 らは自身自身に対 し，また他人に
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対 し，極端 に批判的になっているので

す。小 さな欠点を過大視す るのが彼 ら

の癖 とな り，豊かな祝福 を軽視 し，喜

びを感 じられな くなって しまっている

のです。

ルカによる福音書の中で，客 の接待
み こと ば

をせず救い主の御言葉に聞 き入ってい

る妹のマ リヤについてマルタが不平 を

こぼ したとき，救 い主 は彼女 を穏やか

に諭 して， こう言われま した。「マル

タよ，マル タよ，あなたは多 くのこ と

に……思い わず らって いる。」(ル カ

10：41)こ の とき，救 い主はマ リヤが

ほんとうに大切 なことに思いを集中 し

ていることを示されたのです。

喜びを砕 く3番 目の障害物 は， 自分

の才能や祝福 を他人のそれ と比較する

ことです。才能の伸びの度合いは，個

人の成長の度合 いを判断す る最高の尺

度です。近年 になって 「自分な りのベ

ス ト」 とい う考え方が広 く受け入れ ら

れるようになって きました。 これは非

常 に有益な考 え方です。わたしたちは

人を評価する ときに， とか く他人の最

善と自分の最悪 を比較す る傾 向があ り

ます。タラン トのた とえの中で，主は
しもべ

5タ ラン トを受けた僕 と2タ ラントを受

けた僕が， さらにタラン トを増や した

ことを褒め，このように言われ ました。

「主人 と一緒 に喜んで くれ。」主 に非難

されたのは， 自分 に与 えられたタラン

トを地中に隠 しておいた僕で した(マ

タイ25：14-30参 照)。'自 分 と人の祝

福 を比較すれば，喜びから遠 ざか る結

果になるのは，まず問違 いないでしょ
しっ と

う。わたしたちは感謝する心と嫉妬心

を同時に持ち合わせることはできませ
み たま

ん。主の御霊 を受 け， また喜びや幸せ

を味わいたいと心 から望むならば，わ

た したちはまず， 自分 自身が受けてい

る祝福 を喜び，感謝すべ きです。また

特に，神殿で得 られる数々の祝福 に喜

びを感 じなければな りません。

1836年4月3日 ，預言者 ジョセブ ・ス

ミス とオリバー ・カウ ドリは，カー ト

ラン ド神殿で神聖 な祈 りをささげてい

ま した。厳粛で静かな祈 りの後，主は
みすがた

彼 らに御姿 を現され，カー トラン ド神

殿 を主 の宮 と して受け入 れ られ ま し

た。
かぎ

救い主 と救いに不可欠な鍵を回復 し

た古代の預言者たちの現れについての

この驚 くべ き記 述 は，教 義 と聖約 第

110章 を，主がわた したちに与 えられ

たあ らゆる啓示の中でも，最 も神聖で

重要な記録の一つ としています。

この章の中で最 も美 しく，まただれ

もが一度 は聞いてみたいと望む言葉が

5節 と6節 にあります。
ゆる

「見よ，あなたがたの罪は赦 されて

お り，あなたがたはわた しの前に清い。

それゆえ，頭 を上げて喜びなさい。

あ なたがた の兄 弟た ちの心 を喜 ば

せ，わた しのすべ ての民 の心 を喜 ばせ

なさい。彼 らは力 を尽 くしてわた しの

名の ため にこの家 を建 てた人 々であ

る。」

兄弟姉 妹 の皆 さん，人生 におけ る

「土曜の朝 の漫画」 を避 けようではあ

りませんか。特 にわたしたちを神殿 か

ら引 き離す ものを避けましょう。救 い
しよくざい

主の膿 罪を通 してわた したちに与え ら

れてい る約束 を喜 び まし ょう。 また

「これは主が設 け られた 日であ って，

われ らはこの 日に喜 び楽 しむで あろ

う」(詩 篇118：24)と い う詩篇の作者
なら

の勧告に従い，キリス トに倣った生活

をす る人に与え られている約束を喜び

ましょう。わた したち一人一人が これ

らのことを行 えます ように。イエス ・
み な

キ リス トの御名 に よってお祈 りしま

す。 アーメン。
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神の証人
十二使徒定員会会員

ヘンリー ・B・ アイ リング

わた したちぱ聖約に基づ く義務としτ出会 うス 々や家族仁対 しτ福音

を紹介 しなければな りません。わた したちが 聖約を守るために諏)戯

意ざ努力 するとき，初ば聖約を票たすカをのず強めτくださ'ωます。

末
日聖徒は聖約の民 です。バ プテ

スマ を受けた日か ら，人生 にお

け る幾つ かの霊 的な通過 点 を通 る度

に， わた したちは神に約束 し，神 もわ

た したち と約束され ます。神は正 しい
しもべ

権能 を持つ僕たちを通 して与え られた

約束 を必ず守って くださいます。 しか

し，神 と約束を交わ してそれを守 るか

どうかはわた したちの人生における試

しであ り，重大 な意味を持っています。

わた しは旅行中に隣…に座 った人 と偶

然に会話 を始めた ときに，聖約 を守 る

力について思いを新 たにする機会があ

りました。わた しはその人と面識 はあ

りませんで したが，彼は雑踏の中でわ

た しを見ていた ようで した。なぜ なら，

わた しが 自己紹介 した後 ，彼が最初に

口に した言葉 は， 「あなた をずっ と拝

見 してお りま した」 だったか らです。

彼 が 自分 の仕事 につい て紹介す ると，

わた しも同 じように しました。彼 はわ

たしの家族について尋ねた後， 自分の

家族 について話 して くれ ました。彼の

奥 さんは教会員で したが，彼は教会員

ではあ りませんで した。

こ うしてだいぶ打 ち解 けて くると，

次の ようなこ とを言 いました。「あな

たの教会 には改めなければな らないこ

とがあ ります よ。 どういう状態 になっ

たらやめるべ きかを教会の人々におっ

しゃって くだ さい。」 そ して次 のよう

に説明 しました。彼 は結婚 して25年 に

な ります。奥 さんは子供のころか ら教

会員で した。長い結婚生活を通 じて奥

さんが教会の建物に足 を踏み入れたの

はた った1度 きりで した。 それ は奉献

前の神殿 のオープ ンハ ウスで したが，

奥さんの母親が計画 したため に仕方 な

くというような具合いでした。

そして，教会はなぜ変 わらなければ

いけないかを話 して くれました。奥 さ

んが一度 も教会 に関心を示 さなかった

この25年 間の結婚生活を通 じて，訪問

教師 とホームティーチャーは欠か さず

や って来た と言 うのです。ある日の晩

に，彼が犬 を連れて散歩 している と，

偶然に犬 を連れてやは り散歩 していた

ホームティーチ ャーに出会い，熱っぽ

く話 しかけられたそうです。

彼 は少 し怒 りを表 しなが ら，長期の

出張か ら帰宅 した晩 のことを話 し始め

ました。ガ レー ジに車を入れてふと気

がつ くと，ホームティーチャーがほほ

えみなが ら立っていました。彼 はその

ときの ことを次のような表現で話 して

くれま した。 「彼 らはその ような所 で

クッキーの皿をわた しの目の前 に差 し
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出 したのです。」

わた しは彼の気持 ちも分かるような

気が しますが，その ように熱心 なホー

ムティーチ ャーや訪問教師にやめさせ

ることがどれほ ど難 しいかを，で きる

かぎ り分か っていただけるように説明

しました。ほ とんど実 りがな くて も長

年にわたって彼 らが訪問 し続 け，愛 を

示 し続 けたのは，彼 らがそのように神

と聖約 を交わ したためであることをお

話 ししました。「モルモ ン書』でアル

マが述べたバ プテスマの聖約 について

説明 しました。聖句 を引用することは

しませんで したが，皆 さんは，アルマ

が教 えた人 々にバ プテスマを受けたい

か どうかを尋ねたときの質問を覚えて

いることで しょう。

「そ して，アルマは言 った。 『見 よ，

ここにモルモ ンの泉があ る。(こ の泉

はこのように呼 ばれていた。)あ なた

がたは神の羊の群れに入 って，神の民

と呼ばれたい と願ってお り，重荷が軽

くなるように，互いに重荷 を負い合 う

ことを望み，

また，悲 しむ者 とともに悲 しみ，慰

めの要 る者 を慰めることを望み，また
あがな

神 に順 われ， 第一の復活 にあず かる

人々とともに数え られて永遠の命 を得

られるように，いつで も， どのような

ことについても，どの ような所 にいて

も，死に至 るまでも神 の証人になるこ

とを望んでいる。』」(モ ーサヤ18：8-

9)

これ らのホームティーチ ャーと訪問

教師は，証人 となる聖約 と，愛 を示す

聖約を切 り離 して考えるべ きで はない

こと，これ らは相互に強め合 う原則で

あ るこ とを理解 していました。 この男

性が経験 したことをわたしはこれ以外

の方法で説明す ることがで きませ ん。

わた しの新 しい友人は，訪 問者たちが

彼 と彼の奥 さんに対 して純粋な関心 を

持 っていたことを理解 しま した。彼 ら

が抱いた関心 は信仰か ら生 まれたもの

で した。そのために彼 らは何度でも訪

問 しなければならない と考 えたことを

彼 は理解 できたようで した。彼 らは破

ることのできない聖約のために訪問 し

てい るこ とを彼 は理解 した ようで し

た。少な くともわた しにはそう思えま



した。彼 らはこれか らも訪問 を重 ね，

関心 を寄せ ，回復 された福音 につ い
あかし

て証する機会を忍耐 して待つことで し

ょう。彼 らがなぜそ うす るのかを，彼

は理解 して くれたと思います。 この男

性に別れを告げてか らわたしも何か を

学んだことに気づ きました。単 に教会

のプログラムだか らとい う理由でホー

ムティーチ ングや家庭訪問の責任 を果

たすのはやめにしよう，と思いま した。

彼 らは正 しい目的を もって正 しいこ と

をしていました。ホームテ ィーチ ング

や家庭訪問は重荷ではな く，喜びを得

るための機会です。すべての会員はバ

プテスマを受けたときに神の証人 とな

ることを聖約 しました。すべての会員

は救い主が行われた ように，愛 の働 き

を実行する と聖約 しました。 したが っ

て，証 を述べ，人々に関心 を払 う召 し

を受けるとき，それ は決 して特 別な奉

仕 を求め られ てい るのではあ りませ

ん。むしろ，愛 にあふれる天父 と御子

イエス ・キ リス トが計画 された祝福 で

す。正式 に召 されないこともあ ります

が，天父と御子 はこれ らの召 しを，ほ

かの場合 と同様，すべ て同 じ目的の下

にお与えになったのです。一つ一つが，

聖約の民に与え られ る祝福 を受けるに

ふさわしいことを証明す るチ ャンス と

なり，責任 を持って果たす と約束 した

ことを実行す る機会 となるのです。 ま

たバ プテスマ の水 と ともに受 け入れ

た，ほかの人々に対す る神聖 な責任 を

果たす機会 とな ります。けれ ども，召

しの本来の姿を理解 していないために

この責任 が果 た されてい ない場合が

往 々にして見 られ ます。

人 々を愛 し，証人 となるこの聖約は

世界 中の様 々な環境に置かれてい る会

員たちの行動 を変 える力 を持 っていま

す。その最 も大切 な場所が家庭です。

現代 の預言者 は日曜 日の集会 を統合す

ることによって，家族が一緒 に過 ごす
　

時 間を持 てる ように して くれま した。

また，預言者 は霊感 によってわた した

ちが月曜 日の晩 を空けて家庭 の夕べ を

開 くように指示 して くれ ました。 これ

らの機会 にはそれ をどの ように使 うか

とい う選択の余地があ ります。多 くの

家庭では，慰めの要る者に慰めを与え，

神の証人 になるという聖約を果たすこ

とを選んでいます。

日曜 日の集会の統合 と家庭 の夕べ の

創設によって，家族は一緒になってキ

リス トのような奉仕を行い，聖文 と福

音の原則 を研 究す る機会が与え られま

した。スペ ンサー ・W・ キンボール大

管長 はこの力がいか に大きいかを次の

ように述 べています。 「すべての父親

と母親が少な くとも週 に1回 は子供た

ち を集めて，福音 を説 き，燃 えるよう

な証を述べる とした ら，この世界 はど

れ ほ どす ば らしい ものに なるで し ょ
まんえん

う。 もう不道徳 な行いが蔓延す ること

も，不信心が見 られることも，非行が

増 大す るこ ともな くなるで し ょう。」

(TeachfηgsofSpencerW.κfmba11

『ス ペ ンサー ・W・ キンボールの教 え』

エ ドワ ー ド ・L・ キ ンボ ー ル編 ，

P.345)

日曜 日と家庭の夕べのこうした時間

は，純粋な関心 を家族 として一つにま

とめ，福音を教 え，証 を述べ る機会 と

な ります。世界の至る所で，聖約 を愛

し理解 した家族がそれを実行 していま

す。慰 めを与え，キ リス トのような奉

仕の業 をす るため に両親が子供たち と

連れだって歩いている姿 を我が家の窓

か らよく見かけます。わた しは行って

見 たわけではあ りませんが， きっと彼

らはそ うしたひ とときに感 じた心のぬ

くもりを家へ持ち帰 って， シオ ンの賛

美歌 を歌 い，訪 問 した相 手や ほかの

人々のために祈 りをささげ，聖文を読

み，短い レッス ンを行い，回復 された

福音に対する証 を述べていることで し

ょう。

家族 の時間の使い方 について警告 を

発する と同時に一つの約束 をしたい と

思い ます。 まだ教会員でない方 々に と

っては，この ような愛 と信仰のひとと

きを設けな くとも，それは単にその よ

うな機会 を逃 しているにす ぎませ ん。

しかし，聖約 を交わしている人々にと

って はそれ だけに とどま らないので

す。家庭ほ ど愛 を示 し証人となる聖約

を守 りやすい場所はあ りません。わた

したちが管理 を任 されている人々す な

わち家族 にとって家庭 ほど大切 な場所

はあ りません。 わた しは教会員の皆 さ
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んに警告 します。 これ らの機会 を無視

す ることは神聖 な聖約 を自らの意志で

破ることになるのです。 一

わた しは聖約 に忠実であって，家族

のために愛 を示 し，証を述べる機会 を

設 けている人々に約束することがで き

ます。神 は必ず約束 を守 られ るか らで

す。彼 らは感動 という収穫を刈 り取 り，

悔 い改めに導 くイエス ・キ リス トを信

じる信仰 を持 ち，聖約 を守る意欲 と力

が強められる とい う報い を得 るで しょ

う。

親切 な思いが証 を述べ る行動 に結び

ついたときには人生を変 えるほどの大

きな力が発揮 されます。 わた しが旅の

途中で経験 したように，教会員は毎 日，

何千 とい う人 々か ら見 られてい ます。

人々はわたしたちの生活 に好奇の 目を

向けています。わたしたちは証人 とな

る とい う聖約 を交 わ しています ので，

福音 によってどの ように幸せ になった

か を人々 に話 そ うとする ことで し ょ

う。話を聞いた彼 らが何 を考えるかは，

わた したちが彼 らに対 して抱 いている

関心を どれほ ど感 じるか によって大 き

く違って きます。

アンモンに会 ったラモーナイ王がそ

うでした。 『モルモ ン書』にその次 第

が記 されてい ます。ア ンモンは衛兵に

捕 まって，王の もとへ連れて行かれ ま

した。王はアンモ ンを殺 すこともでき

ま した。 しか し，明らかに数分 もしな

い うちにラモーナイ王はア ンモ ンが王

に関心 を持 ち，王に仕 えたいと願って

いることを知 りました。ア ンモ ンは高

い地位 を与えようと言 われたときにこ

う答 え ま した。 「そ うで はな く， 王
しもべ

の僕にな りたいのです。」(ア ルマ17：

25)王 は数 日のうちにアンモ ンが王の

ために命 を投 げ出す覚悟 を持っている

こ とを知 りました。その後 に神 の証人

とな る機会 が ア ンモ ンに訪 れた ので

す。

わた したちが 出会 う人 々は， 「悲 し

む者 とともに悲 しみ，慰めの要る者 を

慰 める」聖約 を長年実行 してきたわた

したちか ら，あふれ出る愛 を感 じるこ

とで しょう。 ラモーナイ王の場合のよ

うに数時間や数 日ではないかもしれま

せんが，彼 らはわた したちの真意を試



してか ら愛 を感 じて くれます。 そして

彼 らが誠心誠意の関心 であ るこ とに気
み たま

ついた とき，聖 なる御霊が彼 らの心の

琴線に触れやす くなるため，わたした
あかし

ちはア ンモ ンのように教 え，証する こ

とがで きます。

再 び，警告 と約束 を申し上げ ます。

その警告 とは，愛することや証 を述べ

ることをしてい ない と悲 しみが もた ら

されるとい うことです。福音 を伝 えよ

うとす る相手の人に対 しわた したちが

心か らの関心 を抱 いた り示 した りで き

なけれ ば，相手の人は当然のようにわ

た したちの言葉 を信 じて くれ ませ ん。

しか し，福音が 自分の生活 にどの よう

な意義 をもたらしているか，また，彼

らの生活に どの ような意義をもた らす

かを，拒絶 されるので はないか という

恐 れのせいで伝え られ なかった とした

ら，いつかわた したちは彼 らの味わう

悲 しみ を ともに味わ う ことにな りま

す。この世においてか次の世 において，

彼 らはわた したちが福音 というかけが

えのない贈 り物を分かち合 わなかった

ことを知るのです。彼 らは福音 を受け

入 れなけれ ば永遠 の命にあずかれない

こ とを知 ります。 わた したちが分かち

合 うという約束の下 に福音 を受けた こ

とも彼 らは知 るのです。

福音を分かち合 っている方々に二つ

のこ とを約束 します。第1は ，福 音 を

拒絶 した人 もいつかはわたしたちに感

謝する とい うこ とです。 わた しはこれ

まで何度か，遠 くに住 む友人たちを宣

教師に紹介 し，訪問 して くれるように

頼み ました。宣教師はその度に訪問 し

て くれましたが，断 られました。 しか

し， しばら くして友人の一人か ら次の

ような文面の手紙が届 きました。「あ

なたに とって とて も大切 なことを分か

ち合お うとして くれて，ほん とうに光

栄 です。」わた したちが手を差 し伸べ

た人々はもしこの世でなければ，次の

世で真理 を知 り， 自分 にどれほど大 き

な関心が示 されたかを悟 り，同 じよう

な感謝の手紙 を くれ ることで しょう。

第2の 約束は，あなたが人々に福音 を

紹介す る度に，福音はあなたの心の奥

底 にしみ込んでい くとい うことです。

それは泉 となって，わたしたちが福音

土曜午後の部会で司会を務めるジェームズ ・E・ファウス ト第二副管長。後方は，聖歌隊で歌う初等協会の子供

たちと，タバナクルの巨大パイプオルガン。ファウス ト長老の前方はテレビカメラの撮影者。

を紹介するときに，あふれ出て永遠の

命へ と流れ込むのです。

愛 と証が完全 に近い形 で一体 となる

機会があ ります。教会のすべ ての ワー

ドと支部 では毎月1回 断食証 会が開か

れます。 わたしたちは2食 を断ってこ

の集会 に出席 します。2食 分 に相 当す

るお金を，可能であれば増額 して，惜

しみ ない断食献金 として納めます。監

督 と支部長は霊感 に基づいて，貧 しい

人 々や乏 しい人々のためにこの献金を

使い ます。わたしたちはこの ように断

食献金を納めることによって，約束 し

たように，慰めの要 る者 を慰めていま

す。
けんそん

断食によってわた したちは謙遜で柔

和 にな り，聖霊が とどま りやす くな り

ます。断食 によって，人 々に関心を示

す という聖約を守れる とともに，証 を

述べる とい う聖約 を果たす準備がで き

ます。

断食証会のために細心の注意 を払 っ

て準備 している人は，証会で証 をすべ

きだ と感 じた ときにそれ をどのように

述べるべ きかを改めて教わる必要はあ

りませ ん。彼 らが証をす るときは，説
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教 をした り，勧告を与 えた り，旅行談

をした り，聴衆 を喜ばすために話 した

りはしないで しょう。感謝すべ き人々

にはすでに個人的にそれ を表 している

ので，聴衆の前で改めて持ち出す こと

はしないで しょう。聴衆 を魅了する よ

うな言葉 を使 う必要 も，長話をする必

要もあ りません。

感 じている こ とを率直 に述べ るこ

と，これが証です。貧 しい人々への祝
み たま

福 を願い，御霊 の導 きを求めて断食す

る会員は神の愛 と永遠の真理に対 して

感謝の気持 ちを抱 くことで しょう。子

供でもこのようなことは感 じます。わ

た したちが子供 の証 に時々感動す るの

はこのためです。 また，断食 と祈 りに

よって自らを備 えるとき，子供 のよう

な気持ちを感 じるのもこのためです。

教会員は聖約に基づ く義務 として断

食証会のために準備 しなければな りま

せん。わた したちは聖約に基づ く義務

として出会 う人々や家族に対 して福音

を紹介 しなければな りませ ん。わたし

たちが聖約を守 るために誠心誠意で努

力するとき，神は聖約 を果たす力 を必

ず強めて くださいます。愛 を示 し，証

人となるという約束 を果たすのが難 し

いと感 じた ときにはこの ことを思い出

して ください。

聖約 を守ることによって もたらされ

る報い は，聖霊 を受ける ことであ り，

愛の力が増すことです。なぜ この よう

なことが起こるか と言 えば，イエス ・
あがな

キリス トの順 いの力が わた したちの本

質 を変 えるか らです。聖約 を受け入れ，

戒めを守 る人々にいっそ う大 きい霊的

な力が与 えられる奇跡 をわた したちは

目にしてい ます。例えば，伝道 に出て

いる子供 たちか ら手紙 を受け取 って何

度 も読み返 し，彼 らが短期間のうちに

まった く変わ り，すば らしい人になる

という奇跡 に家族 は驚 き，涙す るとい

うことが全世界 で起こってい ます。

勇壮果敢 な若者で さえもしりごみす

る最 も過酷 な環境で宣教師の召 しを果

た している熟年の夫婦 にも同 じ奇跡が

起 きています。ご主人か らの報告書を

読 んで，わた しは以前 の彼 を知 ってい

ま したので， こんなに変 わったのか と

思った ことがあ りました。霊的成長 と

い う奇跡は若者だけでな く，聖約 を守

るすべての信仰篤 い人々に約束されて

います。その夫婦 は人々を愛 し，証す

るために出て行 きました。そ して21歳

の帰還宣教師 と同様 に，』別人の ように

なって帰 って来たのです。
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聖約 を交わ したわたしたちはそれぞ

れ に独特 のチ ャレンジに遭遇 します。

しか し，わた したちは共通す る確信 を

持ってい ます。天父はわた したち とわ

たしたちが置かれている環境 を御存 じ

であ り，将来 どの ようなことに直面す

るか も御存 じです。天父の愛す る御子

であ り，わた したちの救い主 であるイ

エス ・キ リス トはわた したちの罪 と，

わた したちがこれか ら出会 うすべての

人 々の罪のために苦 しみ を受け，代価

を払って くださいました。主はすべて

の人の気持ち，苦 しみ，試練 ，必要 と

していることを完全に理解 してお られ

ます。このため，わた したちが信仰を

持 って前進するならば，現在はどれほ

ど難 しく見えて も，聖約 を守るための

道が備 えられることでしょう。

わた しは生 きてい るか ぎ りいつ で

も， どのような所 にいて も神の証人 と

なる義務 を皆 さん と一緒 に果た してい

きたい と思い ます。 また，すべての聖

約 を守る力 を神 がお与えになるという

信頼 を皆 さん とともに分かち合いたい

と思います。

わた しは，イエスがキリス トであり，

よみがえ られた主であ り，御父の仲保

者である ことを使徒ペ テロ，ヤ コブ，

ヨハ ネと同 じように確iかに知 っている

ことを感謝 しています。天父 は聖 なる

森において少年ジ ョセ ブ ・ス ミスに復

活された主を紹介す るに当たって，愛

す る御子 の直接 の証 人に な られ まし

た。 『モルモ ン書 』 は預 言者 ジ ョセ

ブ ・スミスが神の力 によって翻訳 した
み こと ば

神の御言葉です。メルキデゼク神権の
かぎ

鍵は救い主御 自身から受けた人々によ

って回復 されました。 ゴー ドン ・B・

ヒンクレー大管長はこれ らすべての鍵

の行使 を指示する権能 を与え られた地

上 で唯一の人 です。 この教会 は イエ

ス ・キリス トの真の教会であ り，儀式

と聖約 を持つ教会であ り，それ らの儀

式 と聖約 を受 け入れ，尊ぶな らば，こ

の世 においては平和 を，来るべ き世 に

おいては永遠 の命を受 けるこ とが約束

されてい ます。わた しはこのことを厳

粛 に証 します。 イエ ス ・キ リス トの
み な

御 名 に よ り， ア ー メ ン。



十二使徒定員会会員

ラッセル ・M・ ネルソン

あ が な

貝贋 い

あラな

創造と堕落と贋 ωの目的ば， すべZ「末θ聖徒イ.エス ・キ リス1・教会の

初殿 ざ行われる被聖な業に葉約されτωます。

た しはへ りくだって， 『モルモ

わ ン書』の預言者ヤ コブの問いか
しょくざい

けを引用 します。「キ リス トの順 罪 に

ついて語るのに……何の差 し支えが あ

ろ うか。」1これは信仰箇条第3節 を含む

テーマです。 「わた したちは， キリス

トの贈罪によ り，全人類 は福音の律法

と儀式に従 うことによって救 われ得 る

と信 じる。」

しか し， キリス トの腰罪 を理解す る

前に，わたしたちは，アダムの堕落 に

ついてまず理解す る必要が あ ります。

そして，アダムの堕落を理解するには，

まず創造について知 らなければな りま

せ ん。救 いの計画の これ ら重要な要素

は，互いに関連 しています。2

創 造

・創造は
，エデ ンの園におけるアダム

とエバで頂点に達 します。二人は，骨

肉の体 を持 って，神の形 に創造 され ま

した。3神 にかたどって朽 ちない体に造

られたので，成長 も死 もあ りませんで

した。4「子供を持たなか った」5し，人

生の試練 を経験す ることもあ りませ ん

で した。(子 供 と人生 の試練 を一緒 に

述べ たことをお許 し くだ さい。)ア ダ

ムとエバの創造 は，「不死不滅のもの」

で したから，子供を持 って前世 にいる

神の霊 の息子 と娘にこの世の肉体を与

える， とい う戒めを守 るには，重大 な

変化が必要で した。6

堕 落

それでは堕落 について考えてみま し

ょう。聖文 はこう教 えてい ます。 「ア

ダムが堕落 したのは人が存在す るため

であ り，人が存在するのは喜 びを得 る

ためである。」7アダムとエバの堕落は，

「死 すべ き状態 の創造」 を構成す るも

ので，血液の循環やそのほかの変異 を

含め，二人の体の必要 な変化 をもたら

しました。8今や二人は，子供 を持 てる

ようになりました。 また二人 とその子

孫は， けがや病気 ，死 を受 ける ように

な りました。愛 にあふれる創造主 は，
ち ゆ いや

治癒力，つま り癒 しの力を授け，それ

によって生命 と貴重 な肉体の機 能を保

てるようにされ ました。例 えば，骨は

折れても，再び元 に戻 り， 肉体 の傷は

自然 に癒 されていきます。そ して驚 く

べ きことに，血液が流れ出ると，そ こ

で活性化 された成分 によって傷 口がふ

さがれるのです。9

癒 しの力の不思議 さについて考 えて

ください。 もし皆 さんが自己修理ので

きる物 を作れた ら，永続す る命 を作っ
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たと言えるで しょう。例 えば，折れた

脚 を自分 で直せるいすを作れたら，そ

のいすの寿命はな くな ります。多 くの

人 は骨折 を経験 した足 で歩いてい ます
たまもの

が，それは癒 しとい う驚 くべ き賜物の

おかげなのです。

創造主 はこの信 じられない力 をわた

したちに授けて くだ さいましたが，主

はわた したちの肉体に，それとは反対

の賜物 も授け られ ました。それは，年

老いる という祝福であ り，わたしたち

に， 自分 はいつの 日かこの世 を離れる

ように定め られた死すべ き存在である

ことを思い起 こさせて くれます。10肉

体は毎 日変わってい きます。年 を取 る

につれて，厚 い胸は薄 くな り，細 いウ

エス トは太 くな ります。 しわが増 え，

髪は白 くなり，抜 け落 ちて， 自分が神

の死すべ き子供であって，創造主が約

束 されたように，地上で永遠 に生 きる

ことはで きないと悟 るのです。 もし堕

落が起 こっていなけれ ば，医者や美容

師，葬儀屋 は，皆 失業することで しょ

う。

死 すべ き状 態 の ア ダム とエバ は，

「主なる彼 らの神 を礼拝 し，主への さ

さげ物 として群れの初子をささげるよ

うに」命 じられま した♂1さ らにこう

告げ られ ました。「肉の命 は血 にある

…・血 は命であるゆえに
，あがなうこ

とがで きるか らである。」12試しの世や

生殖の力，年老いること，これ らは皆，

肉体 の死が不可欠 となる，神の 「偉大

な幸福の計画」を構成するものです。13

しか し，この世 の生活がいかに輝か

しいものであって も，神の計画の究極

の 目的では決 してあ りません。この地

球における命 と死 は，一つの終わ りを

意味するにす ぎません。わた したちの

目的が終わるのではあ りません。

順 い

さて，瞭 いにつ いて考 えましょう。

パウロはこ う言 いま した。 「アダムに

あってすべての人が死んでいるの と同

じように，キ リス トにあってすべての

人が生か されるのである。」14イエス ・

キリス トの蹟いは，「不死不滅の創造」

です。主 は，以前 に侵 された律法の要



求 に自 ら進 んで こたえ られ ました♂5

そ して主の血が流されることにより16，

主 とわたしたちの肉体は完全 なものに

なれるのです。その体は，アダム とエ

バ が朽 ちない状 態の ときと同 じよう

に，再び血液なしで機能するで しょう。

パ ウロは教えています。「肉 と血 とは

神の国を継 ぐことがで きないし，……

この死ぬ ものは必ず死 なないものを着

ることになるQ」17

しょくざい

順 罪の意味

あがな

以 上 の 背 景 を 心 に 留 め て ， 瞭 い と い

う言 葉 の 深 い 意 味 につ い て 考 え ま し ょ

う 。 英 語 の 順 い"atonement"は ，

(at-one-ment， す な わ ち)人 が ほ か の

人 と一 つ に な る こ と を 指1し て い ま す 。

ほ か の 言 語 で は18， 英 語 の"expiation"

(償 い)や ，"reconciliation"(和 解)

に 相 当 す る 言 葉 が 用 い ら れ て い ま す 。

英 語 の"expiation"に は ， 「何 か の た

め に 罰 や 苦 し み を 受 け る 」 と い う 意 味

が あ り ま す 。 「和 解 」 を 意 味 す る

"
reconciliation"は ， ラ テ ン語 の 「再

び 」 を 表 す"re"と 「と も に 」 を 表 す

"
con"， そ れ に 「座 る 」 を 意 味 す る

"sella"か ら成 り
， 文 字 ど お りの 意 味

は ， 「再 び と も に座 る 」 で す 。

『旧 約 聖 書 』 の 時 代 の セ ム 語 の 「蹟

い 」 と い う 言 葉 を 研 究 す る と 深 い 意 味

が 明 ら か に な り ま す 。 ヘ ブ ラ イ 語 で ，

順 罪 を 表 す 基 本 語 は"kaphar"と い う
ゆる

動詞で，意味は 「覆 う」または 「赦す」

で す 。19ア ラ ム語 や ア ラ ビア 語 の

"k
afat"も 近 い関係 にあ り， 「親 しく

抱 く」 を意味 します。間違いな くこれ

は，エ ジプ ト人の儀式の抱擁 と関係が

あ ります。 この 「抱 く」 につ いては，

『モ ルモ、ン書 』の 中に も出 て きます。

ある人が言いま した。 「主 はわた しを

……瞭 って くださった。わたしは主の
み うで

栄光を見た。そ して，主の愛の御腕 に

永遠に抱かれている。」2。また別の人 は

「イエスの腕 の中に しっか り抱 き締め

られる」21とい う輝 か しい望み を記 し

ています。

わた しはそのすべ ての意 味について

深 く考 えると，喜びに涙 します。腰罪

を受けるとは，順われて，神 にしっか

りと抱かれ，主の赦 しを受 けるだけで

なく，心 も思い も神 と一つになること

なのです。何 とい う特権 で しょう。 ま

た，死 という門を通 してすで に愛す る

人を家族の きず なか ら失った人に とっ

て，何 とい う慰めでしょうか。

聖文は，「腰 い」 という言葉 につい

て さ らに教 えてい ます。 『旧約聖 書』

には 「蹟い」 に関する聖句が多 くあっ

て，動物の犠牲 を求めています。 しか

し，動物 だけを指すのではあ りません。

特別な意味が込め られているのです。

●傷のない，群れの初子 を選ぶ22

●血を流すことに より動物の命を犠

牲にす る23

●殺 した動物の骨 を折 らない24

●1匹 の動物がほかの身代 わ りとし

て犠牲になる25

キ リス トの腰い は，『旧約聖書』 の

これ らの象徴 を成就 しています。キ リ

ス トは傷 のない神 の最初 の小 羊で し

た。主の犠牲は血 を流す ことによって

行 われ ま した。主の体の骨は1本 も折

られ ませ んで した。主 とともには りつ

けにされた二人の罪人の足が折 られた

ことは注 目に値 します。26そ して，主

の犠牲はほかの人 々のための身代わ り

の犠牲で した。欽定訳の 『新約聖書』

に は ， 照 い を 表 す"atone"や
"
atonement"が1度 しか出て きません

が27， 『モルモ ン書』 には35回 出て き

ます。28『モルモ ン書』 は，「イエス ・
あかし

キリス トについての もう一つの証」 と

して，主 の蹟いに特に光 を当てている

のです。 『教義 と聖約』や 『高価 な真

珠』 も同 じです。末 日の啓示 は，『聖

書』への理解を大いに深めて くれ ます。

無限の照い

『旧約聖書』とい う準備 の時代 には，

瞭いの行為 は有限で した。すなわち制

限が あ りました。それはキリス ト・イ

エスの究極の瞭いを象徴 的に表す もの

で した。主の蹟いは無限で，終 わ りが

あ りませ ん。29蹟 い は全 人類が永久の

死か ら救 われ るこ とにおいて も無限で

す。主の計 り知れない苦難 に関 して も

無限です。順いは時 において も無限で

あ り，動物の犠牲 とい う以前の象徴は
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終わ りを告 げました。順いは範囲にお

いて も無限で，ただ1度 だけ行 われ ま

した。30蹟 いの効力 は無数の人々だけ一

でな く，主によって造 られた無数の世

界 にも及 んでい ます。31人 間のいかな

る尺度 も理解 も超えた無限の順いなの

です。

イエスがその ような無限の順いので

きる唯一の御方であったのは，死すべ

き母 と不死不滅の御父 との問にお生 ま

れになったか らです。 この特異 な生得

権のゆえに，イエスは無限の御方なの

です。

順いの苦難

蹟いの苦難はエルサレムの町が中心

になります。そこで，歴史上最 も偉大

な愛の行為が行 われました。322階 の広

間を出たイエス と友人たちは，町の東

側の深 い谷 を横切 り，オリブ山に向か

うなだ らかな坂 にあるオリーブの園に

行 きました。そこはヘブライ語で 「ゲ

ッセマ ネ」 と呼 ばれ る園で，「オ リー

ブ搾 り」 を意味 し，オ リーブをつぶ し

て油や食糧 にす る場所 でした。主はそ

のゲツセマ ネで，「すべての人が悔 い

改 めて 自分の もとに来ることができる

ように……すべ ての人の苦 しみを引 き

受 け」 られたのです。33主 は全人類 の

罪 の重荷 を自ら負われ，その苦 しみの

ためにあ らゆる毛穴か ら血 を流 され ま
むち

した。34そ の後，主はたたかれ，鞭打

たれ ました。いばらの冠 を頭にかぶせ

られて，さらに苦難が加 えられました。35

あ ざけ られ，か らかわれました。御 自

分 の民の手か らあらゆる侮辱を受 けら

れま した。主 は言 われ ました。「わた

しは自分 の民の ところに来 たのに，民

はわたしを受 け入れなかった。」36温か

い歓迎ではなく，残酷な拒絶を受 けら

れたのです。それか らカルバ リの丘 ま

で 自分の 十字架 を運ぶ よ うに命 じら
くぎ

れ，そ こで十字架 に釘では りつけにさ

れ，激 しい苦痛を受け られました。

やがて主は， 「わた しは，かわ く」3ア

と言われま した。医者に とって，これ

は大変意味 のある言葉です。医師なら

知 っていますが患者が出血多量でシ ョ

ック症状 を起 こす と， まだ意識があれ



ば必ず乾 き切 った唇で水 を求めるので

す。御父 と御子 は，何 を経験す るか前

もって知っておられま したが，現実に

は言語 に絶する苦 しみが もた らされ ま

した。 「〔イ.エス〕は言 われた。『アバ，

父 よ，あなたには，で きないことはあ
さカずき

りませ ん。 どうか，この杯 をわた しか

ら取 りのけて くだ さい。 しか し，わた

しの思 いではな く，みこころのままに

なさって ください。』」38そ して，御父
みこころ

の御心 に従われました。393日 後 ，預言

された とお りに，主は墓か らよみがえ

られま した。復活の 「初穂」 になられ
あがな

たのです。主は蹟いを成 し遂げ，すべ

ての従順 な人々が不死不滅 と永遠の命

を受け られるようにされました。堕落

によってそれた道が，腰いによって正

されたのです。
サ たまもの

「不死不滅」という救 い主の賜物 は，

生 を受 けたすべての人にもた らされ ま

す。 しか し，「永 遠の命」 の賜物 は，

悔い改 めて，定め られた儀式 と聖約に

従 う人にだけ与 えられます。福音に必

須の数々の儀式 は腰いを象徴 してい ま

す。水 に沈めるバ プテスマは，照い主

の死 と埋葬 と復活 を象徴 してい ます。
せいさん

聖餐を取 ることにより，バプテスマの

聖約を新たに し，救い主の引 き裂かれ

た体 とわた したちのために流された血

を思い起 こします。神殿の儀式 は，主

との和解 を象徴 し，家族 を永遠 に結び

固め ます。神殿で交わ した聖約 に忠実

であ れ ば神 の最 大 の賜 物40で あ り，

「この世 に存在 す る目的」である永遠

の命にふさわしくなれるのです。4]

順いは創造の目的が

達成されるのを可能にする

創造 は堕落を必要 とし，堕落は蹟い

を必要 としました。蹟 いによって，創

造 の目的が達成される ようになったの

です。蹟い によって可能になった永遠

の命は，創造の最高の 目的です。否定

形 を用いて言われているように， もし

家族が聖なる神殿 で結び固め られなけ

れば，全地 はこ とごとく荒廃すること

で しょう。42

一創造 と堕落 と蹟 いの 目的 はすべて末

日聖徒 イエス ・キリス ト教会の神殿で

行 われ る神 聖 な業 に集約 されて いま

す。地球が造 られ，教会が回復 された

のは，妻 を夫に，子供 を両親に，そ し

家族 を先祖に世 々限 りな く結び固める

ためです。 これはわた したちが携わっ

てい る偉大な末 日の業です。宣教師を

派遣 し，神殿 を築 く理由は，贈いの完

全 な祝福 を神 の忠実な子供たちにもた

らすためです。わた したちが主か らの

召 しにこたえるの はそのためです。主

が自ら進 んでなされた蹟 いの業 につい

て深 く考 えると， 自分が犠牲 を払 って

いるという思いは，主に仕える特権に

深 く感謝す る気持 ちによって，完全に

薄れて しまいます。「全 世界 における

キ リス トの名の特別 な証人」43の一人

として，わた しは，イエスが生 ける神
あかし

の御子であられると証 します。 イエス

はキリス トであ り，わたしたちの救い

主，蹟い主です。 これは主の教会であ

り，神の子供 たちを祝福 し，主の再臨

に世の人々を備 えるために回復 され ま

した。これらのことを，イエス.キ リ
み な

ス トの聖 なる御名 により証 します。ア

ーメン。

注

1， 「モル モ ン書』 ヤコ ブ4：12

2， これ らの要 素の 関係 に ついて は ，アル

マ18：34-39;モ ル モ ン9：12;

教義 と聖 約20：17-24な ど ，幾 っ

かの 聖句 に関連 して記 され てい る。

3.二 人 は ，現在 の よ うな死 に支配 され る

状態 で はな く ，「不 死不 滅」 の状 態 に，

つ ま り 「死 すべ き体 でな い状態 」 に創

造 され た。

4.ア ル マ12：21-23参 照

5，2ニ ー フ ァイ2：23

6， 創世1：28;モ ーセ2：28参 照

7，2ニ ー フ ァイ2：25

8， わ た したち は ，神が アダ ム とエバ の背
ゆる

き を赦 され た こと を心 に留め るべ きで

あ る(モ ー セ6：53参 照)。

9， 血小 板 や トロン ビ ンな ど

10.エ ライザ ・R・ ス ノー 「高 きに栄 えて」

『賛美 歌」180番 参 照

B.モ ーセ5：5

12.し ・ビ17：11

13.ア ル マ42：8

14，1コ リン ト15：22。 モ ー サヤ16：

7-8も 参 照

15.2ニ ー フ ァイ2：7参 照 。 「見よ ，罪 の

た め に」 『賛美 歌』108番 も 参照

16.ル カ13：32参 照

17.1コ リン ト.15：50-53

18.ス ペ イン語 、ポル トガル語 、フラ ンス

語 ，イ タ リア語 ， ドイツ語 な ど。

19.も し人 が(福 音の 原則 と儀 式 に忠 実で
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あがな

ある こと を通 して)購 い の祝 福 を受 け

るにふ さわ しくある な ら ，イエ スは御

父 に対 す るわた した ちの 過去 の背 き を

「覆 って」 くだ さ る ， とい う こと を 意

味 して い ると考 え られる 。

20.2ニ ー ファイ1：15

21.モ ル モ ン5：11。 そ のほ か の 例 が ア

ルマ5：33;34：16に も記 さ れ て

いる 。

22.レ ビ5：18;27：26参 照

23.レ ビ9：18参 照

24.出 工 ジ プ ト12：46;民 数9：12参

照

25.レ ビ16：10参 照

26， ヨハ ネ19：31-33参 照

27， ロー マ5：11参 照

28."atonement"「 購 い 」 は24回 ，

曳ヨtone，atoning，atoned，atoneth"

「購 う ，贋 わ れ た」 は11回 で ，合 計

35回 。

29，2ニ ー フ ァイ9：7;25：16;ア ル

マ34：10，12，14参 照

30.ヘ ブ ル10：10参 照

31.教 義 と聖 約76：24;モ ー セ1：33

参照

32， ヨハ ネ3：16参 照

33.教 義 と聖約18：11

34.ル カ22：44;教 義 と聖 約19：18参

照

35， マ タイ27：29;マ ル コ15：17;ヨ

ハネ19：2，5参 照

36.3ニ ー フ ァイ9：16。 教義 と聖約6：

21;10：57;11：29;39：3;

45：8;133：66も 参照

37， ヨ八 ネ19：28

38， マ ル コ14：36。 「ア バ(Abba)」 は

す ば ら しい言葉 で ある 。"Ab"は 「父」

を 意 味 し，"Abba"は ，こ の"Ab"

に敬 愛の 情 を込め た変化 形 であ る。

39.何 世 紀 も後 ，主 は預 言者 ジ ョセフ ・ス ・

ミ スに この ときの 経験 を思 い起 こ して

語 って お られる 。そ の記録 は ，教義 と

聖約 第19章 に収め られ てい る。

40.教 義 と聖 約14：7参 照

41.ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コン キ ー ， τわθ

Promlsθ σMθ5s1θ わ 『約 束 され た メ

シヤ』p.568

42.教 義 と聖 約2：3;138：48参 照

43， 教義 と聖 約107：23



●1996年10月5E](土)神 権部会

「走っても

疲れることがなく」

十二使徒定員会会員

L・ トム ・ペリー

同年代の入 々仁義にかな った生き方の痩範を示 すよ う，

レンジします。

皆 さ'ん に チ †・

教
会初期の歴i史には，1833年 の冬

に，主が 「必要なすべてのこと

を教えるために」預言者の塾 を設ける

よう命 じられた と記 されています(教

義 と聖約88：127)。 塾 はニューエル ・

K・ ホイ ットニーの店の2階 で開かれ

ました。兄弟たちは預言者ジ ョセブ ・

ス ミスの指導を受けるために塾 に集い

ました。その中には，たばこを常用 す

る人たちがいま した。預言者は煙の充

満す るこの世的な環境 の中で霊的な事

柄 を教えるのを困難に感 じました。ジ

ョセ ブ ・ス ミスは， この件につ いて悩

んだ末，この ような物理的な環境がは

たして兄弟たちにとってふ さわしい こ

とか どうか主に尋ね ました。この祈 り

の答 えと して，「知恵の言葉」 で知 ら

れる啓示が与え られました。

知恵の言葉には非常 に肯定的な要素

があ ります。知恵の言葉 は穀物，特に

麦 を取 り，果物 と野菜 を取 るように奨

励 し，肉類は控 えめに取 るように勧 め

ています。また，アル コール，たばこ，

お茶，コー ヒーの摂取 を厳格 に禁 じて

い るこ とで も有名です。 これに加えて

教会の指導者はマ リファナ，コカイン，

そのほかの麻薬 と処方薬の乱用 を避け

るように勧めてい ます。

教義 と聖約第89章 の啓示の中で与え

られている特 別な約束 として，次の よ

うな言葉が記 されています。

「これらの言葉 を守って行 うことを

覚 え，数 々の戒め に従順 に歩むすべて

の聖徒たちは，そのへそに健康 を受け，

その骨 に髄 を受けるであろう。

また，知恵 と，知識の大い なる宝，

す なわち隠 された宝 さえ見いだすであ

ろう。

また，走 って も疲れ ることが な く，

歩いても弱 ることはない。

また，主 なるわた しは彼 らに一つの

約束 を与 える。す なわち，滅ぼす天使

はイスラエルの子 らを過 ぎ越 したよう

に彼 らを過 ぎ越 して，彼 らを殺す こと

はない。」(教 義 と聖約89：18-21)

わた しは，知恵の言葉 をわた したち

子供に教 えて くれた義にか なった両親

に感謝 してやみません。両親だけでは

な く，初等協会， 日曜学校，そ して神

権会の教師たちにも，丁寧 に教 えて も

らいま した。

わた しは，初等協会の教師が 『イン

プルーブメント ・エ ラ(一㎞provemen亡

Era)』 か ら，ある一つの物語 を読んで

くれた ことを思い出します。教会の歴
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史部に頼んでこの話 を探 して もらった

ところ，お聞かせする価値が ある と思

い ま した。 これ は，1928年10月 号 の

『インプルーブメ ン ト・エラ』 に掲載

されたもので， クリー ド ・ヘ イモ ンド

とい うペ ンシルベニア大学に募集に出

願 して合格 した若いモルモ ンについて

の話 です。彼 はそのスピー ドで有名 な

陸上選手で した。その行い と業績 から，

陸上部のキャプテ ンに選 ばれました。

毎年定例 の全米アマチュアスポーツ

連盟大学対抗競技会が，1919年5月 の

末に，ハーバー ドスタジアムで開かれ

ました。ケンブリッジには，総勢1，700

人 に上 る大学最強の選手たちが集ま り

ました。ペンシルベニア大学は17人 の

予選通過者 を出 しま したが，その年最

大のライバ ルであったコーネル大学の

予選 通過者 は，わずか に10人 で した。

ペ ンシルベ ニア大学が優勝の王冠に輝

く可 能性 が濃厚 で した。勝 ち点 は，1

位 か ら5位 までが対象で，1位 に5点 ，2

位 に4点 ，3位 に3点 ，4位 に2点 ，5位 に

1点 がそれ ぞれ与 え られ ます。 当然，

予選通過者 の最 も多いチームの優勝す

る可能性が高いわけです。

ペ ンシルベニア大学のコヤチは，決

勝前夜上機嫌で した。コーチは寝 る前

に選手全員の部屋 を訪れることに しま

した。そ して クリー ドの部屋に来ると

こう言 ったのです。「クリー ド，明 日

全力が出せ たら，優 勝は軽 くおれたち

のものだ。」

そ こでコーチはため らいなが ら言い

ました。 「クリー ド，今晩全員 にワイ

ンを少 し飲 ませ ようと思 っているんだ

が，おまえにもほんの少 しだけ飲 んで

もらいたいんだ。」

「嫌 です， コーチ。」

「だけ ど，ク リー ド，酔っ払 わせ よ

うとい うわけではないんだ。おまえた

ちモルモ ンの信条 は知っているよ。薬

として，全力を集中するために飲め と

言っているだけなんだ。」

「ぼ くには効 きませ んよ。 コーチ，

飲むわけにはい きませ ん。」

コーチ は答 えま した。「クリー ド，

おまえはキャプテンで，最大のポイン

・トゲ ッターだとい うことを忘れ るな
。

1万4，000人 の学生がお まえに優勝の期

待 をかけているんだ。お まえが失敗 し

た ら，チームは負けだ。おまえに何が

よいかはコーチのわたしがいちばんよ

く知っている。」

クリー ドは，筋肉や神経 を極限にま

で鍛 え切った選手には，少量の ワイン

が効果的だ とほかのコーチたちも感 じ

ていることを知 ってい ました。同時 に，

コーチの頼みが子供 のときから教え ら

れたことすべて に反す ることも知って

い ました。彼は コーチの 目を見据 え，

「絶対 に飲 みませ ん」 と言 い切 りまし

た。

コーチは こう答え ました。 「クリー

ド，お まえはおか しなやつ だ。訓練台

でお茶 も飲 まない し。頑 固なやつ だ。

まあ，好 きなようにするがいい。」

コーチは非常に不安 な思 いでキャプ

テ ンの部屋 を去 りました。 もし，明 日

の成績が悪 かった ら， コーチに何 と言

った らよいでしょう。 ライバルたちは

世界最強の選手ばか りです。実力 を最

大限発揮で きなければ負けてしまい ま

す。彼の頑 固さのためにチームが負け

るかもしれませ ん。チームメー トは皆

コーチ に従 っています。コーチを信頼

していたか らです。彼に断る権利 なん

てあるので しょうか。理由はただ一つ

で した。生涯にわたって知恵の言葉に

従 うよう教えられていたか らです。

彼 にとっては人生の危機で した。そ

の人格 のあ らん限 りの霊 の力 を注 い

で，彼はひざまずき，信 じて守って き

たこの啓示がはた して神 か らの ものか
あかし

どうか証を下 さるよう，主 に熱心 に祈

り求め ました。そ して床 に就 き， ぐっ

す り眠ったのです。

翌朝 コーチが部屋 に来 て，「気 分は

どうだい，クリー ド」 と尋ねました。

「元気です よ」 と彼は明 るく答 えま

した。

「ほかの連 中は皆具合が悪いん だ。

どうしたことか皆 目，見当がつかない」

とコーチは言いま した。

「夕べみ んなにやった薬のせ いか も

しれ ませんよ，コーチ。」

「そ うか もしれない」 とコーチは答

えました。

2時 になりま した。2万 人の観客は大

会 の始 まるの を待 まちか ねてい ま し
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た。競技 が進行す るにつれて，あのす

ば らしいペンシルベニア大学チームに

異変が起 こったこ とが明 らかにな りま

した。 どの競技 でも，ペンシルベニア

大学チームは期待外れの成績に終わっ

ていたのです。中には気分がす ぐれず

に棄権す る選手さえいました。

クリー ドは100メ ー トル と200メ ー ト

ルを走ることになっていました。チー

ムは彼の勝利に最後の期待 をかけてい

ま した。 ともに走 るのは，全米大学最

強の選手 です。100メ ー トル走のスタ

ー トライ ンに着 き
， ピス トルが鳴 り響

くと同時に，全員が空を切 り，土 をけ

って走 りだしたかに見えました。ただ

一人
，ク リー ド・ヘイモン ドは別で し

た。 クリー ドと同 じコース，すなわち

第2コ ース を予選で走 った選手のつま

先 を入れる穴がク リー ドの掘った穴の

す ぐ後ろ2，3セ ンチの所 にあったので
こんにち

す。今 日使われている ようなスター ト

台は，当時まだ使 われていませ んで し

た。クリー ドが全力でけり出したとき，

二つの穴の間の土が崩れ落ち，彼はス

ター トラインの手前でひざをついて し

まったのです。

彼 は立 ち上がってス ター トの失敗を

取 り戻そ うとしま した。60メ ー トル地

点で は最後尾で した。それか らまるで

飛ぶ ように，5位 ，4位 ，3位 ，そ して2

位 の選手 を抜 きま した。 ゴール直前 ，

彼 は最後 の力 を振 り絞 り， まるではや

ての ように最後の選手を抜 き去 り，勝



利 を勝 ち取 ったのです。

手違 いのため，220メ ー トル走 の準

決勝は大会終了直前になって行 われま

した。 その 日丸1日 つ きに見放 された

チームを象徴 するかのように，クリー

ド・ヘ イモ ン ドは220メ ー トル予選 の

最終組で走 ることにな りました。 これ

に勝 ってわずか5分 後に，ク リー ドは

その 日最後の競技 となる220メ ー トル

走決勝のゴールに立つよう呼び出され

ました。前の組 で走った選手の一人が

駆け寄 って来て言い ました。「ス ター

ターに休 ませて くれる ように要求する

んだ。規則ではその権利がある。君の

前の組で走 ったぼ くだって，まだ息を

切 らしているんだか ら。」

クリー ドはハアハア と息 を切 らせな

が ら，スター ターにもう少 し休 ませて

くれるように頼み ました。役員 は10分

くれると言ったのですが，観衆が決勝

を早 く始めうと騒 ぎだ したので，不本

意なが ら，役員は選手をス ター トライ

ンに着かせ ました。通常 ならば， クリ

ー ドにとってこの レースは恐れるほど

の ものではあ りませんで した。この距

離では，世界で彼 にかなう者は恐 ら く

いないだろうと思 われ ましたが，その

午後だけですでに3つ の レース を， し

か もその うち一つ は全速力の100メ ー

トル走を走っていたのです。

スター ターは息を弾 ませ ている選手

たちをス ターターに着かせ， ピス トル

を上げ，煙 とともにレースが始ま りま

した。今度はクリー ドが文字 どお り弾

丸の ようにスター トラインか ら飛び出

しました。たちまちクリー ドは先頭 に

立ち，残 りの選手 をみるみる うちに引

き離 し，土煙 を上げて全行程 を全力疾

走 し，す ばらしいス ピー ドで2位 に8メ

ー トルの差 をつ けて テー プ を切 り
，

220メ ー トルでその 日二つ 目の勝利 を

飾ったのです。

ペ ンシルベニア大学チームは敗北を

喫 した ものの，キャプテンはそのすば

らしい レースでファンを驚嘆させたの

でした。

その不思議な日の終 わ りに，クリー .

ド ・ヘイモ ン ドが床に就 くと，ふ と前

夜知恵の言葉の神性 さについて祈 った

ことが頭 に浮かびました。その日立て

続 けに起 こった奇妙な出来事 が次 々と

思い出され ました。チームメー トがぶ

どう酒を飲み失敗 したこと，そして彼

は飲 まず に自分 でも驚 くほどの勝利に

導かれたことです。すると，クリー ド
み たま あかし

は心の中に静かで素朴 な御霊 の証，す

なわち知恵の言葉が確 かに神 か らの も

のである とい う証 を感 じることがで き

たのです(ジ ョセブ ・J・ キ ャノ ン

「ス ピー ドとス ピ リ ッ ト」 よ り要約

『インプルーブメ ン ト・エ ラ』1928年

10月 号 ，pp.1001-1007)。
こんにち

わた しは，今 日ノー と言 う勇気 を持

つだけで十分なのだろうか，それ とも，

現代社会 をむ しばむ悪習慣 を克服する

ように人を助ける責任 もあるのだろう
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か， と考え させ られます。わた しの生

涯 に1度 だけ，友達が有害 なものに手

を出さぬ ようにもっ と努力 していた ら'

と悔や まれることがあ ります。スカウ

トの活動でイエ ロース トー ン公園に行

った ときのこ とです。 ある晩遅 く，わ

た したちは間欠泉が吹 くのを見 に行 き

ました。テ ン トに戻 る途中，友達が暗

くて人 目につ か ない所 に立 ち止 まる

と，缶 ビール を取 り出 したの です。

「いい ものがある よ」 と彼 は言 い，一

緒 に飲 もうとわた しを誘 ったのです。

もちろん，家庭や補助組織や神権会の

すば らしい指導者たちに十分に教えを

受けていたわたしには，そのような申

し出はまった く誘惑ではあ りませんで

した。彼 は一人で1缶 を飲 み干 しま し

たが，わた しは飲 まないように説得 し

ようとも，止めようともしなかったの

です。この経験 によってわた したちの

友情にひびが入 りました。 どうしてか

分か りません。 もしか した らビールを

飲むのを積極 的に止めようとしなかっ

た自分 に罪悪感 を抱いていたか らか も

しれ ません。彼 の方 もわたしが言いつ

けて 自分の両親 に知 られるのを恐れた

か もしれません。 この失 われた友情 を

ず っと残念 に思っています。

今 日，飲酒 と麻薬は全国的な悪夢 と

な りつつあ り，ほとんどの犯罪，事故，

失業，家庭の崩壊の原因となってい ま

す。すば らしいアロン神権者の皆 さん

は大人になるにつれ，この恐るべ き病

の付 けを負 わざるを得 な くな ります。

もちろんこの破壊的勢力 を押 しと.どめ

ることが必要なのです。 同年代 の人々

に義にかなった生 き方の模範を示す よ

う，皆 さんにチャレンジ します。主が

その約束 を成就 し，ほかの人々 とは異

なる健康 と知識 と知恵を与 えて くだ さ

ることを知 っています。皆 さんの義に

かなった模範によってほんとうに数多

くの人 々が祝福 されることでしょう。

皆 さんが期 待 されて いる生活 を送

り，わたしたちに与え られている大切

な福音 の原則に添 って勇気 をもって生

きる模範 となれるように，神の祝福 を

お願い し，へ りくだ りわたしたちの主，
み な

救 い主イエス ・キリス トの御名 により

お祈 りいた します。アーメ ン。



救い主はあなたを

頼りにしています

七十人会長会

ジ ョー ・J・ クリステンセン

自分から目を転 じτ，皆さんの持つ入を助けるカ につωど考え τくだ

さ'ω。

数
年前の総大会の後 で したが ，4

つ になる孫 のアン ドリューが母

親に こんな質問を しました。 「イエ ス

様はぼ くを頼 りに してるかな。」母親

は こう返事 しました。「もちろんです

よ。イエス様 はア ン ドリューを頼 りに

していらっ しゃるわ。ママ とパパの言

うことをよく聞いて，正 しい行いをし，

特 に弟のべニーに優 しくするように望

んでいらっ しゃるのよ。」 この4歳 の子

供は しばらく考え込 んで，こう答えま

した。 「ぼ くを当てに しない ように，

イエス様 に言っといて。」

孫がア ロン神権 を受けるころには，

イエスが彼 を頼 りに してお られ るこ と

を知 るようになるでしょう。

今晩，主が アロン神権者を頼 りに し

てお られる，3つ の大切 な点 につい て

考えてみましょう。

第1に 救 い主が皆 さんを頼 りに して

お られる点は，皆 さんを必要 としてい

る人々の ために守 り手 となる ことで

す。

この近辺のある高校で，フランクと

い う一人の知 的障害 を負 った生 徒が

「評判 のグループ」 に 自分 も加 わ りた

い と願 っていました。彼 らの後 をつい

て回 り，外か らのぞいているばか りで，

…緒 には して もらえませ んで した。

ある 日食堂で，人気のある男女のグ

ループが，フランクにテーブルの上に

乗って，踊るようにそそのか しました。

みんなを喜ばせ られると思って，フラ

ンクはそ うしました。お どおどしなが

ら，体 をくね らせ，回 りました。周 り

の人間ははや し立て，手をたた き，笑

い ました。彼 らが笑うのを，フランク

は自分 と一緒 に笑っているだけだ と思

い ました。

少 し離れた所で，デーブは友達 と一

緒 に食事 をしなが ら一部始終 を見てい

ました。彼は勇敢に立 ち上が って，い

じめの現場に行 き，食い しばっていた

口を開いて こう言い ました。 「もうた

くさん だ。」デーブはフラ ンクをテー

ブルか ら下 ろし，「フランク， こっち

で一緒に食事 をしよう。」

救い主は皆 さん を頼 りに し，皆 さん

を必要 とする人のために守 り手 となる

ように望んでいらっ しゃいます。その

ような人は至 る所にいます。学校 ，近

所，家族の中にいます。

20年 たったある高校の同窓会で，一

人の卒業生が，びっ くりするような会

話 をかつての級友 と交 わしま した。次
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の ようなものです。「この同窓会 に来

たの は，久 しぶ りにあなた と会 って，

お礼 が言いたか ったからなの。高校時

代はつ らいこ とが多かったわ。知 らな

かったか もしれないけど，あなただけ

が高校 時代 のわた しの友達 だったの

よ。セ ミナ リーの先生か ら割 り当てを

受けて，わた しに親切 にして くれてい

るん じゃないか しら，って思 っていた

の。やっぱ りそうだった?」

「まさか。 そんな割 り当て，受 ける

わけないわ。」

「気づかなかったでしょうけど，毎

口わたしはあなたを捜 していたの。言

葉 をかけて くれ ると知 って いたか ら

よ。 自信 を与 えて くれたのよね。今は

結婚 して子供がた くさんいるけれど，

こうなるまでに，あなたがいなかった

らどうな っていたか と何 度 も考 えた

わ。それを伝 えた くて。」

毎朝 目を覚 まして学校に行 くのを怖

がった り，教会の活動に行 くことにさ

えそ う感 じた りする人 々がいます。 ど

ん な扱 い を受 け るか心 配す るか らで

す。皆 さんには，彼 らの生活 を良い方

に変える力があ ります。皆 さんは神の

神権者です。主は皆 さんを頼 りにして，

彼 らを啓発 し，力づ けるように望 んで

い らっしゃいます。 自分か ら目を転 じ

て，皆 さんの持つ人を助ける力につい

て考 えて ください。家族の中にさえ助

けられる人がいるかもしれません。

14歳 のある姉妹がす っか りドレスア

ップ して若い女性の活動に出かけよう

としました。 当時彼女は まだ自分 にあ

まり自信が持てない状態で した。恥ず

か しさを抑 えなが らこっそ りと入 り口

の方に忍び足で行 き，兄のラッセルを

訪ねて来た，居間にいる若い男性 たち

のだれにも気づかれなければいい と思

っていました。 ところが彼女 は生活が

変わ るほ どの力 を与え られたのです。

お兄 さんが会話 を中断して，友達全員

の前で， こう言ったか らです。 「エ ミ

リー，今晩は何てかわいいんだ。」 こ

れは小 さなことで しょうか。 いいえ。

「兄か らの励 ま しと支 えが なか った ら

思春期 を乗 り越えることができなかっ

た」 と述懐す る若い女性は，何人 もい

ます。



先月ソル トレー ク ・シティーで，同

じアロン神権者のザ ッカリー ・スナー

ルが無残 な死を遂げま した。家族や友

人が彼にささげたすば らしい弔辞の中

に， 自分が どんなに母親 を愛 している

か言 わない日はなかった， というのが

あ りました。家庭で示 した，彼の明る、

く愛 に満 ちた性格 は，か けがえの ない

思い出となって残 っています。皆 さん

の母親は皆 さんの守 りを必要 としてい

ます。アロン神権者たる者が，失礼で

侮辱 した言葉 を母親に言 って，罪 を犯

してはな りません。

聖文はこう教 えています。人をのの

しり，思いや りのない，不親切 な態度

をとる ときはいつ も，「悪 魔 は笑い，

悪魔 の使 いは喜んでい る。」(3ニ ーフ

ァイ9：2)ま た 「天は退 き去 り，主の
み たま

御霊 は深 く悲 しむ。そ して，主の御霊

が退 き去 ると，その人の神権 ，す なわ

ち権能は終わ りである。」(教 義と聖約

121：37)

小 さな親切 くらい大 した問題で はな

い と思 うかもしれません。 しかし，ア

ルマ はこ う言 ってい ます。 「小 さな，

簡単 なことによって大いなることが成

し遂 げられるのである。」(ア ルマ37：

6)ま た こうもあ ります。「善 を行 うこ

とに疲れ果ててはならない。あなたが

たは一つの大いなる業の基 を据 えつつ

あ るか らである。 〔皆 さん 自身が進行

中の大 いな る業 なのです。〕そ して，

小 さなことか ら大いなることが生 じる

のである。」(教 義と聖約64：33)

次 に救 い主が皆 さんを頼 りに してお

られる点は，メディアの中にはんらん

している不道徳を避けることです。

サ タ ンは メデ ィアの 中の悪 に よっ

て，一部の末 日聖徒の生活 を脅か して

い ます。大半の皆 さんは性的に深刻な

罪を犯 してはいない と思 いますが， し

か しそうなって もおか しくない状況に

自分 を置いている人は多 くいるで しょ

う。ある監督の報告に よれば，彼のワ

ー ドに集 う若い神権者の霊的な水準は

下降 していると言い ます。個人面接に

よって知った ところに よれば，多 くの

若者が準成人向 きの映画 を見ているそ

うですgど こへ見 に行っているのか尋

ね ると，こ う答 えるそ うです。「どこ

へ も行 きません。家で見 ます。有線放

送があって，親 のいない ときに，何 で

も見 られるんです。」

父親の皆 さん，家庭の中，特 に子供

部屋で見 られる無防備 な有線放送やテ

レビ番組 を再 検討 する必要が あ りま

す。
ぼうとく

冒漬 ，ヌー ド，性 的行為，暴力な ど

が人に悪い影響 を与えない と考 えるの

は，おか しなこ とです。泥の中に転が

って汚れない人がいるで しょうか。

一部の若い末 日聖徒が親たちと同様

に準成人映画やそのた ぐいの不適切 な

ビデオをよく見 ていることが，大 きな

不安 材料 にな ってい ます。 こ こに も

「悪魔が笑い，悪魔の使 いが喜 んでい

る」理 由があります。

ほんの2，3か 月前，ゴー ドン ・B・

ヒンクレー大 管長 は主の預言 者 と し

て，青少年 と成人に向け，次のような

明確な，誤解 しようのない勧告 を与 え

てくれました。

「……清 くあって ください。 これを

強調 しす ぎるこ とはあ りません。清 く

あって くだ さい。 これはきわめて大切

で，皆 さんの年代では絶 えずこの誘惑

に囲 まれています。テレビでその誘惑

があ ります。書籍や雑誌，ビデオに も

あ ります。それ らを借 りないで くださ

い。手にしてはな りません。とにか く

手 にしないで ください。見てはなりま

せん。人か ら誘惑 されて，一晩中卑 わ

いなものを見るようにそそのか されて

も， こう言 って くだ さい。『そんなこ

とは した くあ りません。』 どうかその

ような ものか ら遠 ざかって ください…

…。」(コ ロラ ド州デ ンバー，青少年大

会，1996年4月14日)

主 と生 ける預言者 たちは皆 さんを頼

りにして， メディアの中にはんらん し

ている不道徳を避けるように望んでい

ます。生 ける預言者 の勧告を無視 した

り，挑戦的な態度をとる人がいるなら，

その ような人は危 うい土台の上 に立 っ

ています。

忘れないで ください。 ヨセブはポテ

パルの妻か ら不道徳 な誘惑を受けた と

き， 「外 にのが れ 出」 ま した(創 世

39：12)Q

誘 惑 はわた した ちの周囲 にあ りま
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す。現代ではインターネッ トの出現に

よって，誘惑がさらに増 えました。メ

ディアの世界 に多 くの建設的な面 もあ一

りますが，否定的な面 も多 くあ ります。

否定 的 な面 に触れ るの を許 してお け

ば，悪魔 とその使いが喜んでいる理由

を， もっと多 く与 えてしまい ます。

最後 に，救 い主が皆 さん を頼 りに し

てお られる点は，神殿 に参入す るふさ

わしさを身に付 け，名誉ある伝道に出

ることです。

わた しのある知人は， ここか らあま

り離れていない場所で育ち ました。14

歳 になるころには身長が180セ ンチを

越えてい ましたが，体つ きはまだ しっ

か りしてい ませんで した。彼 はこう語

りました。「高校1年 生 になってセ ミナ

リーのクラスに出席 していたある日の

午後， ほん とうに御霊 を感 じました。

福音は文字 どお り真実 である と分かっ

たのです。その 日に，わた しはどのよ

うに して も主 に仕 えたい と思い ま し

た。」

卒業前 になると身長180セ ンチは優

に越え，体格 も引 き締 まって きました。

多 くの大学が彼 にバスケッ トボールに

よる奨学金の話 を持 ちかけ ました。最

初 の1年 間は大学 でプ レー し，それか

らコーチ に伝 道に出るため2年 間の休

暇が欲 しい と言い ました。 コーチはこ

う言い ました。「今 やめるな ら，一つ

だけはっきりしていることがある。二

度 とチームのユニ フォームは着 られな

い とい うことだ。」多 くの人 はバスケ

ッ トボールを続けることが彼の使命 だ

と思いました。家族の中にさえ，親 も

含めて，彼が伝道に出 るのを止めよう

とする人がいました。 しか し彼は固 く

決意 していました。進んで主にすべて

をささげよ♪;としてい ました。奨学金
ノ

も，ファンの喝 さいも，プ レーの興奮

もそうです。主が 自分 に何 をするよう

に期待 していらっ しゃるのか，彼 は知

ってい ました。彼 は召 しを受け，名誉

ある伝道 を果 たしました。

2年 後 に彼が帰還す ると， 身長 はさ

らに伸 び，体重 も15キ ロ増 えていまし

た。コーチは前言を撤回 しました。彼

は再びユニフォームをまとい，最上学

年になった ときには地域大会で優勝 し



たばか りか，全国大会の最終戦 まで残

りました。

主が使徒 た ちに与 え られ た戒 め は
の

「全世界 に出て行 って……福音 を宣べ

伝 えよ」 とい う もので した(マ ル コ

16：15)Q

現 代 の預 言者たちは，身体的，精神

的に問題のない青少年はすべて，名誉

ある伝道に出る備 えをするよう教 えて

きました。 「スケ ジュール に問題が な

ければ，気が向いたら，あるいは学業

や進路 ・恋愛 の妨 げにな らなけれ ば，

伝道 に出なさい」 とは，主 は言われ ま

せんでした。福音を宣べ伝 えるのは戒

めであって，単なる提案ではあ りませ

ん。祝福であ り，特権であって，犠牲

ではあ りませ ん。忘れないで ください。

た とえ伝道に出ないように大 きな誘惑

を受 けている人々が皆 さんの中にいた

としても，主 とその預言者 は皆 さんを

信頼 しています。

わたしはこれ までにないほど，イエ

スがキリス トであ られることを知 って

い ます。 これ は主の教会であ り，生け

る預言者によって導かれてい ます。主

とその預言者たちは，次の点で皆 さん

を信頼 しています。

1.皆 さんを必要 としている人のた

めに守 り手 となること。

2.メ ディアの 中にはん らんする不

道徳 を避けること。

3.神 殿 に参入す るふ さわ しさを身

に付け，伝 道に出ること。

皆 さんの働 きによってこの世が さら

に良 い場 所 となる ように祈って い ま

す。それがわた したちの仕事にほかな

らな いのです。 イエ ス ・キ リス トの
み な

御 名 に よ り， ア ー メ ン。
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正直

第二副筥長

ジェームズ ・E・ ファウス ト

道徳の羅針盤

正直とばうそをつかなω以上のことさす。それば真理を告1ブ 真理 を

語り，真理仁生き，真理を愛することざす。

愛
する兄弟の皆 さん， このすば ら

しい神権部会 に多 くの国々にい

る多 くの兄弟 たち と ともに集 えるの

は，まさに特権です。わたしたちは皆，

愛する預言者であ り，指導者であるゴ

ー ドン ・B・ ヒンク レー大管長が出席

していることに感謝 しています。ヒ ン

クレー大管長が，大管長に召 されて以

来，た くさんの国々で大勢の聖徒たち

と会って祝福 を授けてこられた ことを

だれ もが喜んでい ます。大管長の霊感

を受けた指導に感謝 してい ます。わた

しは，ヒンクレー大管長やモンソン副

管長，十二使徒定員会の会員，そのほ

かの中央幹部 とともに働ける ことに，

感謝の言葉 もあ りませ ん。 これ らの

方々一人・一人に心か ら尊敬 と感謝の気

持 ちを抱いています。

兄弟の皆 さん，わた したちは皆，現

在の社会，道徳 のハルマゲ ドンの よう

な状態の社 会 につ いて心配 してい ま

す。わた しは，神の神権者の うえに及

ぶその影響 につ いて心配 してい ます。

世の中には，善 と悪 を知 らないような

人や，それを気に留めないような人が

.大勢い ます
。信仰箇条の第13節 はだれ

もが知ってい ますが，強調するために

言ってみたい と思 います。 「わた した

ちは，正 直，真実，純潔，慈善，徳高

くあるべ きこと，またすべての人 に善

を行 うべ きことを信 じる。実に， わた

したちはパウロの勧告に従 うと言 って

もよい。わたしたちはすべてのこ とを

信 じ，すべてのこ とを望 む。わた した

ちはすでに多 くのことを堪 え忍んでき

てお り， またすべ ての ことを堪え忍べ

る ように と望んでいる。 どの ようなこ

とで も，徳高いこ と，好 ま しいこ と，

あるいは誉れあることや称賛 に値す る

ことがあれば，わたしたちはこれ らの

ことを尋ね求める ものである。」

わたしたちは皆 ，正直であるこ との

意味を知る必要があ ります。正直 とは　
ユ至 を2か な吟以上0ζ とです。 それ

は真理 を告げ，真理 を語 り，真理 に生

き，真理 を愛することです。ス イス人

開拓者の息子， ジョンは，9歳 の とき

に手車隊に加 わ り，正直の模範を示 し

ました。彼の父親は，手車にバ ッファ

ローの肉 を積 んで，[1曜 口の夕食のた

めに取 ってお くように言いました。 ジ

ョンは こう話 してい ます。 「とて も空

腹で，手車を押す ときに漂って くる肉

のすて きな香 りに耐え切 れなかった。

わた しは小さなポケ ットナイフを持 っ
むち

ていた。父親 に見つか った ら激 しく鞭

打たれることは分かっていたが，毎 日

少 しずつ肉を切 り取 った。そしてわた

しは肉が 白くなって， まった く味がな
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くなるまでそれをかんでいた。父 は肉

を取 りに来 たとき，少 しずつ切 り取っ

ていたか どうか，わた しに尋ねた。わ

た しは答 えた。 『はい，お なかがぺ こ

ぺ こで，我慢 で きなか ったんです。』

父はわた しをしかることも，鞭 で打つ

こともせず に，横 を向いて， 目か ら涙

をぬ ぐった。」1

正 直につ いて率直 に話 したい と思い

ます。正直 は生活の 中でわた したちを

導 く道徳の羅針盤です。若人の皆 さん

は，今後 も急速に発展 してい く技術 を

学ぶ とい う，大 きなプレッシャーを受

けてい ます。 しか し， この世の学問で

抜 きんでるとい う大 きな圧力 は，時 と

して， もっと大切 な正直や高潔 さにお

いて も妥協 す る よう人 々 を誘惑 しま

す。

カ ンニ ングは 自分 を欺 くこ とです。

学校 は学ぶためにあ ります。人の努力

や学 問の成果 を楽 して手 に入 れるの

は， 自分 を欺 くことです。

あ る友 人が 次の話 を して くれ まし

た。彼女のご主人は医学部に通ってい

ました。「医学部 に入 るための競争 は
し れつ

熾烈 で，良い成績を修めたいとい う願

望は，新入生 にとって大 きなプレッシ

壷一でした。わた しの夫は，一生懸命

に勉強 して，最初の試験 に臨み ました。

その学校では無監督 の試験制度が採 ら

れていました。教授 は試験用紙を配 る

と出て行 きました。 聞もな く，何 人か

の生徒が，机の下やポケ ッ トか ら小 さ

なカ ンニ ングペーパ ーを取 り出しまし

た。 その ような生徒 たち と競 うことの

難 しさを考えて，夫 の胸は高鳴 り始 め

ました。そのとき，教室の後 ろで背 の

高いひょろっとした生徒が立 ち上がっ

て言い ました。『わた しは，故郷の 町

を出て，妻 と幼 い3人 の子供 をアパ ー

トの2階 に置 いて，医学校 に入 るため

に懸命 に働 いて きた。わた しは，最初

にカ ンニ ングす る者 を突 き出すつ もり

だ。本気 でそ うするか らね。』皆信 じ

ました。多 くの生徒がお どお どし，カ

ンニ ングペーパーは出て きた ときと同

じ速さです ぐに姿を消 しました。彼 は

クラスに標準 を定めま した。結局その

クラスか らは，学校創設以来最 も多い

卒業生が出たのです。2



生徒 たちをいさめたひょろっとした

若い医学生はJ・ バラー ド ・ウオッシ

ュバー ンで，やがて人々か ら尊敬 され

る医者にな り，後年，彼の傑 出した働

きに対 して，ユ タ州医師協会か ら特別

功労賞が贈 られました。彼は教会の中

央幹部 として も仕 え，現在はネバ ダ州

のラスベ ガス神殿で神殿長 を務 めてい

ます。

実際には，わたしたちは自分 自身 と

競 っているだけです。人か らチャレン

ジや動機づけは受 けられますが，わた

したちは自 らの心 の奥深 くを探 って，

神か ら与 えられた英知 と能力を呼 び起

こさなければな りません。他人の努力

に頼 っているうちは，それができない

のです。

正直は原則であ り，この原則 をどう

適用するか決めるために選択の 自由が

与 えられてい ます。わた したちには選

ぶ自由があ りますが，わたしたちはそ

れぞれの選 びに対 して責任 を負 うこと

にな ります。人はだませても，だます

こ との で きない御 方 が お られ ます 。

『モルモン書』にはこ うあ ります。「門

を守 る者 はイスラエルの聖者で ある。
しもべ

聖者 はここには僕 を使われない。 また

その門を通る以外 に，ほかの道はない。

そ してその御方 を欺 くこ とはで きな
み な

い。その御方の御名は，主 なる神 だか

らである。」3

わ たしは戦争中の1942年 に，合衆国

陸軍：の飛行部隊に入隊 しま した。ある

寒い夜，イ リノイ州 シュノー トフィー

ル ド基地で， わた しは一晩中，警備 に

就 きました。 自分 の担当地域 を見て回
めいそう

り，惨めな長 い夜 を過 ごしながら瞑想

し，考 えました。朝 までに，固 く決意

したことが幾つかあ りました。わた し

は婚約 をしていましたが， 自分の収入

だけでは妻を養 えない ことを知 ってい

ました。その 日か翌 日に，わたしは士

官学校の申請書 を提 出しました。それ

か らす ぐに，審査委員会に呼 び出 され

ました。資格 はほ とん どなかったので

すが，2年 間短大 に行 き，南 アメ リカ

で教会の宣教師を務 めていました。

審査委員会 で尋ね られた質問は，思

い もかけない方向へ行 きました。ほ と

んどすべてが，わた しの信仰 に深 くか

かわっていま した。「たば こを吸い ま

すか。」「酒 は飲 みますか。」 「たばこや

酒 を 口にする人 を どう思い ますか。」

こうした質問に答 えるのは，何 の問題

もあ りませんで した。

「祈 りはささげてい ますか」「士 官

は祈 るべ きだ と思 いますか。」 これ ら
つわもの

の質問を した士官 は，百戦練磨の強者

たちで した。頻繁 に祈ってきた人には

見えませんで した。わた しは考 えまし

た。もし信 じているとお りに答えた ら，

気 を悪 くす るか もしれない。わたしの

心か らの願 いは，士官になって夜警や

台所番， トイレ掃除か ら解放 されるこ

とであ り，そして何 よ り愛す る姉妹 と

結婚できるようになることで した。

結局，ごまかすのはやめにしました。

わた しは 自分が祈 って きた ことを話

し，「士官は真に偉大な将軍たちが し

たように，神の導 きを求め るべ きだ と

思い ます」 と答えました。 また，士官

は部下 を適切な行動 に導けるように備

えるべ きであり，状況に応 じて必要な

ら祈るべ きだ， とも答 えました。

さらに，次の ような興味深い質問が

な され ました。 「戦争 中は，道徳へ の

標準 を緩 めるべ きだと思い ますか。戦

争 によ り生 じるス トレスは，普通の状

態 で家庭 にいる ときには しないことを

しても，それ を正 当化で きるとは思い

懸
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タバナクルの壇上。最上段 ，大管長会な らびに十二使徒定員会(モ ルモンユースコーラスの前方)。 次の段が七十人会長会。それ以外の段には七十人 ，管理監督会 ，およ

び補助組織の中央会長会(こ こには写っていない)が 席を占める。

ませ んか。」

ここは恐 らく寛大 に考えて，ポイン

トを稼 ぐチ ャンスだ と思いま した。 こ

の質問をした人 々は，わた しが教えら

れて きた標準に従って生活 してはいま

せんで した。一瞬考 えたのは， 自分 の

信 じてい るこ とは話すが，人 には押 し

つけた くはないと言 うことで した。 し

かしその とき，わた しが伝道 中に純潔

の律 法 を教 えたた くさんの人 々の顔

が， さっと浮かんで きました。最後に

わた しは簡潔 にこう答 え ました。「道

徳 に二つ の標 準 はない と信 じてい ま

す。」

わた しは委員会 を後 にした とき，こ

れ らの頑強な士官たちはわた しの答え

が気に入 らなかっただろうし，低い点

数を付 けただろうと思いました。 しか

し，数 日後 に結果がは り出された とき，

驚いたことに，わた しは合格 していま

した。それ も士官学校へ入る最初のグ

ループでした。やがてそ こを卒業 した

わたしは，少尉 になり，愛する妻 と結

婚 し，二人は 「末長 く幸せに暮 らしま

した。」.

これはわた しの人生の重大な転機の

一つで した。人生におけるすべての経

験がわた しの望む ようになったわけで

はあ りませんが，それ らは，いつ もわ

た しの信仰 を強めて くれました。
まんえん

あ らゆる種類の盗みが世界 中に蔓延

して い ます 。多 くの人 の考 え方 は，

「捕 らず に何 が で きる だろ う」 とか

「捕 らなければやって もいい」 とい っ

た具合いです。盗みには様 々な形が あ

ります。万引き，車やステ レオ，CD

プ レーヤー，ビデオゲーム，そのほか

人の所有物を取 るこ と，仕事 をさぼっ

て雇い主か ら時 間を盗 んだ り，雇用先

の金銭や商品を盗むこと，税金 を横領

して政府か ら盗むこ と，収入 を偽って

申告す ること，返すつ も りがないのに

借 りることなどです。盗みによって価

値ある もの を得た人はいませ ん。シェ

ー クス ピアは 『オセロ』の中で，イア

ー ゴーを通 じて偉大な真理を説いてい

ます。

「財布な ら盗 まれてもいい，大金で

あって もたい した ことはない， 自分 の

ものがそいつの ものになるだけの話 で

す。 どうせ金は天下の回 りものです か

らな。

ところが名誉 となると，盗 んだやつ

にはなんの得 にもな らないのに，盗ま

れた方は大損です。」4

何 か盗むこ とは，神権者にふ さわ し

くあ りません。

道徳上の不正直は，神の神権の行使

に相反す るものです。事実，神権 は，

義の原則 によって5の み行使で きます。

「いかなる程度の不義」であろ うとも，

不義によって行使すれば，神権の力は

退 き去 ります。6両 方 を同時 に持 つこ

とはで きません。不正直になるな ら，

その人は自分 自身 を欺 いているだけな

のです。

真 実を語るのにも，様々な段階があ

ります。 ささいなうそをつ く人は， も

っ と重 大 な うそ をつ きやす くな りま

す。人を欺 くより，沈黙 を保つ方が よ

いのです。真実 をどの程度伝 えるかは，

わた したちの良心にかか ってい ます。

『ダ ラ ス ・モ ー ニ ン グ ・ニ ュー ズ

(DallasMbmfngNews♪ 』 紙のデ ビツ

ド ・カス トブ ンスは1940年 代 にノー ト

ル ダム大学でフ ットボールのセンター

を務めたフランク ・シマ ンスキーの話

を してい ます。 イ ンデ ィアナ州サ ウ
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ス ・ベ レ ドの裁判所が，民事訴訟裁判

の証人として彼 を召喚 した ときの こと

です。

「あなたは，ノー トルダム大学フ ッ

トボールチームの選手ですか」 と裁判

長が尋ねました。

「はい，裁判長。」

「ポジシ ョンは?」

「センターです，裁判長。」

「どのようなセ ンターですか。」

シマ ンスキー は もじも じしなが ら

も， はっき りと言い ました。「わた し

はノー トルダム大のこれ までで最高の

センターです。」

傍聴席 にいたコーチの フラ ンク ・リ

ーイは驚 きました。シマ ンスキーはい

つ も控 えめで謙虚だったか らです。そ

こで審理が終わった とき，彼のそばに

行 って，なぜあの ように言ったのか尋

ねました。 シマンスキーは顔を赤 らめ

て言いました。

「言いた くなかったです よ，コーチ。

でも，真実のみを話す と宣誓 しました

からね。」

今年の夏，ジ ョー ジア州のア トラン

タでオ リンピックが開かれ ました。多

くの選手が競技 に勝つために練習 を積

んで きま した。わずか100分 の1秒 代

の差が金，銀，銅の メダルを分 け， コ

マー シャルに出て富 を築 く可能性 をも

分けました。

、ある選手たちは，違反 と知 りなが ら，

一時的に運動能力 を高めるために禁 じ

られた薬物 を用 いました。スポーッで

あれ，人生のゲームであれ，誤った方

法に頼 らず， 自分 自身の力で正直に達

成する必要があるのです。

ある優れた運動選手の話 をしま しょ

う。立派な人格 を備 えた少年です。 オ

リンピ ック に出た ことはあ りませ ん

が，自分 と神 に対 して正直だったので，

どのオリンピック選手に も劣 らない栄

誉を受けました。

これは，中学校 の指導員が語ったも
き ょ う

のです。「今 日はロープ登 りの テス ト

の 日だっ鳶。立 った位置から4。5〆一 ト

ルの高 さまで登 るこ とになっていた。

〔わたしの仕事 は〕，少年たちがで きる

か ぎり短時間で この高 さを登れるよう

に教 え，訓練す ることだった。

学校 の最高記録は2.1秒 で，3年 間破

られていなかった。今 日それが破 られ

た。・…・・

中学3年 生で14歳 半 の……少年 ，ボ

ビー ・ポラシ ョーは，3年 間この記録

を破 るのを夢見て，練習 を重ねて きた。

3回 の試みの うち最初 は，2.1秒 で ロ

ー プを登 った
。 タイ記録 だった。2回

目は，2秒 フラッ トで時計が止 まった。

新記録 だ。ボビーがロープを下 りて来

て，ク ラス全員が記録 を確かめるため

に彼 を取 り囲んだとき，わた しはボビ

ー に一つ聞かなければな らない と思っ

た。4.5メ ー トルの高さにある板 にタッ

チ しただろうかとい うかすかな疑問が

心 をよぎったのである。 タッチ してい

ない として も，それ は1セ ンチに も満

たない実にきわ どいもので，ボビーだ

けがこの答えを知 っていた。

彼が近づいて来 たとき，何げな く尋

ねた。 『ボ ビー ， タ ッチ したか い。』

『はい』と答 えれば，中学1年 生の とき

か ら夢見て，毎 日のように練習 して 目

指 して きた記録が 自分のものになるの

だ。そ して，・自分 の言葉が信用 される

ことも知っていた。

クラスの仲間がすでに新記録 を喜ん

でいる中で， 日焼 けした細身の少年は

首 を横 に振 った。この単純 な動作の中

に，わたしは偉大 なものを見た。……

……わたしはのどを詰 まらせ なが ら

生徒 たちに言った。 『この少年 はロー

プ登 りの新記録は作れなかった。で も，

もっとすば らしい記録 を君 たちや努力

する人のために作 った。ほん とうの こ

とを話 したんだ。』

そ れか らボビーの方 を向い て言っ

た。『ボビー ，君 は立派だ よ。多 くの

選手が達成 できなかった記録 を出 した

んだ。3回 目には，踏み切 りで もう少

し高 くジャンプするんだ。』

ほかの生徒たちが終わって，……ボ

ビーの番になった。体育館 は異常な静

け さに包 まれていた。50人 の生徒 とわ

た しは，息を殺 して， ボビー ・ポラシ

ョーが ロープに挑 むの を 〔見守った。〕

……1 .9秒だ った。これは校内や市内で

はもちろん，恐 らく全国の中学校 でも，

新記録に近いものであろう。

終業 のベルが鳴って，わた しは外 に
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出た。……そ して こう思った。 『ボ ビ

ー，……君は14歳 でわた しよ りずっと

すば らしい。今 日，そこまで高 く登っ

て くれて，あ りが とう。』」7

だ れで も真理 をあ らゆ る面で尊ぶな

ら，高 く登 ることができます。ゴー ド

ン ・B・ ヒンクレー大管長は言いまし

た。「盗み，人 をだます ことが悪であ

り，偽 りはそれを口にす る人 の不名誉

になることな どの真理 を模範 と言葉に

よって教えて ください。」8

神 の神権を持 って行使するのは，す

ばらしい祝福 です。わた したちはこの

神聖な業 をかつて ない速 さで推 し進め

る特権 に浴 してい ます。 これまでに考

えられなかった国 々で， この教会は驚

異的な発展を遂げています。兄弟の皆

さん，自分 自身とこの偉大な業 に対 し

て，正直で忠実であるなら，主は引き

続 きわたしたちを祝福 してくださいま
あかし

す。 この業の発展がその真実性 を証 し

てい ます。 しかしわた したち一人一人
み たま たまもの

は御霊の賜物 を通 して自分の証 を得 る

ことができるのです。わた しにもその

ような証があって，わたしの心の奥深

くまで浸透 しています。 この神聖な業

に携わる ときに主の祝福があ りますよ
み な

う に ， イ エ ス ・キ リ ス トの御 名 に よ り

祈 り ます 。 ア ー メ ン 。

注

1.

2，

3.

4，

5.

6.

7.

8.

リロ イ ・R・ ヘ ー フ ェン ，アン ・W・

ヘ ー フェ ン ，θ∂ηdoθπ 亡oZloη 『シ

オ ン に 向 か う 手 車 隊 』pp.189-

190に 引用

ジ ャネ ッ ト ・ヘイル ズ ・ベ ッカ ムとの

談 話 による

2ニ ー ファイ9：41

「オセ ロ ー」 第3幕 第3場 ，小 田島 雄

志 訳 ，白水 社 『シ ェイ ク ス ピア 全集 』

4：274

教 義 と聖約121：36参 照

教 義 と聖約121：37

ε5ρθ01θ〃yわrMoη η0ηS『 特 にモル

モ ンのた め に』ス タ ン リー ・ミラー他

共 同 編1：185-186

岡F
ourSimpleThlngstoHelp

OurFamlliesandNations"

εηslgη 「家 族 と国 の 助 け とな る4つ

の簡 単 な 事柄 」 『聖徒 の 道 』1996年



「模範 となりなさい」

第一副筥長

卜一マス ・S・ モンソン

教会ぱ現在，苦しむ者を救ω，飢えた者を満た し，病気を防ぎ1治 療

し，また，困 っτωる者に祝福をもた らすため仁，これまざ以上の働

ぎをしτωます。それざも，行うべきことばまだまだあります。

当
教会の総大会神権部会 に集って

いるこれだけ多 くの聴衆の皆さ

んを前にして，わた しは皆 さんにお話

しする責任 を果たすに当た り，天父の

助 けを祈 り求めずにはい られ ません。

この ところ，わた しは初期 の使徒 た

ちの教 えを中心 に，その召 しや働 き，

生涯 といった ことを研 究 しています。

それはす ば らしい経験です し， また，

こうした研究によ り，人 は少 しで も主

イエス ・キリス トに近づ くことがで き

ます。

今晩，わた しが皆さんにお話 しした

いことは，使徒パ ウロが愛する弟子の

テモ テに与 えた奥深 い勧告 の言葉 で

す。「言葉 に も，行状 に も，愛 に も，

信仰 にも，純潔にも，信者の模範 にな

りなさい。……内 に持 っている恵みの
たまもの

賜物 を，軽視 してはな らない。……こ

れ らの事 を実行 し……なさい。」1

兄弟の皆さん，わたしたちには学ぶ

機会 と，従 う特権 と，奉仕す る義務 と

が与 えられてい ます。わた したちの生

きる今の時代 には，支 えを必要 として

いる足，握 ってあげなければならない

手，励 ましを必要 としている精神，導

きを必要 としている心，救い を必要 と

している人々などが数多 くいます。
じゅうぶん

例 えば，什 分の一のことを考えてみ

ましょう。什分の一.一を正直に納めるこ

とに より，人の心の中に，そのほかの

戒め も守ろうとい う強 さと決意が生 ま

れます。

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長は

こう言い ました。 「教 会には大 きな責

任が与 えられてい ます。什分 の 一は，

主が定め られた数々のプログラムを推

進するための財源 となるものです。 ど

のような場合でも，必要がこ とごとく

満た され るとい うことはあ りませ ん。

神は，わた したちがこの偉大 な原則 に

従えるように助 けを与 えて くださいま

す。このすば らしい約束 を伴 う律法 は

神御 自身が定め られた ものなのです。」2

マ ラキ書には こう書 かれています。

「人は神の物 を盗 むこ とをす るだろう

か。 しか しあなたがたは，わたしの物

を盗んでいる。あなたがたはまた 『ど

うしてわれわれは，あなたの物 を盗ん

でいるのか』と言 う。十分の一 と，さ

さげ物 をもってである。……わた しの

宮 に食物のあるように，十分 の一・全部

をわた しの倉に携えてきなさい。これ

をもってわた しを試み，わた しが天の

窓 を開いて，あふるる恵みを，あなた

がたに注 ぐか否か を見なさい と，万群

の主は言われる。」3
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わたしたちはだれであっても，什分

の 一を納 めるこ とが可能です。実際，

わた したちの中には，什分 の一 を納め

るだけの余裕が ない とい う人は一人 と

してい ないのです。主がわたしたちの

決意を強めて くださいます。 また，こ

の戒め を守るための道 を備えて くださ

るのです。

わた しが数か月前 に受け取 った1通

の手紙 は，その良い例です。少 し紹介

いたします。

「わた したちは小 さな町の郊外に住

んでいます。隣人はわたしたちの所有

す る牧 場 を使 って牛 の飼育 を して お

り，賃借料 として，わた したちが必要

なだけ牛肉を くれることになっていま

す。 ところが，新 しい牛肉が手 に入る

度に，わた したちの在庫の牛 肉に多少

余 りが生 じます。わたしたちは学生 ワ

ー ドに住んでいますから
，上質の牛 肉

を喜んで食べ て くれそうな学生の とこ

ろへ持 って行 くことにしています。

妻が扶助協会の会長会で奉仕 してい

た ころ，その書記の姉妹の ご主人はま

だ学生で，'二人の問 には8人 の子供 が

い ました。 ご主人のジャックはワー ド

書記に召されたばか りで した。

妻は， どの学生が，余分の牛肉を必

要 としているか を知 りたい と思い，い

つ も祈 っていま した。ある とき，彼女

が，今 回の牛 肉はジャックの家族にあ

げ た らい い と感 じた と言 って きた と

き，わたしは，.そ のことでジャックの

家族が気分 を害するのではないか とひ

ど く心配 しました。妻 も同 じ思いで し

た。ジャックの家族が非常に独立心 の

強い家族であるため，わた したちは二

人 ともとて も心配 したわけです。

数 日後，妻か ら，『やは りジ ャック

の ところへ牛肉を持って行 くべ きだっ

て思 うの』 と言われ，わた しは気の進

まないまま，妻 に同行 して ジャ ックの

ところへ行 くことに しま した。二人で

その牛 肉を運 んで行ったとき，妻の手

は間違 いなく震 えていました。 わた し

の気持 ちもひ どく落ち着 きませ んで し

た。 ドアを開けて くれた子供たち に，

わ た したちの訪問の理由 を告げる と，

子供たちはわた したちの周 りで踊 り始

めました。 ジャック夫婦 も控えめなが



らも，喜んで くれ ました。家 まで車で

帰る道すが ら，妻 とわた しは， ジャ ッ

クの家族がわたしたちの贈 り物 を受け

取 って くれたことで，気持 ちも楽にな

り，幸せ な気持 ちにな りました。

それか ら数か月後，わた したちの友
あかしかい

人の ジャックは，証 会 で立 ち上が り，

次のような話をしました。彼の話では，
じゅうぶん

自分の生涯にはいつ も，什 分の一 を納

める ことの困難 さが付 きま とってい

た， というのです。あれだけの大家族

を養 うために，稼いだお金はことごと

く，家族の扶養のために使っていまし

た。 ところが，ジャックが ワー ドの書

記 に召 されて，ほかの人 々が皆什分の

一 を きちん と納 めて いる記録 を見て
，

自分 も納めなけれ ばという気持 ちにな

ったのです。そ して，2か 月間， きち

ん と納 め，何 事 もうまくい っていまし

た。 しか し，その翌月は問題を抱 えて

しまったのです。彼の仕事 は，仕事が

完成 して も，その給与の支払いは数か

月後 になる とい う仕組みになっていま

した。そのため，支払いまでには，家

族のためのお金がひどく不足 して しま

うことが分かったのです。彼は妻 と相

談 して，この問題を子供たちにも話す

ことにしま した。 もし什分 の一を納め

た ら，その月の20日 ごろには食料が な

くなって しまい ます。 しか し什分の一

を納 めなければ，次の給与 の支払いま

では十分な食料が買えるのです。ジャ

ックは， 自分 としては食料 を買いたい

と言ったところ，子供 たちが什分の一

を納めてほ しいと言ったのです。その

結果，ジャックは什分 の一 を納 め，.み

んなで祈ることにしました。

什分の=を 納めてか ら数 日後，わた

したちが プレゼン トの牛肉 を持 って現

れたというわけです。その牛肉 と，残

りの食料が あれ ば，次の支払い まで，

家族は食料 に不足す るこ とがな くなっ

たのです。

この経験 を通 じて，わたしはた くさ

んのことを学びました。例 えば，妻の

話には常に耳 を傾 けること，などです。

しかし，わた しに とって最 も重要だっ

たことは，人々の祈 りはたいていの場

合，ほかの人々の行いに よって こたえ

られるとい うことです。」

」蹴

今晩の神権部会 には，数千人の宣教

師の皆 さんが出席 しています。わたし

は，特 にその宣教 師の皆さんに一言お

話をしたいと思います。わたしが伝道

部長として奉仕 をしていた とき，また

十二使徒 の一人 として数千人の宣教師

と面接 をしでいた とき，わたしは面接

をした宣教師たちにいつ もこう言って

い ました。「家に帰 った ら，ぜ ひ3つ の

決意 をして くだ さい。」宣教 師たちは

どんな決意をす ることになるのか何 も

知 らない まま，熱意を込めて，わた し

の申 し出を受け入れます。その段 階で，

わた しは宣教 師たちに，次のような勧

告 を与 えました。

1.自 分の職業や専門のために，あ

るいは手 に職をつ けるために，十分な

準備 をして ください。 自分の選んだ道

で，で きるか ぎり最 も優れた者 となる

よう努めて ください。

2.ブ ルース ・R・ マ ッコンキー長

老 の言葉 を引用 してみ ま しょう。「ふ

さわ しい人 と， 〔ふ さわ しい ときに.〕，

ふさわ しい場所で，ふ さわしい権能に

よって結婚 して くだ さい。」4ここまで

は，どの宣教師たちも 「喜 んでそうし

ます」 と答 えます。そ こで，わたしは

次のような勧告を与えます。

3.教 会 に活発 に集 い続 けて くださ

い。 こう言うと，宣教師の中にはけげ

んな顔 をして，答えるのに時間のかか

る人 もい ます。そ こで，わたしはこう
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言い ます。「別 の言 い方 をすれば， こ

うです。簡単 に言うと，什分の一 を納

めなさい， とい うことです。」すると，

皆例外 なく 「そ うします」 と決意 して

くれます。わた しは，正直に什分の一

を納め続けていれば，間違いなく，引

き続 き教会 に活発 に集 うことにな る

と，心か ら信 じています。

この什分の一 については もう少 し申

し上げたいことがあ りますが，今晩は，

マ ラキの預言の別の部分 も採 り上げて

お話 をしたい と思い ます。つま り，断

食献金 についてです。

断食献金 とい う考え方 は，すでにイ

ザ ヤの時代 に見 られ ます。イザヤは，

真の断食 とは， とい う話の中で，断食

をす る人 々に対 して，「飢 えた者 に，

あなたのパ ンを分 け与え， さす らえる

貧 しい者を，あなたの家に入れ」5るよ

う，強 く勧めています。預言者 ジョセ

ブは，オハ イオ州カー トラン ドで，貧

しい入々のために断食献金 を集める制

度を設立 しました。その後，イ リノイ

州ノーブーでは，十二使徒定員会が，

全教会に一般 書簡 を送 り.，「断食の原

則」 を次の ように定義 しま した。「こ

れをあらゆる聖徒たちに対す る規範 と

してほしい。そ うすれば，パ ンに不足

す る者は一人 もいな くなるであろう。

貧 しい者たちが飢 えている ときには，

持てる者たちか ら1日 断食 して もらい，

自分たちが食べた と思われるだけのも

の を，貧 しい人 々のため に監督に差 し

出してほしい。 そうすれば，すべての

人が長 く恵 まれ るであろ う。 これが，

主の認め られた偉大で重要な断食の原

則である。聖徒 たちが，喜びの心 と快

活 な表情 とで この原則に従って生活す

るならば，聖徒 たちは，常に豊かに与

えられることであろう。」6

現代 の預言者たちも， この点 につい

ては，同じように明確 に述べています。

ハロル ド・B・ リー長老 は，次の よう

な勧 告を残 しています。 「それを考え

ると，わたしたちの側はわずか しか求

め られていないのに，福音の側で多 く

を約束 して くれている ことに気づ く。

例えば，バ プテスマの儀式 は，わたし
ゆる

たちに，罪の赦 しと王国への入国許可，

すなわち新 しい誕生 とをもたらしてく



たまもの

れる。聖霊の賜物 は」神会の御一方 と

ともにい られ る権利 をもたらして くれ
いや

る。病人を癒す儀式は，信仰 を持つ人
じゅう

に，特別な祝福を約束 して くれる。什
ぶん

分の一 を納め るこ とに より，わた した

ちの前 に天の窓が開かれるし，断食 を

して断食献金 を納 めることによって，・

わたしたちが主を呼び求めるとき，主

はわたしたちの叫びや求めを聞いて く

だ さると教え られている。」7

リー大管長の後継者 となったスペ ン

サー ・W・ キンボール大管長 は次 のよ

うに言い ました。 「わた した ちは，す

べての聖徒たちが，定期的に断食 をし，

与える立場 にある ときには，断食献金

をで きるか ぎり惜 しみな くささげ，そ

れ によって もたらされ る祝福 に心 を向

けていただ きたい と願っている。可能

な場合 には，抜いた食事の金額の数倍

に相当す る金額で も差 し出 していただ

きたい。」 キ ンボール大管長 は， さら

にこう語 ってい ます。「断食献金 を集

めることは，重要 〔な責任〕 である。

わた しは，執事であることは大変な栄

誉である と考 えていた。わた しの父は，

いつ も……心 を配 り，……わた しが断

食献金を集めるのに馬車の使用 を許 し

て くれた。わたしの責任の範囲は，わ

たしの住んでいた町の一部ではあった

が，それぞれの家 まで歩 くには，相当

な距離があった。小麦の袋や果物の瓶，

あるいや野菜 やパ ンは，積 み上げるに

つれて， どん どん重 くなって くる。だ

か ら，馬車は非常に快適だったし，効

率的で もあった。後に教会では現金 を

集めるようになったが，わたしたちの

時代には，品物で集めていたのである。

天父のために， このような奉仕の業 を

す ることは，非常に大 きな栄誉であっ

た。時代が変わ り，品物に代 わって現

金がささげ られるようになったが，そ

れで も，この奉仕に業に携わることは，

大 きな栄誉なのである。」8
き ょう

今 日集 っている若い執事の皆 さんの

中には，馬車 に乗って，断食献金を集

めるのもなかなかいい ものだと思 う人

もいることで しょう。

わた しは，自分がまだ年若 い執事だ

ったころの ことを思い出 しています。

当時，断食安息 口め朝には，わた しは，

ワー ドの一角 を担 当していました。小

さな封筒を各家族 に配 り，献金 が封筒

に入 れ られるまで しば らく待 ちます。

そ して，集 めた献金 を監督 に渡すわけ

です。そんなある日曜 日，年輩 のライ

ト兄弟 という教会員が，玄関でわたし

を待 っていて くれました。年老 いた手

で，震えなが ら封筒 を開けると，'その

中に25セ ント硬貨 を1枚 入れたのです。

献金 をするときのライ ト兄弟は，幾 ら

か 目を輝 かせ ていた ように思 えま し

た。 ライ ト兄弟は，何年 も前 に，扶助

協会会長のバームフォース姉妹 が， さ

さげ物 として集め られた食料 を携 え，

小さな赤い馬車に乗 って彼の家 までや

って来て，食器棚 にいっぱいの食物 を

運んで来て くれたこ と，そして彼 の心

を感謝の思 いで満 たして くれたこ とな

どを，話 して くれました。そ して，バ

ームフ ォース姉妹 のこ とを，「まるで

天か ら遣 わされた天使 のようだった」

と言 うのです。わた しはエディー ・ラ

イ ト兄弟のことを忘れたことがあ りま

せん。

執事の皆 さん，そ して現在 この神聖

な奉仕の業 に携わっている，そのほか

のアロン神権者の皆 さん』 どうか，そ

れが神聖な任務なのだ ということを知

って くだ さい。わた しが監督 として管

理 していたあるワー ドで，ある朝，少

年たちが集ま りました。皆， まだ寝 ぼ

け眼で，服装 もだ らしな く， しか も自

分の責任を果たすためにそんなに朝早

く起 きなければな らないことに，多少

な りとも不満 を持 っている様子 で し

た。別に非難の言葉が出たわけではあ

りませんで したが，わたしはその翌週，

その少年たちをソル トレーク ・シティ

ーにあるウェル フェアスクウェア(訳

注一 教会の福祉関係 の施設な どが集

中 して設置 されている地域)の ツアー

に連 れて行 きました。彼 らが最初 に目

にしたのは，足 の不 自由な姉妹が電話

交換手 として働いている姿で した。年

輩の男性が品物 を棚 に積 み上げていま

す。女性たちが，分配 される衣服 を整

理 してい ます。 目の不 自由な人 も，食

べ物 の缶 詰にラベ ルをはっています。

ここでは，一人一人が， 自分の労働力

を提供 して，生活の糧 を稼いでいるの
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です。鋭い沈黙が少年たちを支配 しま

した。毎月，神聖 な断食献金を集め る

ために努力 していることが， このよう一

な形で，困っている人 々を助け，機会

が与 えられなければ怠惰 に過 ごしてい

たかもしれない人々のために雇用 の機
ま

会を提供 していることを，初めて目の

当たりにしたか らでした。

その神聖な経験をした 日から，わた

したちは，断食献金 を集めることに関

して，少年 たちに強 く訴える必要はな

くなったのです。断食安息 日の朝にな

る と，午前7時 には集まって来ました。

日曜 日用 のい ちば ん良い服 に身 を包

み，アロン神権者 として喜 んでその義

務 を果た して くれるようになったので

す。ただ単 に，封筒 を配 り，集めてい

るだけではな くな りました。飢えてい

る人々に食料 を配給 し，住 む家のない

人々に住まいを提供す るための，手助

けを していたのです。 これ らは皆，主

の方法 に従 って行われました。少年 た

ちの表情には，笑顔が頻繁 に見 られ る

ようになり，足取 りにも熱意が感 じら

れ，卜心か らの従順 さを示すようにな り

ました。恐 らくは，今 まで とは違った

太鼓の音に従 って前進 していけるよう

になったのです。恐 らくは，昔か らの

金言をもっ と深 く理解で きるようにな

ったのです。「わた しの兄弟であ るこ

れ らの最 も小 さい者の ひとりにしたの

は，すなわち，わた しにしたのである。」9

わ たしが住み，奉仕の業 に携 わって

いた地域で，わた したちは鶏舎経営の

事業に携わっていま した。教会の福祉

事業の一環 として，この活動は，おお

むね効率的に行われてお り，何千ダー

ス とい う新鮮 な鶏卵 と何百 キロもの下

ごしらえを した鶏肉とを監督の倉 に供

給 してい ました。 しか し，時折，ボラ

ンティアとして町で農業を営んでいる

と，手 にまめを作 るだけでな く，苦い

思いをす ることもあ りま した。例 えば，

わたしが今 でも忘れ られない思い出が

あ ります。 あるとき，わた したちは10

代 のアロン神権の若者たちを，その鶏

舎 に集めて，春の大掃除を しようと企

画 しました。精力 的で熱意にあふれた

大勢の若者が鶏舎 に集 まりました。そ

して，実にてきぱ きと，大量の雑草 を



抜 き， ごみを集め，それを焼却 しま し

た。赤々と燃 えるたき火の光のわきで，

わたしたちはホ ッ トドッグを食べ，作

業が うまくいったことでその成果を喜

び合っていました。鶏舎が見事 に片付

いたか らです。 しか しなが ら， とて も

大 きな問題が生 じ，多大 な損害 を与え

ることにな りま した。騒音やた き火の

ために，数 千羽の ひ弱 で神経質 な鶏に

悪影響 を及ぼ し，その結果，大部分の

鶏が卵 を生 まな くなった り，羽が抜 け

た りして しまったのです。それ以降，

わたしたちは，多少の雑草が残 っても，

もっと卵を産 んで もらう方がいい と考

えるようにな りました。

末日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の会

員で，福祉作業の一環 として，豆 の缶

詰 を作った り，砂糖大根 の先端を切 り

取 った り，干し草 を運んだ り，石炭 を

掘 った りした経験 のある者 なら， 困っ

ている人々を助 けるために働いたその

ような経験 を忘れ ることも，後悔する

こ ともあ りませ ん。 献身 的な大勢 の

人々が， この霊感 を受 けた大規模 な福

祉計画の運営 を助けてい ます。 しかし

このような福祉計画は，人々の努力だ

けに依存 していては，決 して成功 しま

せん。信仰 により，主の定め られた方

法に従って運営 されて初 めて成功す る

のです。

兄弟の皆 さん。皆 さんや皆 さんの ご

家族が，教会が世界中で行 っている人

道的 な活動のためにも惜 しみな く献金

していることに対 して，称賛の言葉を

贈 りたい と思 います。わた した ちは，

世界 のどこで あれ， 自然災害，飢餓 ，

病気 とい った ものが発 生 した場合 に

は，被災者の援助のため に，必需品の

提供 を行っています。緊急用の食糧や

衣服 や仮 設住宅 や医薬 品の提供 に よ

り，苦 しむ人 には援助が，受 ける人 に

は平安が，そ して与 える人にも，主の

約束 された平安が， もた らされていま

す。皆 さんの惜 しみ ない献金で支 えら

れている様 々な事業のおかげで，井戸

が掘 られ，今 までその ような設備のな

かった人 々のために汚染 されていない

水が供給 されることで，健康 と幸福 と

が もたらされています。小児 まひのた

めにかつては歩けな くなっていたか も

しれない子供 たちが，歩 いてい ます。

皆 さんの献金のおかげでワクチンを供

給す るこ とがで き，そのような恐ろ し

い悲劇が防止 されているか らです。

皆 さんが ソル トレーク ・シティーを

訪れ ることがあった ら，ぜひ，資材セ

ンターを訪ねてみて ください。そこで

は，何百万 トンとい う衣料品が寄付 と

して届 けられ，分類 され，荷造 りされ

て，世界中の困っている入々の もとへ

送 られてい ます。それだけでなく，我

が国の近 くにあ る貧 困に苦 しむ地域 に

も，同じように提供 されています。 こ

こで，預言者 ジョセブ ・ス ミスの言葉

を思い起 こしてみま しょう。 「神の愛

で満た されている人 は，自分の家族の

祝福だけで満足 することはなく，その

思 いを全世界に広げ，全人類に祝福 を

もた らしたいと思 うようになる。」1D
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皆 さんの大部分 はホームテ ィーチ ャ

ーです
。皆 さんは，監督の 目とな り耳

となって，貧 しい人々や苦 しんでい る

人々を探 し出す必要があ ります。 これ

までその務め を きちん と遂行 して き

た，注意深 いホームティーチャーたち

は，様 々な光景 を目に して きました。.

就 職 したい と必死で努力する失業中の

父親，小 さな子供たちが苦 しむのを見

て困惑 している母親，飢 えのために泣

き叫ぶ子供たち，冬の寒 さか ら身を守

るための十分な衣服のない人々な どが

いました。あ るときは，ベ ッ ドが ない

ために家族全員が床で寝 ていた という

こともあ りました。いずれの場合 も，

遅滞 なく，必要な援助が行われ ました。

モーサヤ書 に書かれているベニヤ ミ

ン王の勧 告 を思 い 出 して くだ さい 。

「そ して また，あなたがたは 自分 自身

でも，助けを必要 としている人 を助 け，

日曜午後の部会で，モルモン ・タバナクル合唱団を指揮するジェラル ド・オ トリー。

乏 しい入に自分の持 ち物 を与 えるであ

ろう。 また，物乞 いがあなたがたに請

い願 うのに応 じないで，追い払って死 一

なせるようなことをしないであろう。」11

幸 いなことに，また喜 ばしいことに，

教会 は現在 ，苦 しむ者 を救い，飢えた

者 を満た し，病気 を防ぎ，治療 し，ま

た，困っている者 に祝福 をもたらすた

めに，これ まで以上の働 きをしていま

す。それで も，行 うべ きことはまだま

だあ ります。

兄弟の皆 さん，わた しの心か らの祈

りは，「言葉 にも，行状 にも，愛 にも，

信仰 にも，純潔に も，信者(δ模範 にな

りな さい」12とい うことです。そ うす

れば，わた したちは主の約束 を受ける

者 となれ ることで しょう。「主 なるわ
おそ あわ

た しは，わた しを畏れる者に憐れみ深

くかつ恵み深 く， また最後 まで義 をも

って真理 にかなってわたしに仕 える者

に誉れを与 えるのを喜 びとす る。

彼 らの受ける報いは大 き く，彼 らの

栄光は永遠である。」13
み な

イ エ ス ・.キリ ス トの 御 名 に よ り， ア

ー メ ツ
。
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「それは，片すみで

行われたのではない」

大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

この教会，またその教義のこと、その会貫のこと……につωτ，ぱっ
ちゅうちょ

ぎりと意見 を言うのを躊躇 する勿要ばまった くありません。この教会

ばまことの教芸で す。これば神の業 ざす。

愛 蒐奮髪黎鷺隔二論 霊
した。

わた しは，去 る4月 に皆 さんにお会

い して以来，様 々な地 を訪問 し，教会

員の方 々と会って まい りました。わた

しは 自分に力 のあるか ぎ り，出て行っ
ろうにゃくなんにょ

て，老若男女 を問わず，愛する聖徒 の

方 々にお会 い した い と思 ってお りま

す。わたしは， この数か月の問に17か

国 において，30万 人以上の末 日聖徒 と

集会を共にいたしました。海から海へ，

合衆国内か ら，アジア， ヨーロッパへ

も旅 しました。わた しは旅行 は好みま

せん。非常に疲れ ます。時差 はわた し

にとって深刻 な問題です。 しか し，い

ろいろな方にお会い し，患実な末 日聖

徒の皆 さん と握手 を交 わすこ とに喜 び

を感 じます。 そして，それを可能にし

てくださった人 々に感謝 しています。

わた しは，世界中を回り，報道関係

者の方々か らインタビューを受ける機

会が あ りました。 インタビューでは，

どんなことを尋ね られるのか分か りま

せんか ら，気苦労が付 き物です。 これ

ら報 道関係者 の方 々は，才能 豊か な

人々で，鋭い質問 をどの ように浴びせ

たらよいか をよ くわ きまえてい ます。

それは楽 しい経験ではあ りません。 し

か し，それは，世間の人 々に教会のこ

とについ て話 す機会 を与 えて くれ ま

す。パウロがフェス トとアグ リッパに

言 ったように，「それは，片す みで行

われたのではない」のです(使 徒26：

26)。

わ た したちには，この世の人々に聞

いていただかなければならないことが

あ ります。そ して，これ らのインタビ

ューは，それ らについて語る機会 を与

えて くれ ます。

その最：もたるものの一つが，CBS

放 送局の 「60ミニッツ」とい う番組の，

マイク ・ウォレス氏によるイ ンタビュ

ーで した。オーリン ・ハ ッチ上院議員，

ウィラー ド ・マリオ ッ ト・ジュニ ァ兄

弟，スティーブ ・ヤ ング兄弟 もこのプ

ログラムに出て くだ さいました。感謝

の言葉 を申し上げます。

去 る，復活祭の 日曜 日に，何万 とい

う人がそのテ レビ番組を見 ました。こ

の番組の編集者 は，何時 間に もわたっ
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て撮影 した内容 を約15分 にまとめまし

た。

わたしは，ウォレス氏に対 して深い

尊敬の念を抱 くようにな りました。彼

は有能な，専 門家です。彼 は丁寧で，

丁重，質問は単刀直入， タフで世慣れ

た経験豊富 なリポーター と言われる一

方，ほんとうの意味での紳士で した。

わた しは，お よそ1年 前 に，ニュー

ヨー クのハーバー ドクラブにおいて，

初めてウォレス氏にお目にかか りまし

た。以来彼 はソル トレーク ・シティー

を2度 ほ ど訪 ね，わた しのオフィスで

かな りの時間にわた り，わたしにイン

タビュー をして ください ました。わた

しは，今晩，このイ ンタビューの模様

の一部 を読んでみたいと思います。そ

れは，彼の質問 と，わた しの即答を録

音 したもので，時間の関係 で少 し省略

した部分 と必要 な箇所 に括弧で言葉 を

補った以外 は， ほとんど最初 に収録 し

た ときのままの内容 です。わた しが こ

れをす るのは，幾つかの大切 な事柄 に

ついて， この教会の立場を再確認 した

いためです。その大部分は，実際の放

送には使われなかった資料 を基に して

います。

ウ ォレス氏の質問 と，わたしの即座

の受け答えです。

ウォレス氏 「モルモン教会 に対す る

誤 った考 えについ て心 配 してい ます

か。」

応答 「わた したちについて，いまだ

に，根強 く繰 り返 されている様 々な考

えがあ ります。 わた したちは， よく知

られてはお りません。わた したちは，

〔お もに〕西部で成長 しました。 この

教会の発祥地は，ニュー ヨーク州のパ

ルマイラです。モルモンが西に移動 し

たことはお聞 きになったことがあるで

しょう。……わた したちは，そ こで，

お よそ300か ら400の 共 同社会を設立 し

ました。……わたしたちが， どの よう

な民で，何 を達成 しようとしているか，

人々に理解 していただけるようになれ

ばと，思っています。」

ウォレス氏 「家族や家族の申におけ

る女性 の立場について，あなたの意見

と，教会の中で指導者的 な位置 を求め

ている女性たちの意向で，何か対立 し

1



ていることはありませ んか。」

応答 「『女 性 も神権 を持つべ きだ』

と考えている女性 も多少はいます。教

会 にはすば らしい女性の組織があ りま

す。それは世界で も最大の女性の組織

だと思い ます。その女性組織は扶助協

会 と呼ばれてい ます。扶助協会 には，

組織全体 を統轄する，役員 たちがいま

す。彼女たちは，女性 を対象 としたす

ばらしい教育 プログラムを進展 させ て

います。彼女たちは幸せであると思 い

ます し，非常 に立派な働 きをしていま

す。……」

ウォレス氏 「第二次世界大戦以 来，

わた したちは崩壊 の一途をたどってい

るように見 えます。人は利己的にな り，

自分のことしか考えず，地域社会のこ

とを考 えることも少 な くなったようで

す。家族はあま り大 きな意味を持たず，

道徳 は 『め ちゃくち ゃ』 〔ウォ レス氏

の言葉を借 りました〕 になって しまっ

たようですが，その原 因は何で しょう

か。」

応答 「根本的な失敗 は，家庭 にあ り

ます。親たちが 自分の責任を果た して

いないか らです。それは明 らかです。

国家が，家庭の持つ力以上に，強 くな

ることはあ りません。 もし国家 を改革

したい と思 うな ら，家庭か ら始める必

要があ ります。 そこでは，親たちが建

設的かつ肯定的な原則や価値観 を子供

たちに教 え，や りがいのある働 きへ と

子供たちを導 くことか ら始める必要が

あ ります。米国で起こったのはその基

本的な点での失敗です。わた したちは，

家庭 の きず なをもっと強め るため に，

非常 な努力 を してい ます。親 として，

この世において，子供 を正 しく育てる

ことほ ど，大 きな責任 はあ りません。

それに，後 になってその子供たちが誠

実で正直な人にな り，何か をや り遂げ

るのを見ることほど，大 きな喜 びをも

た らして くれることはほか にあ りませ

ん。……」

ウォレス氏 「あなたの教会には，健

康に関する非常 に厳 しい規定があ りま

すが，なぜ，それが宗教の一部 なので

すか。」
み たま

応答 「体は御霊の宿る宮です。体は

神聖なものです。それは神の形に創造

されました。肉体 は大切 にすべ きもの

であ り，正 しい 目的のために用いなけ

ればな りません。健康管理 をよくす る

必要があ ります。それがわたしたちが

『知恵 の言葉』 と呼 んでい る健康 に関

する規定であ り，健康管理 に非常 に役

立つ ものです。」

ウォレス氏 「特 に，モルモ ンでない

者にとって，あなたがたの教 えは，一

致 と厳格な行動 を要求 します。そのよ

うな不平 をよく耳にしますが。」

応答 「そ うですか。そのようなこと

を耳にされることがあ るか もしれませ

ん。 しか し，わた しはそ うは思いませ

ん。それは，事実ではない と思います。

教会員 は非常に 自由です。彼 らには，

自分の好 きなように生 きる 自由があ り

ます。」

ウォレス氏 「そ うで しょうか。」

応答 「もちろん。確 かにそ うです。

彼 らは 自分 で選 ばなければ な りませ

ん。それ は，黙示録 にある，天での戦

い以来，ずっ と行われて きてい る，永

遠の戦いです。すなわち，悪 の力に対

す る善の力です。何 を選ぶに して も，

わた したちは皆，選択の 自由を行使 し

ているのです。」

ウォレス氏 「教会には道徳上の規定

もあ りますね。」

応答 「わた したちは，婚前の純潔 と，

既婚後も完全 な貞節を守るべ きである

と信 じてい ます。要約する とそういう

ことにな ります。それは幸せ な生活へ

の道です。 また喜びへの道でもあ りま

す。それ は心 に安 らぎを，そして家庭

に平安 をもた らします。」

ウォレス氏 「わた したちが話 した学

生たちの中には，健康に関する規定 は，

婚前の性交渉を禁止す る規定 に比べた

ら，比較的，易 しい と言います。……

禁煙，禁酒 ははっきりした線があるが，

性 に関す る制限 は，何 とい うか… …

〔つ まり〕はっ きりしていない人がい

るようですが，どの ような制限がある

ので しょうか。」

応答 「彼 らは知っていると思います。，

この教会で育った若人ならば，どうい

う制限が あるか，知ってい ます。 もし

自分が過 ちを犯 したな らば，自己鍛練

か ら始めなければな りません。それが，
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重大 な問題であ る場合 は，主 に相談 し

ます。それについて神 に相談 します。

主 とその重荷 を分かち合 うのです。主

は力 を与えて くだ さいます。助けて く

ださいます。彼 らにはそれが分かって

います。わた しは，彼 らがその ことを

理解 してい ると確信 しています。」

ウ ォレス氏 「教会 を管理運営 してい

るのが男性 だけであるとい う理由をお

聞かせ ください。」

応答 「『男性 』のみが教会 を運営 し

ているわけではあ りません。確かに教

会には男性独 自の責任があ ります。男

性は神権 という職 を受 けています。 し

か し， この教会では女性が非常 に重要

な役割 を担 ってい ます。女性 には女性

独 自の組織 があ ります。それ は1842年

に預言者 ジョセ ブ ・ス ミスによって始

め られた もので，扶助協会 と呼ばれで

い ます。その最初の 目的が困っている

人 々を助 けることにあ ったか らです。

それは，世界最大の女性のための組織

に成長 し，その会 員は300万 人 を超 え

ていると思います。同組織には独 自の

役職があ り，会長会があ り，管理会が

あ ります。世界の どこに行っても，教

会の最小のユニッ トに至 るまで，その

組織 の構造 はまった く同 じです。」

ウォレス氏 「しか し，彼女 たちには

力があ りませんね。」

応答 「彼女たちには任 された務めが

あ ります。責任があ ります。彼女たち

は自分たちで，自分たちの組織 を管理

監督 しているのです。」

ウォレス氏 「しか し，あなたがそれ

を運営す るのでしょう。運営す るのは

男性で しょう。つ まり， わた しはが言

いたいのは……。」

応答 「男性 は神権 を持 ってい ます。

それは確かです。 しか し，わたしの妻
はんりょ

はわたしの伴侶です。 この教会では，

男性は，奥 さんの前に立 って歩 くので

もなく，後ろを歩 くのでもな く，並ん

で歩いています。夫 と妻 は，偉大 な業

であるこの人生 においては，同等の存

在です。」

ウォレス氏 「モルモ ンの人はなぜ大

勢の子供を持つので しょうか。」

応答 「わた したちは，家族の人数を

規定 してい ませ ん。それは，父親 と母



親，夫 と妻 に任 されてい ます。教会員

は，家族を育てることを，人生で最 も

重大な責任 と考えるように期待 されて

います。」

ウォレス氏 「モルモ ン教の始 まりは，

カル トであると言 う人がいます。それ

はあま り耳に した くないことで しょう

ね。」

応答 「それが どうい う意味なのかよ

く分か りません。 しか し，それに否定

的な意味があるとす るな らば， この教

会に当てはまるものではないと思いま

す。それを当てはめようとした人がい

るか もしれませ ん。教会 の設立 当初，

そう しようとした人がいるかもしれま

せん。 しか し， どうで しょう。今 では

立派な教会 になってい ます。米国内に

おいて は，当教会よ り会員数の多い教

会は，6つ しか あ りません。 カリフォ

ルニア州においては，当教会は，会員

数か らして2番 目です。わ たしたちは

世界中に広 がっています。150か 国 に

わたっています。この教会 はすば らし

い教会です。堅固で，非常 に大 きな影

響 力を持 つ，活力 に満 ちた組織 です。

……教会員は
，企業で，また教育や政

治，行政な どあ らゆる分野 で活躍 して

います。わた したちは 〔む しろ〕，立

派な働 きを 目指 しているご く普通の人

間です。」

ウォレス氏 「モルモ ンとしての生活

を続 けるのには随分お金がかか ります

が。」

応答 「そんな ことはあ りません。 わ
じゅうぶん

た したちは主の什 分の一の律法 に従 っ

ているだけです。」

ウォレス氏 「しか し，総収入の10パ

ーセン トを教会に出し
，そのお金が ど

う使 われるのか，関与の余地がないで

すね。 ごく平均的なモルモンについて

言っているのですが。」

応答 「平均的モルモ ンはかなり関与

してい ます。当教会の会員 なのですか

ら。……」

ウォレス氏 「しか し，お金が どのよ

うに使われるかについては， まった く

関与 してい ませんね。」

応答 「その人が もし，監督であるな

ちば， 自分 のワー ドの出費について責

任 があ ります。什分の一の多 くが地元

のユニ ットに戻ってきます。そのお金

は どの ように使 用 される と思 い ます

か?そ れは教会の目的達成のために

使われているのです。」

ウォレス氏 「教会の 目的 とは具体的

にどんなことでしょうか。」

応答 「礼拝堂の建設はその一つです。

1年 に約375の 建 物です。考 えてみて く

だ さい。増大 してい く会員数の必要 を

満たすために毎年新 しい建物が必要 な

のです。お金は教育 に も使 われます。

わた したちは，ブ リガム ・ヤング大学

とい う，2万7，000人 の 生徒 を擁す る，

教会経営の世界最大の私立大学 をは じ

め，そのほかの学園も所有 しています。

また非常に規模の大 きなイ ンスティテ

ユー トプログラム も行 っています。そ

のプログラムでは，アメリカ国内の多

くの大学において，キャンパス外 のク

ラスを設けています。 インステ ィテユ

ー トは
，カ リフォルニ ア ・ロサ ンゼル

ス大学，南カリフォルニア大学，ハー

バー ド，エール，プリンス トン，ニュ

ー ヨーク大学
，マサチューセ ッツ大学，

マサチ ューセ.ッツ工科大学 など数多 く

の大学で実施されてい ます。

教会の財政 については，すべての基

金 について慎重 な監査 が行 われます。

公認会計士から成る監査員のグループ

があって，彼 らは，教会のほかのあ ら

ゆる機関か ら独立 してお り，彼 らは大

管長会のみに報告 します。 わた したち

は細心の注意 を払 うよう努力 していま

す。 わ た しは ，机 の後 ろの戸 棚 に，

『や もめの硬貨』 を置い てあ ります。

それは，何年か前に，エルサ レムで人

か ら頂いた もので，わた したちが取 り

扱わなければならない基金が神聖なも

のであることを常に思い起 こさせて く

れ ます。什分 の一は夫 に先立たれた人

か らも来 ます。什分の一は裕福な人だ

けでな く，そのような女性 からのささ

げ物 でもあるのです。ですから，それ
み わざ

は，主の御業 のために，注意 をもって

慎 重に使用 されなければな りませ ん。

わた したちは，それを慎重 に扱い，管

理 してい ます。そ して，主の御業の建

設のため， また人々の成 長のために，
みこころ

主の御心 と思 われることのためにそれ

が使用 されるように，最善の努力を し
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ています。

ウォレス氏 「若い男性お よび女性が，

宣教 師 として2年 間奉仕 をす るそ うで

すね。」

応答 「若い女性 は18か 月間働 きます。

その仕事は努力を要す る難 しい仕事で

す。 ニュー ヨーク，ロン ドン，あるい

は東京な どへ 行って， ドアをたたき，

今まで会ったこともない人と顔を合わ

せ るのは容易 な ことではあ りません。

しか し，それ はその本人にか なり良い

結果 をもた らします。2，3の 例を挙げ

てみましょう。 まず，主に頼 る精神を

築 きます。 〔若 人の心 に〕力 と能力を

築 きます。その人が外国へ行 った場合，

その国の言語 をよく使 えるようにな り

ます。その国の人々の言葉を話せ るよ

うにな ります。宣教 師は どこへ行 こう

と も，奉 仕 してい く中で，そ の地の

人々を理解す るようになり，その人々

の文化や習慣 を学び， また彼 らの置か

れている環境 に対する認識 と敬意 をも

って帰 って来 ます。 その ような例 はほ

かには見 られません。考 えて ください。

現在 ，お よそ5万 人が働い てい ます。

そ して，宣教師は絶 えず，入れ替 わっ

ています。その結果として，何千，何

万 という人々の生活 に影響 を及ぼ して

い ます。……あなたと一緒 に，ソル ト

レ」ク ・シティーの町を歩いたとして
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土曜午後の部会で聖歌隊に参加 した初等協会の子供たち。中央幹部に支持の表明を している。

み ましょう。 日本語，中国語，スウェ

ーデ ン語，ノルウェー語， フィンラン

ド語，スペイン語 ，ポル トガル語 を上

手に話す人に出会 います。その人たち

は皆， 自分がかつて宣教師 として働い

た国の人 々に対 して愛 を抱 い てい ま

す。」

ウォレス氏 「教会 の会員 たちが ，1

年 分の食糧や衣類 ，燃料を蓄 えるよう

に求め られる理由は何でしょうか。」

応答 「わたしたちは，生活の一原則

として， 自立 を教えています。すなわ

ち， 自分の生活 に必要 なものは自分で

賄 うのです。 ですか ら，万が一の場合

に備えて，できることならば，何 がし

かの ものを用意 し，予測を立て，ある

程度の食糧を手 もとに置 き，貯金をす

るように，勧 めています。失業，病気

などの災いは，時 として，まった く予

期 していないときにや って来ます。 わ

た したちは，人 はそれぞれ 自分ででき

る限 りのことをしなければな らない，

と教えてい ます。 自分 自身のすべてを

使 い切 った ら，次は自分の近親 に援助

を求めるべ きです。 もしその援助が得

られない場合は，それに代 わって教会

が援助 します。それをする場合，教会

が強 く求め るのは，その人の当面の必

要を満たす ことと，その後 も助 けが必

要なか ぎり援助 を施す ことです。 しか

し，その過程 において，その人が，訓

練を受け，職 を見つ け，再 び自立で き

る方法 を見つけ られるように助けてい

きます。それが，このすばらしい福祉

プログラムの目的のすべてです。」

ウォレス氏 「ソル トレーク ・シティ

ーは どうして こんなにきれい なのでし

ようか。」

応答 「そうですね。それは，ここに

住んでいる人 々の意識の表れだ と思い

ます。」

ウォレス氏 「ソル トレーク ・シティ

ーを歩いてみて驚 きました
。」(彼 はニ

ュー ヨーク ・シティーか ら来たばか り

で した。)

応 答 「いつ まで もそうあってほ しい

と思 います。それには，ある程度この

教会 の教え も反映されていると思って

います。 この街の中心であ り，中核で

もあるこのテンプルス クウェアの美 し

さを見て ください。壮大な神殿やあの

す ば らしい タバ ナ クルを見 て くだ さ

い。文化，教養，芸術的才能 を備 えた

人々によって， ビジ ョンをもって建て

られたものです。口先だけの人たちに

よる ものではあ りません。美 を追求す

る，偉大なビジョンを持った人々の働

きなのです。」

ウォレス氏 「大管長，モルモ ン教徒

は，あ なたの ことを 『生けるモーセ』
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と呼び，イエス と文字 どお りの意味で

意思の疎通 をする，と言っていますが，

それは どのようにして行 うのですか。上

応答 「まず，申 し上げますが，当教

会 には，す ばらしい歴史の積み重ねが

あ ります。……教会 としての方針 を指

し示す預言，啓示，・…・・そして様 々な

決定 の歴 史の積 み重 ねが あるのです。

それがあるために，何か特別な啓示 を

必要 とする問題がいつ も繰 り返 して持

ち出 される とい うこ とはあ りませ ん。
みこころ

しかし，時 として，主の御心 を伺 わな

ければな らない場合が出てきます。そ

のような場合，そのプロセス を説明 し

得 る最良の方法は，列王記上 に載って

いるエ リヤの経験 にたとえてみ ること

だ と思います。エ リヤは主に語 りま し

た。すると大 きな強い風が吹 きました。

しか し，主は風の中にお られませんで

した。風 の後に地震 があ りま したが，

地震 の中 にも主はお られ ませ んで し

た。地震の後 に火が あ りましたが，火

の中にも主はお られませんでした。火

の後に静かな細 い声 が聞こえま した。
み たま

その声 こそ御霊のささや きです。はっ

きりと申し上げ ますが，神 に関するこ

とは，神の御霊に よって理解 されるの

です。そ して人はその御霊 を求め，自

ら受け， またはぐくまなければなりま

せん。そ うす ると， それが分か るよう

になるのです。それは真実のことであ
あかし

り，わたしは，それについて証 を持 っ

ています。」

ウ ォレス氏 「あなたの教会が随分積

極 的に布教 を進める理由は何で しょう

か。あま り歓迎 されない所 や，招かれ

ない所 にも，宣教師を訪問させ るのは

どうしてで しょうか。」

応答 「『全世界 に出て行 って，すべ
の

ての造 られたものに福音を宣べ伝 え
み こと

よ 』(マ ル コ16：15)と い う主 の 御 言
ば

葉はまさにその言葉 どお りの意味であ

る， とわた したちは信 じてお ります。

そ して，その戒めを信 じています。 そ

れを成就する責任が自分たちにある と

思ってい ます。そのために，全エネル

ギー と手段 をもってそれ を行 っている

のです。」

ウ ォレス氏 「モルモンでない人々の

ことをどの ように見てお られますか。」



応答 「彼 らに愛 と尊敬の念を抱いて

い ます。わた しにも，モルモ ンでない

友人が大勢います。わたしは彼 らを尊

敬 しています。 ほん とうにすばらしい

人だと思っています。」

ウ ォレス氏 「彼 らがまだ真理 を見い

だ していな くてもですか。」

応答 「そ うです。教会の会員でない

方々に対 して，わた しは，皆 さんがお

持ちの徳 と善のすべ てをよく認識 して

いる と申し上げたい と思います。それ

らを携 えてわた したちの ところにおい

で ください。わた したちはそれ らに加

えて， さらに善い もの をお伝 えしたい

と思います。」

ウォレス氏 「ブ リガム ・ヤングにつ

いてお聞きしたいのですが。」

応答 「ブ リガム ・ヤ ングは預言者 に

ふ さわ しい ビジ ョンを持 って い ま し
こんにち

た。今 日この辺 りの地域を御覧になっ

て，そのこ とを疑 える人がいるで しょ

うか。そ うい う人はいない と思います。

この教会 においてはいつ もそうです。

この教会は啓示 によって導かれてきま

した。わたしたちは，神が これまで に

啓示 されたすべ ての こと，神が今啓示

されるすべ ての ことを信 じてい ます 。

またわた したちは，神 が今後 も，世界

中の神 の息子や娘 に祝福 をもた らすた

めに，神の王国に関する多 くの偉大で

重要なことを啓示 されると信 じてい ま

す。」 ・

ウォレス氏 「御存 じのように，懐疑

的 な人の中には，教会 の方針に関する

重要な変更は，政治的な圧力か ら来た

もので，必ず しも神の啓示か ら来たの

ではない，と言 う人がいます。例えば，

一夫多妻 をやめさせたのは
，啓示では

なく，ユ タが州 になるのを望んだか ら

だ，と懐疑論者 は言っていますが。」

応答 「預言者 としての使命 の一つは，
みこころ

主の知恵 と御心 を求め，主の民 にそれ

を教えることにあ ります。イス ラエル

の子供 たちをエ ジプ トか ら導いた とき

のモーセがその一つの例です。人々が

圧力や苦難に陥った ときの，『旧約聖

書』の預言者た ちもそうで した。人々

が直面 している問題について答 えを与

えるのが預言者の使命です。それは今

も行われていることです。わた したち

ま

はそれを現実に 目の当た りにしてい ま

す。それを方便 とか，政治的便法 と捕

らえるで しょうか。違 います。それ と

も霊感 に よる導 きと捕 らえる し ょう

か。その とお りです。」

ウォレス氏 「大管長，モルモン教会

において，子供への虐待 は大 きな問題

となっているで しょうか。」

応答 「あ まり大 きな問題になってい

ない と思い ます。……それは深刻な現

象で，世界中に見 られる問題です。そ

.れは由々しいことであ り，邪悪 な行為

です。それは，非難されるべ きことで

す。それについては， わた しもこれま

で何度か話 してきました。」

ウォレス氏 「それを減 らすために何

をなさっていますか?」

応答 「で きる限 りのことをしていま

す。教会員にも教 えてい ます。それに

ついて話 し合 いもしています。世界 中

の監督たちのために指導要領 も定めて

い ます。去年 も一年 中，一つの教育 プ

ログラムを行 って きました。 この問題

に対処するために，電話による相談窓

ロ も設けて，専門的なカウ ンセ リング

が受 けられるようにしています。 わた
はんりよ

したちは，子供 の虐待，伴侶 の虐待，

老人の虐待，虐待全体について扱 った

刊行物 を出 しています。この問題 には

関心 を持 ち，被害者の方々について心

配 しています。その方々に同情いたし

ます。苦 しみ をで きる限 り和 らげ，そ

のような悪が再び起 こることのないよ

うに，で きる限 りの努力をしています。

この世の中で，これほ ど徹底的な対策

を講 じ，熱心に努め，この問題の解決

に取 り組 み，行動 している組織 は，ほ

かにないと思います。 この問題の重大

性 はよく分かってい ます。 この問題で

苦 しむ人々に手を差 し伸べて，助けて

いきたい と思っています。」

ウォレス氏 「ある社会学者は， この

問題の根は，あなたの教会 においては，

男性が女性 よりも権能を持ってい るた

め に，監督な どが，虐待 される側 にで

はなく，虐待 する方の男性に同感 しが

ちな点 にあると指摘 していますが。」

応答 「それはあ くまでもその人個人

の考えだと思います。 あまり根拠がな

い意見だと思われ ます。 この教会の男
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性， この教会の監督，この教会の役員

は，教会の女性の福祉 について，教会

の男性や教会の子供たちの こどと同様

に，関心 を持 っている と思います。そ

のことについては，何 のため らい もな

くそ う申し上 げることがで きます。そ

れ について確信 を持 っています。わた

しは長い間にわた り様 々な経験 を積み

重ねて きました。わた しはこの教会の

ことを一か ら十 まで知 っています。何

もか も知 っています。わた しは85歳 に

な り，これまでの人生 を教会 とともに

生 きてきてお り，教会が どのように機

能 を果たすか知っているつ もりです。

教会員の物の考え方についても分 かっ

ています。問題や過 ちがあちらこちら

に生 じることは確 かです。 しか し，総
み わざ

体的に見て， この御業はすばらしいも

のであ り，多 くの正 しいことがなされ

て きてお り，女性や子供 たちの福祉に

ついても，男性の福祉 と同 じように真

剣な取 り組みがなされています。」

兄弟たち，時間の関係 で，わたしの

イ ンタビュー についてはこれ くらいに

します。 言 うまで もないこ とですが，

わた したちはほん とうに主か ら祝福さ

れてい ます。 さて，最後 に申し上げま

す。 この教会 ，またその教義の こと，

その会員 のこと，その神聖な組織のこ

と， また神か ら与 えられた責任 などに
ちゅう

ついて，はっきりと意見 を言 うの を躊
ちょ

躇す る必要 はまったくあ りませ ん。こ

の教会はまことの教会です。これは神

の御業です。 この御業を辱める唯一の

ものは，会員たちがその教義や標準に

添 った生活 をしない ことです。 という

ことは，わた したち一人一人に，大き

な責任が課せ られている とい うことで

す。世の人々は，わた したちの行いを

見 て，この御業 を判断 します。神が，

わた したちに，信仰を持って歩む意志，

またいついかなる場合 でも，正 しいこ

とを行お うとす る自己訓練， 自分が接

す るすべての人々の前で， 自らの生 き

方 を通 して この御業について宣言 しよ

うとする決意を与 えて くだ さいますよ
み な

う に 。 イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り

へ り く だ り， お 祈 りい た し ま す 。 ア ー

メ ン。



●1996年10月6日(日)午 前の部会

「女よ，

なぜ泣いているの加

第二副管長

ジェームズ ・E・ ファウス ト

あウ汝

救ω主の復活や贋ωを信じる信仰の深さが どれぼどの勇気と昌的を

i5っ乙 人生の苦難に立ち向かえるかを左右すると思ωます。

き ょ う

弟姉 妹，友人の皆 さん，今 日，

兄 皆さんにお話 しする責任 を果た
すに当た り，皆 さんの信仰 と祈 りを心

か らお願いいたします。今 日わたしは，

悲痛な苦難 に直面 している方々にお話

ししたいと思います。苦 しみや悲 しみ，

悩み を抱えてお られる方 々， 肉体 的，

精神 的，情緒 的苦痛 を味わ ってい る

方 々，先天的あ るいは後天的な身体の

障害を持つ方 々，生 まれなが らに 目が

不 自由で，夕 日を見 ることがで きない，

あ るい は で きな くな っ て しま った

方 々，鳥の さえず りを聞 くことができ

ない，あるいはで きな くなって しまっ

た方々，精神 的， 身体 的障害 を持つ

人々の世話 をしている方々にお話 しし

たいと思い ます。また，大 きな背 きを

犯 していると感 じている方々にお話 し

したいと思います。

わた しの話 の主題 は ，救 い主 が，

「墓の外 に立って泣 いていた」1マグダ

ラのマリヤに語った言葉です。マ リヤ

が振 り向 くと，そ こに 「イエスが立 っ

てお られ るのを見」 ました。「しか し，

それがイエスであることに気がつ」 き

ませ んで した。

イエス は女 に，「女 よ，なぜ泣 いて

いるのか」2と言われ ました。主は，悲

しみに打 ちひ しがれたマ リヤにだけ語

られたのではあ りませ ん。主 はわた し

たち，す なわ ち男女，子供 を問わず，

これ までこの世 に生を受 けた， またこ

れか ら生 を受けるすべ ての人々に語っ

てお られます。 なぜな ら，悲 しみ，苦

しみ，あるいは悔恨の涙 は，人類共通

のものだか らです。

この世 の人生の複雑 な問題は，時 と

して過酷 であ り， わた したちはどうし

た らよいか分か らなくなることがあ り

ます。豊かに恵まれている人 もいれば，

わずかな もの しか持たず に苦労 してい

る人 もいます。

世界中で教会の忠実な会員に会 える

ことは喜 びです。 困難やチャレンジが

あ り，物質的 な富 に欠けてい るに もか

かわらず，大 きな幸せを見いだ し，人

生の荒波を乗 り越 え，信仰 を持って歩

む人々がいます。 その ような人々に出

会 うとき，わたしたちの信仰は強めら

れます。

「人生は公平ではない」 と考える人
あがな

の多 くは，救い主が蹟いや復活を通 し

てわたしたちのためになされた事柄 に

対する大 きなビジョンを持 って物事 を

見てい ないのです。人にはそれぞれ，
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苦悩，心痛，失望の時があ り，その よ

うなときこそ， ヨブの ように，わた し

たちの心の最 も深い所にある信仰 を探

り出さなければな りません。救 い主の

復活や蹟いを信 じる信仰の深 さが， ど

れほどの勇気 と目的 をもって人生の苦

難に立ち向か えるか を左右す ると思い

ます。

よみがえ られた主が弟子 たちに語 ら

れた最初の言葉 は，「安かれ」3でした。

また主 は，「この世 にお いて平和 を，

また来 るべ き世 において永遠の命を受

ける」4と約束されました。蹟い と復活

が起 こ りました。主 なる救 い主は，ゲ

ツセマ ネであの恐るべ き苦 しみ を受 け

られ ました。主は十字架につけ られ，

そ して死 の縄 目を断ち切 るこ とによ

り，究極の犠牲 を払 って ください まし

た。

わたしたちは皆，埴い と復活 とい う

この上 ない祝福 にあずか ります。その

力に よって，わたしたちの生活の中で
いや

癒 しが起 きるのです。苦 しみは，救 い

主が約束 された喜びに変 わります。イ

エス は，疑いの心 を持 った トマスに，

「信 じない者 にな らないで，信 じる者

にな りなさい」5と言 われ ました。信仰

と正義を通 して， この世の人生 のあ ら

ゆる悪，傷，苦痛が完全 に補完 され，

正 されます。この世で拒 まれた祝福 は

永遠の世 において，完全 に報われるの

です。完全 な悔 い改めを通 して，わた
ゆる

したちの罪 は赦 され，永遠の命 を享受

す ることがで きるのです。 このように

して，この世の苦 しみは精錬する者の

火 となり， よ り高い 目的を達成す るた

めにわた したちを清めて くれ ます。苦

痛が癒 され，夢 にも見なかった，また

予期 もしなかった，心か らの：喜びや幸

せ を知ることができるようになるので

す。

贈い と復活 を通 して約束 された問題

解決の道は永遠に続 きます。肉体的 な

不完全 さは補われるのです。 アルマの

次の言葉 は慰 めに満 ちています。 「霊

は体 に回復 され，体は霊に回復 される。

そ して，手足 と関節 はことごとくその

体に回復 される。まことに，髪の毛一

筋 さえも失われ るこ となく，すべての

もの が本来 の完 全 な造 りに回復 され



る。」6

この問題解決 の道は，救い主 の執 り

成 しに よって もたらされます。 ヨハネ

による福音書第17章 には，偉大 な執 り

成 しの祈 りがあ ります。「永遠 の命 と

は，唯一の，まことの神でいますあな

たと，また，あなたがつかわされた イ

エス ・キリス トとを知 ることであ りま

す。」7そして，救 い主 は使徒やすべ て

の聖徒 のため に祈 られ ました。「わた

しがお願いするのは，この世 のために

ではな く，あなたがわたしに賜わった

者たちのためです。彼 らはあなたの も

のなのです。

わた しの もの は皆 あなたのもの，あ

なたのものはわた しのものです。そ し

て，わた しは彼 らによって栄光 を受 け

ました。」8

わ た したちは皆，これ までに誤った
あわ

判断を下 したことがあ ります。憐れみ

深 く思いや りのある神 は，わた したち

の犯 した過 ちに対 して は，できるだけ

軽 い裁 きを下 され，わた したちが行 う

善行 に対 しては，最大の祝福 を与えて

くだ さる と，わた しは信 じています。

アルマの荘厳な言葉 はそのことを確認

しているように思 われ ます。.アルマ は

この ように述べ ま した。 「今か ら多 く

の 日が過 ぎない うちに，神の御子が栄

光 のうちに来 られる。神 の御子 の栄光

は御父の独 り子の栄光であ り，その独

り子は恵み と公平 と真理 に満ち，忍耐

と憐れみ と寛容に富み，御 自分 の民の

嘆願 を聞 くの も， また彼 らの祈 りにこ

たえるのも早い御方である。」9

背 きを犯 した ら，問題 を解決 し，悔
いや

い改めか らもた らされる癒 しの過程 を

経験することが非常に大切です。 キン

ボール大管長はこの ように述べ てい ま

す。 「悔い改めの原則，すなわち，転

んだときにはいつで も立 ち直 り，汚れ

を払い落 とし，前向 きに出直すことは，

希望の土台である。主イエス ・キリス

トが癒 しの奇跡 を行い，弱ったときに

は力 を与 え，病気の ときには健康 を，

落胆 したときには希望 を，むな しさを

感 じた ときには愛 を，真理 を求 める と

きには理解 を与 えて くださるのは，す

べて悔 い改めを通 して可能 となるので

ある。」10

『モルモン書』 の中で，アルマが息

子コリア ン トンに語 りかけた ときの話

は，感動 的です。 コリアン トンはゾー

ラム人に伝道 している間に罪 を犯 しま

した。アルマ は息子に，自分の罪 を捨

て，主に立ち返るように勧告 しました。

そ して復活 した ときに 自分の身にどん

なことが起 きるか，息子が心配 してい

ることに気づ きま した。 アルマは，こ

の世 における試 しの状態，正義 と慈悲，

来世 におけるわた したちの幸福 に関す

る神の計画 について，詳 し く説明 しま

した。

「・…・・憐れみは悔い改 める者 につい
しょくさい

て権利を主張する。憐れみは賄罪 によ

って与え られるのである。そ して，順

罪 は死者 の復活 をもた らし，死者の復
み まえ

活 は人を神の御前 に連れ戻す。 この よ

うにして，人は神の御前に連れ戻 され，

律法 と正義 により， 自分 の行いに応 じ

て裁かれる。」日
かぎ

救い主はわた したちに力強い鍵 を与

えられ，わたしたちはその鍵によって，

この世の圧力に対処 し，克服す ること

さえで きます。救 い主 は，「わた しが

お願いするのは，彼 らを世か ら取 り去

ることではなく，彼 らを悪 しき者か ら

守 って くだ さることで あ ります」12と

言 われま した。 この大い なる鍵 とは，

周囲に どんなに悪がはびころ うと，人

はこの世の悪に染 まらない ようにしな

ければな らない とい うことです。救 い

主の祈 りは，悪 を避けるようにわた し

たちを戒め るとともに，そのために天

父の助 けが得 られるように求めていま

す。 こう した努力 を通 して，わた した

ちは主 と一つ になることがで きます。

ゲッセマネで救 い主はこの ような祈 り
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をささげ られま した。 「それは，あな

たがわた しのうちにお られ，わた しが

あなたの うちにいるように，みんなの

者が一つ となるためであ ります。す な

わち，彼 らをもわたしたちのうちにお

らせるためであ り，それによって，あ

なたがわた しをおつかわ しになったこ

とを，世が信 じるようになるためであ

ります。」13

わ た したちは，悲 しみに満 ちたこの

世 にあ って心 か ら忠実 であ るため に

は，心 と勢力 と，思 いと，力 を尽 くし

て，神を愛 さなければな りませ ん。ま

た， 自分自身を愛するように隣人 を愛

さな くてはなりません。 また，家族 と

して，ワー ド，支部，ステー ク，地方

部の会員 として，一一一つの民 として一致

しなければなりません。信仰を共 にし

ない隣入に対 しては，強盗に遭 って倒

れた人の世話を したあのサマ リヤ人の

ようにならなければな りませ ん。14わ

た したちは互いに強め合 う必要があ り

ます。 また 「弱い者 を助 け，垂 れてい

る手 を上げ，弱 くなったひざを強めな」

ければな りません。15

パ ウロはそれについてよ く教えてい

ます。彼 はキリス トの肢体，すなわち

教会 について， コリン ト人にこう語 り

ました。「……か らだの 中に分裂がな
たがい

く，それぞれの肢体が互にいたわ り合

うためなのである。

もし一つの肢体 が悩めば，ほかの肢

体 もみ な共に悩み，…つの肢体が尊 ば

れると，ほかの肢体 もみな共に喜ぶ。

あなたがたはキ リス トのからだであ

り，ひ とりびとりはその肢体である。」16

この ように してわた したちは，個 人と

して，また民 として，悪か ら身 を守る

ことができます。入が辛苦や困難を経

験する とき，惨め にな り，失意 に陥る

ことがあ ります。 しか し，神や聖徒 た

ちの愛 によって，互いの重荷 をともに

負 うとき，幸福 になり，悪 を克服する

ことがで きるのです。

忠実な女性の中には，心の中でいち

ばん望んでいる もの をまだ授かってい

ない人がいます。永遠の計画において，

忠実 な人に与え られない祝福は一つ も

あ りません。救い主が女性の価値 を大

切 にしてお られることに疑問 を抱いて

はな りません。は りつけの後，墓 を訪

れた最初の人 は，悲 しみに打 ひしがれ

たマグダラのマ リヤで した。石が動か

され，墓が空 になっているのを見たマ

リヤは，ペテロとヨハ ネの ところへ走

って行 きました。二 人の弟子 は見に来

て，悲 しみなが ら帰って行 きました。

しか し，マ リヤはそこにとどま りまし

た。彼女 は..卜字架のそばに立ち，17埋

葬の場 に もい ました。18そ して，今は

空 の墓のそ ばに立 って泣 いてい ま し

た。19そ こで， よみがえ られた主 に会

う最初の人 となる光栄にあずかったの

です。主 は 「女 よ，なぜ泣いてい るの

か」 と言 われ，「わた しの兄弟たちの

所へ行 って， 『わた しは，わた しの父

またあなたがたの父であって，わた し

の神 またあなたがたの神 であ られるか

たのみ もとへ上って行 く』 と，彼 らに

伝 えなさい」 と指示 され ました。20

イエスはこの世 で務めを果たされた

ときに，ユ ダヤを去 って，ガリラヤへ

行 きました。主はのどの渇 きと旅 の疲

れを覚え，ヤ コブの井戸に着かれまし

た。 そこペサマ リヤの女が水 をくみに
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来ました。当時のユ ダヤ人の しきた り

では，サマ リヤ人 と交際す ることは禁

じられてい ま した。 しか し， 「イエス

は この女 に，『水 を飲 ませて下 さい』

と言われ 〔まし〕た。……

する と，サマリヤの女 はイエスに言

〔いまし〕 た，『あ なたはユダヤ人であ

りなが ら， どうしてサマ リヤの女のわ

た しに，飲ませて くれとおっしゃるの

ですか。』……

イエスは答 えて言 われ 〔ま し〕 た，
たまもの

『もしあなたが神の賜物の ことを知 り，

また 「水 を飲 ませ て くれ」 と言った者

が，だれであるか知 っていたな らば，

あなたの方か ら願 い出て，その人か ら

生 ける水 をもらったこ とであろう。』」

イエスは続いて，「永遠の命 に至 る」

水 につ いて その女性 に説かれ ました。

サ マ リヤ の女 の反 応 は こ うで した。

「主 よ，わた しはあなた を預 言者 と見

ます。」そ して こう言いま した。「わた

しは，キリス トと呼ばれ るメシヤがこ

られることを知 っています。 そのかた

が こられたな らば，わた したちに，い

っさいの ことを知 らせて下さるで しょ

う。」そこでイエスは身を明か し，「あ

なたと話を しているこのわたしが，.そ

れである」 と言われ ました。21
あがな

救い主の復活 と順いは，わた したち

の人生において常 に人を強め る力 を持

ってい ます。マーティン手車隊の一員

であったエ リザベス ・ジャクソンの話

には，それが よく表れています。彼女

は，夫アロンが1856年 に ワイオミング

の平原で亡 くなった ときのことを，次

の ような感動 的.な言 葉で記 してい ま

す。

「わた↓ は9時 ごろ，床.に就 いた。

寝具が乏 しくなっていたので，服 を脱

がなかった。12時 ごろまで眠ったか と

思 う。非常に寒かった。ひ どい天候 だ

った。夫が息 をしているのか耳を澄 ま

せてみた。美 は身 じろぎ一つ しなかっ

た。息 をする音 も聞こえなか った。わ

た しははっとした。手 を夫の体の上 に

置いてみた。恐 ろ しい ことに，最 も恐

れていたことが現実 になった ことが分

かった。夫 は死 んでいた。わた しは同

じテン トの中にいた人たちの助 けを求

めた。彼 らにできることは何 もなかっ

た。朝になるまで，寂 しく死体 のそば

にい る よりほか になすすべ は なかっ

た。時のたつのが何 と遅 く長 く思われ

たことか。夜 が明 け，一行の うちの何

人かの兄弟たちが，埋葬の準備 をして

くれた。何 とささやかな埋葬 と葬儀 で

あったことか。夫の衣服 はそのままだ

った。夫が身に着けていた ものはわず

かだった。兄弟たちは夫の体 を毛布 に

くるむと，ほかに亡 くなった13人 の遺

体の山に夫の死体を重ね，雪 をかぶせ

た。土 は固 く凍っていて，墓 を掘 れな

かったのである。夫はそこに残された。

神 のラッパが鳴 り響 き，キリス トにあ

って死んだ人 々が起 き上が り，第一の

復活の朝 に出て来るまで，そ こで安 ら

ぎの眠 りに就いたのだった。復活の時

を迎 える と，わたしたちの心は再び結

ばれ，永遠の命が もたらされるのだ。」22

「女よ，なぜ泣いているのか」 とい

う問いに対 して， ヨハネは黙示録の中

で，忠実 な聖徒 たちにあてて，次のよ

うな慰めの言葉 を書 いています。
かんなん

「彼 らは大 きな患難 をとおって きた

人たちであつて，その衣 を小羊の血 で

洗い，それ を白 くしたのである。
み ざ

それだか ら彼 らは，神 の御座の前 に

お り，昼 も夜 もその聖所 で神 に仕 えて

いるのである。御座 にいますか たは，

彼 らの上に幕屋 を張 って共 に住まわれ

るであろう。

彼 らは， もはや飢 えることが な く，

かわ くこ ともない。太陽 も炎暑 も，彼

らを侵す ことはない。

御座の正面にいます小羊は彼 らの牧

者 となって，いのちの水の泉に導いて

下 さるであろう。」23

「女 よ，なぜ泣いてい るのか」 とい

う問いに対 して，主イエス ・キリス ト

によ り偉 大 な順 い の犠 牲が さ さげ ら

れ，葬 の縄 目が解かれること，そ して

それ は人の涙 をぬ ぐって くれ る こと
あかし

を証 します。わた しには このことにつ

いて証があ ります。それは，神の聖霊

によってもたらされたのです。
こんにち

ま た ， 主 イ エ ス ・キ リ ス トが 今 日 ，
かしら

この教会の頭であ られることを証 しま
み て み わざ

す。主の万能の御手がこの神聖な御業

を導い てい ます。 また ，ゴー ドン ・

B・ ヒンクレー大管長が預言者 として
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召しを受けた偉大な指導者であること
しもべ

を証 します。主 の僕 として働 く大管長

の霊感 による導 きの下で，わた したち

皆が働 けることは大 きな特権です。モ

ンソ ン副管長をはじめとする同僚 たち

は，以上の事柄 についての証人です。.

ベ ニヤ ミン王のように，わた しも祈

ります。「確固 として揺 らぐことな く，

いつ も多 くの善い行い をして，全能者

である主なる神，キリス トか ら御 自分

の もの として印 を押 されるように，ま

た天 に招 き入れ られて，永遠の救い と

永遠の命 にあずかるように……。 この

永遠の救 いと永遠の命は，天地の万物

を創造 された，あらゆるものに勝る神
あわ

の知恵 と力，公正，憐 れみによって与

えられ るもの」 なのです。24イ エス ・
み な

キ リス トの 御 名 に よ り， ア ー メ ン。
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「いPも 御子の
御霊を受ける」

十二使徒定員会会員

ダリン ・H・ オークス

み こころ

聖霊ば，わた したちの慰め主 さあ り，方向を示 し，御のを伝え，解釈

を明らか仁しτくださる御方 ざあ り，証メであ り，清めτくださる御

方 さあ り，わた した ちが 永遠の命に向かっτこの世を歩むときに周遅
きよ

ωなく導ぎ，聖めτくださる御喧 さす。

せ い さん たまもの

且 口 餐 を受けるこ とと聖霊の賜物 に

三Eよ ってもた らされる祝福 との関

係 についてお話 ししたい と思います。

主は近代の啓示で次のように命 じて

お られます。 「あ なたは，世の汚 れに

染ま らずに自らをさらに十分に清 く保

つために，わた しの聖 日に祈 りの家に

行って，聖式 をささげなければならな

い。」(教 義 と聖約59：9)わ た したち

は毎 週聖餐 を受 け る ときに，主 イエ
あがな

ス ・キ リス トの瞭 いについて深 く考

え，バ プテスマの ときに交わした聖約

を再確認 し，それを更新 します。祭司

がパ ンを祝福す るときにささげる，啓

示によって示された祈 りの言葉の中に

この礼拝 と約束が どのような ものであ

るかが明 らかにされています。 この祈

りに述べ られているように，わたした

ちは，救 い主の 「体の記念 に」パ ンを

頂 き，それ によって 「進 んで御子 の
み な

御名 を受け，いつ も御子を覚 え，御子

が与 えて くださ った戒 め を守 る こと

を」永遠の父 なる神 に証明 します(教

義 と聖約20：77)。

わ た したちはバプテスマを受けた後

に，頭 に手 を置かれ，聖霊の賜物 を授

けられま した。聖餐を受 ける ときにバ

プテスマの聖約 を心か ら誠実に更新す
み たま

るならば，それは 「いつ も御子の御霊

を受け られ る」(教 義 と聖約20：77)

とい う約束 を受けるための資格 を新た

にす ることなのです。

この約束は語 り尽 くせ ないほ ど重要

な ものです。 ウィルフォー ド ・ウ ッド

ラフ大管長は聖霊 の賜物をこの世 で受

けることので きる最 も偉 大な賜物 であ

る と述 べ て い ます(Dfscoαrsesof

Wπf～)rd冗oodrα 丘 『ウイル フオー ド・

ウッ ドラフの説教集』G・ ホーマー ・

ダラム編 ，p.5参 照)。 残念 なが ら，こ

の賜物の持つ偉大 な価値 と，それが成

就するための大切 な条件 はよく理解さ

れていませ ん。 ニー ファイは末 日に，

「自分 の学識で教 え，語 る言葉を与 え

て くだ さる聖霊を否定す る」(2ニ ーフ

ァイ28：4)様 々 な教会が設立 される

と預言 しま した。 また， 「人の訓戒に

耳 を傾 け，神の力 と聖霊の賜物を否定

す る者は，災いである」(26節)と 断
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言 しました。

救い主 は弟子 たちに最後の指示を与

えた とき，彼 らに 「助 け主」(ヨ ハネ圃

16：7)を 遣 わ す と約束 され た， と

『聖書』 に記 されてい ます。救い主は

それ以前に， この助け主の使命 につい

て弟子たちに教えてお られます。助け
きよ

主は，聖霊，聖 き御霊，主 の御霊，あ

るいは単に御霊 と呼ばれています。 こ

の助 け主 はわた したちの うちにいて

(ヨハネ14：17参 照)， すべ ての ことを

教 え，すべ ての こ とを思い起 こさせ

(ヨハネ14：26参 照)， 真理に導 き，来

るべ きことを知 らせ(ヨ ハネ16：13参
あかし

照)， 御 子 に つ い て 証 し て く だ さ い ま

す(ヨ ハ ネ15：26;1コ リ ン ト12：3参
しもべ

照)。 『聖書』はまた，救い主 と僕たち

は聖霊 と火 によってバプテスマをお授

けになる と教 えています(マ タイ3：

11;マ ル コ1：8;ヨ ハ ネ1：33;使 徒

1：5参 照)。 この教 えの意味 について

は後 にお話 しす ることにします。

『モ ルモ ン書』 と近代の啓示は，聖

霊に関する 『聖書』の教えを再確認す

るとともに さらに詳 しく説明 していま

す。神 は聖霊 を介 して子 らに霊感を与
みこころ

え，御心 を明 らかに され ます(教 義 と

聖約8：2-3な ど)。 聖霊 は御父 と御子

の こ とを証 され ます(3ニ ー フ ァイ

28：11;教 義 と聖約20：27;42：17参

照)。 また わた した ちの心 を照 らし，

わたしたちを喜 びで満た して ください

ます(教 義 と聖約11：13参 照)。 わた

したちは聖霊の力 によってすべ ての こ

との真理 を知 り(モ ロナイ10：5参 照)，

神 の奥義 が明 らかにされ(1ニ ー ファ

イ10：19参 照)， 必要 なすべ てのこと

(教義 と聖約18：18;39：6参 照)を 知

らされます。聖霊はわた したちに何 を

なすべ きか を示 して くだ さいます(2

ニ ーファイ32：5参 照)。 わた したちが

聖霊の導 きに よって福 音 を教 える と，

聖霊はわた したちの言葉 を相手の心に

伝 え て くだ さい ます(2ニ ー フ ァイ

33：1参 照)。
しよくざい

末 日の聖典では，蹟罪 によって実現
ゆる

が可能になった罪の赦 しは 「バ プテス

マ……お よび火すなわち聖霊に」 よっ

て もたらされ ると教 えています(教 義

と聖約19：31。2ニ ー ファイ31：17も



参照)。 このため，復 活 された主はニ

ーフ ァイ人 に対 して
，「聖霊を受けて

きよ

聖め られ，終わ りの 日にわた しの前に

染みの ない状態で立」つため に(3ニ

ー ファイ27：20)
， 悔 い改めて，主 の

み もとへ行 き，バプテスマを受 ける よ

うにと説かれました。

わた した ちの信 仰 に とって聖霊 の
たまもの

賜物 は非常 に大切 です。合衆国大統領

との会見 という異例 の席で，一人の預

言者が このことを強調する話 をしてい

ます。 ジョセブ ・ス ミスは聖徒 たちが

ミズー リにおける迫害 で傷つ け られ，

損失 を被 ったことへの補償 を求めるた

めにワシ ントンへ赴 きました。ジ ョセ

ブは大統領 との会見の席 で，この教会

は当時の様 々な宗教 とどこが違 うのか

とい う質問 を受けました。する と預言

者 は 「この教会 には，バ プテスマ を施
あんしゆ

す正 しい方法 と，按手 による聖霊の賜

物 と が あ りま す 」 と答 え ま した 。

(研b亡orアof訪eChαrch『 教 会歴史』

4：42)預 言 者は後 に，「そのほかの重

要な事柄はすべて聖霊の賜物の中に含

まれる」 ので このように答 えた と説明

しています(『 教会歴史』4：42)。

聖 霊の賜物がわたしたちの宗教 をほ

かと区別す る特徴であることを主張す

るため には，(1)キ リス トの光(2)

聖 霊 の現れ(示 し)(3)聖 霊 の賜物 ，

それぞれの重要 な違いを理解 しておか

なければな りません。
み たま

キ リス トの御霊あるいは神 の御霊 と

も呼 ばれ るこ とが あるキ リス トの光

は，「世に来るすべての人 に光 を与え」

ます(教 義 と聖約84：46)。 「これは万

物の中にあ り，万物 に命 を与 える光」

です(教 義 と聖約88：13)。 預 言者モ

ルモンは 「善悪をわきまえることがで

きるように，すべ ての人にキ リス トの

御霊が与 えられている」 と教えてい ま

す(モ ロナイ7：16。 モ ロナイ7：19;

2ニ ー ファイ2：5;ヒ ラ マン14：31も

参 照)。 ロレンゾ ・スノー長老 はこの

光 について 「すべての人 は神 の御霊を

持 っている」(∫oロrnalof1)fscoαrθs

『説教 集』14：304)と 述 べてい ます。

キリス トの光 はすべ ての人の理解 を明

らか にし，すべ ての人に理解 を与えま

す(教 義 と聖約88：11参 照)。.

これに対 して，聖霊の現れはより具

体的な形 を取 り1ます。 この現れは主 と

主の福音 について真理 を真剣 に探 し求

める人々に与 えられます。例 えば，預

言者 モロナイは，わたしたちが 『モル

モ ン書』 を読 むとき， これが真実か ど

うか を知 るこ とを誠心誠 意問 うな ら

ば，神は 「聖霊の力 によって」それが

真実 であることを 「明 らかにして くだ

さる」 と約束 してい ます(モ ロナイ

10：4)。 モ ロナイはほかの箇所で も，

復活 された主か ら与 えられた この約束

を記録 しています。 「わた しが語った

これ らのことを信 じる者 に，わたしは

わた しの御霊の示 しを与 えるので，そ
あかし

の者 は知 って，証 を述べ るであろ う。

わた しの御霊のゆえに，その人 はこれ

らの ことが真実 であることを知 るであ

ろう。」(エ テル4：11)

あ らゆる人はこの現れ を受 けること

がで きます。『モルモ ン書』 は救い主

が 「御 自分を信 じるすべての人，まこ
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七十 人の 会員 。前 列左 か ら ，ヒュー ・W・ ピ ノッ ク長老 と レッ クス ・D・ ビネ ガー 母老 。後 列左 か ら1ア レク

サ ンダー ・B・ モ リソ ン ，ジ ョセフ ・G・ ミ ュー レン(今 大 会で 名誉 をも って 解任 さ れた)，V・ ダ ラス ・メ レ

ルの 各長老 。

とにあ らゆる国民 ，部族 ，国語 の民 ，

民族に聖霊の力に よって御 自身を現 さ

れ」 ると宣言 してい ます(2ニ ー ファ

イ26：13)。

繰 り返 しますと，キリス トの光は善

悪を知 らせ るため にすべての男女 に与

え られます。聖霊の現れは真心か ら求

める人 を真理に導 き，その人を悔い改

め とバプテスマに導 くものです。
たまもの

聖霊の賜物 はさ らに分 か りやす いも

のです。預言者ジ ョセ ブ ・ス ミスは次

の ように説明 しました。「聖霊 と聖霊

の賜物 は別の ものです。 コルネリオは

バ プテスマ を受 ける前 に聖霊 を受けま

した。これは彼 に福音 の真理 を確信さ

せ る神の力で した。 しか し，コルネ リ

オはバプテスマを受けるまで，聖霊の

弛 を受 け るこ とはで きませ んで し

た。もし彼が この しるし，すなわち儀

式 を受けなか った とした ら，神の真理

を確信 させた聖霊 は彼か ら離れていっ

たことで しょう。」(Teac飯ngsof出e

Prophe亡 ノbsephSmf亡h『 預言者 ジョセ

フ ・ス ミ ス の 教 え 』 ジ ョ セ ブ ・フ ィ ー

ル デ ィ ン グ ・ス ミ ス 編 ，p.199， 下 線

付 加)

聖 霊 の 賜 物 に は ， わ た し た ち が 「い
み たま

つ も御子の御霊 を受け」 られるように

(教義 と聖約20：77)， 聖 霊 と常 に親 し

く交わる権利が含 まれています。

バプテスマを受 けて問もない会員が

この賜物を受けたときのことを話 して
けいけん

くれ ました。 この女性は敬度なキリス

ト教徒で，人々に奉仕する人生を送 っ

て きました。彼女は主 を知 り，主を愛

しま した。そして，主の御霊の現れを

感 じました。彼女は回復 された福音 に

ついてさらに光 を受けた後に，バプテ

スマを受 けました。そして長老たちが

彼女の頭 に手を置いて，聖霊 の賜物 を

授 けました。彼女 は次のように語 って

います。 「わた しは聖霊の影響力 が以

前 に感 じたときよ りも大 きな力 で降 り

て来たのを感 じま した。聖霊は，かつ

てはわた しを導いて くだ さり，今 はわ

た しとともにいて くださる古い友人の
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ような御方です。」

イエス ・キ リス トの教会の忠実 な会'
きよ

員 は，聖 き御霊 との親 しい交わ りが当`

た り前にな りす ぎてしまって，軽視す

ること.のない ように注意 しなければな

りません。例 えば，この大会 において

皆 さんが話や音楽を聞いて よい気持 ち

を感 じた としたら，それ は御霊 による
あかし

確認の証であって，忠実 な会員 に対 し

て継続 的に与え られる ものです。ある

とき，一人の会員がわたしの もとへ来
せいさん

て，彼 は聖餐会 の話 と音楽 に感銘 を受

けたのに，その 日招待 した友人はその

ような気持 ちを感 じなかったのはなぜ

で しょうか と尋ねました。これ も，聖

霊 の賜物を持 ち，聖霊の励 ましを聞 く

波長が合ってい る人 と，賜物 を持 って

いないあ るいは波長が合っていない人

との明確 な違いを表す一つの例です。

信仰 を実践 し，聖い御霊の親しい交

わ りを求 めているならば，わた したち

は心の中でも家庭の中でも御霊を近 く

感 じられます。毎 日家族 の祈 りをささ

げ，神 の戒め を守 ろう と努め，神 の
み な

御名 を尊び，愛を込めて語 り合 う家庭

には，霊的な雰囲気が漂っている もの

です。それはその家庭 を訪 れるすべ て

の人が はっ きりと感 じ取れます。わた

しがこう申 し上げ るのは，多 くの末 日

聖徒 の家庭を訪れてそうした雰囲気の

あ るなしを感 じて きたか らです。

聖霊 の賜物を持つ人に与 えられ る光

や啓示 は突然にや って来るものでもな

く，求めず に与えられる もので もない

こ とを心 に銘記 して ください。スペ ン

サー ・W・ キンボール大管長は，聖霊

の力 は 「あなたが受 けるに値する とき

に少 しずつ もた らされ ます。そ してあ

なたの生活 が聖霊 と調和 したもの とな

るに従 って，次第に多 くの聖霊の力 を

受けるようにな ります」 と教 えていま

す。(TheTeac血fη9sofSpeηcerW.

Kfmba11『 スペ ンサー ・W・ キ ンボー

ルの教 え』エ ドワー ド・L・ キ ンボー

ノレ編，p。114)

聖 霊 の賜物を通 して与えられる祝福

は，わた したちが祝福 を受 けるにふ さ

わ しい状態 にある とい う条件が付 きま

す。「主 の御霊 は清 くない宮 にはとど

まらない」 のです(ヒ ラマン4：24;



モー サヤ2：36-37;1コ リ ン ト3：

16-17も 参 照)。 わたしたちは聖霊 と

常 に交わる権利 を持 っていますが，主
み たま

の御霊が宿るのはわた したちが戒めを

守 っているときだけです。神 を汚 した

り，清 さを失った り，不従順 であ った

り，反抗 した り，そのほか重大 な罪を

犯 した りす ると，御霊は退 きます。
たまもの

聖霊の賜物 を持ちなおかつふ さわ し

い状態 にある男女は霊感 と啓示 によっ

て高め られ，導かれ ます。主は，「主

の王 国の奥義 は，……神 を愛 し，神 の

前に自らを清 くする者 に神が授けて く

だ さる聖なる御霊 の力 によってのみ，

目に し，理解 するこ と 〔が〕 で きる」

(教義 と聖約76：114，116)と 宣 言 さ

れました。

数年前にわた しは伝道部長の候補 に

挙げ られた夫婦 と面接 し，彼 らが伝道

に出 られるか どうか について話 し合 う

機会があ りました。 この夫婦は年老い

た両親を抱 えていたため，それが伝 道

に出る障害 になるのではないかと尋ね

ました。面接 した奥 さんは当時お よそ

80歳 にな るす ば らしい母 親の一人娘

で，毎週母親の家 を訪れては世話 をし

ていました。 この母親 は肉体的 には多

少不 自由で したが，霊的には強い人で

した。彼 女は伝 道を4回 経験 し，15年

間神殿で奉仕 していました。彼女は御

霊 と常 に波長 を合 わせている人であっ

たため，すばらしい経験を していま し

た。 この面接が行 われる数か月前に母

親は，娘の夫が伝道部長に召 される と

いう御霊のささや きを聞いたことを娘

に打 ち明けました。そ こで母親は娘の

手 を借 りず に生活す る準備 を始めま し

た。そ して，わたしが面接 をする割 り

当てを受けるはるか前に，母親は娘夫

婦 の伝 道の 「妨 げにな らない」 ことを

告げていたのです。

聖霊 の親 しい交わ りと導 きを受け る

ためには，わた したち個人の宮 を清 く

保たなければな りませ ん。 このことか
せいさん

らも，安息 日に聖餐を受 けるとい う戒

めが どれほ ど大切かを理解することが

で きます。

わた したちは聖餐を受けることに よ

，って，バプテスマが もたらす効果を更
しよくざい

噺することができます。救い主の照罪

ゆる

による罪の赦 しを得 るには，悔 い改め

て，打 ち砕かれた心 と悔 いる霊をもっ

て主のみ もとへ行か なければな りませ

ん(3ニ ーフ ァイ9：20;12：19;モ ロ

ナイ6：2;教 義 と聖約20：37参 照)。

わた したちはバ プテスマの水の中で，
み な

罪 を悔 い改め，進んで主の御名を受け，

最後 まで主 に仕 えることを，主 に対 し

て証明 しました(教 義 と聖約20：37参

照)。 バ プテスマが もた らす効果 につ

いてニーファイは次のように述べてい

ます。 「あなたがたが入 らなければな

らない門とは，悔い改 めと，水 による

バプテスマである。そうすれば，火 と

聖霊によって罪の赦 しが与 えられる。」

(2ニ ーファイ31：17。 モ ロナイ6：4も

参照)こ の最後の約束 は，聖霊の賜物

を受けて初めて成就 されるのです。

聖餐 を受 けることによって聖約 を新

たにする前 に も悔 い改 めが必要 です。

このように して，打 ち砕かれた心 と悔

いる霊 をもって この聖なる儀式に臨む

のです(2ニ ーファイ2：7;3ニ ー ファ

イ12：19;教 義 と聖約59：8参 照)。 わ

た したちがバプテスマの聖約を新たに

し，「いつ も御子 を覚え」る ことを確

認する と(教 義と聖約20：77)， 主 は，

一定の条件の下で
，主が定め られた と

きに，罪の赦 しを与えるとい う約束を

更新 されます。 この ように聖約 を更新

し，罪 の赦 しを受けるお もな 目的 と効

果 は何か と言 えば，それは 「〔わた し

たちが〕いつも御子の御霊 を受け られ

るように」なることです(教 義 と聖約

20：77)。

兄 弟姉妹の皆 さん，わた しは これら

の教義 と原則が真 実であることを厳粛
あかし

に証 します。これ らの真理に基づいて，

幼 い子供か ら老人に至 るまですべ ての

教会員は毎週の安息 日に聖餐会に出席

し，「打 ち砕かれた心 と悔 いる霊」(3

ニ ーフ ァイ9：20)と 述 べ られた悔い

改 めの気持 ちをもって聖餐 を受けてい

ただ きたい と思 います。 「いつ も御子

を覚 え」(教 義 と聖約20：77)る とい

う重大 な聖 約 を交 わす に似 つか わ し
けいけん

い，救い主に対す る敬慶の念 と礼拝す

る気持ちをもって皆 さんが聖餐 を受け

ることを祈っています。救い主 は，わ

たしたちが 「わた しの栄光にひたす ら
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目を向けて，あなたがたのために葬 ら

れたわた しの体 と，あなたがたの罪の

赦 しのために流されたわたしの血 を父

に記念 して」(教 義 と聖約27：2)聖 餐

を受けるべ きであると言われ ました。
けんそん

わた したちが，謙遜 な態度で聖餐 を

受 け，御子の御名 を受け，御子の業 を

行 う， と厳粛 に聖約 したとお りに，教

会の召 しを受けて働けます ように。 ま

た，主の戒めを守 るという厳粛な聖約

を果たせるように祈 っています。

わた しは，聖餐の聖約を新 たに して

いない兄弟姉妹 に対 して，大管長会の

言葉 を借 りて申 し上げます。「立 ち返

りなさい。そ して主が備え られたテー

ブルに着 き，聖徒 の交わ りとい う甘 く，

心を満た して くれる木の実を再び味わ

って ください。」(大 管長会からの手紙

1985年12月22日 ，p.3)聖 餐 を受，ける

こ とによってわた したちが 「満たされ

る」(3ニ ーファイ20：8。3ニ ーファイ

18：9も 参照)と 言 われた救い主の約

束，すなわち 「御霊に満 たされ 〔る〕」

(3ニ ー ファイ20：9)よ う になろ うで

はあ りませんか。 この御霊すなわち聖

霊 は，わたしたちの慰め主であ り，方
みこころ

向を示 し，御心 を伝 え，解釈 を明 らか

にして くださる御方であ り，証人であ

り，清 めて くださる御方であ り，わた

したちが永遠 の命に向か ってこの世 を
きよ

歩む ときに間違いな く導 き，聖めて く

ださる御方です。

聖餐 を受けることをさほ ど心に留め

ていなか った方々は，偉大な御業 の基

は小 さな こ との上 に置 かれ てお り，

「小 さなこ とか ら大 いなることが生 じ

る」(教 義 と聖約64：33)と 言 われた
み こと ば

主の御言葉を思い起 こ して ください。

心か ら，敬慶 な気持 ちでバ プテスマの

聖約 を新 たにする とい う一見 ささいな

行 いを通 して，水 と御霊 によるバ プテ

スマの祝福 を新 たにし，いつ も御子の

御霊 を受 けることがで きるのです。わ

た したちはこのようにして導かれ，こ

の ように して清 め られるのです。わた

したちが これ らの貴重な祝福 を受ける

にふ さわ しい者 となることができます

ように，へ りくだ り，イエス ・キ リス

トの御名 によりお祈 りします。アーメ

ン。



「心を込めていちばん

大切なものを送ります」

管理監督会第一副監督

リチャー ド ・C・エ ッジリー

宣教師たちば……皆さ'んの家庭を訪れ乙 袖が空きτおられ，イエスが

キリス トざあられるとωうさらなる証拠を， 右う一つの聖與ととi5仁お

伝売するのざす』

きょ う

た しは今 日， この大会に参加 し

わ ている教会外の皆 さんにお話 し
したい と思い ます。 この教会で は，5

万 人以上の宣教師たちが世界中で主 に

仕 えてい ますが，彼 らのおよそ10万 人

の両親の一人 として，わた しはお話 し

します。有名 なグリーテ ィングカー ド

の会社のス ローガ ンに こうあ ります 。

「心 を込めていちばん大切 な ものを送

ります。」

わた しは今 日，世界中にいる両親た

ちに代わってお話 しします。彼 らはア

イオワの平原やニュー ヨーク郊外の人

です。ペルーやボリビアの町にいます。

またオザーク山地や， コロンビアやケ

ニアのジャングルにい ます。社会情勢

や経済状態は様々ですが，皆 に共通 し

ているのは，「心 を込めていちばん大

切 なものを送った」 ことです。そ うで

す，わた したちは皆 さんに，大人にな

ったばか りのすばらしい男性，女性 を，

2年 間送 ります。 わた した ちが愛 し，

教 え，育てた子供 を送るのです。

わた したちは彼 らの成功 を喜び，落

胆 や失敗に悲 しみ，絶 えず彼 らのため

に祈 ります。要するに，皆 さんが自分

の子供 に抱 いてい るの と1司じ感 情や

愛，夢 を抱いています。

わた したちは，こうした若い男性や

女性，年輩の夫婦を，世界中の至る所

に，政府や国が迎え入れている至る所

に送 り出しています。宣教師はあ らゆ

る状況の下で生活 しますが，ほとん ど

の場合 ，これまでと同 じ快適さは望め

ません。 しばしば不慣 れな環境 の中で

生活 し，イエス ・キ リス トの救 いの真

理 を教 える者 として，冷た く扱 われ る

こともあ ります。

信仰 は異 なっても，宣教師 と親 しく

なった多 くの人々に，わたしたちは心

か らの感謝 を述べ，神のえ り抜 きの祝

福がともにあるように祈 ってい ます。

宣教師の召 しは，自分の都合のよい

ときに来るのはまれです。ほ とん どは，

高校卒業後わずか1年 で来 ます。多 く

の人の場合，まだ大学生活を始めたば

か りです。有望 な仕事 を遅 らせた り，

差 し控 えた りす る人 さえいます。車を

売 り，ガールフ レン ドを残 し，休学 し，

奨学金をあきらめ，仕事 を先延 ばしに

します。各 々の宣教師の背景には何年
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にもわたる物語があ ります。個人の決

意，準備，犠牲，救い主への愛の模範

の物語です。 また宣教 師になることを

心か ら願 いなが ら，健康上の理 由やほ

かの制約 のために伝道を断念 した，ふ

さわ しい若人もいます。

宣教 師の生活 は簡単 ではあ りませ

ん。そのため に幼 いころから10代 にわ

たって，聖文 を研究 し，伝道資金 を蓄

え，性的に清 く生活 し，たばこ，アル

コール，有害 な薬物 を避けて，ふ さわ

しさを保って準備 します。それか ら宣

教師は，世界各地にある宣教 師訓練 セ

ンターに入 ります。母.国語で伝道する

宣教 師は3週 間，外 国語 を学 ぶ必要 の

ある人 は2か 月間， ここで唯一正規 の

訓練 を受 けます。伝道地 での ロ々は大

変厳 しいものです。毎朝6時 半に起 き

て2時 間の勉強があ り，それか ら何時

間 もの過酷で， しばしば落胆 を伴 う仕

事が，夜10時 ごろに寝 るまで続 きます。

彼 らの仕事 は伝道 とレッス ンがほ とん

どですが，地域社会のボラ ンティア活

動にもた くさんの時問を使 います。外

国では英語を教 えた り，病院や老人ホ

ームで奉仕 した り，ホーム レスの収容

施設で食事を作 った り，地域社会に役

立つそのほかの奉仕 をします。週に1

日の大半 は準備の 日で，手紙 を書 き，

休憩を取 り， レクリエーションをしま

す。宣教師には，デー ト，神 聖で ない

音楽の鑑賞，水泳，そのほかの同年代

の若人に普通に見 られる多 くの活動が

許 されていません。

教会外 の人 々は，伝 道は理屈に合わ

ない大変な犠牲だ と感 じるか もしれま

せ んが，宣教師は犠牲 とは考えていま

せ ん。救い主への愛 を表す機会 と考 え

ているのです。主はこう命 じられまし

た。「全世界 に出て行 って，すべ ての
の

造 られた ものに福 音 を宣べ伝 え よ。」

(マ ルコ16：15)宣 教 師に とって伝道

は，全人類へ の愛 を表す機会です。ま

た，生ける神の御子 イエス ・キリス ト，
あがな あかし

世の賭い主 について証す る機会です。

さらに，キ リス トへの信仰 を築 き，主

の救い と慰めの教義を教 える機会なの

です。わた しか ら見た伝道 は，まこと

のクリスチ ャンの優れた特質の一つで

す。 これ らの若い宣教師たちは，まこ



しもべ

とのクリスチャンの僕です。救い主イ
あかし

エス ・キリス トに仕 え，証す ることに

よ り，最 も気高いクリスチ ャンの原則

を身をもって表 しているか らです。

宣教 師は増 え続 け，現在 は5万 人，

近い将来に6万 人，やがて7万 人の若い

男 女 と夫婦が世 界 中で伝 道す るので

す。同年代 の非常 に多 くの若者が，人

生 の意義 と目的を探 し求め，あてどな

くさまよい，苦悩す る時代 に，数万人
み わざ

の宣教師は，主に仕える偉大な御業に

全身全霊 を傾けています。彼 らは備 え，

犠牲 を払 ってやって来 ました。神 を信

じ，すべ ての人類が兄弟だ と信 じれば

こそ，伝道に出たのです。

宣教 師はなぜ，世界 中の至る所 にそ

れ もク リスチ ャンの中にまで遣 わされ

ているので しょうか。 ヨハネによる福

音書第3章16節 の 有名な聖句 にはこ う

あ ります。「神 はそのひ とり子 を賜 わ

ったほどに，この世 を愛 して下 さった。

それは御子を信 じる者がひ とりも滅び

ないで，永遠 の命 を得 るためである。」

宣教 師がすべ ての国々とすべ ての人々

を訪れるのは，神 が世 の人々を愛 し，

その愛の しるしとして再び人類に語 ら

れたことについて，固 く揺 るぎない証

を持 っているか らです。神 は，ク リス

チャン迫害の時代や暗黒時代，また混

乱の時代 に失われていた貴い真理 を回

復 され ました。それはわたしたちの平

安 と幸福 に欠かせ ない ものです。 これ

らの真理 はわた したちの永遠の救 いに

不可欠なので，愛 にあふれた天父 によ

って完全 に回復 され ました。キ リス ト

が地上 での務め を終 えて昇天 された

後，使徒ペテロは，キ リス トが再臨 さ

れる前に万物が更新 されると預言 しま

した。

「あなたがたのためにあらか じめ定

めてあったキ リス トなるイエスを，神

がつかわ して下 さるためである。

この イエ スは… …Z一

至，天にとどめておかれねばならなか

ったb」(使 徒3：20-21， 下線付加)

宣教師たちは，豊かな愛 と信仰 をも

って全世界に出て行 きます。万物更新

に関するペテロの預言が成就す ること

を知っているか らです。彼 らは回復 に

りいて証 します。それは，驚 くべ き御

み て

業なので神 の御手だけが行 えるこ とで

す。 また不思議な御業なので，神の力

と人類への愛 を理解する人だけが信 じ

られることです。そ して，非常 に神聖

な物語なので，それが真実であること

を受 け入れるには，聖霊 の導 きを個人

的に受けなければなりませ ん。これは，

祈 り求める人に真理 を表すために，救

い主が約束 された方法です。宣教師た

ちは，多 くの人々を義にかなった奉仕

や救い主への献 身に導いて きた貴重な

真理や価値観や原則 を皆 さんから少 し

も取 り上 げるつ もりはあ りませ ん。む

しろ，皆 さんの家庭 を訪れて，神が生

きてお られ，イエスがキリス トであ ら

れ，ゲツセマネと十字架上でわた した
あがな

ちの罪 を蹟われた というさらなる証拠

を， もう一つの聖典 とともにお伝 えす

るのです。彼 らの もたらすメ ッセージ

みこころ

は， イエスの生涯 とその御心 と愛の現

れを確認するものです。

宣教 師は驚 くべ き示現 について証 し

ます。疑い に満ちた現代社会では奇跡

と考えますが，これが2，000年前 に起こ

っていた ら，容易 に受け入れ られたこ

とで しょう。宣教師は，神 とキリス ト

が この回復の御業 を始めるために，ど

のようにしてわずか14歳 の少年 に現れ

られたか説明 します。 さらに，天の使

者がキ リス トの権能や教義や教 えを簡

潔で完全 なままに回復 したことを話 し

ます。 これ らの出来事や真理 は， とて

も美 しくてすばらしく， また驚 くべ き

ものなので，その話を聞 くときに皆 さ

んは胸 を躍 らせ ることでしょう。

宣教師は皆 さんに，死すべ きこの人

生の真の 目的について話 します。 わた

したちが どこか ら来て，なぜ ここにい
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るのか， そして，移 り行 くこの世で，

喜びや幸福 と ともに，悩み，苦 しみ，

誘惑，そ して死 を経験す ることが，な

ぜ必要で望 ましいのか，理解 できるよ

うに助けます。また，キ リス トの教え

を通 して，問題や苦難の多 い世の中で，

平安 と導 きを受 け る方法 を説 明 しま

す。恐 らく彼 らの話で最 も大切なのは，

家族が神聖で重要なものだとい う神の

教 えでしょう。互いに愛 し合い，子供

を愛する夫婦 には，墓 を越 えて家族 を

永遠に結ぶ というメ ッセージがあ りま

す。そ して最後 に，宣教師は， これ ら
あかし

の真理について自分の証 を得 る方法に

ついて説明するでしょう。

この ように，わた したちは 「心 を込

めていちばん大切 なもの を送 ります。」

教会員でない皆 さん，白い ワイシャツ

にネクタイ姿の二人の若 い男性が，愛

らしい若い女性が，あるいは立派 な夫

婦が ドアをノック して，末 日聖徒 イエ

ス ・キリス ト教会 の代表者です と自己

紹介 した ら， どうか彼 らを招 き入れて

ください。そしてメッセージを聞いて，

自分で評価 して ください。単 にメ ッセ

ージを受 け入れ るのではな く，それが

真実か どうか， また自分や家族に とっ

て価値があるかどうか天父に心か ら尋

ねて ください。天父はすべての真理の

源 で，熱心に求め る者 には証 を与える

と約束されたか らです。
み たま

御霊はこれ らの事柄が真実であ るこ

とをわた しに証 して くだ さい ました。

また，御霊 はこのメッセー ジを伝 える
たまもの

ために最 も貴重な賜物 を犠牲に しささ

げている5万 人の宣教師 と，その10万

人の両親，数千人の家族 に証を与 えて

きました。わた したち もともに証 しま

す。 もしメ ッセージを受け入れて，そ

れが真実であるという確認 を天父 に求

めるな ら，御霊に よる証が得 られるで

しょう。

御霊 を受けた宣教師や両親，そのほ

か何百万の人々の証に，わたしの厳粛

な証 を付 け加 えたい と思います。神 は

生きてお られ，イエスはキリス トです。
あがな

救 い主，購い主であ り，わた したち一

人一人を愛 し，完全な福音 を回復 され
み な

ま した 。 イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ

り証 し ま す 。 ア ー メ ン。

永遠の家族
十二使徒定員会会員

ロバー ト ・D・ ヘイルズ

御父の計画さば，家族の愛と親 しω交わりば永遠に続ぎます。

年 前 ， 末 日 聖 徒 イ エ ス ・キ リス

1 ト教会の大管長会 と十二使徒定
員会は，家族 に関する世界への宣言 を

発表 しました。 これは有史以来の，ま

た実に地球の創造以前か らの，福音 の

永遠 の原則 を要約 したものです。

家族に関する教義の源 は天の両親に

あ ります。人の最高の願いは，御二方

のようになることです。使徒パ ウロは，

神 は人の霊の父である と，ヘブル人へ

の手紙第12章9節 で教え ました。 この

宣言 には次 のように記 されてい ます。

「前世 で，霊の息子，娘たちは神 を知

っていて，永遠の御父 として神 を礼拝

し，神の計画 を受け入れました。その

計画 によって，神 の子供 たちは肉体 を

得ることができ，また，完成に向かっ

て進歩 して，最終的に永遠の命を受け

継 ぐ者 としての神聖 な行 く末 を得 るた

めに，地上での経験 を得 られ るように

なったのです。」 さ らにこの宣言 は世

界 に 向け て こ う繰 り返 して い ます。

「男女 間の結婚 は神 によって定め られ

た ものであ り，家族 は神の子供たちの

永遠 の行 く末に対する創造主の計画の

中心 を成 す もの で ある… …。」(「 家

族一 世界への宣言」 『聖徒の道』1996

年6月 号，pp.10-11)

神 は時の初 めか ら家族 を組織 し，永

遠の ものとされました。 アダムとエバ

は この世 におい て も永遠 にわた って

も，結 婚 の結 び 固め を受 け ま した。

「このようにして，すべての ことが聖

な る儀式 に よって アダムに確か に さ
の

れ，福音が宣べ伝 えられ，世の終 わ り

まで福音が世にあるように とい う定め

が出されたのである。 この とお りであ

った。」(モ ーセ5：59)

「ア ダムはその妻 を知 り，彼女は彼

に息子，娘 たちを産んだ。そして，彼

らは増 えて，地 を満 たし始 めた」 とあ

ります。

救い主御 自身が，この神 聖な結婚 の

聖約 と約束について語 られ ました。地

上で交 わされだ神聖な聖約 を天で結 び

固める権能 を，弟子たちに授 け られた

ときのことです。「わた しは，あなた

に天国のか ぎを授け よう。そ して，あ

なたが地上でつ な ぐことは，天でもつ

ながれ，あなたが地上で解 くこ とは天

でも解かれるであろ う。」(マ タイ16：

19)

この 末 日に永遠の家族 とい う約束が

回復 されたのは，1829年 ， メルキゼデ

ク神権の力が地上 に回復 された ときで

した。7年 後 ， カー トラン ド神殿 で，
かぎ

結び固めの儀式を執行する鍵が回復 さ

れたの は 『教義 と聖約』にあるとお り

です。「死 を味 わ うこ とな く天 に取 り

去 られた預言者エ リヤが，わた したち

の前 に立って言 った。
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『見 よ，マラキの口を通 して語 られ

た時が まさに来 た。』
かぎ

……この神権時代 の鍵 はあなたがた

の手にゆだね られている。」(教 義 と聖

約110：13，14，16)

これ らの鍵 と神権 の権能の回復 によ

って，ふ さわ しいすべ ての人に永遠の

家族 とい う祝福 を得 る機会が訪れ まし

た。「まこ とに，幾千幾万 の人の心が，
しもべ

注がれる数々の祝福 と， この家で僕 た

ちに授 けられるエ ンダウメン トのゆえ

に，大い に喜ぶであろう。」(教 義 と聖

約110：9)

神 殿 で執行 される結 び固めに伴 う約

束 とは何で しょうか。主 は次 の神 聖な

聖句 の中で，その約束 と条件 を説明 し

てい らっ しゃい ます。 「さ らにまた，

まことに，わたしはあなたがたに言う。

もしある男がわた しの律法であるわた

しの言葉 によって，また新 しくかつ永

遠の聖約 によって妻をめ とり，そ して

それが，わた しか らこの力 と神権の鍵

とを与え られた油注 がれ た者 に よっ
み たま

て，約束の聖 なる御霊 により彼 らに結

び固め られ， また彼 らに，『あなたが

たは第一の復 活に出で来るであろ う。

もしも第一の復活の後 ならば，次の復

活に出て来るであろう。そ して，王位;

王 国，公国，お よび力，主権，すべ て

の高 い所 と深 い所 を受 け継 ぐであ ろ

う』 と言われるな らば，一・…小羊の命

の書 に記 されているので，……彼 らが

この世の外 に去 るときにも完全 に効力

があるであろう。そ して，彼 らはそこ

に置かれ る天使たち と神 々のそば を通
かしら

り過 ぎ，彼 らの頭に結 び固め られたよ

うに，すべての事柄 について昇栄 と栄

光 を受け るであろ う。その栄光 とは，

とこしえにいつ までも子孫が満 ちて続

くことである。」(教 義 と聖約132：19)

この聖句か ら分かるように，永遠の

きずなは，神殿で結 び固めの聖約 を交

わした結果 として，自然 に生 じるので

はあ りません。 この生涯での行いの結

果力㍉ わた したちの永遠の行 く末を決

めるのです。天父が備 えて くださった

結び固めの祝福 を受けるには，戒めを

守 り，家族が永遠に一緒 に暮 らしたい

と願えるような方法 で行動 しなければ

な りません。 この地上で得ている現在

の家族関係 は確 かに大切です。 しか し

それは，この地上で何世代 も続 き， ま

たとこしえにわたって継続する家族の

影響を考えると，なおさら大切 です。

神か ら与 えられた戒めによれば，配
はんりよ

偶者はほかの何 ものに も勝って伴侶 を

愛 さなければな りませ ん。主は明確 に

宣言 してい らっしゃい ます。「あなた

は心 を尽 くして妻 を愛 し，妻 と結び合

わなけれ ばな らない。」(教 義 と聖約

42：22)宣 言 の中にも次の ような一文

が あ ります。 「神 の計画に より，父 親

は愛 と義をもって自分の家族を管理 し

なければな りません。また，生活必需

品を提供 し，家族 を守るとい う責任 を

負 っています 〔教義 と聖約83：2-4;

1テ モ テ5：8参 照〕。 また 〔神 の計画に

よ り，〕母親 には，子供 を養 い育てる

とい う主要 な責任があ ります。」神 の

計画によれば，夫 と妻は結婚 と夫婦 の

関係 において対等のパー トナーです。

神の直接の命 によ り，「両 親には，…

…互いに忍 しム い えAい の'め

鋤 ，〔自分が住む国の〕法筐を玉芒

る となるよ'に 〔子供たちを〕教

える とい う神 聖 な義務 があ ります 。」

(「家族 世界への宣言」 『聖徒 の道』

1996年6月 号，pp.10-11， 下 線付 加。

教義 と聖約68：25-28;モ ー サヤ4：

14-15参 照)

永遠 の幸福 の計画において家族がき

わめて大切な位置 にあるため，サタン

は家族 の神聖さを打ち破 ろうと'して躍

起 になっています。また，男女の役割

の重要性 をお としめ，不道徳 な行為 を

す るようそそのか して神聖な純潔の律

法 を破 らせ，子供 を産み育てる務めを

最優先 させないように親たちをけしか

けています。

家族 とい う単位 は神 の計画の中で非

常 に基本的であるため，神 はこう警告

され ました。「貞節 の律法 を犯す人々，

伴侶や子供 を虐待する人 々，家族の責

任 を果 たさない人 々は， 〔彼 らの造 り
み まえ

主である〕神 の御前に立 って報告する

こ とにな ります。……家族の崩壊 は.

個 人や地域社会，国家 に，古今の預言

者たちが預言 した災いをもた らすこ と

でしょう。」(「家族 世界へ の宣言」

『聖徒の道』1996年6月 号，pp.10-11)

個 人 の救いは一人一人の従川頁さにか

か っていますが，同 じように大切なの

は，だれもがな くてはならない家族の

一員であ り
，最高の祝福は永遠の家族

の中で しか受け られない， という点を

理解することです。家族が神の意図さ

れた とお りに機能するなら，そこに見

いだ される関係 はこの世で最 も大切 な

もの となるで しょう。御父の計画では，

家族の愛 と親 しい交わ りは永遠 に続 き
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ます。 しか し家族の一員であるという

ことには，世話 をし，愛情を注 ぎ，家

族同士で励 まし合い，力づけるという

大 きな責任が伴い ます。家族全員が義

にかなった状態で現世 を最後 まで堪 え

忍 び，永遠にわたってともに住めるよ

うにするためです。自分 自身を救 うだ

けでは十分ではあ りませ ん。親，兄弟，

姉妹が家族の中で救 われる ことも，同

じように大切 なのです。天父 のみ もと

に独 りで戻るなら，こう尋ね られるで

しょう。「あなたの家族 は どこにいま

す か。」家 族が永遠 である と教 えてい

るのはこのためです。個人の存在が永

遠 であ るために家族 の存在 も永 遠 で

す。

肉体 と霊の永遠性を， この世の人は

よく疑問視 します。この地上に住むす

べ ての人は人類家族の一員であ り，愛

ある天父 とい う神の永遠の子供た ちで

す。現世での誕生 と死 を経験 した後，

すべての人は，父 なる神の独 り子，イ

しょくざい

エス ・キ リス トの腰罪 によって復活 し

ます。神の律法，儀式，戒めに従った

個人の忠実さの度合 いに応 じて，人問

は永遠の命を授かる とい う祝福 を得 る

ことがで きます。すなわち，天父 と御
み まえ

子イエス ・キ リス トの御前 に戻 って，

いつまで も永遠 に増 え続けることがで

きるのです。神殿の儀式の中に示 され

た神聖 な聖約 を交わ し守 るこ とで，人

は神 の御前に戻 り，家族 として永遠 に

一つに合わせ られます。

家庭 は人が養いを受 け，現世で暮 ら

しを立て る準備 をする場所です。死 と

不死不滅 に向けて備 える場所 でもあ り

ます。わた したちの信条ない し理解 に

従 えば，死後の生活 は個人のためばか

りでな く，家族のためにもあるか らで

す。

危機 に直面 したとき，教会員が個人

の生活 と家庭生活の中で どのように福

音の原則 を応用 してい るか を見 れば，

家族の永遠性 について福音の原則か ら

幾つかの大 きな教訓を学ぶ ことがで き

ます。 これ までわた しは，危機の中に

あ って も永遠の家族に関する福音の教

えを尊 び，守る人々にもた らされた喜

びの祝福 を見てきました。

数か月前，わた しは不治の病 を宣告

された男性 と会 う機会があ りました。

彼は献 身的な神権指導者で したが，死

すべ き世の現実 に直面 してい ました。

ところが彼 は，主の祈 りの中で示 され

た救い主の模範 に，力 を見いだしてい

ました。「だか ら，あなたがたはこ う

祈 りなさい。……みこころが天 に行 わ

れ る とお り，地 に も行 われ ます よ う

に。」(マ タイ6：9-10)わ た しの友人

が勇気 を得たのは，イエスがゲッセマ

ネの園で大 きな悲痛に耐 えなが ら，蹟

罪の犠牲 を払 われた とき， こうつぶや

かれたの を知 っていたか らです。「わ
さカずき

が父 よ， この杯 を飲むほかに道がない

ので したら， どうか，みこころが行 わ

れ ます ように。」(マ タイ26：42)
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つ らい試練 と苦 しみ中で，わた しの

友人は 「み こころが行われ ます ように」

とい う言葉を受 け入 れるようになりま

した。忠実な教会員 であ る彼が次に直

面 したのは，幾つかの重大な懸念で し

た。特 に胸 にこたえたのは次の ような

問いで した。「最後 まで忠実 に堪 え忍

ぶために，わたしは しなければならな

いこ とをすべて行っただろうか。死 と

はどのようなことだろうか。わた しが

いな くなった後 も，家族は信仰 を固 く

保ち， 自立す る備 えがで きてい るだろ

うか。」

わた したちは，3つ の問 いすべて に

ついて話 し合い，救い主が説かれた教

義の中に明確 な答 えを見 つけま した。

また，彼 がいかに生涯を通 じて忠実で

あるように努め，神 に求め られたこと

を果 た し，友 人を は じめ ，すべ ての

人々と正直 に交際 し，家族 の世話 をし

て彼 らを愛 して きたか，わたしたちは

考 えました。 これが ほん とうの 「最後

まで堪え忍ぶ」 ことの意味ではないで

しょうか。死の直後 に起 きること，霊

界 についての神 の教 えについて も意見

を交換 しま した。霊界は義 にかな6た

生活 を送って きた人 々に とってパ ラダ

イスであ り，幸福 な場所 であって，恐

ろしい所ではあ りませ ん。

話 し合 い の 後 ， 彼 は奥 さん と親

族 子供 や孫 たち を周囲 に集め

て， もう一度，すべての人が よみが え
しょくざい

るとい う蹟罪の教義 を教えました。主

が教え られた ように， しばらくの別れ

の問は嘆きもあるか もしれないが，主

にあって死ぬ者 には悲 しみはない(黙

示14：13;教 義 と聖約42：46参 照)と

いうことが，皆分か るようにな りまし

た。主か らの祝福 によって得た慰 めと

確信に より，すべてに支障 はな く，痛

みも味わわず，家族に自分のいまわの

準備 をさせ る時間を与え られ，霊界へ

の旅立 ちの時刻 さえ知 らされ ました。

わたしが家族か ら教え られたのは本人

が亡 くなる前の晩で したが， 自分 は明

口死ぬ と言 っていたそうです。彼 は翌

日の午後 に，家族全員が見守 る中で，

安 らかに息を引 き取 りました。これが，

福音の計画 を理解 し，家族が永遠であ

ることを知 っているわたしたちに与え

られる，平安 と慰めです。

わた しが20代 の初めに経験 した出来

事 と，これ を比べてみましょう。空軍

にいたころ，わた したちの飛行部隊に

いたパ イロッ トの一人が訓練 中に墜落

して，死 にました。わたしは割 り当て

を受けて，彼 をニューヨーク郊外 のブ

ル ック リン墓地 に埋葬するため，墜落

した同僚の最 後の帰還 に同行 しま し

た。わたしは，家族が故人 と対面する

のに立 ち会い，葬儀 に参列 し，墓標の

そばで悲嘆に暮れる彼の奥 さん に政府

を代表 して旗章 を手渡す という栄誉 に

あずか りました。葬儀 は暗 く，悲痛 な

もので した。 だれ も彼のすばらしさや

業績 を語 らず，名前 さえ触 れる人 もあ

りません。式 の最後 に，残 された奥 さ

んがわた しを見 て，言いま した。 「ほ

ん とうの ところ，夫はどうなるのかし

ら。」 わた しはその復活 のす ば らしい

教 えとその真実性 について語 り，もし

バプテスマを受けて，神殿 でこの世か

ら永遠 にわたって結 び固めを受けるな

ら，彼 らは永遠に一緒であることを告

げました。す ると横 にいた牧師がこう

言ったのです。 「そのようなす ばらし

い教義を聞いたのは，初めてです。」

.イエス ・キ リス トの完全 な福音 は，

緊張の多いこの世 で，大 きな慰めを与
くらやみ

えて くれます。暗闇の中に光 を，混迷

の中で静かな力を与 えて くれ ます。 こ

の世で味わう絶望 に永遠の希望をとも

します。それ は単 なる美 しい教義 では

な く，生活 の中の現実 です。つ ま り，

従順 になって，神 の授けて くださる永

遠 の報いを得 られるなら， また，もし

神 に近づ き永遠の教 えを受 け入れるな

ら，わた したちは確かに祝福 された者

となれるのです。

もう一つ，最近 わた しのかかわった

出来事について紹介 しましょう。不治

の病 で亡 くなったある青年の話です。

彼 は自分の病 について よく知っていま

した。 まず初めに体の 自由が利かな く

な り，歩けなくな ります。 さらに病気

が進む と物が言えな くな り，最後 には

呼吸器 官が止 まって しまうので した。

ところが彼 も，家族は永遠であるとい

う信仰 を持 っていました。 この知識が

あったため，彼 は自分が死んだ ときに
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備えて，子供 たち一人一人への言葉 を

ビデオに収めました。 自分 の息子，娘

た ちが人生 で迎 える神 聖で大切 な時

期，例えばバ プテスマや神権 の聖任，

結婚 などの ときに渡す録画記録を残 し

たのです。彼 は父親 の優 しい愛情 を込

めて語 りました。家族が永遠であると

はいえ， しば らくの問，彼 は肉体 にあ

る状態で家族のそばにいてあげること

はで きないが，霊は決 して彼 らのそば

を離 れない， とい うことを知 っていた

か らです。
はんりよ

伴侶 に先立たれた患実な男女や親 を

亡 くした子供たちの示す模範 は，すべ

ての人の心 を鼓舞 して くれます。彼 ら

は家族 と再会 し，永遠にわた ってとも

にい られるように信仰 を守ろうと努め

ています。その姿を見るにつけ， わた

したちは偉大 な教訓 を学ぶことがで き

ます。

神が生 きてお られ，イエスがキリス

トであ り，わた したちは復活 して父な

る神 と御子 イエス ・キリス トのみもと

で暮 らす ことがで きるという教義 を知

り，理解 していれば， どのような悲惨

な出来事 にも耐え られ ます。 この教義

は，それを知 らないために暗 く陰うつ

な世界 に，明るい希望 をもたらします。

また，人はどこか ら来て，なぜ ここに

お り， どこへ行 くのか という素朴 な質

問に答えて くれ ます。これ らの真理は，

家庭で教 え，実践 されなければな りま

せ ん。

神 は生 きてお られ，イエスはキリス

トです。その順罪によって，全人類が

復活で きるようにな りました。それは

単に個人を対象 とした祝福ではあ りま

せん。それ以上の ものです。一人一人

に対する祝福であると同時に，家族に

対す る祝福です。わた したちがとこし

えに感謝 の念に満 たされ，永遠の父な

る神 と御子 イエス ・キリス トのみ もと

で永遠にわたって ともに暮 らせます よ

うに。わた したちが真の喜 びを理解 し，

この教義を教 えるだけでな く，自分の

生活 において も家族の中においてもそ

れ に添 って忠実 に生 き られ ます よ う
み な

に ， イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ りお

祈 り し ま す 。 ア ー メ ン。



教会の女性
大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー

わた しば金世界に句か っτ，皆さんの真価，皆さ'んの優 しさと徳，す
あかし

ばち しω能力と買献を証します。

一7の 教会の成人会員のうち，半数，

Lい や恐 らく半数以上は，女性 で

す。今朝 ，わた しは特 にこの女性 の

方々に向けて話 したい と思い ます。 し

か し，男性の方 々にも聞いていただ き

たい と思います。

まず姉妹の皆 さんに申し上げ ます。

皆さんは御父がその子供 たちの永遠の

幸福 のために定め られ た計画の中で，

その重要性 において劣る位置に置かれ

ているわけではあ りませ ん。皆 さんは

神の計画において，絶対不可欠な位置

を占めているのです。

皆 さんな くして， この計画は機能す

るこ とができませ ん。女性がいなけれ

ば，教会の全 プログラムが崩壊 してし

まいます。前 にもこの壇上か ら話 しま

したが，天地創 造が始 まったとき，創

造主 であ るエ ホバは御父 の指示 の下
やみ

に，闇と光を分け，陸 と海を分け られ

ました。それ に続いて，植物の創造が

行われ，さ らに動物の創造が行 われ ま

した。そ して，男性が造 られ，神の創

造の最後 として，女性の創造 という最

も大いなる業がなされたのです。

皆 さんは一人一人が神 の娘 であ り，

聖なる生得権 を授 け られています。そ

の権利 は何 ものに も侵 されることが あ

りません。

わたしは行 く先々でメデ ィアの代表

者たちのイ ンタビューを受けます。彼

らは必ず，教会で女性が置かれている

位置について質問 します。彼 らは，わ
べっ し

た したちが女性 を蔑視 していると言 わ

んばか りに，批判的な態度 を見せます。

その度 にわた しが答えているのは，世

の中にこの教会 ほど女性 に対 して，成

長の機会，良い交流の場，すば らしい

善 をなす機会，指導的な立場や責任 あ

る立場 に就 く機会 を多 く与えている組

織 はほかにない ということです。

わた しはその よ うな レポー ター の

方 々が，先週の土曜 日にこのタバナク

ルで開かれた扶助協会の集会に出席で

きていた らと思 っています。多 くの神

の娘がこの ように集った姿 を見るのは

大 きな感動で した。それは，信仰 と才

能を持ち，人生 の目的をわきまえ， 自

分 たちが創造 された神 聖な意義を理解

してい る人 々で した。 レポー ターの

方々に，ブリガム ・ヤ ング大学 の若い

女性たちのすば らしい合唱 を聞いてい

ただきたかった と思 っています。その

美 しい歌声 はわた したちを感動 させて

くれました。 また，中央扶助協会の会

長会の霊感 あふれるメッセージを聞い

ていただ きたかったと思います。一人

一人が
，信仰，希望，慈愛 とい うテー

マについて話して くれました。
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この女性たちは，何 と豊かな才能に

恵 まれていることで しょうか。彼女た

ちは，力 と確信 と優れた説得力をもっ

て， 自分 自身 を表現 していました。そ

してファウス ト副管長がす ばらしいお

話でそ の会 を締 め くくって くれ まし

た。

教会の女性の位置 についてよく質問

なさるレポー ターの方々が，あの大会

に出席 していた ら，それ以上の質問を

しな くて も， この教会の女性 には強さ

と大 きな能力があることを理解 したこ

とで しょう。 この主の王国の一翼を担

い，神権者 と手 を携 えて前進す る女性

たちの中には，指導力，確かな独立心，

そ して大 きな充実感があ ります。

その扶助協会の集会 に出席 された多
き よ う

くの人々が，今Elこ の大会に集 ってい

ます。今 日は，それぞれに愛 し尊敬 し

合 うご主人 とともに出席 してい ます。

この世において， また永遠にわた って
はんりよ

伴侶 となる善 き男性 と結婚の きず なで

結ばれた皆 さんは，ほんとうに幸せな

人 々です。皆 さんは，様 々な立場で人

に仕 え，家族 を養い育てて くる中で，
あらし

幾度 も嵐 に遭いなが らも， 自分 自身を

見失わず進んで来 ました。多 くの女性

が母親 としての生活 をしています。そ

して孫やひ孫を持 っている人 も実 に多

くい ます。親 として，時に苦 しく，時

に喜 びに満 ちた経験 をして きました。

皆 さんは，神の霊の子が不死不滅 と永

遠の命へ の通過点である第二の位 を経

験で きるよう1彼 らをこの世に迎 える

という大切 な働 きの中で，神 と手 を携

えて歩んできました。子供 を育てるの

は，決して易 しいことではあ りません。

多 くの方が犠牲を払い，生活を切 り詰

め，夜 も昼 も働いてい ます。皆 さんに

ついて，また皆 さんの置かれている状

況 につ いて考 える とき，わ た しは ア

ン ・キ ャンベルが 自分の子供たちの姿

を見なが ら書いた詩 を思い出 します。

「あなたたちは，わた しの歩んだこ

とのない道

わた しが買 えなかった真珠

あなたたちは，わたしが行けなかっ

たイタリアの青い湖

わた しが行けなかった遠い国の空。」



("ToMyChildren"The

TreasロreChes亡 「子 供 た ち へ 」 『宝 の

小 箱 』チ ャー ル ズ ・L・ ウ ォ ー リス 編 ，

p.54に 引 用)

どこに住 んでいるかにかか わらず，

姉妹の皆 さんは真の意味で国の基 を築

いているのです。 なぜ な ら，皆 さん は

強 く安 らかで，安全な家庭 を築いてい

るか らです。そのような家庭 こそ， ど

の国においても，真の力 となるのです。

しか し，不幸に も，暴力的 な男性 と結

婚 して しまった人 も少なか らずいると

思 います。 その ような男性の 中には，

日中は人々の前 でにこやか な顔 をして

いなが ら，夜 になって家 に帰る と， 自

制心を忘れ，ささいなことに腹 を立て，

怒 りを爆発 させる人がレ}ます。

この ような悪 と野蛮な振 る舞 いをし

ている男性は，神の神権 にふさわし く

あ りません。そのようなことを してい

る男性 は，主の家 に入る特権 にふ さわ

しくあ りません。わた しは， 自分の妻

や子供 たちか ら愛 される資格のない男

性がいることを残念に思い ます。 自分

の父親を恐れる子供，また 自分 の夫を

恐れる女性がいます。 わた しの声 を聞

いている人の中に，このような男性 が
しもべ

い るとすれば，わたしは主の僕 として，
しっせき

その人を叱責 し，悔い改め るよう求め

ます。 自分 自身を抑え，感情 をコン ト

ロール して ください。 あなたを怒 らせ

ている原因の多 くは，ささいなことの

はずです。それに比べ て，あなたが 自

分の怒 りと引 き換えに払 う代価 は実 に
ゆる

恐 ろしいものなのです。主 に赦 しを請

うて ください。妻に赦 しを請い，子供

に謝る必要があ ります。

教会 には多 くの独 身女性がい ます。

ほとん どの場合，彼女 たちは 自分の選

びによって独 身でいるわけではあ りま

せん。永遠 を共 にしたいと思 う相手に

出会 う機会に恵 まれないでいる人々 も

います。

最近 この タバ ナクルで独 身者 を対象

に開かれた集会で話 したことを， もう

一度
，結婚 を望 んでいる独身の女性 た

ちに申し上 げます。「望 み を捨 てない

で ください。努力 をやめてはいけませ
はんりょ

ん。 しかし，伴侶 となる人 を見つける

ソル トレーク・タバナクルの説教壇の前に立つゴー ドン ・B・ヒンクレー大管長。

こ とばか りに，気 をとられて もいけま

せ ん。そのことを忘れて，ほかのこと

を一生懸命す るようになると，良い相

手 に巡 り会 える可能性 が飛躍的に高 く

な ります。
いや

多 くの人にとって，孤独 を癒す最良

の薬は，人のために働 くことだ と思い

ます。皆 さんの問題 を過少評価す るわ

けではあ りませんが，それ よりも深刻

な問題を抱 えている人がた くさんいる

というこ とをあえて申 し上げます。そ

のような人 々に手 を差 し伸べ，助 けと

励 ましを与 えて ください。わずか な気

配 りや励 ましがないために，暗い学校

生活 を送っている少年少女が非常 に多

くいます。苦痛，孤独 ，不安の中で生

活 している高齢者の方 々がい ますが，

その多 くは簡単 な会話があ るだけで，

ある程度希望や喜 びを感 じられるので

す。」

教会の女性の中には，離婚や死によ

って美をな くした人や，扶養義務 を果

た さない夫 を持つ 人がい ます。そ の

方 々に対 してわたしたちは大 きな責任

があ ります。聖文 には次 のように宣言

されてい ます。

「父なる神のみまえに清 く汚れのな

い信心 とは，困っている孤児や，や も

めを見舞 い， 自らは世の汚れに染 まず

に，身 を清 く保つ ことにほか な らな

い。」(ヤ コブの手紙1：27)

こ こに， 自分を幸福 だ と思っている

一人の姉妹か らの手紙が あ ります
。事

実彼女は幸せな生活 をしてい ます。こ
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う書かれています。r

「わた しはひ と り親 として4人 の男

の子 を育てていますが……決 して孤独

ではあ りませ ん。助 け支 えて くれ る

『ワー ドの家 族』がいるか らです。 …

扶助協会の会長は，わた しが どうし ・

ようもない苦 しみを味わっているとき

にはいつ もそばにいて， わた しが霊的

に成長 し，祈 り，神殿 に参入できるよ

うに助 けて くれています。

監督は必要な食糧や衣類 を惜 しみ な

く持 って来て くれ，二人の子供 がキャ

ンプに参加 できるように助けて くれま

した。 また，わた したち家族全員 と面

接 し，一人一人に祝福 と必要 な励 まし

を与えて くれます。 またわたしが家計

のや り繰 りや，子育 ての責任が果たせ

るように助けて くれています。

ホームテ ィーチ ャーは定期的に訪 問

し，新 しい学年の始 ま りには息子たち

に祝福 も授けて くれます。ステーク会

長会の皆 さん も，定期的 に，時間を取

って教会で会ったり，電話 をかけた り，

家 に訪問 した ゆして，心 にかけて くれ

ます。

この教会は真実です。わた しと子供

た ちは，神 様 が わた した ち を愛 し，

『ワー ドの家族』がほん とうに大 きな

影響 を与 えられるとい うことの生 きた

証拠です。

神権指導者は，息子たちが教会やス

カウ トプログラムに活発 に参加 できる

ように助けて くれています。一人 はイ

ーグルスカウ トの章 を受け
，今週 には

さらに4つ 目の達成章 を受け ることに

なってい ます。 もう一人の子 もイーグ

ルス カウ トで，ほかに3つ の達成章 を

受けてい ます。そ して次の子 は，今週

イーグルの 申請 書 を出 した ばか りで

す。いちばん下の子 もカブス カウ トが

大好 きで，来年か らボーイス カウ トに

入団 します。

わた したちはいつ も優 しい思いや り

と温かな握手に包 まれて生活 していま

す。 自分 たちにはとても克服 できない

と思 える試練 があ っても，キ リス トの

精神 をよく示 して くれるステークとワ

ー ドの皆 さんが助けて くれています。

生 きてい くのは大変なことです。…

… しか しわたしたちは，ひざまずいて

家族の祈 りをささげて……助 けと導 き

を求め， 自分 たちに与 えられている祝

福 に感謝の言葉 を述べ，それによって

神の武具で身を固めています。わた し

は，息子た ちに宣教師 となるように，

また，福音 と各 自が受 けている神権に

忠実であるように教えるときに1常 に

聖霊が ともにいて導 きを与 えて くだ さ

るように，毎 日祈 っています。

わた しは末 日聖徒イエス ・キ リス ト

教会の会員であることを誇 りに思 って

います。この教会が真 実であることを

知っています。教会の指導者を支持 し

ています。 わた したちは とて も元気に

やっています。そ して，わた したちを

愛 し，わた したちのために祈 り，わた

したちを温 か く受け入れて くれる皆 さ

んに感謝 しています。」

何 とすば らしい手紙で しょう。この

教会が全世界で どのような働 きをして

い るか， またどの ような働 きをなすべ

きかを，実によ く物語 っています。 わ

た しは， この女性のような状況 にある

すべての女性が，彼 女 と同 じように，

理解があ り，助 けの手 を差 し伸べて く

れ る監督， また， どのように援助 した

らよいかをよくわきまえている扶助協

会会長，自分の義務を理解 し，実行 す

るホームティーチ ャー，で しゃばるこ

とな く，助けを与 えて くれ る多 くのワ

ー ド会員 に恵まれるように望んでい ま

す。

わた しはこの手紙 を書いた女性 に会

ったことはあ りません。彼女の手紙に

は，元気 に生活 していることが書かれ
かっとう

ていますが，多 くの葛藤や孤独感，そ

して時 には，不安 に駆 られることもあ

るはずです。 自分 も含めて10代 の子供

の生活上の必要のために，彼女が働い

ていることも分か ります。 しか し，監

督が食料や衣類な どの世話 をしている

という文面 から判断する と，収入 も決

して十分ではないので しょう。

何年か前にベ ンソン大管長が，教会

の女性 に向けてメ ッセージを出 したこ

とがあ ります。ベ ンソン大管長はその

中で，教会の女性に，仕事 を辞め，子

供のために時間を使 うようにとの勧告

を与えました。 わた しもベ ンソン大管
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長のその勧告を支持す るものです。

しか しなが ら，ベ ンソン大管長 もそ

うで したが，わた しも，家族 の生活の

ために働かなけれ ばな らない女性がい

ることは認めてい ます。実際その よう

な女性が非常に増 えています。その よ

うな人々に申し上 げます。 どうか，皆

さんの最善 を尽 くして ください。 フル

タイムで働いている皆 さんは，基本的

な必要を満たすためにそれをしている

のであ り，ただ単 に，高価 な家や自動

車，ぜいた くのために働 くようなこと

のない ように望んでい ます。母親の最

も大切 な仕事 は，義 と真理 の うちに，

子供 を育て，教え，助け，励 まし，養

うことです。母親の代わ りになり得 る

ものは，何 もありません。

フルタイムの仕事 と，専業主婦 を両

立 させ るのは，ほ とんど不可能な こと

です。 このこ とでいろいろ と思い悩 ん

でいる女性がいると思い ます。 もう一

度 申し上げ ます。皆さんの最善 を尽 く

して ください。皆 さんは自分の状況を

御存 じです。わた しは皆 さんが，御 自

分め子供の幸せ を，心 から願っている

こ とを承知 してい ます。皆 さんには，

助言 と助 けを与 えて くれる監督がい ま

す。分別 をわ きまえた女性 と話す必要

がある と感 じたときには，ため らわず

に，扶助協会の会長に連絡 を取 って く

ださい。

教会の母親の皆 さん，ここにおられ

るすべての母親の皆 さんに申し上 げた

いことがあ ります。時 とともに，皆 さ

んは，正義，善，正直，信仰に向けて

子供たちを育てるために自分が したこ

とにますます感謝す るようになるでし

ょう。子供 に対 して十分な時間を取 る

ことがで きれ ば，恐 ら くそうなること

で しょう。

独 りで子供 を育 てている皆 さんに申

し上 げます。皆 さんを助けたい と思 っ

ている人がた くさんい ます。主は皆 さ

んを忘れてはおられませ ん。もちろん，

主の教 会 も皆 さん を忘 れて はい ませ

ん。

独 りで子供 を育ててお られる姉妹 の

皆 さん，皆 さんの うえに主の祝福 があ

ります ように。皆 さんが，大変 な責任

を果たせ るように，健康 と強さと活力



を授 け られます ように。試練 のときに

支えて くれる優 しい友 と仲間に恵 まれ

ます ように。皆 さんは，恐 らくほかの

人々は知 らない祈 りの力 を御存 じで し
ほお

よう。皆 さんの多 くは，頬を涙でぬ ら

しなが ら，長い時間ひざまずいて天父

に語 りかけてい ます。 どうか，わたし

たち も皆 さんのために祈っている こと

を忘れないで ください。

皆 さんは 自 らなすべ きことに加 え

て，教会での奉仕 も要請 されています。

監督の方々が，皆 さんに能力以上 のこ

とをする ように求めることはないでし

ょう。そ して，奉仕 をするときに，皆

さんは自分の人生 に，新 たな広が りを

得 ることでしょう。 また，友情，人々

との交 わ りを得，知識 と理解 と知恵，

さらには行動力 において も成長 してい

くことで しょう。主の業 の中で行 う奉

仕 を通 して， さら良い母親 となること

でしょう。

さて，最後に年配の女性の皆 さんに

少 し申 し上げたいと思います。皆 さん

の中にはご主人に先立たれた人も数多

くい ます。皆さんは大 きな宝 です。皆
あらし

さんはこれまでに幾度 となく人生の嵐を

経験 してきま した。皆 さんは，年下の

姉妹たちが現在直面 している様 々な問

題を耐えてきま した。皆 さんは，知恵，

理解力，人を思いやること，そして愛

と奉仕においても円熟 しています。

皆 さんの表情の中には，輝 くような

ある種の美 しさがあ ります。それは心

の安 らぎが もたらす美 しさです。まだ，

苦労 する こ とはあ るか も しれ ませ ん

が，それ を乗 り越えてい く円熟 した知

恵があ ります。健康上の問題があって

も，それに対処するある種 の沈着さが

あ ります。過去の嫌 な思い出はほ とん

ど忘れています。その一方で，良い思

い出が よみが えり，人生 に喜び と安 ら

ぎをもたらして くれ ます。

皆 さんは聖 文を愛す るこ とを学 び，

それに親 しんで きました。皆 さんの祈

りはその多 くが感謝の祈 りとなってい

ます。皆さんは温か な言葉であいさつ

を交 わして くれ ます。皆 さんの友愛の

精神 は，ほか の人が安心 して頼れ る，

非常に強い ものです。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の女

性は，す ばらしい恵みの源です。皆 さ

んは この教会を愛 し，その教 えを受け

入れ，教会の組織の中で 自分が受けて

いる責任 を誇 りにしてお られます。皆

さんは教会員の中に輝 きと強さと美 し

さをもたらして くれてい ます。わた し

たちは心か ら皆 さんに感謝 してお りま

す。皆 さんを心か ら愛 し，尊敬 し，誇

りとしてい ます。

わたしは 自分の妻 をたたえたい と思

います。互いへの愛 を胸に，夫婦 とし

てソル トレーク神殿の扉を出てか らも

うす ぐ60年 になろ うとしています。 こ

れまでの歳 月の中でわた したちの愛 は

さらに強め られて きま した。 その 聞，

数多 くの問題 に直面 しましたが，とも

か くも，主の祝福 により，それ らの問

題をすべて克服 してきました。

肉体的には，若い ころのようにはい

かな くなってきてい ます。 しか し，そ

れもさほ どの問題ではあ りませ ん。腰

が少 しは曲がってきましたが，お互い

にまだ健在 です。別れの時が来た ら，

その悲 しみは とて も大 きい と思 い ま

す。 しか し，永遠 にわたって，妻がわ

たしの ものであ り， 自分 は妻の もので

あ るとの確信 がもた らす慰 めもあるこ

とでしょう。

愛す る姉妹 の皆 さん，わたしたちが

皆 さんに心から感謝 していることを知

っていただ きたい と思い ます。皆 さん

はわたしたちに力 を与 えています。皆

さんが 持 っている力 は偉 大 な もので

す。皆 さんはその高潔 さとすば らしい

能力 をもって，扶助協会 ，若 い女性，

初等協会な どのプログラムを推 し進め

ています。 日曜学校で教えている方々
はんりょ

もいます。わた したちは皆 さんの伴侶

として，また兄弟 として，敬意 と愛 と

誇 りと心か らの称賛の意をもって， と

もに並び連れ添ってい きます。教会の

男性が神権 を受けるように定め られた

のは主御 自身です。神の教会であ り，

王 国で もあるこの偉大な驚 くべ き業を

完成 させ るための力 を皆 さんに与 えら

れたの も主御 自身です。わた しは全世

界 に向かって，皆 さんの真価 ，皆 さん

の優 しさと徳，す ばらしい能力 と貢献
あかし

を証 します。天の祝福が皆 さんの うえ

に注がれます ように。主 イエス ・キリ
み な

ス トの御名に よりお祈 りします。アー

メン。
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●1996年10月6日(日)午 後の部会

信仰にも行いにも
クリスチャンである

十二使徒定員会会員

ジ ョセフ ・B・ ワースリン

神へのだ)1からの愛仁動磯づけられた従順ば，スを完全にキリス トのみ
あが女

i5と 仁来させ、主の恵みにあずからせ，贋ωを遍 じτ，完成へと導 ω

τくれます。

きょ う

愛
す る兄弟姉妹の皆 さん。今 日，

皆 さんにお話 しする特権が与 え

られ，この大会 を通 じてわた したちが
み たま

味わっている同 じ御霊が とどまるよう

祈 っています。

末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会やそ

の会員た ちは クリスチ ャンでは ない

と，誤 って信 じている人たちがい ます。

真理 とは程遠いその ような考えを受け

入れ，広めている人たちを見て，なぜ

そのようなことがで きるのか，理解 に

苦 しみます。 ゴー ドン・B・ヒンクレー

大管長 は，教会の会員 について，「わた

したち末 日聖徒はこの点において，神の
あがな

御子，世の蹟い主であられる主への愛に

よって結ばれ，皆一つです。わたしたち
み な

は，主の神聖な御名を引 き受けている契

約の民です」1と言っています。

わたしたちの信仰や行 いは，ほかの

人々 とは違 っているか も しれ ませ ん。

しかし，わた したちは善良なクリスチ

ャンとして，ほかの宗教 やその信奉者

を批判 す るよ うな こ とは しませ ん。

「わた したちは， 自分の良心の命 じる

とお りに全能の神 を礼拝する特権があ

る と主張 し， またすべての人 に同 じ特

権を認める。ノ らが どのよ'に どこ

で ロをLし よ'と わたした は

れを げカい 」2

あ る辞書 の定義によれば， クリスチ

ャンとは 「イエスをキリス トであると

量"る ことを公言 している人 々
，ある

いは 〔イエスの生涯 と教え〕 に基づい

た宗教的な教 えに従 う人々」 であ り，

また 「イエスの教えに一

人々」3です。 こうして見 ると，ク リス

チ ャンには二つの特徴があることが分

か ります。一つは，救い主を信 じるこ

とを公言 していることです し， もう一

つは，救い主の教え と調和 した生活 を

一 ことです。聖徒，あるい

は末 日聖徒 と呼ばれる忠実な教会員た

ちは，この二つの特徴 をはっき りと兼

ね備えてい ます。わた したちは，信仰

において も行い において も，「キ リス

ト・イエス ご自身が隅のか しら石であ

る」4とい うことを実証 しています。

わたしたちの信仰の宣言

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会は主
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かしら

の御名を頂いています。主が教会の頭

であ られ，主の選ばれた預言者により，

教会は導かれています。{

わ た したちは， 百立 の1の_則

とは「主 イエス・キリス トを信 じる信仰」

5で あ ると信 じてい ます。 「だれ で も

〔主〕 によらないで は，父のみ もとに

行 くことはできない」6のです。主の弟

子 たち と同 じように， わた したちは，

ペテロがわたしたちの主について雄 々
あかし

しく証を した，同 じ言葉 を高 らかに繰

り返 します。 「あ なたこそ キリス トで

す。」7心の奥深 くに感 じてい る聖な る

御霊の燃えるような証に より，わたし

たちは以上 のことをへ りくだ り，また

感謝の念 を込めて，宣言するものです。

わたしたちがイエスについて説明す る

ときには，愛 を込めて簡潔に，イエス

こそ 「神の聖者である」8ことを証 しま

す。わた したちは，「わたしたちを救

い うる名は，これを別 にしては，天下

のだれに も与 えられていないか らであ

る」9という確 かな知識を持 っているこ

とを喜んでいます。従順な心 と信仰 あ

ふれ る思い とで，わた したちは，「天

の門 はすべ ての人に，言い換 えれば，

神の御子 イエス ・キ リス トの名 を信 じ

ようとす る人 々に開かれてい る」10こ

とを知っています。

わたしたちは，イエスがわた したち

の天の御 父の霊における初子 であ り，

また同時に，肉体におけ る神の独 り子

であ られ るこ とを宣言 します。イエス

は，神であ られ，神会 を構成す る御三

方の うちの御一人です。 また，人類 の

救い主であ り，順い主でもあ られます。

わた したち全員が参加 していた前世 の

会議のとき，イエスは，御父がその子

供たちのために用意 された偉大 な幸福

の計画を受け入れ られ，その計画を実

行に移すために，御父 によって選ばれ

たのです。イエスは，サ タンとその軍

勢 に対抗するために，良い霊 の軍勢 を

指揮 して，人の救いのために戦われま

した。その戦いは， この世界が形造 ら

れる以前 に始まった ものです。その戦

いは今で も続いてい ます。わたしたち

は，その戦いのとき，皆 イエスの側に

ついていました。わた したちは今なお

イエスの側 についています。



汚れのない愛 の行為 であるイエス ・
あがな

キリス トの蹟いによ り，堕落の影響に

終止 符が打 たれ，全 人類 が神 のみ も

とへ 帰 るための方 法が備 え られ ま し
しょくざい

た。順 罪の働 きの一部として，救い主

は肉体 の死に打 ち勝たれ，神 の子供 た

ち一人一人に，復活 によって不死不滅

となることがで きる道 を備 えて くださ

いま した。また，霊 の死に も打 ち勝 た

れ，永遠の命 を受けることので きる道

も備 えて くださいま した。 この永遠の

命 とは，神が現在享受 してお られる命

の ことであ り， また，神 のあ らゆ る
たまもの

賜物の うち最 も大い なる もの と呼ばれ

ています。 これは皆，全人類の罪のた

めに主御 自身がその苦 しみ を受けられ

たか らこそ，可能 となったのです。

御父 の指示 の下に，主 はこの世界や

そのほか数多 くの世界 を創造され まし

た。主 は，永遠の御父 である神 とこの

地上 にい たお とめ マ リヤの子供 と し

て，この地球 に来 られ ました。そ して，

罪のない生活 をされ，地上に生 を受 け

たいか なる人 よ りも， また地上にこれ

か ら生 を受 けるいかなる人よ りも， こ

の世界に住 む人々に大 きな影響をお与

えにな りま した。主 はまさに， 「世界

進歩の中の指導的人物 として，一人懸

け離 れた所 に位 置 を占めている」ロ御

方です。主は，十字架 にかけ られ，復

活 され， さらに天の御父のみ もとへ昇

って行かれ ました。また，復活の後に

は，西半球に住んでいた民 を教 え導か

れ ました。

大背教の後，主は福音の回復の業に

着手され，1820年 の春 に御父とともに

若 きジ ョセブ ・ス ミスの もとを訪れ ら

れ ました。 そ して，主 の導 きによ り，

1830年4月6日 に，回復 された教会が組

織 されたのです。

主は栄光のうちに再臨され，1，000年

の 問，義にかなってこの地上を治 めら

れ，その後，王国を御 父にお返 しにな

ります♂2主 イエス ・キ リス トの神性

と使命について，わた したちが信仰 と

確信のよ りどころとす るものは，聖文

と末 日の預言者たちに与 えられる絶え

ざる啓示です。

「わたしたちは，…… 『聖書』は神

の言葉 である と信 じ」13てい ます。 わ

た したちは，『旧約聖書』お よび 『新

約聖書』に主にかかわる知識が記録 さ

れていることを喜 んでいます。 わた し

たちは，「旧約聖書』のエホバ と 『新

約聖書』の イエス ・キ リス トとが同一

の御 方 であ られ るこ とを知 って いま

す。神 と古代 イス ラエルの民 との交わ
み わざ

りやこの地上における神の御業 につい

て書かれた この神聖な記録 が，保存 さ

れ，わた したちに伝 えられ，その結果，

わた したちの心 に光が もた らされ，霊

に強さが もたらされていることに対 し

て，わた したちは心か ら感謝 していま

す。『聖書』 の記録が断片的であ るこ

とやその中に誤 りがあ ることは，度重

なる筆写や翻訳，そして解釈が行 われ

た ことが原 因ですが ，それで も， 『聖

書』が 「正確 に翻訳されているか ぎり」14
み こと ば

神の御言葉 と信 じるわたしたちの信仰

を揺るがす ものではあ りません。わた

したちは 『聖書』を読み，研究 します。

その中から教え，説 きます。わた した

ちは，その中に書かれている永遠の真

理に従 って生活するように努 めていま

す。わた したちは，神聖な知恵の詰 ま

っているこの書物を心か ら愛 していま

す。

わた したちは，「また，『モルモン書』

も神の言葉であ る と信 じる」15もので

す。 この 『モルモ ン書』はイエス ・キ
あかし

リス トについ ての もう一 つの証 であ

り，「戒め によ り， また預言 と啓 示の

霊 により書 き記されたもの」であって，

「〔すべての民に〕 イエスがキ リス トで

あ り，永遠塑 であ り，すべ ての国民

に御 自身を現 され るこ とを確信 させる

もの」16です 。神 は，第2の 証 として，

『モルモ ン書』 をもた らして ください

ました。 これ は，『聖書 』に書か れて

いる救い主についての証 を補強 し，強

化す る もの です 。 「モ ルモ ン書 』 は

『聖書 』に取 って代 わる もの ではあ り

ませ ん。む しろ，救 い主に関するわた
めいりょう

したちの知識 を，広 め，深め，明瞭 に

し，増大するものです。確か に，この

第2の 証 は，あ らゆるクリスチャンに，

読 んで大 いなる喜 びの基 としていただ

ける書物です。

わた したちは，わた したち と信仰を

同 じくしない友人 の皆 さん にも，『モ
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ルモ ン書』 をお読みいただき，その内

容 について祈 りをもって深 く考 えて く

ださるよう，お勧めするものです。そ

のような皆 さんに，聖文の約束を一つ

紹介 しましょう。「さて，わたしの愛
はらから

する同胞 よ，……地 の果てに至るすべ

ての人よ，これ らの言葉 を聴 き，キリ

ス トを信 じなさい。 また，これ らの言

葉を信 じな くて も，キリス トを信 じな

さい。キ リス トを信 じれば， これらの

言葉 を信 じるようになるであろう。 こ

れ らの言 葉はキ リス トの言葉であ り，

キ リス トがわた しに授けて くださった

ものだか らである。そ して，これらの

言葉 は，善 を行わなければな らないこ

とをすべての人に教えている。」17

末 日聖徒 は，「神が これ までに啓示

されたすべてのこと，神が今啓示 され

るすべ ての ことを信 じ…… また……神

が この後 も，神 の王国に関する多 くの

偉大 で重要 な ことを啓 示 される と信

じ」18ています。 わた した ちは，神が

いつ の時代 で もそ う されて いた よう

に，今 も生ける預言者 を通 じて神 の子

供たちに語ってお られることを知 って

いるので，ほん とうに祝福 されてい る

と感 じてい ます。19

神 は回復 の預言者 ジョセブ ・スミス

を召 され，備 えられ，支 えられました。

預言者には，神 に仕 える以外に，何 の

目的も，何の使命 もあ りません。御 自

身の神聖 な責任 と聖 なる召 しにつ い

て，現代 の生ける預言者 であるゴー ド



ン ・B・ ヒ ン ク レ ー 大 管 長 は ， こ の よ
み こころ

うに言 ってい ます。「主の御心 をなす

ことのほか に，わた しの望みはあ りま
しもべ

せん。わたしは主の僕 であ り，主の民

に仕 えるために召 されま した。 この教

会は主の教会であ り，わたしたちは主

に属する ものを管理 しているにすぎま、

せん。」20

『教義 と聖約』にも数々の啓示が記

録 されてい ます。 その啓示 につ いて，

「時満ちる神権 時代 に新 たに語 りか け

られ た主 イエス ・キ リス トの優 しい，

それでいて確 固とした声が聞こえて く

る。 この声 によって開始 された業は，

……世界が始まって以来のすべての聖

なる預言者たちの言葉にかない，それ

を成就す るもので ある」21と書 かれて

います。

この数々の啓示 の書 は， 「全 人類 に

とって非常 に貴重なもの，また全地の

富 よりも価値ある もの」 です。なぜな

ら，それは 「イエス ・キ リス トについ

て，すなわち，イエス ・キ リス トの神
あがな

性，尊厳，完全，愛 ，瞭いの力につい
あかし

て述べ られた証」22だか らです。

『高価 な真 珠』 を読ん で も， イエ

ス ・キ リス トこそ，アダムの時代か ら

ジ ョセブ ・ス ミスの時代 に至 るまで，

さらにまたゴー ドン ・B・ ヒンクレー

大管長の時代 も含めて，あらゆる神権

時代 における中心人物であられた とい

うことが分か ります。

わたしたちはどのように生活するのか

繰 り返 しますが，定義によれば，ク

リスチャンというのは，ただ単 に，救

い主を信 じるとい う信迎 を公言するだ

けではあ りませ ん。ク リスチャンとい

うのは，イエス ・キリス トの教 えと戒

めに∠'って生'し る人々なの

です。 主はこう教 え られ ました。 「わ

た しにむかって 『主 よ，主 よ』 と言 う

者が，みな天国にはいるので はな く，
み むね

ただ，天にいますわが父の御旨を丘i

者 だけが， はいるのである。」23イエス

はまた ， この よ う も言 われ ました。

「もしあなたがたがわた しを愛す るな

らば，わた しのいま しめを守 るべ きで

ある。」24主はさらに，御 自分の生活 に

倣 ってわた したちも生活するよう，お

命 じになりました。25主 の真の弟子 と
み こと ば

は 「御言葉 を行 う人」 であって 「聞 く

だけの者」26ではあ りません。

わた したちに主 を信 じる信仰があ る

と， 百立 の2の.、1へ と進んでい

きます。つ まり，悔い改 めです。27わ

た した ちは， 自らの汚れを捨て，清め

られたい という強い希望を抱 くように

なります。それは，神のみもとへ帰 る

にふさわしい者 とな りたい と思 うか ら

です。 わた したちは，御父がその子供

たちのために用意 して くださった偉大

な幸福 の計画について学び，神の律法

に対する従順さ と固 く結 びついている

平安 と喜 びの祝福 を受けたい，と心か

ら願 っています。28イ エス ・キリス ト

の偉大な瞭いの力 により，言い換 えれ

ば，わた したちの神の戒 めに対す る従

順 さの度合 いによって働 く力 によ り，

わたしたちは， 自分の罪 を洗い清 めら

れるのです。悔い改めるあ らゆる人 々
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あわ

のために，主の無限の 「憐れみは正義

の要 求を満た し」29ます6近 代 の啓示

を通 してこの地上 に回復 された偉大な一

真理の一つ は，イエス ・キリス トの順

いは万人を対象に しているとい う教 え

です。福音の救いの力はあ らゆる時代

を超 え，すべての国民，部族，国語の

民，民族に及 びます。へ りくだって悔

い改 めることにより，わた したちは打

ち砕 かれた心 と悔いる霊 というささげ

物 を差 し出 します。これ こそ，バプテ

スマの水 に入 る前のわたしたちに，主

が求めておられることなのです。30

わ た したちが主 を信 じる信仰 を持つ

と， 百立の3の 、1に 進み ます。

それは，神権 の権能 を持つ者によって
ゆる

執 り行 われ る， 「罪の赦 しのため に水

に沈 め るバ プテスマ」31です 。救 い主

は，わた した ちは皆再び生 まれなけれ

ば な らない とお命 じにな りま した。

「だれで も，水 と霊 とか ら生れ なけれ

ば，神の国にはいることはできない。」

32末 日聖徒 は
，バプテスマ は欠 くこ と

ので きない救 いの儀式であって，すべ

での人が受けなければならない もので

あ ると考 えています。バプテスマに よ
み な

って，わたしたちは，主の御名 を受け，

その戒めを守ることに よって御名 を尊

ぶ とい う聖約 を交わ します。す ると，

主 は，その報い として，わた したちに
み たま

導 きと光を与える主の御霊がとどまる

という約束をしてくださいます。彊音
たまもの

の4の 、、1は，「聖霊の賜物を授け
あんしゅ の

るための按手」33です。

主 の御 名 を引 き受 ける ようにな る

と，わた したちはほぼクリスチ ャンに

なった と言 うことがで きます。それ は，

キ リス トの御名 を頂 くか らです。毎週，

わた したちはパ ンと水 のしる しを頂 く

とき，主 を記念す るため に頂 きます。

わたしたちは聖約 を新た にし，「進 ん

・で 〔神 の〕御子の御名を受け，いつ も

御子 を覚 え，御子が 〔わた したち に〕

与 えて くだ さった戒め を守 る」34ので

す。

主 を信 じる信仰 を持 ち，悔い改め，

バ プテスマを受け，聖霊 の賜物 を受け

るようになると，わた したちは新 し く

生まれ るこ とにな ります。 わた したち

は，「心の中に大 きな変化 を」35経験 し，



「内なる人 において生か された者」36と

な ります。 もしわたしたちが忠実 で従

順であるならば， この大 きな変化 によ

って，やがて 「悪 を行 う性癖を もう二

度 と持つ ことな く，絶 えず善を行 う望

み を持つ ように」37なることでしょう。

神 の戒めに従 うことによ り，あ らゆ

る汚れたことを遠 ざけるようにな りま

す。神への心 からの愛 に動機づ けられ

た従順 は，人 を完全 にキリス トのみ も

とに来 させ，主の恵みにあずか らせ ，
あがな

瞭いを通 じて，完成へ と導いて くれま

す。38末 日聖徒 は主 の戒め を守る とい

う聖約 を交わします。 自分はまだ十分

ではない と思いつつ も，わたしたちの

心の中には，従順 な者 となれるよう，

ひたす ら努力 を続 けたい とい う決意が

あ ります。わた したちは救い主の教え

に従います。わたしたちは，常 にもう

1マ イル行 くよう努め，断食 に努め，

敵のために祈 るよう努め，貧 しい人を

世話 し， ひそかに愛の行 いをするよう

努めています。 また，主が良いサマ リ

ヤ人のたとえで教え られ た模範 に従お

うと努力 してい ます。わた したちは，

不敬 な言葉は使い ません。人の欠点を

探 さず，安息 口を聖 日として守 り，・わ

た したちの兄弟 と和解 をするように努
ゆる

めています。 さらに，忍耐 と赦 しの気
ほお

持ちか ら，もう一方 の頬を出す ように

努めています。自分が人 を裁 くように，

自分 も裁かれ るようになることを知 っ

ているか らです。わた したちは，物欲

や借金 の危 険性 もよ く承 知 してい ま

す。わた したちは，生活 において，神

の国 と神 の義 とを第一に求めたい と願

っています。それは，わたしたちの心

がやがて自分の宝のある所 を求めるよ

うになることを，知っているか らです。

わた したちは，門が狭 く，道が細いこ

とを知 っています。ですか ら，主の足

跡に従 って歩んでいけるように， 自己

訓練 に努めたいと思 っています。

わた したちは隣 り人 を愛 してい ま

す。わた したちは，親切に敬意 をもっ

て，人々に接 する よう努めています。

公の場であっても，家庭内であっても，

わた したちが人々か らしてほ しい と望

むこ とを，人 々に もしたい と願ってい

ます。わた したちは，た とえ交通渋滞

の中で運転 してい ようとも，わた した

ちのあらゆる行動を通 じて，他人 に対

する関心 と思いや りとを示 したいと願

っています。 わた したちは，「小 さな

ことか ら大い なるこ とが生 じる」39こ

とを知ってい ます。わた したちは， 自

分の知っていることや 自分の生活 に喜

びを感 じているので，それ を人々に分

かち合いたいと願っています。

末 日聖徒がイエス ・キリス トに深 い

信仰 を抱いていることに対 して，ある

いはわたしたちが救 い主の生涯 と教 え

に基づいた宗教 を信奉 していることに

対 して，なお疑いを抱 く人がいるでし

ょうか。イエス ・キ リス トは，紛れも

な く，「信仰 の導 き手 であ り， またそ

の完成者」40です。 ヒ ンク レー大管長

は， わた したちの蹟い主について，次
あかし

の よ うな力 強い 証 を述べ て い ます。

「栄光 の王，汚れの ないメ シヤ，主イ

ンマヌエルであ られ るイエス ・キリス

トは，いかなる人も及び もつかない御

方です。…… この御方はわた したちの

王，主，教師，生けるキ リス トであ り，

御父の右手 に立 たれる御方です。キ リ

ス トは生 きてい らっ しゃいます。真実，

生 きていらっ しゃい ます。栄光 に満 ち

た，驚嘆すべ き生ける神の生ける御子

です。」41

これまで皆 さんがお聞 きになった証

に，わたし自身の証 も付け加 えさせ て

いただきます。イエスはキリス トであ

り，神 の御子 であ り，全人類の救い主，

蹟 い主であ り， また，わたしたち と御

父 との仲保者であ り，完全な模範です。

わた しは主 を愛 し，主に仕 え，ひとえ
み こころ

に主 の御 心 を行 いたい と願 ってい ま

す。神は生 きてお られ，その子供たち

を愛 してお られます。イエス ・キリス

トの福音 は預言者 ジ ョセブ ・ス ミス を

通 じて 回復 され ま した。 ゴー ドン ・

B・ ヒンクレー大管長は，主がお選び

になった現代 の預言者 です。以上のこ
み な

と を ，イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り

証 し ま す 。 ア ー メ ン。
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偉大な幸福の計画を
実践する

十二使徒定員会会員

リチ ャー ド ・G・ スコッ ト

たまもの

あなた も夫 またば妻と しτ，救 ω主の教えに徒 うことざ聖霊の賜物

を行使するにふさわ しω者とな っτ，入生の指示 を受けることが さ

ぎます。

目 口 文 には こう記 され て い ます 。
ヨi三 「神であ るわた しは， ……人を

創 造 し，男 と女 に創造 した。」1これは

あなたが天父のみもとで生活 していた

前世で，霊的に行 われたことです。地

上に来 る前 にあなたの性別 は決まって

い ました。 あなたはこの地上での経験

を，あなたに対する御父の計画の一部

として選択 しました。預言者 はそれ を，
あわ

「憐 れみの計画」2「偉大 な永遠 の計画」

3「 救 い の計画 」4， そ して もち ろ ん

「偉大 な幸福 の計画」5など と呼 びま し

た。あなたはこの地上 に来る前 にこの

計画 を知 らされ，参画す る特権 を前世

で喜びました。

この人生で完全 な幸福 を得，幕 を越

えて永遠に続 く喜 びを得 るには，計画

に対す る従順が要求 されます。御父の

幸福 の計画に欠かせ ない ものが，選択

の 自由，すなわち個人で選び取る権利

です。 さらに基本 となるのは，合法 的

な結婚 とい う結 びつ きの中で行使 され

る生殖の力という神聖な特権です。男女

の間の結婚は，永遠の計画の根本です。

家族 は神 によって定められ ました。6夫

または妻であるあなたは，子供 をもう

け，彼 らを養い，霊的，情緒 的，肉体

的に訓練する責任 を負 っています。7
こうかつ

サ タンにも計画があ ります。狡猜で，

邪悪，巧妙 な，破壊の計画です。偉大

な幸福 の計画8を 無効 にする，考 えつ

くあ らゆ る手段 を用 いて天父の子供た
とら

ちを囚われの状態に置 くことが，その

目的です。

天父は御 自分の息子，娘たちに，主

の計画の中で果たすべ き個々の責任 に

見合 った独特 の特 質 を授 け られ ま し

た。御父の計画に従 うには，あなたが

息子，娘，夫，妻 として御父に期待 さ

れている事柄 を行 う必要が あ ります。

各自の役割 は違いますが，それぞれが

完全 に補い合 っているのです。主 の計

画では，完全 な者 となるには二人，つ

まり男性 と女性が必要です。確かに夫

と妻はそ っくりな状態 に造 られている

わけではあ りませんが，互いに補い合

う能力 と特 質 を神 に よって授 け られ

た，驚嘆すべ き組み合わせです。

こうした異なった特質は，結婚 を通

じて一つ にな り，調和 して，夫 と妻，

子 供や孫 たち に とって祝福 とな りま
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す。人生最大の幸福 を得，生産性 を発

揮す るには，夫 と妻の両方が必要なの

です。二人の働 きは結 びつ き，補い合

ってい ます。各人は，主が男女の幸福

のため に定め られた役割 に最 も合 う，

それぞれの特質 を与 えられてい ます。

主が意 図されたとお りにこれ らの特質

を行使す るな ら，夫婦 は，一つ となっ

て考え，行動 し，喜びを得 るこ とで し

ょう。また，問題 に一緒 に直面 し，一

つ になって克服す るで しょう。愛 と理

解力 をもって成長し，神殿の儀式 を通

して結び合 わされた二人は永遠に一つ

となるでしょう。これがその計画です。

アダム とエバ の生涯 を研 究 す るな

ら，影響力 ある親 となるための道が見

いだせ るで しょう。アダムは地球の創

造 を助 けた ミカエルであ り，栄光に満

ちた，驚嘆すべ き人物 です。エバ もそ

れ に似つか わしい人物で，成熟 した，
はんりょ

力強い，有為な伴侶です。二人が木の

実 を食べ た後，主が彼 らに声をかけら

れました。彼 らの答 えは，男性 と女性

の異 なった特質を幾つか明らかに して

います。アダムに対 して主 はこう言 わ

れま した。 「食べ てはな らない…… と

命 じておいた木か ら，あなたは取って

食べたのか。」9アダムの反応 は，で き

るか ぎり自分が正 しい状態にあるよう

に見 られたいと願 う人間の特徴 を示 し

て い ます。 彼 の答 え は こうで した。

「あなたがわた しに与 えて くだ さって，

わた しとともにいるようにと命 じられ

た女が，その木 の実 をくれたので，わ

たしは食べ ま した。」1。次いで主 はエバ

に言 われ ま した。 「あ なた は何 とい う

こ とをしたのか。」11エバの反応 は，女

性の特徴 を示 していました。その答 え

は非常 に簡単 で，率直 で した。 「蛇が

わた しをだましたのです。それでわた

しは食べ ました。」12

後 に 「アダムは神 をたたえ，……地

のすべての氏族 について預言 し始めて
み な

言 った。『神 の御 名がたたえ られるよ

うに。 わた しの背 きのゆえに，わた し

の目は開かれた。わた しはこの世で喜

びを受け，再び肉体にあって神 にまみ

えるであろ う。』」13アダムは 自分の責

任 について考えてい ました。 自らの行
みこころ

いを主の御心と調和させ ようと努めて



いたのです。エバはこう言いました。

「一 背きがなかったならば，

一 決して子孫を持つことは
あがな

な く， また善悪 も，臆いの喜 びも，神

が拠 従順な者 に与えて くださる

永遠の命 も，決 して知 るこ とはなか っ

たでし ょう。」τ4エバの反応 は女性の特

徴 を示 してい ます。エバ の関心はすべ

ての人に及 び，すべての人が配慮 を受

けることを願っていました。 どちらの

反応が正 しい というもので はあ りませ

ん。二つの見方の違いは，男女 それぞ

れ に固有の特 質か ら生 じています。主

は，幸福，個 人の成長，発展 を目的 と

した御父の計画 を遂行す るために，こ

うした違いを活用するよう意図されま

した。二人が意見 を交 わす ことで，彼

らはよ り広い視野に立 った，さらに正

確 な真理 の理解に到達 しました。

二人 はともに働 きま した。15子 供 を

持 つ よ うにとい う戒 めに も従 い ま し

た。16時 には困難を生 じ，難 しい状況

に陥っても，二人は幸福の計画 を知 り，

それに従いました。次のような戒めを

受 けていま した。 「悔い改めて，いつ
み な

までも御子の御名 によって神に呼 び求

めなさい。」ワ

ニ人はその ようにしました。しか も，

子供 た ちに も幸福 の計画 を教 えま し

た。18二 人は協力 して問題の克服 に努

め19， 「神 に呼 び求 め るこ とをや め」

ませんで した。20

アダムとエバ は従順 だったので，聖

霊の導 きを受けました。あなたも夫ま

たは妻 として，救い主 の教えに従 うこ
たまもの

とで聖霊の賜物 を行使す るにふさわ し

い者 となって，人生 の指示 を受 けるこ

とがで きます。

神 の計画21や 真実 の幸福か らあなた

を引き離すためにサタンが用 いる巧妙

な方法 に注意 して ください。サ タンが

用い る非常 に効 果の 高い手段 の一つ

が，家庭 での妻 と母親の役割 を卑 しめ

ることです。 これは，夫婦の愛情 を深

め，子供 たちを理解 と平安，感謝 と支

援 の雰囲気の中で養育 しようとする神

の計画の根幹 をね らった攻撃です。現

代社会にはび こる暴力の多 くは，家庭

が弱 まった結果です。政府の対策や社

会 施策 では効果 的な矯正 は望め ない

し，学校や教会か らの最大限の働 きか

けも，家庭における愛情に満 ちた母親

や妻の優 しい世話 に，完全に取 って代

わることはで きませ ん。

今朝， ヒンクレー大管長は家庭 にお

け る母 親の大切 さについて語 りまし

た。そのメ ッセージをよく研究 して く

だ さい。主の導 きを受けた母親である

あなたは，配慮の行 き届 いた指導 とふ

さわしい模範 により，真理の糸を用い

て，子供 たちの人格 を織 り上 げます。

正直 という特質，神への信仰，義務感，

人を尊重す る気持 ち，親切， 自信，貢

献 し，学 び，与える望みを，あなたの

信頼 を寄せ る子供 たちの心 と思いの中

にはぐくむのです。 どんな託児所 もそ

れはで きません。それは母親の神聖な

権利であ り，特権です。

もちろん女性であるあなたが職場で

遺憾 な く力を発揮することもできるで

しょう。 しか しそれが神の授 けられた

才能 と女性の特質 を生かす最上の道で

しょうか。夫 であるあなたは，避け ら

れる ものな ら，家族 を養 うとい う神が

授け られた責任に対す る助 けを受ける

ために，妻に働 きに出るよう勧めない

で ください。預言者 の勧 告にある よう

に，主の助 けを受けなが ら，可能なか

ぎり，母親が家庭 にい られるように両方

の親が協力 しなければな りません。22

あ なたが家庭 にいれば，子供たちの 自

信 は深 まり，情緒的 な問題が起 きる可

能性 は減 るで しょう。 しかもあなたが

言 葉 と模 範 によって真理 を教 えるな

ら，子供 たちは自分が何者であ り，天

父の子供 として何 を得 られるのか理解

す るようにな ります。

わた しは， 自分が理想 を言 っている

のは分かっています。あなたは生活が

まだそうした理想の状況 に至 ってはい

ない と思 って，不安を覚 えるか もしれ

ませ ん。 しか しわた しは約 束 します。

あなたが従順 にイエス ・キ リス トを信

じる信仰 を保 ち続け，幸福 の計画全体

を理解するな ら，現時点の生活でたと

えその重要な部分が成就で きていな く

て も，主がふさわ しいと認められる時

機 に，それ らはあなたの もの とな りま

す。 また さらに約束 します。今の境遇

の中であなたは意義 ある成長 を遂 げ，
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幸福 になることがで きます。神の娘 ま

たは息子 として，計画の どの部分でも

あなたに実行で きる箇所 を実践 し，最

善を尽 くして ください。

妻または母親 にな りたいとい うあな

たの願いはこの地上で完全 には満た さ

れない可能性 もあ りますが，その祝福

を受 けるに値する信仰を もって従順に

歩むなら，主の時機 にかなってそれは

成就す るで しょう。23わ た したちの神

の計画24か ら迷い出て， この世の道へ

行 ってはな りませ ん。そこでは母親の

務 めは過小評価 され，女性 らしさは軽

視 され，妻や母親の天与の役割 は顧 み

られないでい ます。世の人 々は好 きな

ように させてお きましょう。あなたは

主の計画 に従って，真実 と永遠の達成

と完全 な幸福 を最大限に受けて くださ

い。ふさわ しい状態にあ りなが ら受 け

ていない約束された祝福は，この世か

次の世で，漏れなく与え られます。25

わ た しは力 ある神権指導者 と頻繁 に

面接 を します。彼 らは奥 さんの話に及
はんりょ

ぶ と，伴侶への深い愛情 と明白な感謝

の気持 ちを示 します。涙を浮かべ るこ

とも， しば しばです。彼 らはこう言い

ます。「彼女 はわた しよ りももっと霊

性 が高 く，清 く，献身的です。」「彼女

のおかげで もっと善い人問になろうと



い う気持ちがわいてきます。」 「彼女は

わた しの人生の支えです。」「彼女 なし

では務め を果たせ ませ んで した。」真

実の気持ちを表現す るわた したち男性

の能力のつたなさで，女性 である皆 さ

んが どれ くらい尊 く，必要 とされ，愛

されてい るかを判断 しない で くだ ざ

い。あなたは自分 をささげて報い を顧

みない女性の天与の特質 によって，自

分の尊さを過小評価 しているのです。

わた しはへ りくだって天父に，その

娘たちのことを感謝 します。女性たち

はこの不確実な環境の中で生活す るた

めに喜んで地上に来て くれ ました。た

いていの男性は，女性が直面 しなけれ

ばならない不確 かな状況 を処理できな

いかもしれません。女性 は社会的な慣

習のせいで結婚の申し込みを受ける立

場にあ ります。夫 の転勤や召 しのため

に，任地 まで一緒 について行かな けれ

ばな りません。女性の環境や近隣 との

お付 き合 いは，貧 しさや裕福 さも含め，

夫の扶養能力 によって決まってしまい

ます。子供を出産する度に 自分の命 を
み て

主 に御手 にゆだねています。夫はその

ような犠牲を払い ませ ん。子供 を養育

し夫の世話 をす るとい う祝福 の問に，

度々， 日常の雑事 も多 くこなさなけれ

ばなりません。しかし女性の皆 さんは，

自分が女性であるという理由で， これ

らすべてを喜んで行って くれます。一

般的に女性 は，自分が どれほ ど真実す

ば らしく，多 くのことをこなし，いか

に深い感謝 と愛を受け，どんなに必要

とされているかを知 りません。 とい う

の もほとんどの男性は，求め られてい
かんぺき

るほど完壁 にまた頻繁にそれを伝 えて

いないからです。

どうすれば，地上 の経験 を通 して，

最：も大 きな幸福 と祝福 を受 けることが

で きるでしょうか。

●聖文 を研究 し，その内容 について

深 く考 え，それ らを理解で きるように

祈 って，偉大 な幸福の計画に含 まれる

教義上の基礎 を学んで ください。大管

長会 と十二使徒会が発表 した家族に関

する宣言26を 入念に研究 して，活用 し

て ください。それは神 の霊感による も

のだかちです。

○現在 と過去 との預言者の声 に耳を

傾けて ください。彼 らの宣言は霊感 を

受けています。あなたの置かれている

具体的 な境遇の中でそれを応用 し，祈

るこ とにより，その勧告が真実である

ことを心 と思いで知 るで しょう。自分

の選択 に対 して主の確認 を求め，それ

に伴 う責任 を引 き受けて ください。

●聖霊の ささや きとして与 えられる

内面の感覚に従 って くだ さい。 このよ

うな感覚は，義にかなった思い，行い，
みこころ

主の御心 を求め，それに従って生 きよ

うとす る決意か ら生まれます。

●必要なときには親や神権指導者か

ら，助言 と導 きを求めます。

あ る優れた母親 は次のように記 して

います。 「開拓者の女性たちは……当

時の課題 に どう対 処 したので しょう

か。彼女たちは預言者たちの声 に互 を.

幽 ，預言者 に従盛L.た 。預言者が

神 の御心を語 っているのを知2血 た

埋 。彼女たちはその信仰 と従順

によって課題 と取 り組み，大 きな祝福

を刈 り取 りました。彼女たちが最初 に

望んだのは，安全 でも，快適 な家 でも，

安楽な生活でもあ りませんでした。 …

…大切 な夫 と子供たちのためなら，ど

んな犠牲 も彼女たちの前には物の数で

はあ りませんでした。」27

女性であることが どん なものである

か，明 らかにわたしには分か りませ ん

が， このことははっ きりと知 っていま

す。すなわち，思いの丈 を尽 くして人

を愛することです。わたしが絶 えずあ

ふれ るばか りに主 に感謝 してい るの

は，主の大切な一人の娘か ら，途切 れ

ることな く子供 たちに，そ してわた し

自身 にも豊：かに注がれる祝福 です。わ

た したち二人で見いだ した幸せが，あ

なたに も訪 れるように願 ってい ます。

あなた個 人が地上で厳密 に御父の計画

に従 えば，それだけあなたの幸福 も達

成感 も進歩 も大 きなものにな り，神が

従順 な人々に約束された報い を受 ける

資格 も増すでしょう。救 い主が生 きて

お られ，皆 さんを愛 してい らっしゃる
あかし

ことを証いた します。イエス ・キ リス
み な

トの 御 名 に よ り， ア ー メ ン 。
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「栄光にあずかる者」

中央扶助協会会長

イ レイン ・L・ ジャッウ

神権の祝福を受けるとぎ，わた した ちば神のカと恵みにあずか っzrω

るの ざす。
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パ
ラグアイの平原に ミス トラーと

いう小 さな村があ ります。 ピル

コマヨ川に近い広 々とした荒野の中に

あるこの小 さな農村 に，教会の支部が

あ ります。1987年6月 ，アンデス 山脈

の雪が解 け，作物 の水 源である川が村

を破壊 しま した。川 の堤 防が1度 なら

ず2度 も切れ，聖徒 たちは2度 ，非難 し

なければな りませ んで した。彼 らはす

べて を失 いました。教会堂や家，庭や

垣根 も。1か 月間， ひざまであ る水 を

か き分けて歩 き，ただ生 きているのが

精いっぱいで した。

この苦境を聞いた地域会長会 は救援

物資を送 り，七十人定員会のテッ ド ・

E・ ブルーアー トン長老が救援隊 を率

いて，2日 間の過酷 な旅 に出ました。

村 に到着 した一行は，女性 や子供た

ちか ら温か く迎 えられました。 ほとん

どの男性 は狩 りや漁に出かけていたか

らです。いてつ くような冬の寒 さをし

の ぐための食糧 も衣服 もほとん どあ り

ませ んで した。生 き残った家畜は，3

頭 の羊 と数羽 の鶏 ，1頭 のや ぎ，やせ
あし

た犬 だけで した。葦 と木の枝で作 った

家 は，夜 の寒 さか ら人々を守 るこ とは

できませんでした。

状 況 は きわめ て厳 しい もので した

が，村 人たちの顔 にはほほえみがあ り

ました。彼 らの心に満 ちている平安は，

悲惨 な状況とは対照的なものでした。

このような苦境の中で， どのように

して明るい気持 ちを保 っていたので し

ょうか。その答 えは，ブルーアー トン

長老が若い支部長 に 「会員の中に病気

の人はいませ んか」 と尋ねた ときに分

か りました。

若い神権指導者は，ちょっ と考えて

か ら言い ました。「いない と思 います

が，ほかの兄弟たちに聞いてみ ましょ

う。」数分 後，支 部長 は答 え ました。

「ここにはメルキゼ デク神権者が39人

います。わた したちがみんなを見守 り，

祝福 してい ます。」

その晩，支部の集会で一人の姉妹が

ささげた祈 りを，ブルーアー トン長老

は決 して忘れないで しょう。 「天のお

父様，わた したちは美 しい教会堂 を失

いま した。服 も家 もあ りません。……

建物 を建 てる資材 もあ りません。濁っ

た川の水 を飲みに，10キ ロも歩かなく

てはな りません。バケツさえないので

す。 で もわた したちは健康 と幸福 に，

また教会員であることに感謝 してい ま

す。天のお父様 ，わた したちはどの よ

うな状況 にあっても，バ プテスマ を受

けた ときに交わ した聖約 を誠実に，堅

固に，忠実に守 ることを知っていてい

ただ きたいのです。」(ハ イジ ・S・ ス
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ウィントン，Honeer5ρ1rf亡 『開拓者精

神』pp.8-ll参 照)

すべてが流 されて も， ミス トラーの

聖徒 たちは，神権の力 とその霊的な祝

福か ら片時 も離れませんで した(教 義

と聖約107： 参照)。 扶助協会の姉妹が

自分 に残 された ものについて主に感謝

の祈 りををささげる姿が 目に浮かんで

きます。残 された ものはほとん どあ り

ませ んで した。バケツさえもないので

す。しかし，聖約 を交 わしていること，

教会員であること，そ してキ リス トの

ために献身す ることは失われていませ

んで した。彼 らは 「栄光にあずかる者」

となるよ う祝福 されたのです。『教義

と聖約』には，この ように書かれてい

ます。「あなたはわたしの永遠の聖約，

す なわち，人の子 らの もとに送 り出さ

れたわた しの完全 な福音 を受け入れて

いるので，幸いである。それは……人

の子 らが……終 わ りの時 に明 らかにさ

れる栄光 にあずかる者 とされるためで

ある。」(教 義 と聖約66：2)

すべ ての教会員の生活の中に神権の

力が働 いていることについて，わたし
あかし

は強い証 を持 ってい ます。『教義 と聖

約』には，メルキゼデク神権 は 「教会
かぎ

の すべ て の霊 的 な祝 福 の鍵 を持 つ」

(教義 と聖約107：18)と も書かれてい

ます。 それは，わた したちの生活を祝

福 してこの世での経験 を永遠へ と結び

つける，地上 における神の力であ り権

能です。神権の祝福 を受けるとき，わ

た したちは神の力 と恵みにあずかって

いるのです。

ジ ョセブ ・ブイールデ ィング ・ス ミ

ス大管 長は次のよ うに述べ ています。

「神権 は二つ の目的をもってわた した

ちに与 え られている。第1は ，わた し

たちが昇栄 を得 るためであ り，第2は ，

ほかの人々 も同様の祝福 を得 られるよ

うに助 け る器 とな る こ とで あ る。」

(『完成への道』p.171)

神 の業 には秩序が あ ります。154年

前 ，扶助協会の最初の集会で，預言者

ジ ョセ ブ ・ス ミスは姉妹 たちに，人々

を救 う助 け手になるという責任 を与 え

ました(ReliefSocietyminutes「 扶 助

協会議事録」1842年6月9日 ，教会歴史

部記録保管課参照)。 わた したちの 目

「



的は今 も変わっていません。姉妹 たち

が神権 の権能 の下で組織 され た こと

は，わたしにとって重要な意味があ り

ます。わた したちは神権 を支持 し，神

権の力 によって支え られています。教

会の姉妹たちは， ミス トラーの姉妹 の

ように，神権 の霊的な祝福 に十分あず

か る者 となる機会 を大切 にす るの で

す。

わた したち一人一人はこれ らの祝福

を受 けることに より，永遠に進歩す る

ための導 きと祝福 を受けます。儀式 と
たまもの

聖約，結び固め，聖霊の賜物は，昇栄

するために不可欠です。そのほかにも，

個人的に受ける神権の祝福がた くさん

あ ります。神権の祝福はわたしたちに

導 きをもた らし，正 しい物 の見方を示

し，勇気 と霊感 を与 え，献 身を促 して

くれ ます。わたしたちは皆， これ らの

霊 的な祝福 にあずかることがで きるの

です。

バ プテスマは，わた したち一人一人

に永遠の命へ通 じる門を開いて くれる

重要な神権の儀式です。わたしたちは

その土台の上に多 くの祝福 を積み上げ

てい きます。なぜな ら，バプテスマを

受けるとき，イエス ・キ リス トに従い，

主の福音 を実践す るというわた したち

の責任 が始 まるか らです。そ して，毎
せいさん

週聖餐 にあずか るとき，「いつ も御子

を覚 えてい る」(教 義 と聖約20.79)

こ とを思い起 こす のです。 この視覚に

訴えて大切 なことを思い出させ て くれ

る聖餐 は，何 とすばらしい祝福 でしょ

うか。

わた したちは確認 を受けるとき，天

が開かれ，聖霊の賜物 を受 けます。 こ
み たま

の御霊 により， また御霊を通 して，神

権の祝福 がわた したちの生活 に注 がれ

ます。聖霊 はわた したち を導 き， とも

にいて平安を与え，真理 について，ま
あかし

たイエス ・キ リス トについて証 され，

これ らの霊的な祝福 がわた したちの生

活 を導いて くれます。そして，わた し

たちの周 りの人々の生活 も御霊 にかか

わる事柄 において豊かにな ります。祝

福 は分かち合 うにつれて広がるか らで

す。

わた しは 自分 の頭 の上 に手が置 か

れ，個人的な神権の祝福 を受けるとき，

救 い主の愛 に包 まれるのを感 じます。

その祝福 を施 してい る兄 弟 は， 主の
み な

御 名 に よっ て儀 式 を行 って いるので

す。 ミス トラーで も，39人 のメルキゼ

デク神権者が人々を祝福 するために神

権を行使 しました。
いや

子供の とき，わた しは癒 しの祝福 を
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受けました。それは神権の力 と両親の

信仰 によるものだと思います。それか

ら数年後にわた しの頭に置かれた祖父

の手の重みは，今で もはっき りと覚 え

ています。祝福 師だった祖父は，わた

しの人生の指針 とな り，忠実であるな

らば受け られる約束 となる祝福 を与 え

て くれました。
あんしゅ

わた しは按手任命 を受けた後，自分

が召 しに対 して明らかに異 なった態度

をとることに気がつ きま した。ある召

しを受けたときには，ただただ驚 くば

か りで，なぜ 自分が召 されたのか， どデ

うした らよいのか，だれに助けを借 り

たらよいのか分 か りませ んで した。わ

たしは，大管長会か ら中央扶助協会会

長会の役員 として，副会長の姉妹 とと

もに按手任命された ときに感 じた平安

を，今 でも思い出します。その儀式は

型 どお りに行われ ましたが，温 かい も

ので した。わた しは名前 を呼ばれ，静

か に心 を集中 しました。そ して，個 人

的 な導 きと知恵 にあふれる勧告 を頂 き

ました。

主人のジ ョーが監督 に召 されたとき

も，また長男 のデイブが湾岸戦争へ出

て行 く前 に主人か ら祝福 を受けたとき

も，同 じ温かい気持 ちを感 じました。

そ して今度は息子が妻 と生 まれたばか

りの娘 を祝福 した ときにも，同 じ気持

ちを感 じたのです。そのおかげで，恐

ろしい戦争の問も平安 な気持 ちでいる

ことがで きました。

今朝 わた しは， この話の準備 を完 了

す るために，主人に特別 な祝福 をして

もらい ました。「わた しの平安 をあな

たがた に与える」(ヨ ハネ14：27)と
み こと ば

い う主の御言葉 に対 してわた しが感 じ

た気持 ちは，とて も言 い表すことはで

きません。
たまもの

霊的な賜物 は，力強い神権 の祝福 で

す。わたしたちが天の力 を受けてそれ

らを伸 ばす とき，わたしたちの能力 は

増 し加 えられます。わたしにとって価

値ある賜物の一つは，識別の賜物です。

主 は井戸の所で女に話 しかけた とき，

「永 遠の命 に至 る水」 を与 えよ うと言

われま した。主は，彼女の必要 を識別

されたのです。女は 「あなたの夫を呼

びに行 って， ここに連れて きな さい」

とい う主の言葉 に驚 き，答え ました。

「わた しには夫はあ りませ ん。」イエス

は 「もっともだ」 と言 われま した。そ

こで女 は言い ました。「主 よ，わた し

はあなたを預言者 と見 ます。」(ヨ ハ ネ

4：14-19参 照)

多 くの女性 は識別の賜物 を持 ってい

ます。 自分が経験 した以上のことを知

って理解する力に しばしば恵 まれ，毎

月家庭訪問をす るときや，監督の指示

の下に人々の必要を判 断する ときに，

この力を行使 します。また子供 を育て，

福音 を教えるときにも使います。主の
み たま

御霊 を通 して与え られた神 の力によっ

て，「無 くてならぬ もの」(ル カ10：42)

を見 分けるのです。家庭で行 う義にか

なった業ほ ど大切 なものはほかにあ り

ません。

識別の力 は，現代 にな くてはな らな

い ものです。 ボイ ド ・K・ パ ッカー長

老 はこの ように述べ ています。 「世の

中の風潮を見て，それが どんなに流行

してい ようと，軽薄 なものを見分 ける

こ とので きる，識別の賜物 を持った女

性が必要ですσ」(Eロsfgη 『エンサイン』

1978年11月 号 ，p.8)こ れ こそ まさに，

わた したちが必 要 としてい る もので

す。

神権の祝福 を受 けるのに，神殿 ほど

ふ さわ しい場所 はほか にあ りませ ん。

わたしたちはこの聖なる宮で，個人の

エ ンダウメン トを受け，家族 として永

遠 に結び固め られます。神権の権能に

よ り，神殿で交わす聖約 は永遠に続 く

もの とな ります。夫婦 は聖約 を守 り，

神殿の祝福 を分かち合 うとき，昇栄の

賜物に よって互いの きずなを深 めるの

です。 さらに神殿 に参入す るとき，わ

た したちは 「現在の ことをあ りのまま

に示 し，未来のこともまた，あ りの ま

まに述べ られる」(『モルモ ン書』ヤ コ

ブ4：13)と い う祝福 にあずか るので

す。

ガーナ のある扶助協会会長は，神殿

のすば らしさをよ く理解 してい ま し

た。ワー ドの訪問者に話 しなが ら，ハ

ン ドバ ッグか ら小 さく畳んだ紙 を取 り
けいけん

出して，敬度な態度でこう言いました。

「わた しは神殿 推薦状 を持 っているん

です よ。」 ロン ドンか ヨハネスブルク
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の神殿 に参入 できる日は，まだ何年 も

先の ことか もしれ ませ ん。でも，それ

は彼女のふ さわしさと意思を示す もの

なのです。主 はそれ以上のことをお求

めになるで しょうか。(ド ン ・L・ シー

ル 「信仰あふれ るガーナの人々」 『聖

徒の道』1996年10月 号 ，p.38参 照)

この総大会 でわた したちは，神 の神

権を持つ預言者，聖見者，啓示者，そ

して中央幹部 の方々か ら教えを受けま

した。そのメ ッセージはすべ ての教会

員に向けられたものです。聞 く耳を持

つ人は(マ タイ11：15参 照)， 「わたし
しもべ

自身の声 によろうと，わた しの僕 たち

の声 によろうと，それは同 じである」

(教義 と聖約1：38)と い う主の御言葉

を理解す ることができるでしょう。

この教 会が神 の預言者 ゴー ドン ・

B・ ヒンク レー大管長 によって導かれ
あかし

ていることを証 します。教会全体や各

地の教会の管理には，神権 の祝福がは

っ きりと見 られ ます。 なぜ なら，この

教会 は末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

であ り，主が教会を導いてお られるか

らです。主はこのように言われました。

「シオ ンについて心に慰め を得 なさい。

すべ ての肉なるものはわた しの手 の内

にあるからである。安 らかにしていて，

わた しが神であることを知 りなさい。」

(教義と聖約101：16)

ミス トラーの聖徒 たちは神 を知 り，

福音 の証 を持 っていま した。 そ して，

教義 と聖約第84章 に書かれている，神

権 の力に よって もたらされる多 くの霊

的祝福 にあずかっていました。

「主は言 う。この神権 を受けるすべ

ての者は，わた しを受け入れ るのであ

る。

わた しの僕 たちを受 け入 れる者 は，

わた しを受け入れるか らである。

また，わた しを受 け入れる者は，わ

たしの父 を受 け入れ る。

そ して，わた しの父を受 け入れる者

は，わた しの父の王国を受 けるのであ

る。」(教 義 と聖約84：35-38)・

わた したちが皆，御父の王国の 「栄

光 にあず かる者」 となれます ように。

わた しの救い主，イエス ・キ リス トの
み な

御名によ り申し上げ ます。アーメン。

＼



み こ え

主の御声に耳を傾ける

七十人

フランシスコ ・J・ ビーナス

けんそん

入々力顎 言者の言葉 に耳を傾け，謙遜なのと素直な信仰によ り受1ナ入

れるとぎ，主から祝福を受けます。

日 近わた しは，人生において，す

取 べての人が主の鯖 に耳を傾け

ることの重要性 につ いて思い巡 らして

いました。特 にその声が，聖霊の導 き
しもぺ

を受けた主の僕 を通 して与 えられる と

きです。

こうして午後の部会 に出席で きるこ

とそのものが祝福です。わた しはその

祝福を両親に感謝 しなければな りませ

ん。両親 は，何年 も前 に宣教師の訪 問

を受け，初めて主の僕 を通 して語 られ

る主の御声 を聞き，その御声 に従いま

した。その経験 は，両親の人生の進路

を変え，さらに子供 たちや孫 たちの人

生にも大 きな影響を与 えたのです。

わた しはウル グアイの教会で育ち，
く み わざ

南アメリカの国々で この奇 しき御業 の
ま

発展 を目の当た りにしてきました。熱
けんそん

心で謙遜に主の御声に聞き従 うことに

より人々の生活 にもた らされる祝福 を

注意深 く観察 してきました。わたしが

スペ インに戻 って生活 してか らも同 じ

祝福 を見てきました。人 々が熱心に主

の僕の声 に耳 を傾 け，強い信仰 をもっ

て戒めに従 うときに生 じる生活の変化

を見て きたのです。パ ウロはローマ人

へ の 手紙 の 中で こ う述 べ てい ます 。

「したが って，信仰 は聞 くことに よる

のであ り，聞 くことはキ リス トの言葉

か ら来るのである。」(ロ ーマ10：17)

古 代 のイス ラエルの民 に与え られた
こんにち

次 の約束は，今 日のわた したちにも当

てはまります。

「もしあなたが，あなたの神 ，主の

声 によく聞 き従い，わたしが，きょう，

命 じるすべ ての戒め を守 り行 うな ら

ば，あなたの神，主 はあなたを地 のも

ろ もろの国民の上に立たせ られるであ

ろ う。

もし，あなたがあなたの神，主の声

に聞き従 うならば，この もろもろの祝

福 はあなたに臨み，あ なたに及ぶであ

ろ う。」(申 命28：1-2).，
み こと ば

主の御言葉 によく注意 して耳を傾 け

るようにという勧告 は， どの福音 の神

権時代 においても繰 り・返されて きま し
の

た。救い主が地上で福音を宣べ伝 え ら

れた とき，「耳のあ る者は聞 くが よい」

と何度 も言われました(マ タイ11：15。

マ タイ13：9，43;マ ル コ4：23;ル カ

8：8;14：35も 参 照)。 また，「わた し

の言葉 を聞いて，わた しをつかわされ

たかたを信 じる者は，永遠の命 を受 け」

るとも教えられました。(ヨハネ5：24)

主 が 『教義 と聖約』 に与えられたは

しが きは第1章 として知 られています

が，このような書 き出 しで始 まってい

ます。 「聴 きな さい，おお，わた しの

教会の人々よ。高い所 に住み，その 目
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がすべての人のうえにある者 の声は言

う。 まことにわたしは言 う。遠 くの民

よ，聴 きなさい。海の島々にいる者 よ，

ともに耳 を傾けなさい。」(教 義 と聖約

1：1)

ベ ニ ヤ ミン王 は，次の言葉で力強い
き よ う

説教 を始 めま した。「今 日わた しが語
はらから

る言葉を聞 くことので きる同胞 よ，わ

たしがあなたがたにここに来るように

命 じたのは， これか らわたしが語 る言

葉 を軽ん じさせ るためではない。わた

しの言葉 を聴かせ るためである。、だか

ら，耳を開いて聞き，胸 を開いて理解

し， また心 を開いて，神 の奥義があな

たがたの心に明 らか にされるようにし

なさい。」(モ ーサヤ2：9)

この 「耳 を開い て聞 き 〔な さい〕」

とい う勧告 をすべ ての人が受け入れる

わけではあ りませ ん。喜 んで注意深 く

耳を傾け主の御言葉 に従順 に従 う人が

いる一方で，中には耳 をふさいで聞こ

うとも従おうともしない人 もいるよう

です。 また最初 は耳を傾 けま.せんが，

後になってや っと聞き入れて従順 にな

る人 もい ます。 これらの人は皆，主の

御声 を聞 くときの態度 によって，人生

にある結果を招 きます。そ して多 くの

場合，それが彼 らの永遠の行 く末を左

右す るのです。

耳 をふ さいで しまう人々の例が，サ

ムエル記 上第15章 に記 されてい ます。

イスラエルの王 として油注がれたサウ

ロは，主の預言者の警告 と勧告 をない

が しろにし，自分の過 ちを正 当化 しよ

うとしました。預言者サムエルはサウ

ロをた しなめ，「従 うこ とは犠牲 にま

さり，聞 くことは雄羊の脂肪にまさる」

と教 えました。 さらに彼は，「あなた

が主のことばを捨てたので，主 もまた

あなたを捨てて，王の位か ら退け られ

た」 と，サウロの行 いか ら生 じた結果

を示 したのです(サ ムエル上15：22-

23)。 このサ ウロの例か ら，高慢 が主

の御声 に耳を傾け る際に大 きな障害に

なることが分か ります。

列王記下第5章 には，ス リヤ軍 の長

ナアマンの物語があ ります。彼 は，自
いや

分の らい病を癒 して くれるよう預言者

エ リシャに助 けを求めました。預言者

はナアマ ンに使者 を遣わしてこう伝 え



ま した。 「あなたはヨル ダンへ行 って

七たび身を洗 いなさい。 そうす れば，

あなたの肉はもとにかえって清 くなる

で しょう。」(列 王下5：10)こ の 答え

はナ アマ ンの期待 と異 なってい たた

め，ナアマンは怒 って出て行 きました。
しもべ

しか し預言者の指示に従 うよう僕たち

に説得されたおかげで，やっ と 「下っ

て行 って，神 の人の言葉の ように七た

びヨルダンに身を浸す と，その肉が も

とにか えって幼 な子 の 肉の ようにな

り，清 くなった」 のです(同5：14)。

このナアマ ンの経験 か ら，預言者の言

葉は，往 々に してわた したちの期待や

考え方と異なることが分か ります。ま

たわた したちは，時 として預言者のほ
み こえ

かに，主の御声に耳を傾けるように説

得 して くれる人 を必要 としているよう

です。

列王記上第17章 には，干ばつに より
き きん

大飢謹 となった ときにザ レパ テに住 ん
けんそん

でいた謙遜 なや もめの話が載 っていま

す。 この謙遜 なや もめには， 自分 と自

分の息子のための一握 りの粉 と少 しの

油 しかあ りませんでした。それで最後

の食事を作 って食べ，その後死ぬつ も

りでいたのです。預言者 エリヤは， ま

ず最初に何か食べ物 をくれるように彼

女 に言い， もしそうするなら，雨が再

び降 るまで粉 と油 は絶えることが ない

と約束 しました。

「彼女 は行って，エ リヤが言ったと

お りに した。彼女 と彼 および彼女の家

族 は久 しく食べ た。主がエ リヤによっ

て言われた言葉 のように，かめの粉は

尽 きず， びんの油 は絶 え なか った。」

(列王上17：15-16)

この ように，人々が預言者 の言葉に

耳 を傾 け，謙遜 な心 と素直な信仰でそ

れ を受 け入れるとき，主か らどの よう

に祝福を受 けるかが分か ります。

要す るに，主の僕の声 に耳 を傾け，

聖文を研究 し，聖霊 の導 きに従 うこと

によ り主 の御声 を聞 くこ とが で きま

す。 また主の御声 を聞 くだけでな く，

それに従 う人を主は，「わた しの選民」

と呼ばれ，「わた しの選民 はわた しの

声 を聴 き，その心をかた くなにしない

か らである」 と言ってお られ ます(教

義 と聖約29：7)。

主 の御声 に耳 を傾 ける能力 は高めら

れ，進んでそれ に従 う態度は向上でき

ます。主の御声 をはっきりと聞 き分 け

るこ とができるようにな ります。わた

しはそ う信 じています。教義 と聖約第

136章32節 に は，そのための指針が書

かれています。 「知識の ない者 は，そ

の 目が開かれて見 えるように，また耳

が開かれて聞けるようになるため に，

へ りくだって主なる神 に呼び求めるこ

とに よって知恵 を得 なさい。」 謙遜 な

心 と祈 りにより，命の言葉に注意 して

耳 を傾ける能力 を改善 し，高めること

がで き，わた したちとその家族が祝福

を受けるようにな ります。

この大会 は，主の御声 に耳 を傾 け，

与 え られた勧告に従い，受 けた教 えを

心 に留めるすば らしい機会です。わた

しは，永遠の父なる神が生きておられ，

イエス ・キリス トも実に生 きてお られ
あがな

て，わた したちの救い主，蹟い主であ

られることを知ってい ます。またゴー

ドン ・B・ ヒンク レー大管長が主の預

言者であ り，この教会が真実の教会で

あるこ とを知 ってい ます。『モルモ ン

書』が真実であ り，預言者 ジョセブ ・

ス ミスが神か ら聖任 された人であるこ
あかし

とを証 します。これ らをイエス ・キリ
み な

ス トの御名により証 します。アーメン。

ソル トレーク ・シティーのテンプルスクウェア北訪問者センターにあるクリスタス像。
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「幼い子供たちを

見なさい」

七十人

ウィリアム ・ロルフ ・カー

すべ τ神仁徒 う，カある男 倥と女 控……ば度 々孤独を昧わω，独りの

まま放 っτおかれま した。わた した ちも時と しτ，蔵億 ある世の{カざ

独りざ立 ち向かわなければな りません。

▼ の奉仕 の召 しを受 ける に当た

Lり ， これまでわた しに影響 を与

えた多 くの教師に，指導者，友人の皆

さんに感謝 を申 し上 げたい と思 い ま

す。この召 しを受 け，わた しは善い両

親に対 し，すば らしい妻 と家族に対 し，

またテキサス州ダラス伝道部で一緒 に

働いた驚嘆すべ き忠実 な宣教師たちに

対 して，これまで以上 に愛 と感謝の念

を覚えています。同 じことは，救 い主

の生涯 と教 えに対 して も言 えます。 わ

たしたちはそこか ら自分の生活 を治 め

る原則 を学びました。

イエス ・キリス トは十字架 にかけ ら

れて復活 した後，古代 アメ リカの義 に

なか った住民 を訪れて，彼 らを教 え，

祝福 され ました。『モルモ ン書』 はこ

の栄えある出来事 を記録 し，イエス ・

キリス トの神性 と復 活の事実に対する
あかし

もう一つの証になっています。救い主

はこれ らの忠実 な民を教 え，祝福 され

たとき，幼い子供たちを御 自分 のもと

に連れて来て，周 りに集 めるように言

われ ました。主はひざまず き，書 き記

すことのできない大いなる驚 くべ き言

葉で祈 られました。それは人々の心 を

想像で きないほ どの喜びで満た しまし

た。聖なる記録 はイエス.が群衆にこう

告げたと記 しています。

「『あ なたがた は信仰 が あるので，

幸 いである。見よ，わた しの喜びは満

ちている』 と言われた。
み こと ば

そして，イエスはこれ らの御言葉 を

語ると，涙 を流された。群衆 はそのこ

とを証 した。 また，イエスは幼い子供

たちを一人一人抱 いて祝福 し，彼 らの

ために御父に祈 られた。

そ して，イエスはこれを終 える と，

また涙を流 された。

また ， イエス は群 衆 に向 か って ，

『あなたが たの幼 い子供 たちを見 なさ

い』 と言 われた。」(3ニ ー ファイ17：

20-23)

救 い主が群衆に向けて幼 い子供 たち

を見なさい と言われたとき，主は幼い

子供 たち全体 を指 して言われたので し

ょうか。そ れ とも主 は，英文 にあ る

"1ittl
eone"す な わちわたしたち個 々

人の本質 と大切 さに，民 と，わた した

ちの注意 を向け られたので しょうか。

わた しはこう考 えます。救い主は模範
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によって，個 々の子供たちに示 さなけ

ればならない一人一人に合わせ た優 し

さにつ いて教 え られたのです。子供 た

ちとは，天父の子供たち を指 します。

すなわち愛すべ き幼児か ら道を外れた
か ふ

10代 の若者であ り，悲嘆に暮れた寡婦，

またはすべてにおいて心 を満たされた

女性でもあ り得 ます。皆 さん 自身の息

子や娘 ，夫や妻 でもあ ります。皆一個

の人間です。皆天来の可能性を備 えて

い ます。そ して皆，愛 と優 しさと一人

一人に合わせた配慮の下 に
，霊 的な養

いを受け，物質的な世話 を必要 として

います。

預言者 リーハ イは強情 な息子 たち，

レーマ ンとレムエルに聖文 にあるよう

に 「優iしい親の情 を込めて」諭 しまし

た(1ニ ーフ ァイ8：37)。 これが救い

主の方法です。家庭で も教会で もこの

方法 を取 り入れる必要があ ります。モ

ロナイも，バプテスマ を受 けて教会 に

入 った人々について触れた とき，これ

を言 お うとしていま した。 「人 々は…

…キ リス トの教 会の民 の中 に数え ら

れ，その名が記録された。それは，彼

らが覚え られ，神 の善い言葉で養われ

・…るためであ る」 とあ ります(モ ロ

ナイ6：4)。 覚 え られ養 われたの は，

一人一人であ り
， どの名前 もおろそか

にされませんで した。

救 い主はこの原則 を，失われた羊 の

た とえの中で教 えられました。羊飼 い

が99匹 の羊を残 して，迷い出た羊が見

つかるまで捜 した ように，わたしたち

も道を見失った人を求めて，見つかる

まで捜 し続ける必要があ ります。たと

え見つかって も，彼 らを無事 に喜びな

が ら家 に連れ帰 るまで，わた したちの

務めは終わってい ませ ん。それがイエ

ス ・キリス トの福音 の目的であ り，教

会のすべてのプログラムと活動の 目的

で もなければ な りません。すなわち，

天の御父の子供 たちを神の王国に連れ

て行 き，そこにとどまれ るようにする

ことです。

救 い主は個人の大切 さを教 えられる

と同時に，個人の持 つ力 について も教

えて くださいました。御 自身だけが持
あがな

っ，救 い主，順 い主，裁 き主 としての

力 をわたしたちに示 されました。主は



ゲツセマネで一人になられ，あの大い
あがな み わざ

なる順いの御業の中で御 自身を聖なる

ささげ物 として ささげられま した。そ

れは主が 自らの意思 によってゴル ゴタ

の丘で結び固め られた犠牲 です。主 は

孤独 を感 じて，次のような痛 ましい声

を上げ られました。 「わが神 ，わが神，

どうしてわた しをお見捨 てになったの

ですか。」(マ タイ27：46)こ れ は，御
あい し

父はその愛子から決して遠 く離れては
しょくざい

おられなかったものの，無限の蹟 罪は

独力で達成 される必要があったこ とを

教 えています。たった独 りの御方，す

なわち神 の独 り子 によって成 し遂 げら

れました。

一人の人の力 の実例は聖典の至 る所

に見 られ，次のような人 々の影響力を

見れば明 らかです。アブラハム， ヨセ

ブ，モーセ，ペテロとパ ウロ，ニーフ

ァイ，アビナダイ，アルマ，アンモ ン，

モルモンとモロナイな どがいます。ま

た，サラ，リベ カ，エステル，ハ ンナ，

サ ライア，マ リヤなど， ほかにもた く

さんいます。ジ ョセブ とエマ もそ うで

す。 これ らの人々 はすべて神 に従 う，

力ある男性 と女性です。彼 らは度々孤

独を味わい，独 りのまま放っておかれ

ました。わた したち も時 として，敵意

ある世の中で独 りで立 ち向かわなけれ
しもべ

ばな りません。 しか し勇敢な主の僕 た

ちがまった く独 りで放 ってはおかれな

かったように，わた したちに も，主と

ともにあ り，聖霊が ともにいて くださ

るふ さわ しさがあれば，同 じことが言

えます。主は忠実な僕たちに次の よう

な約 束を与 え られ ました。「わた しは

あなたがたに先立って行 こう。わたし

はあなたがたの右 にお り，また左 にい
み たま

る。 わた しの御霊 はあなたが たの心 の

中にある。 また，わたしの天使たちは

あなたがたの周囲にいて，あ なたがた

を支 えるであろ う。」(教 義 と聖約84：

88)わ た したちは独 りか もしれませ ん

が，完全に独 りになる必要 はあ りませ

ん。

一人の人が持てる力 と影響力は計 り

知れ ません。サラ ・アン ・ミークス と

いう一人の姉妹が彼女に とっては支 え

切 れ ない と思 われる犠牲 を払 ったの

は，ほぼ150年 前 ，遠 く離れた イギ リ

スの地で， 自宅 の戸口に独 りで立 った

ときで した。父親は，彼女の所持品を

入れた包み をそこで渡 し， こう言い ま

した。 「あの教会 に入 るのな ら， もう

二度 とこの家に足 を踏み入れてはな ら

ない。」残念 なが ら，彼女 が家族 と顔

を合わせたのはこれが最後で した。彼

女 は独 りになってしまったのでしょう

か。その とお り，まった くの独 りです。

彼女はその悲 しい信 じられないような

拒絶の前 に，考 えを変 えることもで き

た はず です。 しか し彼女は，主 を愛 し

ていま した。御霊に触れ，イエス ・キ

リス トの福音が完全な形で地上 に回復

されたことを知 ったのです。彼女はメ

ッセージが真実であるとい う証人にな

る必要があることを知 りました。彼女

は道が開けると知っていました。

この信仰篤い一人の女性 から，数 え

切 れないほ どの忠実な末 日聖徒が子孫

に誕生 しました。文字 どお り何百人 と

い う彼女の子孫が証人 として世界 中で
あかし

福音の 回復が真実であるこ とを証 して、

います。 それは彼女が孤独に陥った と

きに信 じていた教 えで した。彼女の子

孫の一人が今 ここに立ち，救 い主イエ

ス ・キ リス トの特別な証人の一人 とし

て全世界 に神聖 な証 を伝 えています。

永遠の父 なる神 は生 きてお られ，イエ

ス は世の救 い主 なるキ リス トであ ら
こんにち

れ，今 日，末 日聖徒 イエス ・キリス ト

教会を導いているのは，生ける愛ある

神の預言者であ り，預言者はその聖な

る称号 が示 す ままの働 きを してい ま

す。

この証 こそわた しが皆 さんにお伝 え

す るものであ り，願わ くは，主が望 ま

れ るとお りわたしたちが天父 の子供た

ち一人一人に愛 を持 ち，優 しく，相手

を尊んで，接す ることがで きます よう

に，また成功 を収め， わた したちの住

む世界 に影響 を及ぼす，だれもが持つ

力 をいつ も忘 れずにいることがで きま
み な

す よ う に 。 イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に

よ り， ア ー メ ン。
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「王国にかかわる

平和をもたらす事柄」

十二使徒定員会会員

ジェフリー ・R・ ホラン ド

平初と喜びのおとずれ ……この二つば，荒れ狂う世の中にイエス ・ヰ

ワス トの福音が 右たらす究極の祝福ざす。

末
日聖徒 イエス ・キリス ト教会の

す ばらしい総大会も終わ りに近

づいて きました。 この大会 を通 じて，

わた したち は熱列 な祈 りや美 しい音

楽，ほん とうに霊感 に満ちた教えを聞

くという祝福 にあずか りました。 間も

なくこの教会 に与え られた現代 の預言

者，ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長

の最後の勧 告 を聞 くこ とがで きます。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の総大

会 は，文字 どお り特別な催 しです。 な

ぜ なら，天が開かれ，神の導 きが古代

イスラエルの時代 とまった く同じよう
こんにち

に今 日でも授 け られるとい うこと，ま

た天 の父 なる神がわた したち を愛 し，
みこころ

その御心 を生ける預言者 を通 して語 ら

れるということを，正式 に宣言す るも

のだか らです。

あの偉大 な預言者 イザヤは，この よ

うな時代 の到来を先見 し，今 日の教会

の置か れる状態 を預言 して言い ま し

た。

「終 りの 日に次のことが起 こる。主

の家 の山は， もろ もろの山のか しらと

して堅 く立ち， もろもろの峰 よりも高

くそびえ，すべての国はこれ に流 れて

き，多 くの民は来て言 う，『さあ，わ

れわれは主の山に登 り，ヤコブの神の

家へ行 こう。彼はその道をわれわれに

教え られ る，われわれ はその道 に歩 も

う』と。律法はシオ ンか ら出，主の言葉

はエルサ レムから出るか らである。」1

そ のような慰め を得 るためのよりど

ころに関し，神の定めたもうた根源 と

なる御方 のことも含め， イザヤはこう

続 けています。「よきお とずれ を伝 え，

平和 を告 げ 〔る〕者の足 はlhの 上 にあ

って，なんと麗 しいことだろう。」2

平 和 と喜びのおとずれ，喜びのお と

ず れ とそれ によって もた らされ る平

和。 この二つは，荒れ狂 う世の中， ま

たその ような世の中で問題 を抱えてい

る人々にイエ ス ・キリス トの福音が も

た らす究極 の祝福 であ り，個人的な問

題や人間の罪に対す る解決策 であ り，
ふら

疲れ切 った期 間，絶望の淵 に押 しやら

れた時期に，力の源 となります。 この

ような助け，この ような希望は，この

総大会全体 と総大会 を開いた末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会が宣言す るとお

り，神御 自身の独 り子，イエス ・キリ

ス ト以外にはあ りませ ん。この ような

確信は 「山のご とく強 く」3，力があ り

ます。 『モルモ ン書 』の預言者 アビナ

ダイはイザヤの叫びを，少 し言い換 え，
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次のように語っています。「よきお と

ずれを伝えられる御方，幽 者，
あがな

すなわち御 自分の民を蹟われた主，御

自分の民 に救 いを授 け られた御方，ま

ことに，この御方の足 は，山の上にあ

って何 と麗 しいことであろう。」4

結 局のところ，キ リス トこそ山の上

にあって麗 しい御方なのです。 わた し
あわ

たちはキ リス トの憐れみの約束により

「この世 において平和 」 を受け，キ リ

ス トの喜びのお とずれに より 「来るべ

き世 にお いて永遠の命」を受け ます。5

だか らこそ，わた したちはキ リス トの

足 もとにひれ伏 し，祝福 されたキ リス
み な

トの御名を呼び，キリス トの生ける真

の教会に感謝 をささげるのです。

平和の探求 は，人の魂が行 き着 く最

終的な遍歴 の一つです。わたしたちの

人生には良い時 も悪い時 もあ ります。

そのような時も，ほ とん どの場合，現

れては消 えていきます。心優 しい隣人

に助 け られた り，美 しい太陽の光に勇

気づけ られた り，夜 の熟睡で奇跡が起

こることも多々あ ります。ただ，だれ

にで も人生で深 い悲 しみや苦悩，恐 れ

あるいは孤独 を味わ う時があ り，神 だ

けが与えて くださる平和 を呼び求める

時があ ります。刺 し貫かれるほどの霊

的な渇 きを感 じ，最愛の友です ら十分

に助けられない時があ ります。

恐 らくここに集 っている多 くの人々

の中にも， また皆 さんのワー ドや ステ

ーク
，家族 の中に も，重荷 を背負い，

人知れず苦痛 をなめ，世 の試練に満ち

た暗黒の谷 を歩いている人々がいるこ

とで しょう。夫のこと，妻の こと，子

供のこと，また彼 らの健康や戒めを守

る信仰の度合いについて，心の底か ら

心配 している人々 もい るで しょう。肉

体的な苦痛や感情的な痛み， また年齢

が進 むにつれて経験す る体の不 自由と

日々直面 してい る人 々 もい るで し ょ

う。 どうやって経済 的なや り繰 りを し

た らよいのか悩んでいる人々 もいるで

しょうし，だれ もいない家，むな しい

部屋 ，あ るいは単に持て るものが何 も

ないため に，独 り苦痛 を感 じてい る

人々 もいるで しょう。

このようないとしい人 々は，今す ぐ
み こと ば

にでも主と主の御言葉を必要としてお



/

り，聖文を開 き，賛美歌 を歌い，祈 り

をささげるときに初めて， 自らの偽 ら

ざる内心が明 らかにな ります。 そんな

ときに初めて，自分の力が限界 に近づ

いてい るこ とに気 づ く場合 が あ りま

す。頭 も体 も心 も疲れ切 っていて，あ

と1週 間，あと1口 ，時 と場合によって

はあと1時 間 も耐 え られない と思われ

るようなときです。彼 らは致命的に主

の助けを必要 としてお り，窮地 に立 た

された自分たちを救い出せるものが主

の助 け以外 にない こ とを知 ってい ま

す。

総大会，およびあ らゆる時代 をくぐ

り今に伝 わ る預言者 の教 えの 目的は，

一つ には
， この ような助 けの必 要 な

人々に次の点 を宣言す ることです。す

な わち主 も同 じように，そ の ような

人々に燃える思いをも6て 手 を差 し伸

べ ようとしてお られ，困難 の中にあっ

て主の願い，主の骨折 り，主の尽力 は

わたしたちのそれを りょうが し，決 し

て尽 きない とい うことです。

主 は次 の よ うに約 束 され ま した。

「〔わた したちを〕守 る者はまどろむ こ

ともな く，眠ることもない。」6

キ リス トとキ リス トに従 う天 使，預

言者は，わた したちの霊 を支え，神経

を強固にし，心 を落ち着かせ，力 をよ

みがえらせ，確 固たる希望 を抱かせ る

ために永遠 にわたって働 いて ください

ます。彼 らの望みは，すべての人 々に

次 の点 を知 らせ るこ とです。「神 がわ

た したちの味方であるな ら，だれがわ

た したちに敵 し得 よ うか。」7この世 に

は試練があ りますが，勇気 を出さなく

てはな りません。キ リス トはすで に世

に勝ってお られます。8キ リス トはその

苦 しみ と従順 に よって，「平和 の君 」

とい う称号 を獲得 し，正当な権利 とし

てその王冠 をかぶ られました。

その同じ精神 をもって，わたしたち

は全世界に宣言します。現実に存在 し，

かつ永遠 に尽 きることのない平安 を得

るために，人は模範 とすべ き御子に も

っと近づ くよう努力 しなければなりま

せん。多 くの人々が現 にそのような努

力 を払 っています。わた したちは，皆

さんの従順 と忍耐，主 に頼 り必ず与 え

られると信 じて主の力 を願い求める信

仰に敬意 を表 します。 しか し，福音 に

従って生 きることがで きるよう， もっ

と努力 す る必要 のあ る人た ち もい ま

す。わた したちは確 かに変 われます。

趣 ≧改め とい う言葉の持 つほん とうの

美 しさは，過去 の問題 ，過去 の習慣，

過去の悲 しみ，過去の罪 と決別で きる
こ い

という約束 にあ ります。福音の語彙の

中で最 も大 きな希望 と勇気，そ して平

安 を与えて くれる言葉の一つです。真

の平安 を得 るために， ある人た ちは，

改善すべ きことを改善 し，告白すべ き
ゆる

こ とを告 白 し，赦すべ きことを赦 し，

忘れ るべ きことを忘れる必要があ りま

す。 もし破 ってい る戒めがあるな ら，

その結果 として自分 をお としめ， 自分

を愛 して くれ る人 を傷 つ けてい るな

ら，主イエス ・キリス トの力 を求めて

ください。主の力 によ り助 けを受け，

自由を獲i得し，悔い改め を通 して 「人

知ではとうてい測 り知 ることので きな

い」9平安に導かれるためです。

神 が永遠に切望 してお られることで

すが，神の赦 しを受けた とき，わたし

たちが問題 との関係 を絶ち，問題を捨

て，過去 を過去 によって葬 り去れる分

別が得 られるよう願 っています。皆 さ

んの中に，も し過ちを犯 した人がいる

なら，た とえそれが重大な過 ちであっ

て も， もし主の教 えと教会の規律 にの

っ とって 自分 にで きるすべてのこ とを

行い，過ちを告白 し，悲 しみ，でき得

る限 りの償 いをするなら，次には神 を

信頼 し，その光の中を歩 み， まとわ り

つ くちりを払いのけることです。ある

人がかつ てこ う語 りま した。「悔い改

めは，人が神のみもとに近づ こうとす
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るときに最初 に経 験す る試練である。」

真の平安 を得 るため，今す ぐ主のみ も

とに行 き，霊 を悲 しませ愛 して くれる

人の心 に痛みを与える悪 をすべて捨 て

去 るようお勧 めします。 このような聖

文 があ ります。 「悪を離 れて善をお こ

ない」10なさい。

わた したちに課せ られた 「悔い改め」

とい う義務 と密接 に関連 して いるの

が，相手 にも同 じ機会 を与える寛容さ，
ゆる

すなわち自分が赦 された ようにほかの

人 も赦す という態度です。 この点にお
しょくざい

いて人はまさにイエス・キ リス トの順罪

の本質に関与 しています。大地が激 し

く震動 し，神殿の幕が避けたあの運命

の金曜 日の最 も荘厳 な瞬間は， キリス
あわ

トが言語 に絶す る深 い憐れみを，次の

ように語 られた ときで した。 「父 よ，

彼 らをおゆるしくだ さい。彼 らは何 を

して いるのか， わか らず にい るので

す。」11天父 に対す るわた したちの代弁

者 として，主は今で もわたしたちのた

めにあの ときと同 じ嘆願 をして くださ

っています。

ほかのすべ ての ことと同 じよ うに，

イエスはわた したちが従 うべ き模範 を

示 されました。人生は短 く，敵意を募

らせた り， 自分 を傷 つけた行為 を記憶

し続けた りしているような余裕 はあ り

ません。人生は無安打，無得 点で間違

いだらけだか らです。自分の罪を神に

記憶 してほしくないわた したちが，ほ

かの人の罪 をいつまで も容赦な く忘れ

議，

臨 繍i

まい とす るのは，根本的に どこか間違

っています。

わた したちが傷つけ られた とき，神

は疑いな く，わたしたちに対 してどの

ような誤 った行為があったか，わたし

たちを怒 らせた原 因は何か を，考慮 に

入 れられます。 しか し明 らかに，怒 る

理 由があればあるほど，傷つけ られた

理 由が多 く見いだせれば見 いだせ るほ

ど，人 を赦 さなければな らない理 由，

有毒 な怒 りの地獄 か ら逃れなければな

らない理由は明白になるのではないで

しょうか。12神 の ようになるためには，

皮肉なことですが，傷つけた者 と同様，

傷つけ られた者 も，赦 しの原則 に従わ

なければな りません。

平和 は心 を暖めて くれる貴重 な必需

品です。平和を得 るためにで きること

は，た くさんあ ります。ところが理由

は様 々ですが，人生 にはいつ までも続

く平和が一時期わたしたちのもとか ら

離れ るよ うに思 われ る場 合が あ りま

す。 どうして人生にその ようなことが

あるのか，いぶか しく思 うかもしれま

せん。 と りわけ，神 の祝福 を受けるに

ふ さわ しい生活 をし，神の助 けを受 け

ようといまだかつてないほ どに努力 を

しているときは，なおさらです。いろ

いろな問題や失敗，悲 しみ を経験 し，

その原 因を自分 に見いだせ ない とき，

そこか ら何 を学べ ばいいので しょう。

時間の経過 とともに，また福音の視

点に立つことに よって，人生で経験す

る問題には何 らかの 目的のあることが
ふち

分か ります。そのためには絶望の淵 に

あって， 自分の力 を超える神聖な力が

ほん とうに必要なこ と，天の差 し出す

援助 の手が真実必要 なことを確信 しさ

えすればよいのです。憐れみの必要性 』

を感 じない人は憐…れみを求めることも

ない し，憐 れみをほかの人に施す こと

も普通あ りませ ん。心痛や弱点，孤独

感や見捨て られたという気持ちを一度

も感 じた経験のない人は，そのような

個人的な苦痛か らの解放 を求め，天に

向か って叫ぶ必要 は感 じられないで し
あがな

よう。確 かに信仰や赦 し，蹟いや救い

の必要性を何 ら感 じず，道徳的 ・物質

的に自己満足の状態で人生 を送る危険

を冒す より，た とえ絶望 とい う犠牲 を
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払 ってで も神 とキリス トの恵みを見い

だす方が よいで しょう。

リーハイは 「すべ ての事物 には反対

の ものが なければな らない」13と語 り

ましたが，問題のない人生，限界 を感

じない人生，チ ャレンジのない人生 は

逆説 的ではあ りますが，実際には困難

や絶望，悲 しみ に直面す る人生，それ

もしば しば直面す る人生 に比べて，受

ける報いや培 われ る気高 さの点で劣 り

ます。エバは，世の中で直面する数々

の試練が なかったら， 自分 自身 とアダ

ムを含 む全人類 は 「埴いの喜び も，神

がすべての従順な者に与えて くださる

永遠 の命 も」14決して知 るこ とがなか

った と語っています。

ですか ら人生には反対の もの，相反

するものがあ り，イエス ・キリス トの

福音 には人生 に関する確かな答 えがあ

ります。しれつ を極める南北戦争中に，

アメ リカ国民 を一つに しようと努力 し

た最 も有能 な政治家の一人が，結婚，

家庭 ，友情について語 っている言葉が

あ ります。何 とか して統一 を危機 にさ

らさないように平和 を祈 り，平和 を嘆

願 し，平和 を追及 したこの政治家工一

ブラハム ・リンカー ンは，最初の大統

領就任演説 を行ったきわめて暗い時代

に次 の ような言葉 を残 しま した。 「ど

ん なに感情 の糸 が張 りつ め た として

も，わた したちの愛の きず なを断ち切

ってはならない。……わた したちの心

の底 にある善 なるもの を求める天使 の

手に触れた とき，記憶 とい う神秘的な

弦が再び良き音楽を奏でる。」15

心 の底にある善なる もの を求める天

使。これ こそまさに教会 と総大会 とイ

エス ・キリス トの福音 が伝えるメッセ
き よ う

一 ジです。それは今 日と明 日，そして

永遠の未来にわたって，もっと善良に，

もっと清 く， もっと親切 に，またもっ
きよ

と聖 くなろうという訴え，平和 を追及

し，いつ も信 じて疑わないようにしよ

うという訴えなのです。

わた しは 自分 の個人 的な経験か ら，
はて

主が 「とこ しえの神，地の果の創造者

であって，弱 ることな く，また疲 れる

こと」がない， という約束が成就す る

のを知 っています。確かに主が 「弱 っ

た者には力を与 え，勢 いのない者には



あかし

強 さを増 し加 え られ る」16こ とを証 し

ます。

わた しは知ってい ます。恐 れに捕 ら

えられ，疲労 に覆われた とき，「主 を

待 ち望む者は新 たなる力 を得，わしの

ように翼 をはって，のぼることがで き

る。走っても疲 れることなく，歩いて

も弱 ることはない」17のです。

わた したちはその ような荘厳 な力の
たまもの あがな

賜物 と，主イエス ・キ リス トの腰いの
きよ

恵み による聖めの賜物を授かってい ま

す。キリス トは世に打 ち勝たれました。
み な

わた したちが主の御名 を受 け， 「主の

道 に歩み」，主 と交わ した聖約 を守る

なら，やがて必ず平安 を得 るで しょう。

そのような報 いは可能 なだ けで な く，

確実です。

「『山々が去 り，丘が動いて も，わ
いつく

た しの慈 しみはあなたか ら去ることな

く，わた しの平和の聖約 は動 くことが
あわ

ない』 と，あなたを憐れむ主は言 われ

る。」18

主 と主の喜びのお とずれ， この総大

会と主の真の教会で宣言 され る神の平

安， この後わた したちのため に話 をす

る生 ける主の預言者が真実であること

を，主イエス ・キ リス トの憐れみ深い

御名 により，感謝 と喜びの気持 ちをも

って証 いた します。アーメン。
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困っτ61る入，苦 しみを抱え こ匿困難な境遇 仁あるスを見つ1：力 愛のの1

を右っτ教会仁導く決のを しτくだざω。

大会 を締 めくくるに当た り，少

総 し，お話 しさせ ていただきたい
と思い ます。すば らしい大会 で した。

ここソル トレー ク ・シティーは，す ば

らしい日和 に恵 まれました。 この季節

は，花が咲 き乱れ， とて も美 しい時で

す。収穫が始 ま り，全般的に作柄 も良

い ようです。主の恵みがわたしたちの

うえに注がれていることに，感謝 して

います。

わた したちは，テ ンプルスクウェア

の この神聖な地 において，平穏で快適

に， また安心 して集 うことができまし

た。テンプルスクウェアは，わた した

ちが安 らぎの場 とするように，先祖 が

築いてくれた ものです。

今大会の模様 は，大陸や大海 を越 え

て， これ まで にな く全 世界 の多 くの

国々に伝え られてきました。

わた したちか らかな り離れた所に住

んでお られ る教 会員 もいますが，それ

で もわた したちは皆 さんの愛を感 じる

ことができます し，皆 さんへ心か らの

感謝'の念 をお伝 えしたい と思います。

わた したちは，主があふれるほどに
み たま

御霊 を注 いで くださったことに，何 に

も増 して，喜びを感 じます。わた した

ちは，幹部の皆 さんや姉妹たちか らい

ろいろお話 を聞 き，それらのメッセー

ジによって祝福を受けてきました。

これ まで耳に してきたことを，いつ

まで も心 に留 めてほ しい と思い ます。

改 めて 『聖徒の道』に掲載 される説教

を，ぜひ，時 間を取 って読んでいただ

きたい と思い ます。今大会で語 られた

メ ッセージの何かが，わた したち一人

一人の心に触れ
，それによって，ふ さ

わ しくない態度や行い を改 める きっか

けにしていただければ， と願ってい ま

す。

バ ラー ド長老が語 った ように，今年

は記念すべ き年です。そして，来年 も，

モルモ ンの開拓者たちが1847年 に この

盆地 に到着 した こ とを記念す る年で

す。思い起 こしてみる事柄が，た くさ

んあることでし ょう。すべ て益になる

ことです。わたしたちは皆，過去 のこ

とを思い起 こ して みる必要が あ りま

す。わたしたちは歴史 を学ぶことによ

って，過ちを繰 り返さないための知識

を得 られます。また，それを基 として，

将来に備 えられるようになるのです。

今 こそ，過去の ことを思い起 こ し，

祝 うべ き時です。今こそ，昔の出来事

を記念すべ き時です。

140年 前 の この 日曜 口に，このタバ

ナクルで起 こったことについて，考え

てみ たい と思い ます。それについて，

わたしは何年か前 に，この壇上か ら話
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総大会部会の開会前に話 し合う大管長会。左から トーマス ・S・モンソン第一副管長，ゴー ドン ・B・ヒンクレ
ー大管長、ジェームズ ・E・ファウス ト第二副管長。

したことがあ ります。 しかし，この大

会 を締め くくるに当た り，ここで再び

そのことについて述べてみたい と思い

ます。

ユ856年10月 の総大会の ことを振 り返

ってみましょう。その大会があった土

曜 日にフランクリン ・D・ リチ ャーズ

と何 人かの同僚が， この盆地 に到着 し

ました。彼 らは，ウィンター クォータ

ーズから旅 して来たので した。元気 な

雄牛 と軽い荷 車の編成 だったために，

旅は速やかに進み ました。 リチ ャーズ

兄弟 は，直ちにヤ ング大管長 を訪ね，

子供を含む何百人かの男女が，ス コッ

トブラフか らこの盆地に通 じる長い道

の りの問のあちこちに散 らばった状態

でいるということを報告 しました。そ

の多 くは手車を引いてい ました。この

一行には
，彼 らを援助するために割 り

当て られた，2台 の荷車が付 き添 って

いました。彼 らは，ノースプラッ ト川

の最後の渡河地点の辺 りに来ていまし

た。彼 らの行 く手には， ロッキー山脈

に至る，ずっ と上 り坂の続 く，長 く険

しい道が控えてい ました。彼 らは非常.

に危険な状態にあ りました。冬の到来

が早かったのです。雪混 じりの強風が，

現在のネブラス カ州西部やワイオ ミン

グ州の高地に吹 きすさびました。開拓

者たちは飢え，手車 や荷車は壊れ，牛

は死んでい きました。人々も行 き倒れ

になっていきました。助 けがないか ぎ

り，皆死 んでしまっていたことでしょ

う。

ヤング大管長は，恐 らくその晩，眠

れなかっただろ うと思います。苦 しみ

の果て に，凍えて死んでい く人々の姿

が，心に次 々と浮かんだことと思われ

ます。

翌朝，彼 はこの一画に建 っていた旧

タバナ クルに来て，聴衆を前にこう言

いました。

「わた しは， これか ら話 をする長老

たちに代わって，教会員に申し上げた

いことがあ ります。……この 日に大勢

の兄弟姉妹が，高原 を手車 でこち らに

向かっています。 ほとん どの人は， こ

こから1，100キロ ぐらい離れた所にいま

す。彼 らをここへ連れて来 なければな

りません。彼 らに援助 を送 る必要があ

ります。わた しが申 し上 げたいのは，

彼 らをここに連れて来てほ しい とい う

ことです。

これ は，わた しの信 じてい ることで

あ り，わたしが受けた聖霊の指示です。

この人々を救 わなければな りませ ん。
き よ う

わたしは今 日，監督の皆 さんに要請

します。60頭 の元気 ならばの隊 と12台

か ら15台 の荷車が必要です。明 日まで

待つこ ともできない し，その翌 日まで
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待つ こともで きません。牛 を送 ろうと

は思いません。必要なのは元気 な馬 と

らばです。そ してわた したちの周 りに、

は馬 もらばもいます。ぜ ひそれを集め

なければな りません。また12ト ンの小

麦粉 と，実際に馬や らばを駆る人のほ

かに，良い御者を40人 そろえる必要が

あ ります。

皆 さんに申し上 げます。わた しが今

話 しているような原則を実行に移 さな

いか ぎり，皆 さんの中で， その信仰，

宗教，信仰告白によって神の 日の栄え

の王国に救われる人はだれもいないで

しょう。 さあ，行 って，今平原にいる

人々 を連れ て来 て くだ さい。」(リ ロ

イ ・R・ ヘー フェン，ア ン ・W・ ヘー

フェン，∫拍ndcar亡s亡oZfoη 『シオ ンに

向か う手車隊』pp.120-121)

その 日の午後には，女性たちによっ

て多 くの寝 具や 衣類が集 め られ まし

た。

翌朝，馬のていてつが打ち変えられ，

荷車の修理や荷積みが行われました。

翌 日の火曜 日の朝，16台 の荷車が，

東に向けて出立 しました。10月 の末 ま

でには，同 じ道 を250台 の荷車が救助

に向かいました。

兄弟姉妹の皆さん， これまでこの壇

上から多 くのすば らしい話が語 られて

きました。 しか しあの状況の中でヤン

グ大管長が語 った話以上に，雄弁 な説

教 はあ りません。
かんなん

来年は，聖徒 たちの難難辛苦や死の

話が度々繰 り返 されるこ とで しょう。

彼 らの救助 についての話 も，何度 も繰

り返 される必要があ ります。その話は，

イエス ・キリス トの福音の真髄だから

です。

わたしは， この教会にこの ような開

拓者 の歴史があることを感謝 していま

す。山中の このシオンに向かう途中で，

雪に見舞われ，凍 えた り死 んでいった

りす る兄弟姉妹が，今 はいな くなった

ことに，感謝 しています。 しか し，絶

望的な環境 の下にあって，助 けを求め

てい る人は大勢います。

飢 えや貧 困に苦 しむ人，助 けを必要

としている人 は，世界 中に大勢います。

わたしたちは， この教会の会員ではな

くてもほん とうに援二助 を必要 としてい



る人々，わたしたちの力で援助で きる

人々に，助 けの手を差 し伸べています

が，それができることに，感謝 してい

ます。 しか し，あま り，その間口を広

げす ぎてはいけない と思います。苦 し

みや，悩み，孤独，恐 れのために，助

けを求めている人が，身近 な所 にいる

か らです。そのような人々に援助の手

を差 し伸べて，彼 らを引 き上げること，

飢えている者 を食べさせ，真理 と正義

を切望 している人の霊 をは ぐくむこ と

は，わた したちに与 えられてい る神聖

かつ重大な責任です。

目的な くさまよい，麻薬や非行，不

道徳な行為，そ してそれ らにまつわ る

あ らゆる罪悪に巻 き込まれ，悲 しみの

道 を歩 いている若人が非常 に多 くい ま

す。夫 に先立たれ，親切 な声や，愛に

満ちた心か らの気遣いを待 ち望 んでい

る人々もいます。かつ ては信仰 を持っ

て熱心だったにもかか わらず，だんだ

んそれが冷 めて きている人がいます。

教 会 に戻 るこ とを望 んでい るのです

が， どうしたらよいのかまった く分か

らずにいる人 も大勢い ます。彼 らは優

しく差 し伸べ られる手を必要 としてい

ます。わずかの努力があれば，その多

くの人が， また戻 って来て，主の食卓

で再び恵みにあずかれるようにな りま

す。

兄弟姉妹の皆 さん，わた しには今 ，

望み，祈っていることがあ ります。そ

れは， このす ばらしい大会に参加 した

皆さん一人一人に，困 っている人，苦

しみ を抱 えて困難 な境遇にある人を見

つけ，愛 の心 をもって教会 に導 く決心

を していただ きたいのです。そ してそ

の人たちが，教会員の力強い手 と優 し

い心によって温か く迎 えられ，慰め ら

れ，支えられ，幸せの道 を歩 めるよう

にしてほ しいのです。

わたしの心か ら愛す る友であ り，こ
み わざ

のすばらしい御業にともに仕える皆さ
あがな

んに，全 能者の この御業，人類の順い

主のこの御業が真実 なものであること
あかし

を証いた します。わた しは皆 さんにわ

た しの愛 と祝福 を与 えます。イエス ・
み な

キ リス トの御名 によ りお話 しします。

アーメン。
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●1996年9月28日(土 〉中央扶助協会集会

信仰に堅くつく

中央扶助協会第二副会長

アイリーン ・H・ ウライ ド

わた したちば，ほかの多 くの入々仁ばなω知識を持 っτωます。ざず

から，わた したちの業力蝦 るに足 りなωi5の ，ある6}ぱ 望なる娯楽の

ためにざさげられ τ61るの ざはなωことを思 ω出すのざす。……苦労

しτ得た確信に基づω τ行動 する堅固な態度 と勇気を痔 ちた6Dと 願 っ

τωます。

美歌 に歌われているように，わ

賛 た したちはもう見知 らぬ同士 で
はないことを喜 びましょう。わた した

あかし

ちは神への信仰の証 として，またキ リ

ス トと彼 に従 う人々は(今 晩は神の娘

たちが会 していますが)ま さに一つ と

なるという知識 の証 として歌います。

「また，わたしは天か ら義を下そう。

また，地か ら真理 を出 して，わたしの

独 り子 ……について証 しよう。そ して，

わたしは義 と真理が洪水 のごとくに地

を満たすように し，わたしが備 える場

所……に地 の四方か らわたしの選民 を

集めよう。……そこはシオン……と呼

ばれるであろう。」(モ ーセ7：62)

わた したちが神 とともに歩むシオ ン

を目にす るこ とはまだで きませ んが，

イエス ・キリス トへの信仰 を通 して シ

オ ンへ と至 る道はわた したちの前 に示

されています。義 と真理が地上に存在

し，キ リス トはわたしたち自身の力で

はできないことを代わ りに成 し遂 げる

ために地上 に来 られた，とい う聖文に

約束 された事柄の証拠が，わた したち

の周 りにあ ります。

今晩 ここに集った， また地の四方の

多 くの場所で組織 された扶助協会 の女

性 たちは，義 と真理が洪水 のごとくに

世を満たす とい う証拠の一部です。彼

女たちのイエス ・キリズ トへの信仰 に

よってそれが実現 され るか らです。救

い主はわた したちの前 を歩 かれ，わた

したちが主 と聖約を結び，それによっ

て 自分の歩むべ き道を見いだせ るよう

に招いてい らっしゃい ます。 ヨハネに

よる福音書第15章10節 にはこうあ りま

す。「もしわた しのいま しめを守 るな

らば，あなたがたはわた しの愛の うち

におるのである。それ はわたしがわた

しの父 のい ましめ を守 ったので，その

愛のうちにおるの と同 じである。」

わた した ちと神 との相互の関係 は，

基本 となる真理です。 キリス トが御 自

身の役割 を果たされないことはあ りま

せん し，わた したちは自分の役割を果

たす方法 をさらに学ぶためにこの地上

にいるのです。救い主 は天父の愛を御

存 じで，またそれにこたえられたので，

命 じられた ことすべてを成 し遂げる力

を得 られました。同様 に，わたしたち

が キリス トの うちにあ り，キ リス トの
み こと ば

御言葉 を常 に心に留めるならば，その

約束はわたしたちの もの となるのです。
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「わた しがこれ らのことを話 したの

は，わたしの喜 びがあなたがたの うち

にも宿 るため， また，あ なたがたの喜 一

びが満ちあふれるためである。

わた しのい ましめは， これである。

わた しが あなたがた を愛 した ように，
たがい

あなたが た も互 に愛 し合 い な さい。」

(ヨハネ15：11-12，)

天 父 と御子はわた したちが，御二方

の示 された模範 に従 って愛 と信頼の関

係 を持 ち，頼 り合 うように期待 してい

らっしゃいます。わた したちに必要な

霊的力を見いだせ るようにあ らゆるこ

とが備 え られています。 『教義 と聖約』

にはこう記されてい ます。

「ある人 には，イエス ・キ リス トが

神 の子であ り，世 の罪のため に十字架

につ けられた ことを知ることが，聖霊

によって許され る。

ほかの人には，続 けて忠実であれば

自分 もまた永遠 の命 が得 られ る よう

に，彼 らの言葉を信 じることが許され

る。」(教 義 と聖約46：13-14) .

こ の ように，知っている人，信仰 に

よって堪 え忍 び前進 できる力 を得た人

の言葉 を信 じるな ら，わた したちは霊

的に成長する と約束されています。信

仰 はわた したちの うちに宿 る力 であ

り，実行す る能力 を与 えて くれ ます。

わた したちの多 くが生活の中でそのよ

うな信仰の模 範 を目に してい ますが，

その ような記憶はす ぐに薄れてしまい

がちです。1839年 ， ハイラム ・ス ミス

の妻であ ったメア リー ・フィールディ

ング ・ス ミスが弟のジ ョセブ ・ブイー

ルデ ィングへ あてて書いた手紙が記録

と して残 ってい ます。その手紙 には，

聖文で教 えられているような，わた し

たちと神 との，そ して人々との相互の

関係が鮮 明に描 き出されています。

「親愛なる弟へ，

……恐 らく，わた しの愛する夫がそ

の弟 ジョセブや， リグ ドン長老，その

ほか の方 たちが， もう6か 月近 くもわ

た したちか ら引き離 されたうえに，投

獄 されたとい うことをお聞きになった

でしょう。彼 らの監禁に，わた しほど

心 を痛め てい る人 はい ないで しょう。

わた しは持てる限 りの勇気 と力を振 り

絞 らなければな らない ような状況 に置



かれました。わた しが親愛 なる人の優

しい思いや りと世話 を必要 とするその

ときに，武装 した人 々がわたしか ら主

人 を奪 い去 って行 き，その代わ りに突

然，思いがけな く，大家族 を切 り盛 り

してい くとい う重責がわたしの肩 にの

しかかって きたのです。そ してその数

日後には息子 ジ ョセ ブ ・Fが 生 まれ ま

した。彼 を産んで問 もな く，わた しは

ひどいかぜ にかか り，悪寒 と高熱に見

舞われ ました。 この病 と心 に抱 える憂
ふち

いのために，わた しは死の淵 に立たさ

れ ました。少な くとも4か 月の 問， 自

分の身の回 りの ことも，赤 ん坊 の世話

もまった くするこ とがで きませんでし
あわ

た。で も主 は憐 れみをもって，愛す る

姉がわた しとともにい られるように備

えて くださいま した。わたしの赤ん坊

が生 まれた とき，彼女の子供 は5か 月

だったため，彼女 には両方 を育 てるだ

けの体力があったのでした。

わた した ちが 〔ミズー リ州〕か ら，

そ して自分たちの家か ら追われたこと

もこれか ら耳にす るこ とで しょう。そ

れ はち ょうどわた しが病気 の ときで，

わ た しはほ とん ど床 に伏 した ままで

200マ イル(約320キ ロ)の 道の りを逃避

行 しなけれ ばな りませ んで した。 ほ

ん とうにつ らい旅 でしたが，イ リノイ

州 に到着 して3，4週 間後， わた しの病

状 は快方に向かい始め，今ではこれま

でにないほ ど健康 に恵 まれ ています。

……わた したちは今
， ミシシッピ河岸

のコマースに住 んでい ます。暮 らしは

とて も快適で，この様子 を目に したら

あなた も きっ と喜 んで くれ るはずで

す。あ とどの くらいこの生活を楽 しめ

るかは分か りませんが，主はわたした

ちにとって何 が最善か を御存 じです。

自分がどこにいるかについては少 しも

心配 していません。 もしもわたしが思

いをいつ もしっか りと神に向けること

さえできれば，そこにこそ完全な平安

があるか らです。主 はわた したちの益

となるようにすべ ての事柄 を支配 して

くださってい ると信 じています。敵 は
きょうがく

わ た し た ち を見 て ， 驚 愕 し， 落 胆 す る

こ とで し ょ う 。」(キ ャ ロ ル ・コ ー ン ウ

ォ ー ル ・マ ド セ ン ，1ηThefrOwη

Words'Womeηaηd亡heS亡oryof

Naαvoo『 彼 ら自身の言葉で，ノーブ

ーの女性たちとその物語』pp
.98-99)

メ ア リー ・フィールディング ・ス ミ

スは日々の生活で次々 と起 こった災難

に立 ち向か うために， 自分 の持 てる

あらゆる ものか ら力 を得 ようとしまし

た。彼女の記 したような感動 的で心情

を的確 につづった手紙 はそ う見 られな

いか もしれ ませ んが，彼女が神か ら賜

わったような経験は珍 しい ものではあ
ごんにち

りません。今 口で も，教会 の中で どこ

を訪れて も，同じような高潔 さを示す

多 くの男女の模範を 目にします。彼 ら

の受 ける試練 はそれぞれ状況 によって

異なってはいますが，それに立ち向か

うために求 められる勇気 や恵みは同じ

です。

神はわた したちを心にかけていらっ

しゃるので，啓示 によって，わたした

ちの救 いに必要 な方法を与 えて くださ

るだけでな く，救いに求め られる試練

に立ち向か ううえで助 け合 う方法 も与

えて くださいます。女性のための主の

組織がここにあ ります。わたしたちを

必要 とす る人々に安 らぎを与 えられる

ようにす るためです。.この ような重要
み わざ

な御業 を推 し進あるためには，神 にと

ってはすべ でが霊にかかわるものだと

い うことを理解 しなければな りません

(教義 と聖約29：34参 照)。 教会の女性

としてわた したち は， ほかの多 くの

人々にはない知識を持 ってい ます。で.
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すか ら，わたしたちの業が取 るに足 り

ない もの，あるいは単なる娯楽のため

にささげられているのではない ことを

思い出すのです。わたしたちは真理 に

恵まれてお り，「神 の子です」(『賛美

歌』189番)を 歌 うときにそれを実感

で きます。 しか し， この地上での経験

を通 して 「神の，成熟 した子供」 にな

るように求 められていることも心 に留

めなければな りません。実際，聖文 に

わた したちに求め られている成熟 につ

いて記 されています。 「わたした ちが

幼な子であった時には，幼 な子 らしく

語 り，幼な子 らしく感 じ，また，幼 な

子 らしく考えていた。 しか し，お とな

となった今は，幼な子 らしいことを捨

てて しまった。」(1コ リン ト13：11)

子供 らしい柔軟 さを失おうとするので

はな く，苦労 して得た確信 に基づいて

行動する堅固 な心 と勇気 を持ちたい と

願っています。

わたしたちの中の多 くの人が，孤独

や中毒 に苦 しんだ り，虐 げ られた り，

見捨て られた りしています。心か ら真

理 を求めている人 もいれば，信仰 にあ

ふれている人 もい ます。わた したちに

はその ような状況の中で人々に奉仕す

る機会が あ ります。扶助協会が教え，

築 き上げてい く方法は長年にわたって

確立 されてきました。 しか し，それを

動かしてい くカは，女性一人一人の才

能や 日々の献身がなければ生 まれてこ

ないのです。わた したちに とっての迫

害者 はメア リー ・フィールディング ・

ス ミスの時代 のそれとはだいぶ異なる

で しょう。しかし，確かに実在 します。

大勢の人が，多 くの場合孤独 に耐えな

が ら，迫 り来る責務に押 しつぶ されそ

うにな りなが ら，進んでいる と感 じて

います。 親 しい人がいない，あるい

は将来へ の展望が持てない と嘆 く人々

もいます。 こういった思い，す なわち

あ らゆる試練は，人 としてだれ もが持

っています。 しか し， 自分 自身の信仰

を強め，互いの信仰 を高め合い，そ し

て その信仰 を行 動 に表 して い くな ら
いや

ば，試練 によって受ける傷 を癒す薬 を

見いだせるのです。

今年 の初 め，わた しはナイジェ リ

アのラゴスで集会 に出席 し，薄い コン

クリー トの壁 と重い平 らなブ リキ屋根

でできた建物の中で大変感動的な経験

を しました。そこで は扶助協会の指導

者 たちが神権 ア ドバ イザ ー とともに2

時 間以上にわたって話 し合 いをしま し

た。彼 らが重要 な召 しを果たし，信仰

を築 き， また不規則 に広がるこの町に

おいて彼 らを取 り巻 く困難に打 ち勝つ

方法 をさらによ く理解で きる ように，

全員で協議 しま した。

閉会 の賛 美歌 を歌 い終 え，心打 つ

祈 りにアーメンと言ったと同時に，部

屋 中に雷鳴が とどろき，雨が降 り始め

ました。ブリキの屋根に当たる雨音の
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ために，別れ際の歓談 もまった くでき

ない状態で した。すでに水 は道に流れ

を作 り， ドアに激 しく当たってしぶき'

を上げてい ました。集会 は午後 に行わ

れ，ほ とんどの人が暗 くなる前 に帰宅

できるはずで した。わたしたちは激 し

い雷 と雨 の音のために無言の ままで座

って待ってい ましたが，刻 々と日が暮

れて，真 っ暗 になって しまっただけで

な く，家 に着 くまでにび しょぬれにな

ってしまうのは明 らかで した。わたし
かんなん

は，銀難に耐 えなが ら旅を したアルマ

の ことを思いま した(ア ルマ8：14-

15参 照)。 そ して，アルマに注 がれた

祝福 を思い出 したのです。アモナイハ

でアルマが置かれた状況 とナイジェリ

アのラゴスで聖徒たちが置かれた状況

が どこ とな く似 てい るこ とに気づ き，

わたしは一瞬はっ としました。天使は

アルマにこ う語 りま した。 「頭 を上げ

て喜 びなさい。……あ なたは初めて神
お つ

か ら御告げを受けて以来，忠実に神の

戒めを守ってきたか らである。」(ア ル

マ8：15)

激 しい雨音の響 き渡るその部屋には，

アルマ と同 じように，出て行 ってその

信仰の力 を通 して人々に教 え，その救

いのために助けの手 を差 し伸べ ようと

す る人々がいま した。 まだ雨の降 りし

きる中，一人， また一人 と腰 を上 げ，

あるいは一度に2，3人 が立 ち上が りま

した。抱 き合い，あるいは固い握手 を

交わ して，彼 らは出て行 きました。彼の あわ

らは，神のた ぐいまれ な力 と憐 れみ と

忍耐 とによって， 自分 たちは不幸 と無
ふち

窮の苦悩の淵 に引 きず り落 とされるこ

とはないという，新 しい知識を固 く信

じてい ました(ヒ ラマ ン5：12参 照)。

家への道 と永遠 に至る道の りに，希望

をもって立 ち向かう新 たな勇気 を得た

ので した。

わた したちは，創 造主であ る神 に
あかし

属する者であることを証します。神の

御子は大いなる愛をもって大きな代価
しょくざい

を払い，その蹟 罪に よってわた したち

に永遠の命 を与えて くだ さいます。 わ

た しはこれ らの ことが真実であると知
み な

っ て い ま す 。 イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名

に よ り， ア ー メ ン 。



希望を得て奮い立つ
中央扶助協会第一副会長

チエコ ・N・ 岡崎

希望の源ば，命の源その 右のざす。だからこそ，経験，理倥，知識の

すべτが希望など痔τるばずがなωと告げるときさ右，希望ば存続 し

ます。

愛 轍 難 さ翫需 ノ憂
という偉大 な3つ の徳の中の二つ 目で

あ る希望 についてお話 しするように言

われました。

扶助協会の姉妹愛は この3つ の徳 を

包含す るものであ り， わた したちが愛
あかし

と証，信仰 と互いへの奉仕 によって相

互に高め，強めるの を助 けて くれます。
けんそん

わたしは希望 とは，謙遜であ りなが ら

も日々の生活 を送 るうえで非常に粘 り

強い徳であ り，平凡であっても穏 やか

で，美 しく，活力 に満ちた徳であると

思 います。 また，控えめであ りなが ら

も善 を推 し進めるための力強い原動力

であ り，善 を行い，良い人間になる能

力 を大いに増 して くれるものです。

この工夫に富む，優 れた 「うちわ帽

子」は今年になって トンガのステーク

を訪問 した際に扶助協会の方々か ら贈

り物 として頂いた ものですが，希望 と

この帽子 とを比べ てみ たい と思 い ま

す。蒸 し暑い ときには，この帽子 を使

って冷 たい風 を送 ることがで きます。

つ ばがカーブ しているので，平 たい う

ちわ よりももっ と強い風 を起 こせ るの

です。でも， もし雨が降 り始 めた とき

には，うちわは即座 に帽子に早変わ り
あらし

して，嵐から守 って くれます。

これ と同じように，希望はいつで も，

どんな逆境 に遭 うときにも，嵐であろ

うと快適す ぎる天気であろうと，あら

ゆる天候， どんな問題に も対処で きる

徳です。

希望の反対 は何 でしょうか。言 うま

で もなく絶望です。 しか し，絶望 はわ

た したちが物事に対 して無力感を抱い

た り，人生 を無意味だ と感 じた りする

ときに生 まれ ます。絶望 はある種の感

覚喪失 であ り，それがあ ま りに深 く，

命の源その ものと懸け離れて しまった

状態なのです。

わた しはあま り庭仕事が得意ではあ

りません。(我 が家 の庭 の世話 は，庭

い じりが好 きな主人のエ ドの仕事 でし

た。)最 近 ，パ ンジーが無造作 に置か

れたブロックの下敷 きになってつぶさ

れているのに気づ きました。それでも，

何本 かの茎はブロ ックのわきか ら頭 を

もたげていて，数週 間後，そのパ ンジ

ーはブロックのへ りの周 りか ら力いっ

ぱい横に伸 びて，空 と太 陽に向か って

茎 を伸ば し，かわい らしい紫色 と黄金

色の花を咲かせました。 わた しがブロ

ックをどか してみると，パ ンジーの茎

は折れ曲がっていましたが，その花 は

隣の花 に負けない くらい輝いて咲いて
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いました。

このパ ンジーは命を選 びました。逆

境 に遭い なが らも，命 を選び ました。

体 を痛めつけ られなが らも命 を選びま

した。 ブロックにつぶされてあきらめ

て も無理はなかったのに，それで も命

を選 んだのです。

姉妹の皆 さん，希望の源は命の源そ

の ものです。だか らこそ，経験や理性，

知識 のすべ てが，希望な ど持てるはず

がないと告 げるときにも，希望は存続

するのです。希望 は勝算 を探 った りは

しません。希望は二面性 を持った徳で

す。 この 「うちわ帽子」の ように，晴

れた 日に も嵐の 日にも使 える ようにな

っているのです。希望 を選ぶ とい うこ

とは，命 を選ぶとい うことであ り，希

望 を選ぶ とい うことは，愛を選ぶ とい

うことです。

主は古代 のイス ラエルの人 々に申命

記の律法 と戒めを与 えられた後で， こ

う告げ られ ました。「わたしは， きょ

う，天 と地を呼んであなたがたに対す

る証人 とする。わたしは命 と死および

祝福 とのろいをあなたの前 に置いた。

あなたは命 を田ば流}れ ば六らカい。

そうすればあなたとあなたの子孫は生

きなが らえることができるであろう。

す なわちあなた の神，主 を愛 して，

その声 を聞き，主 につ き従わなければ

ならない。そ うすればあなたは命を得，

かつ長 く命 を保つ ことが……できるで

あろ う。」(申 命30：1920， 下 線付加)

これはどうしてなので しょう。なぜ

希望は命の根元その もの とそれほ ど深

く結びついているので しょうか。 『モ

ルモ ン書』は，わた したちは 「すべて

の人の偉大な仲保者 を通 じて自由と永

遠の命 を選ぶことも，あるいは悪魔の

束縛 と力に応 じて束縛 と死 を選ぶこと

も自由である。悪魔 は，すべての人が

自分の ように惨 めになることを求めて

いるか らである」 と告 げてい ます(2

ニ ーファイ2：27)。

希 望 は， ク リスチ ャンの偉大な3つ

の徳の中の一つです。それはキリス ト

御 自身が命の主 であ り，それゆえに希

望の主であ られるか らです。わた した

ちは創世の ときか ら自由を与 えられて

い るので，何 を選ぶかは自由です。そ
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してキ リス トはわた した ちの選択の自

由，選択の権利 と能力 を尊重 して くだ

さいます。主がわた したちに差 し出 し

て くださっている選びは命であ り，命

は希望 という選びを差 し出して くれ ま

す。それ以外のあ らゆる選択はわたし

たちに霊の死 をもたらし，わた したち

は悪魔の力に引 きず り込 まれて しまい

ます。

これまでの話 を通 して，キリス トに

ある希望 には未来へ の希望が含 まれて

お り，その未来には復活，救 い，昇栄

の含 まれていることが， より明確に分

かっていただけたら幸いです。

パ ウロはローマ人に対 して，キリス

トは死 に身をゆだね られた けれ ども，

「死人の中か らよみが えらされて， も

はや死ぬ ことがな く，死 はもはや彼 を

支配 しない」 と説 明しました(ロ ーマ

6：9)。 わ た したちの救 い主 イエス ・

キリス トは，いつのときも命の主であ

られま した。 しか しキリス トは，その
　ぬ

蹟いの犠牲を通 して死 をも従 わせる主

となられたのです。肉体の死 はキ リス

トを支配せず，その結果，キリス トの

おかげでわた したちも肉体の死 による

支配 を免れました。

これが何 を意味す るかを考えてみて

ください。わた したちの救い主の勝利

によって，わた したちもまた勝利者 に

なれます。この よきお とずれ，永遠の

勝利を得た戦場か ら聞 こえるこの勝 ち

どきを耳に して，わた したちの 日々の

li//

犠牲や常々持 っている希望 が非常に粘

り強 く，何 にでも効 く非常にいい特効

薬であ り，そう簡単には無意味や絶望

に変わるものではない理由が分か りま

す。

事実，わた したちが選ばないか ぎり，

絶望す るこ とはで きませ ん。 しか し，

死すべ き肉体 を持つわた したちにとっ

て，命 は死 と切 っても切 れない もので
くらやみ

す。人生において，暗闇や死 を育 てる

ことも選べ ます し，反対に，明るい希

望を育 てることも選べ ます。心配す る

ことも選べ ます し，光 を拒 むことも選

べ ます。すでに命の勝利の主となられ

たイエス ・キ リス トと同盟を結ぶのを

拒む ことも選べ ます。自分の命が少 し

ずつ束縛 されるに任せ，ついにはそ こ

か ら抜 け出せな くなるように も選べ ま

す。己の霊 を殺 し，希望 を窒息死 させ

るのに手を貸 し，無意味 と絶望 に打ち

負 か されて しまうようにも選べ ます。

キ リス トの復活によってわた したちの

復活 も保証されているので，肉体 の死

については何の心配 もあ りません。 し

か し霊の死については，わたしたちが

キリス トや主の希望 ，そ して絶えるこ

とのない，何 にも制約 されない主の命

と自分を結びつ けないか ぎり，主はわ

たしたちをお救 いになることがで きま

せん。

しか し，姉妹 の皆 さん，堂 に命の力
あかし

は死 の力 よりも強 いこ とを証 します。

もしもわたしたちが選ぶなら，もしも
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選ぼうという望みを持つだけで も， さ

らには選ぼうという望みを持 ちたいと

願 うだけでも，イエス ・キリス ト御 自一

身が導いてお られる，命へ の強力 な力

が動 き始めます。主は，折 り曲げ られ

た繊細 な細枝 に対 して，力 とエネルギ

ー をもってこたえて くださり，花 を咲

かせて くだ さいます。これ らの愛に満

ちた約束 とわたしたちに対する切 なる

呼びかけに耳を傾 けて ください。主 と

ともにあればわたしたちは世に打 ち勝

てるとい う，一緒 にもた らされる希望

を心に感 じて ください。

「わた しは門である。わだ しを とお

ってはいる者 は救 われ 〔る〕であろう」

と主 は言われ ました。盗んだ り，殺 し

た り，滅ぼ した りするためだけに来る

と主が言われた盗人 とは対照 的に，イ

エ スが来 られたの は 「〔わた したち〕

に命を得 させ ，豊：かに得 させ るためで
ひつじかい

あ」 り，主は 「わた しはよい羊 飼であ

る。 よい羊飼は，羊のため に命 を捨て

る」 という確 かな言葉を告げていらっ

しゃいます(ヨ ハ ネ10：9-11)。

詩篇 の作者 は感嘆 と驚 きをもって，

次 の ように詩に表 しています。 「わた

しはどこへ行 って，あ なたのみたまを

離れま・しょうか。わた しは どこへ行 っ

て，あなたのみ前をのがれましょうか。

わたしが天 にのぼって も，あなたは
よ み

そ こにお られます。わたしが陰府に床

を設けても，あなたはそこにお られま

す。

わた しがあけぼのの翼 をかって海の

はてに住んで も，

あなたのみ手はその所でわた しを導

き，あなたの右のみ手はわた しをささ

え られます。」(詩 篇139：7-10)
こんにち

そして今 日にあっては，イエス ・キ

リス トはジ ョセブ ・ス ミスを通 してわ

た したちすべてにこう語ってお られま

す。「わた しの使徒 たちに言 ったよう

に，わた しはあなたがたに言 う。……

あ なたがたは，父がわたしに与 えて く

だ さった者である。あなたがたはわた

しの友であ る。」(教 義 と聖約84：63)

「わ た しが来てわた しの宝石 を集 める

日に，彼 らはわたしの もの と.なるであ

ろう。」(教 義 と聖約101：3)

姉 妹 の皆 さん，心か ら愛する姉妹の



皆 さん，死の力 がいかに強 く思えよう

とも， どうか命 を選んで くだ さい。絶

望が身近 に感 じられた として も，希望

を選んで くだ さい。様々な状況に打ち

負か されそうになって も，成長す るこ

とを選んで ください。 自分 自身や ほか

の人々の無知に もが くときに も，学ぶ

ことを選 んで ください。暴力 と報復が

はびこる現代にあって も，愛 すること
ゆる

を選んで くだ さい。赦す ことや祈 るこ

と，小 さな親切 をもって人々の生活を

祝福 す るこ とを選 んで くだ さい。愛
あかし

と証 と信仰 と奉仕の業をもって高め合

い，強め合いなが ら，扶助協会の姉妹

愛 を築 き上げてい くことを選んで くだ

さい。その ようにするなら，必ず皆さ

んが救い主の二豊かな愛 を感 じることが

で きるとお約束 します。
り あ わ

主は，最 も小 さい者 に対す る憐れみ

に満 ちた行いを，御 自身 に対す るもの

として受け入れて ください ます。そ し

てその代償 として，希望 を失 い，疲労

こんぱい し，絶望 と無意味に打ちひ し

がれるわた したちを救 って くださるの

です。

使 徒パ ウ ロは こ う尋 ねて い ます。

「だれが，キ リス トの愛か らわた した
かんなん

ちを離れさせ るのか。患難か，苦悩か，

迫害か，飢 えか，裸か，危難か，剣か。」

そ して，それに対す るすば らしい答 え

を与 えてい ます。

「しか し，わた したちを愛 して下 さ

ったかたによって，わた したちは， こ

れ らすべての事 において勝 ち得て余 り

がある。

わたしは確信する。死 も生 も，天使

も支配者 も，現在 のもの も将来の もの

も，力あるもの も，

高い ものも深い もの も，その他 どん

な被 造物 も， わた したちの主 キ リス

ト・イエスにおける神の愛か ら，わた

したちを引き離すことはできないので

ある。」(ロ ーマ8：35，3739)

わ た しのキリス トはわたしの希望で

あることを証 します。主 は，雨降 りの

月曜 日に も，暗い夜 にも，死 と絶望 を

前にするときにも，わたしの希望です。

ζの生 きた証 を，わた しの主であ り救

い主であるイエス ・キ リス トの聖なる
み な

御名によって申し上げます。アーメン。

慈愛によって強められる

中央扶助協会会長

イ レイン ・L・ ジャック

たまもの

この賜物ば用ωれば用ωるぼど増 し加えられます。与える入r5受 ける

入 も祝福されるのさす。なぜな らば慈愛ば鯉れる入を皆清め，神聖に

するからざす。

欄

き ょ う

△ 日，教会のすば らしい女性であ

7る 姉妹の皆 さんとお会いで きた

ことを心か ら感謝 してい ます。 ここに

は世界各地か ら言語，習慣 そ して文化

を異 にす る姉妹たちが集っています。

置かれてい る環境 が異なっていて も，

皆 さんは絶えず正義を行 うことに心 を

砕いています。教会 にいつ加 わったか，

どこに住んでい るかにかかわ りな く，

皆 さんが心 に抱いている善 き思いに正

義があふれてい ます。皆 さんが教会 に

対 して果た している貢献 と日常生活 で

示 している模範は神 に対する愛か ら生

まれた ものです。

わたしはあるときラジオのインタビ

ューで次の ような質問を受 けま した。

「女性 に対 して望 むこ とが あるとした

ら， それは どのよ うなこ とですか。」

わ た しは こ う答 え ま した。 「女性 の

方々に自分が どれほどすば らしい存在

かを知っていただ くことです。 自分の

持 っているすば らしさがどれほど価値

のある ものか を認識 していただ くこと

です。」

こうして皆 さんの前 に立ってい ます

と，26年 前 に亡 くなった母のことを思

い出 さず にはい られ ません。皆 さんの

中の多 くと同様，わた しも母 からほん

とうにた くさんの ことを学び ました。

言葉遣い，礼儀作法，清潔，教育の大

切 さを教 えて くれ ました。母 は優 しい

人で した。母は神の王 国の福音 と教義

の原則 を教えて くれま した。偉大な信

仰，あふれる希望，純粋な慈愛の模範

を示 して くれ ました。

カー ドス トンの小 さな集落で生 まれ

育った娘が，家庭で得 た教訓 を世界中

の女性 に向けて衛星放送 を通 じて話す

など，母 には想像 もつかなかったこと

で しょう。母 と離れてか ら長 い年月が

過 ぎま したが，わた しは時々母がす ぐ

そばにい るこ とを感 じます。 この経験

か ら姉妹の皆 さんにお尋ね したいので

すが，わた したちが差 し伸べ る手，触

れ合 い，そ して影響力 はどれほど大 き

な力 を持つのか を測ることがで きるで

しょうか。

わたしはこの召 しを受けて以来，教

会の女性たちの心 を理解で きるように

主の助 けを求 めて祈 って きました。心
かぎ

は わた した ちの影響力 の鍵 とな りま

す。 わた したちがお互いに向上 し，称

賛 し，教え，励 ますときに， どのよう

な心 で思いや りを示 し，努力 したかに

よって価値 あるもの と見なされ，その

大 きさが測 られるか らです 。そ して，

扶助協会の心 はあふれ るばか りの愛で
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あることが分か りました。わた しは訪

問する先々の支部， ワー ド，ステーク

でその模範を目に して きま した。 また

「愛 はいつ まで も絶 え ることがない」
あかし

と証す る数々の手紙 を頂いてこの教会

の女性 たちの優 しさを耳に して きま し

た。

慈愛 は心の中で作 り出 されるもので

す。

救い主は 「律法の中で，……いちば

ん大切 な」戒めは 「心 をつ くし，精神

をつ くし，思いをづ くして，主 なるあ

なたの神 を愛せ よ」であると言 われま

した(マ タイ22：36-37)。 わ た した

ちは心 と精神 と思いを尽 くして主 を愛

することによって，周 囲の人々をも愛

するようになります。そしてあふれる

ような慈愛がわいて きます。

皆 さんは毎 日の生活 の中で，家族や，

隣大，姉妹 たち，そして見知 らぬ人に

対 しても，善 を行 っているので，これ

は別に目新 しい ことではないか もしれ

ません。人々を助 ける努力が生活の一

部になっているため，皆 さんは素早 く，

本能的に，直接的な援助を行 っている

ことで しょう。

ほとんどの方 はわたしが皆 さん とは

関係のないだれかほかの特別 な人のこ

とを話 していると思っているのではな

いで しょうか。「わた しは何 の優れ た

ところ もない，普通の女性です」 と考

えているのではないでしょうか。

それはわたしも同 じです。「わた し

もほかの女性 と同じように喜び，不満

を感 じています。」感 じる不満 は大 き

く，見いだす喜 びといえば，洗濯 して

乾燥機か ら取 り出したソックスの数が

きち ん とそろ っていた と きの うれ し

さ，ただそれだけの ときもあ ります。

わた したちは皆 ，喜びを感 じ，平安 を

見いだすために努力 しています。それ

を実現するための最 も偉大 な道具が慈

愛なのです。

聖典 には，慈愛 のあふれる日常生活

を送っている大勢 の女性の姿が描写 さ

れています。心がキリス トの純粋 な愛

で満たされてい るため，彼女たちは必

要 とされている事柄 に素早 くまた効果

的に対処 します。

イサクの妻 になり，ヤ コブとエサウ

の母 となった リベカはまさにそのよう
しもべ

な女性で した。アブラハ ムの僕が イサ

クの妻を探す ために村 を訪 れた とき，

リベ カは普段 と変わ りな くその僕 に親

切にしました。

主 はリベカの心を御存 じでした。 リ

ベカが助けを必要 としている人に出会

った らため らわずに助けることを知 っ

てお られたのです。主 は僕 の祈 りにこ

たえ られ，僕 に水を飲 ませて くれる若

い女性がイサクの妻になるこ とをお示

しにな りました。

創 世記 には次の ように記 されていま

す。 「リベ カが，水 がめを肩 に載せ て

出て きた。」(創 世24：15)そ して泉に

下 りて行 きました。皆 さんはこの物語

を御存 じのことで しょう。僕 は水 を飲

ませてほ しい と言い ました。そこで リ

ベカが答 えた ことがイスラエル全家の

家系 を決めることになったのです。

リベ カは答 えま した。 「わが 主 よ，

お飲 み ください。」そ して さらに こう

言いました。「『あなたの らくだ もみな

飲 み終わるまで，わた しは水 をくみ ま

しょう。』

彼女は急 いでかめの水 を水ぶねにあ

け，再び水 を くみに井戸へ行 って，す

べ ての らくだ のため に水 を くん だ。」

(倉U世24：18-20)

兄 の ラバ ンは僕に泊 まってい くよう

に勧 めました。そ してリベカは僕 が自

己紹介 をする前 に，彼が リベ カのお じ

の僕であるこ とを知 りました。 リベカ

の見知 らぬ人への慈愛 あふれる対応 は

自然に出て きたもので した。立ち止ま

って，これか ら を るのだ と身

構 えたわけではあ りません し，助けを

必要 としていた人の社会的地位 を考え

たわけでもあ りませんでした。彼女は

急 いで らくだの ために水 を くみ ま し

た。

リベ カは心 を込めて奉仕 しました。

この単純 な奉仕 か らすべての神権時代

に大 きな影響 を及 ぼす家族が生まれる

ことにな りました。 リベカは神 の娘 と

してふ さわしくあ りたい と考え， また

進んでそのように行動 しました。最初

の質問 に戻 りましょう。わた したちの

善意が どれほど大 きな広が りを見せ る

かを計 り知ることができるで しょうか。
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わた したちは リベ カの経験か ら，行

動 に表れた場合に どれほ どの慈愛を持

った人か考 えるこ とが多 いのですが，'

慈愛 は実際には互いに愛 し合お うとす

る心 の状態 その ものである と言 うこ と

がで きます。 リベカは水 を差 し出 しま

した。この行為に慈愛が表れています。

わたしは最近，シベ リアで伝道する

姉妹から手紙 を頂 きま した。この手紙

にはロシアの姉妹たちが どのように愛

を行いに表 しているかが記 されていま

す。手紙 を書 いたオケルベ リー姉妹は

次のように述べ ています。

「わたしはシベ リアの女性たちが扶

助協会のビジョンを捕 らえていること

を誇 りを もっ て報 告 したい と思 い ま

す。教会員 になってわずか6か 月の カ

ッペ ンコバ姉妹 はロシアの北端 の地で

扶助協会会長の責任 を引 き受けるとい

うチ ャレンジにこたえました。カッペ

ンコバ姉妹 は副会長 とともに家庭訪問

の大切 さを理解 しま した。姉妹たちが

助 け合 うように指導 し，教会か ら足が

遠の くことが ない ように励 まし合って

います。姉妹たちは福音の原則を互い

に教 え， また教会 における母親 ，妻 ，

女性 としての指導力 を養 うため互いに

学んでい ます。彼女 たちを取 り巻 く環

境は決 して容易ではあ りませ ん。けれ

ども姉妹たちは不滅 の言葉である 『愛

はいつ まで も絶 えることがない』の意

味 を理解 し，すでに 自分の ものにして

い ます。わた しは姉妹た ちの進歩の様

子 を目にすることがで きて とても光栄

です。

わた しに残された貴重 な伝道期問は

1週 間 しかあ りません。 ここシベ リァ

の姉妹たちはこれか らもきっ とお互い

に助け合 ってい くことで しょう。」(ミ

ケー レ ・オケルベ リーの手紙 ，1996年

1月31日)

アルマは 「常 に心の中に神 の愛 を持

〔つ〕」 ことの大切 さを強調 しま した

(アルマ13：29)。 慈 愛 とはこの愛 を言
み たま たまもの

います。慈愛は御霊の賜物です。 なぜ

な らば 「善 い ものはすべ て神か ら出」

るか らです(モ ロナイ7：12)。 この賜

物 は用いれば用いるほど増 し加わ りま

す。与える人 も受ける人 も祝福 される

のです。なぜ ならば慈愛は触れる人 を



皆清め，神聖にするか らです。そ して，

「終 わ りの 日にこの慈愛 を持 って いる

と認め られる人は，幸 い」(モ ロナイ

7：47)で す 。

慈愛 を表す最 も偉大 な行為 は， 自分

自身を与えることです。そ して，ほか

の人か ら差 し出 された慈愛 をへ りくだ

って受 ける こ とです。 スペ ンサー ・

W・ キンボール大管長はこの真理 を霊

感 あふ れ る言葉 で説 明 して い ます 。
たまもの

「〔救い主の〕賜物 は驚異 的な形で表 さ

れました。目の見 えない人の目を開き，

耳の聞こえない人の耳を開き，足の不

自由な人の足 を強 くし，汚れた人 を清

め，不具 な人に活力 を与 られえ，息の

絶 えた人 に息を与 えられました。救い
ゆる

主の賜物 は……悔い改めた者に赦 しを

与え，絶望 した人 に希望を与えました。

主の友人 たちは宿 と食物 と愛を差 し出

しました。 これに対 して主は彼 らに御

自身 と愛 と奉仕 と命 をお与えにな りま

した。……わた したちは主がお与 えに

なった ように与 えなけれ ばな りませ

ん。 自分 自身を与えることは聖 なる賜

物です。」(TheWlondroロsθff亡 『驚 く

べ き賜物』p .2)

わ た しは 「自分 自身を与えることは

聖なる賜物です」 と 「わた したちは主

がお与 えになった ように与えなければ

なりません」 とい う言葉につ いて深 く

考えてみ ました。何 と賢明な勧告で し

ょうか。わた したちは自分の時間，活
あかし

力，約束，証 を人々に与えるとき，そ

れは自分 自身を与えてい るこ とにな り

ます。手に触れ るこ とがで きない もの

を分かち合 うとき，それは玄 関先に置

いて来 る ような もの ではあ りませ ん

が，相手の人の心に刻み込むことは容

易です。

親切 も同様です。親切 な気持ちを表

すことほ ど，皆 さんの開 く集会に，家

庭 に，あるいは人々との交際 において
み たま

主の御霊を即座に招 くものはありませ
なさけ

ん。 「愛 は情深い」 と記 されてい ます

(1コ リン ト13：4)。 皆 さんの行動の リ

ス トに親切 を第1に 挙 げて くだ さい。

毎B， なすべ き事柄の リス トの最初 に

「親切 な行い をす る」 と記入 して くだ

さい。親切 を行動 に表す には様 々な方

法があ ります。隣人 に思 いや りを示 し

て ください。人混みの中で も忍耐 して

くだ さい。子供たちや夫に心配 りを し

てください。姉妹たちに対 して正直で

あって くだ さい。姉妹たちを信頼 して

くだ さい。そうすれば姉妹 たちもあな

た を信頼することで しょう。姉妹たち

の もとへ足 を運び，扶助協会 と呼ばれ

る姉妹 たちの大 きな輪の中に彼女たち

を導 き入れて ください。親切 な思いが

増すに したがって，わた したちの心の

倉庫 には慈愛が増 し加 えられ，そ して

わたしたち自身が強め られるのです。

学業 を続 けるためにテキサスへ引 っ

越 した扶助協会のある姉妹がその後 さ

らに引 っ越 した後，今年の夏に手紙 を

下 さい ました。彼女 はワー ドの姉妹た

ちの機敏な行動，快 く手を差 し伸べ る

姿勢，温かい心，そして親切か ら学ん

だ経験 を書 きつづ って くれま した。彼

女が手紙 を書 く気持 ちになったのはワ

ー ドの姉妹が何
.をして くれたか らでは

な く，埜 して くれたかを心 に感 じた

か らで した。姉妹たちは彼女 を愛 し，

彼女 も姉妹たちか ら愛 されている と感

じることができました。姉妹たちは彼

女に分かち合 い，得ている賜物を増 し

加え，彼女 も慈愛によって強め られた

のです。彼 女の話を聞いて ください。

それは皆 さんすべ てを，皆 さんがひそ

か に示 して いる善意 を代 弁す る話 で

す。

「この手紙 を書 くためにコンピュー

ターの画面 を前に していますが，ただ

まばたきするばか りです。感謝の涙が

止まらないのです。初めてオースチ ン

第4ワ ー ドに出席 した日か ら，扶助協
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会の集会で愛 と関心がわた しに向け ら

れていることを感 じて心 を動かされ ま

した。様 々な環境 に置 かれた姉妹たち

がいました。改宗者や，生 まれたとき

か らの教会員，生粋のテキサスっ子 も

いれば，西部山聞地方か らの移住者.も

いました，既婚者，離婚 した人，独身

者，裕福 な人，経済的に恵 まれない人

と様 々で した。 もちろんだか らとい っ

て差別があるわけではあ.りません。

口ではな く行いで示 して くれた彼女

たちの親切 は数え切：れ ないほどた くさ

んあ ります。それ らは地を揺 り動かす

ような出来事ではあ りませ ん。ただ，

小 さな祝福 が積み重 ねられてい ったの

です。わたしのアパー トに立ち寄って，

犬 を散歩 に連れて行って くれた り，壊

れ た物 の修理をして くれた り，引っ越

し荷物 の入 った箱 を開けて くれた り，

姉妹たちの個人の祈 りにわた しの名前

を入れて くれた りと様 々な思いや りを

示 して くれ ました。先 日の安息 日は一

日中，わた しの心の中を 『シオンの娘』

(『賛美歌』195番)の 歌詞が駆け巡っ

てい ま した。姉妹 たち はほん とうに

『み国の力強むため 疲れ しもの を救

わん』を実行 してい ます。」(1996年8

月11日 付 け，キ ャサ リン ・ボスウェル

か らの手紙)

教 会の女性たちが及ぼ している義 に

かなった影響力について疑 問視する人

がいるで しょうか。 この タバナ クルで

も， テキサスで も，小 さな支部で も，

大 きなワー ドでも，そ して世界 中のス

テー クで もわた したちの働 きは 「愛は

いつ まで も絶えることがない」 とこだ

ま しているのです。何 とすば らしい約

束でしょうか。それは地上でわたした

ちの耳に響 き渡 り，天において記録 さ

れるのです。姉妹 の皆 さん， これはわ

た したちのテーマであ り，世界に告げ

るメッセージであることを忘れないよ

うに しようではあ りませんか。何 をす

るかではなく， どのような心で行 うか

が大切です。

ジョセブ ・F・ ス ミス大管長 は大管

長会で働 く責任 について質問を受けた

とき，「わた しは善 いこ とを行 うため

に召 され てい ます 」 と述べ ま した 。

(Collec亡edl)fscoαrses『 説教集』ブラ

イアン ・H・ ス タイ編 ，5：92)実 に

簡潔 で心が こもった言葉で す。 イエ

ス ・キ リス トに従 う者 としてわた した

ちも 「善 いことを行 うため に召 されて

います。」姉妹の皆 さん，あなたがた

はす ば らしく善 い業 を行 ってい ます。

それはとて もすばらしい ことです。

以前に中央扶助協会会長の召 しを果

た したベ ル ・スパ ッフオー ド姉妹 は

「扶助協会 は神か ら与 えられた使 命の

門ロまで しか到達 していない」 と言い

ました。(Hfs亡oryof1～elfefsocfe亡y

『扶助協会史』p.140)

わ た しもこの意見 に賛成 です。わた
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したちは門口に足 を大 きく踏み入れ，

新 しい霊性 と光の時代に入 る準備がで

きています。わた したちは日常生活 に

おいて人々をイエス ・キ リス トに近づ

けることができるで しょうか。わたし

たちの信仰，希望，慈愛は大 きな影響

を及 ぼす力 となるこ とがで きるで しょ

うか。できます。確かにで きます。

クライ ド姉妹 はわたしたちの確信 に

堅 く立ち，勇気 を持つ ように と雄弁 に

語 りました。岡崎姉妹 は教えることに

特別 な才能を持 った方ですが，彼女 は

キリス トにあって どのように希望 を見

いだすことができるかについて話 して

くれ ました。お二人の メッセー ジに，

慈愛によって強められるとい うわた し

の確信 を付け加 えたい と思い ます。こ

の教 会のすべ て の姉 妹 にお願い しま

す。神 を愛す る気持 ちを表すため に，

喜んで奉仕 し，奉仕 されることを実行

して くだ さい。人 々に関心 を示す こと，

犠牲 を払 うこと，奉仕することを家庭

で教えて ください。それが知性であれ，

音楽であれ，運動能力であれ，指導力

であれ，思いや りであれ，ユーモアの

センスであれ，穏やかな顔つ きであれ，

快活 さであれ，わたしたちが神か ら頂
たまもの

いている賜物 を分かち合 うことができ

るように祈 っています。慈愛 にあふれ

る心 によってわた したちはこの末 日に

驚 くべ き業をなすことがで きます。や

がて，わた したちはイエス ・キリス ト

か ら，「心 の清 い者 ，これこそシオン

で ある」 と告 げ られる ことで し ょう

(教義 と聖約97：21)。

今 晩ここで話 されたことが真実であ

ること，皆 さん一人一人が大切 な存在
あかし

であることを証 します。 イエス ・キ リ
かしら

ス トはこの教会の頭であられ，わた し

たちは神の預言者 によって導かれてい

ます。わたしはこの祝福 に感謝 してい

ます。またわたしたちのために勤勉に

効果的に働いて くだ さる神権指導者に

感謝 してい ます。彼 らも慈愛に満 ちた

心で人々を祝福 してい ます。 このすば

らしい福音 によってわた しが心に受け

てい る喜 びと，皆 さんすべてにわたし

の愛 をお伝 えしたいと思います。 イエ
み な

ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り，ア ー メ ン。



扶助協会の
か ぎ

大いなる鍵の言葉
第二副管長

ジェームズ ・E・ フ ァウス ト

教会ばその設立当初か ら，忠実な妨妹たちの奉仕，信仰，献身を遍 し

τ多くのカを得τきま した。

親
愛なる姉妹の皆 さん，こよい，

こうして皆 さんと同席で きるの
けんそん

は，心 を謙遜 にさせ るすば らしい機会

です。非常 に光栄なことに，ヒンク レ

ー大管長 とモンソン副管長 も出席 して

います。 シルバー姉妹の祈 りと， この

すば らしいコー ラスに感謝 します。心

を高 めて くれ るす ば らしい音 楽で し

た。皆 さん一人一人 の信仰 と徳が表 れ

ています。信仰，希望，慈愛 に関する，

アイリー ン ・クライ ド姉妹，チエコ ・

岡崎姉妹，イレイ ン ・ジャック姉妹の

メ ッセージはわた したちを鼓舞 して く

れました。
ろうにゃく

老若 を問わずすば らしい姉妹たち一

人一人 に，心か らの称賛 と感謝の思い

を伝たい と思い ます。皆さんの信仰 と

献 身に感謝 しています。また，皆 さん

の義の模範 に感謝 しています。皆 さん

が今直面する数々の問題に立派に対処

している様子 を目にす るのは，ほんと

うにすば らしいこ とです。皆 さんは，

霊 的なもの，すば らしい もの，美 しい

ものに対す る天与 の正 しい認識を持 っ

ていますが，それは，皆 さんに内在す

る神性の一部です。皆 さんはわたした

ちすべての生活を，ずっ と明る く，す

ば らしいものにして くれています。

1年 前の この集会で ヒンクレー大管

長 は，大管長会 と十二使徒定員会 を代

表 して，家族に関する宣言 を発表 しま

した。 どの家族においても母親が中心

である ことを考えれば，それが， まず

最初に中央扶助協会大会で読み上げ ら

れたのは適切なことでした。

わた しは，扶助協会 の影響力 と業績

に敬服 しています。扶助協会は，世界

で最 も偉大な女性組織 です。皆 さんは

このすばらしい組織に属する とい う特

権 を得 てい ます。わた しは これ までの

人生の中で，扶助協会 を通 して豊かな
そう

祝福 を受 けて きま した。 わた しの曾
そ ぼ

祖母は33年 間ワー ドの扶助協会会長を

務め ました。わた しはステーク扶助協

会会長 と，ワー ド扶助協会会長 と結婚

しました。ただし，これは同 じ女性 で

す。長女は今， ワー ドの扶助協会会長

として働いています。義理 の娘の一人

は，ステークの扶助協会会長 をしてい

ます。 わた しの妻ルースは長い間にわ

たって，忠実 に扶助協会に出席 しま し

たが，それによって，我が家 はさらな

る霊性 と安 らぎという祝福 を受けま し

た。彼女が受 ける霊的 な豊 かさのおか

げで，すべ てのことがいっそう順調 に

聖徒の道/1997年1月 号

109

運んだ と思います。扶助協会 のおかげ

で，わたし自身も随分学ぶ ところがあ

ります。神権者 を支持 し，扶助協会の

事柄 にはあ まり立ち入 らないようにす

べ きだ， と学 んだのは随分前の ことで

す。

預言者 ジョセブ ・ス ミスは，救 い主
み こと ば

の御言葉 を引 いて，この協会 について

次のように話 しました。「『あなたがた

・は，自分で見 たわた しの行いをしなさ

い。』これがこの協会の行動の基 とな
かぎ

る重要な鍵の言葉です。」1

神 の娘たちにとって，救い主がなさ

れたことを行 うということの中に，神

権の鍵，権能，力 の行使 が含 まれてい

ないのは言うまで もあ りません。 しか
あかし

し，その中には，証 と模範 によって信

仰を築 くことが含 まれています。また，

救 いの教義 を教 え るこ とも含 まれま

す。すべ ての人に対 して示 された救い

主の模範 に従 うことも含 まれ ます。扶

助協会設立の際に預言者 ジ ョセブが語

った次の言葉のように，ほかの人 を教

え導 くこと も含 まれ ます。 「これは慈

愛 の組織 です。 その天性 を考 えれば，

女性の皆 さんが慈愛 と慈善の感情 を持

つの は自然 なことです。」2「 人 々が皆

さんの純粋 さ，優 しさ，愛の力 に触れ

られ るように して ください……善良な

すべての人々の目に皆さんがす ばらし

い人物 として映 るの は，柔和 さ，愛 ，

純粋 さのゆえであ り，争い，口論，不

和 ，議論 な どによるので はあ りませ

ん。」3

教会 の女性 に対するこの責任 には一

つの約束が伴 っています。預言者ジ ョ

セ ブはこう述べてい ます。「もし皆 さ

んが これ らの原則に従 って行動するな

ら， 日の栄 えの王国で受け る報 いは，

実に偉大で輝 かしい もの となるで しょ

う。 自分の特権 に恥 じない生活 をする
ほうゆう

なら，天使が皆 さんの朋友 となること

も禁 じ得 ません。」4

皆 さんが神か ら与えられている，養

育者 としての役割は，これまでにな く
たまもの

強 く必要 とされています。この賜物 は

女性 に特有の ものです。男性 はその種

の賜物 をそれほど豊 かには授 けられて

い ません。この賜物 の最高の表れが母

性です。 しか し，それはほか にも様々

「



な表れ方をします。，その一つが女性特

有 のすば らしい直観的洞察です。ある

ワー ドの忠実な扶助協会会長が， 自分
み たま

の受けた御霊のささや きについて次の

ような話 を して くれた こ とがあ りま

す。

「その集会に出ている ときに，同 じ

ワー ドのあま り活発でない一人の姉妹

を訪ね るように とい う，強い気持 ちを

感 じました。わたしは最初 に思いまレ

た。『今 わた しは責任 を果た してい る

最中だか ら， この場 を離れるわけには

いかない』 と。で も，次に思ったのは

『キ リス トな らどうな さるだろ うか』

とい うことでした。 もちろんキ リス ト

ならその集会 を途中で も抜 け出て，失

われた羊の ところへ行かれたことで し

ょう。 わた しもそ うしました。その姉

妹の家 に着いて，わたしは彼女 に言 い

ました。『自分が なぜ ここへ来 たのか

分か らないんです。 ところで，姉妹 は

お元気 にしていらっ しゃいましたか』。

彼女は 『ええ』 と答 えました。 しか し

わた しは，そこで話 を終わ りにして し

まってはいけない と思い ました。主か

らそ こへ遣わされたのであれば，その

まま立 ち去 るわけにはい きませ ん。

彼女はわた しを招 き入れて くれ まし

た。そ して復活祭の 日曜 日だったその

日，わた しが彼女か ら知 らされたのは，

その週の早 くに彼女の夫が家を出て行

ってしまった ということで した。子供

たちは父親が どこへ行ってしまったの

か， けげんに思っていま した。 そして

とても久 しぶ りに，彼女 は助けを祈 り

求めていたところだ ったのです。わた

しは彼女からいろいろ と事情を聞 くこ

とがで きました。それか ら，監督 と副

監督が来て，その危機的な状況が修復

で きるように助け，家族 は元 どお り一

緒になることができました。

この経験 を通 してわた しが学んだの

は，御霊の声 に耳を傾け，そのささや

きを受けた らす ぐに従 うとい うこ とで

す。99匹 を後 に残 して1匹 を捜 しに出

て行 く経験 から，わたしはた くさんの

ことを学んできました。」5

この教会の忠実な姉妹で，救い主が

なされた と同 じ働 きをする とい う責任

を持っていなが らジ自分はつ まらない

人 間だなどと思う人がはた してい るで

しょうか。 この働 きの本質は，自分 自

身の ことは忘れて，人のために奉仕す

ることです。

独 り暮 らしをしているあ る独 身の友

達が肩の骨 を折って，助 けが必要 にな

りました。そのこ とは彼女が集ってい

るワー ドの会員たちにす ぐ伝え・られ ま

した。するとワー ドの会員たちが次か

ら次に食事 を持 って来 て くれ ました。

冷蔵庫がいっぱいにな り，彼女は 「こ

れ以上は頂けませ ん」 と断 らざるを得

な くなるほ どで した。食事 を運んで来

て くれた会員の中には，ほとん ど目の

見えない姉妹 もいました。彼女はでき

たての料理を手に，人通 りの多い道 を

や って来 ました。 もう一 人の姉妹 は，

彼女のアパー トの部屋の掃 除の仕事 を

かって出ました。 しき りに遠慮する彼

女に対 して，その姉妹 はこ う言いま し

た。「あなたを愛 していることを知 っ

てほ しいのだけれ ど，わた しには，こ

ん なこ としか してあげ られ ない の。」

買い物 を手伝 った別の姉妹は，彼 女の

事故が もた らした明 るい側面 を見 て，

こう言い ました。「今度 のこ とで，わ

たしたちは また，互いにとても親 しく

なれた わ。」 この姉 妹たちは皆 ，救 い

主が 自分たちに何 をす るように望んで

お られるか というビジ ョンを持 ってい

たと言 えるで しょう。

教会 はその設立当初 から，忠実な姉

妹 たちの奉仕，信仰，献身 を通 して多

くの力 を得て きました。神の貴い娘 と

して，姉妹たちは長年にわた り，信仰

を もって，固 くまた誠実 に責任 を果た

してきました。わた しの妻の母，エ リ

ザベス ・ハ ミル トン ・ライ トは，夫が

伝道 に召 された ときには，7人 の子供

を抱 え，8番 目の子 を身 ごもってい ま

した。一人の使用人の助 けがあ りまし

たが，家族 に対す る責任 は彼女 にかか

ってきました。毎 日欠かせ ない16頭 の

牛 の乳搾 り，畑の耕作 や収穫，いちご

摘 み，子供 の世話 などを確実に果た さ

なければな りませ んで した。彼女 は主

を深 く信 じ，愛 してい ました。その信

仰は生涯に一度 も揺 らいだことがあ り

ませ んで した。その信仰 は彼女に，神

に望 まれている働 きをな し，夫の留守
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中にも成長 してい く子供 たちの必要を

満たすための力を与えました。

姉妹たち，教会 は皆 さんの助言，ア

ドバ イス，意見 を必要 としてい ます。

わた しは長年 にわた り，特 に恵まれて，

イレイン ・ジャック姉妹 とともに福祉

管理 委員会 の一員 を務 めて きま した。

そ して，中央福祉集会では， ジャック

姉妹 を含 めて，チエコ ・岡崎姉妹， ア

イ リーン ・クライ ド姉妹 とも親 しく接

し，働 きを共 にしてきました。彼女た

ちの知恵にはすば らしい ものが あ り，

その働 きは きわめて重要です。そのア

イデアや考え方は，な くてはならない

貴重 なものであ り，高 く評価 されてい

ます。

ワー ド評議会やステー ク評議会の一

員を務めている姉妹 たちはゴ自分の特

別な知恵や経験 をその評議会 で自由に

話 して くだ さい。そ して，監督あるい

はステー ク会長が決定 を下 したときに

は，全員が喜 んでそれを支持す るよう

にしていただ きたい と思います。

皆 さんは，自分が思 っている以上に，

高 く評価 され，称賛 されています。わ

たしたちは，皆 さんが直面 してい る数

多 くのチ ャ レンジを心 に留 めて いま

す。 この不安定 な世の中にあって，そ

れらのチ ャレンジは多 くの場合，抗 し

難い ものであ り，皆 さんを極 度に消耗

させ ることで しょう。そのチ ャレンジ

は様 々な形で皆 さんの ところへや って

来ます。収入の範囲内での生活が難 し

いことも普通です。健康上の問題で苦

しんでいる姉妹たちもい ます。霊的に，

いつ も満足のい く状態でない人々もい

ます。年齢 とともに，またほかの病気

によって衰 える人 もい ます。母親の皆

さんは，家族各人 の異なる個性 か ら生

じる様々な求めにこたえる中で，おび

ただしい難問に取 り組んでい ます。特

に，女親 として，自分独 りで子供 を育

てている人たちが そうです。言 うこと

を聞かない子供 や孫の ことで苦 しんで

いる方 もいます。心身の不 自由な家族

の世話に大変 な人 もい ます。愛す る人

の死 など，大切な もの をな くして悲 し

んでい る人々もいます。自分が孤独 な

状況 にあることに気づいている人 もい

ます。 このような中にあって，絶 えず



続 く，捕 らえに くい様 々な声が，人生

の神聖 な目的か ら，皆 さんの気持ちを

そ らそ うとすることで しょう。

しか しこのような状況があるにもか

かわ らず，以前 にも増 して，さらにす

ばらしい祝福が女性 たちに授 けられ よ

うとしてい ます。わた しがこれまで生

きて きた時代 を振 り返ると，骨の折れ

る家の中の仕事が随分軽減 されてきて

います。わた しは祖母が使っていた古

い洗濯板 を覚えてい ます。手でごしご

しこすって衣類の汚れを洗い落 とすの

に使 うものです。祖母 は冬 も夏 もまき

ス トーブで料理 を作 りま した。 自分た

ちの小 さな町に電気 がや って来 たとき

の こと， また，それによって とても便

利 に なった事 柄 もすべて覚 えて い ま

す。今 の時代の女性 たちは，教育や旅

行な どにおいて， これまでにな く大 き

な機会に恵 まれるようになってきてい

ます。 しかし，永遠の計画の中での，

皆 さんの役割 は非常 に重要性が高 く，

これ らの物質的 な祝福 よ りも大切な，

霊 的 な祝福 の約束 を伴 ってい るので

す。

わた したちに とって，問題になる一

つの ことは，毎 日永遠 の原則 を忠実に

守 った生活 をす ることです。わたしが

親 しく接する機会 を得 ているある姉妹

は次のように話 しています。

「子供 たちが小 さい ときは，教会へ

行 く支度 をさせた り，3時 間の集会が

終 わるまで じっ と座 らせた り， 日曜 日

はほん とうに大変で した。飽 きてしま

ったり，食べ物 を欲 しが った り，その

うえ集会 の中味が大 人向 けであ るた

め， うんざ りしてしまった りというこ

とが よくあ りま した。こんなに苦労 し

て，それだけの価値があるのか しらと

思 うこと もあ りま した。子 供た ちを
けいけん

敬慶にさせ ようと，それだけ一生懸命

努力 しなが ら，霊的に満た されたと感

じた ことはめ ったにあ りません で し

た。

しか し今振 り返 って見 ると，我が家

の子供たちが幼いころに教会で経験 し

たことは，堅固な基の出発点だった こ

とが分か ります。子供 たちは， さらに

その基 の上 に築 き上げてい くことがで

きたのです。子供 たちは毎週そこへ行
せいさん

くことによっ.て，少 しずつ聖餐の重要

性 を学 び，人 の話 に耳 を傾 けること，

敬慶 にすべ きことが で きるよ うにな
み たま

り，御霊の もたらす安 らかな思いが理

解 で きるよ うに なったのです。 そ し
あかし

て，証 も大 きく育ち始め ました。子供

たちが幼 くて，親の導きを必要 として

いる時期は，わた したちに とってかけ

がえのない貴重 な歳月である とい うこ

とを理解 しています。いま自分の子供

たちが大 きくなって，わた しは自分が

うまずたゆまず続けた努力は，価値あ

るものだった とい うこ とをはっきり理

解で きます。」6

毎 日毎 日果てしな く続 く日々のチャ

レンジに立ち向か うために，姉妹たち

は皆)祈 りを通 して 日々に得 る天父と

の交わ りによって，さ らに強められて

い くことでしょう。聖文の学習 は，霊

的な確信 を得るのに有益 です。聖餐会

への出席，聖餐 を受けること，聖約 を

新たにす ることは，週毎の力 の源 とな

ります。

この複雑な時代の無数のチャレンジ

に取 り組 むもうと努力 している姉妹た

ちは，以前 にも増 して，教会の姉妹同

士の交わ りの中か ら恩恵 を受けること

がで きます。扶助協会が設立 されて間

聖徒の道/1997年1月 号
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もないころの集会で，ルーシー ・マ ッ

ク ・ス ミス姉妹が語った言葉は，その

当時だけで なく，今 の時代に もよ く当

てはまります。彼女はこう言いました。

「わた したちは，天において，皆 とも

に席 に着 くことがで きるよう，お互い

を大切 に し，見守 り合 い，慰め合い，

教えを受けなければな りません。」7

ポ ル トガルの タビラの近 くにある島

に住んでいる3人 の教会の姉妹がい ま

す。彼女たちは教会 の集会 に出席す る

ことに非常 に熱心で，毎週 日曜 日には，

まず1キ ロ弱 の道 の りを歩 いて，舟 の

ある所 まで行 きます。そ こか らは，舟

をこいで進み，その後 さらに8キ ロ歩

いて教会 に通ってい ます。ペ レイ ラ姉

妹は62歳 ，ネベス姉妹 は73歳 ，イエズ

ス姉妹 は84歳 です。 この3人 の姉妹た

ちは毎 日集 まって聖文を読み，霊的に

強め合っています68

あかし

証は，それを聞 く人 だけでな く，証

をする本人の利益 にもな ります。神殿

への定期的な参入 は，あらゆるチ ャレ

ンジに取 り組んでい くための助 けとな

ります。扶助協会会長から与え られる

訪問教 師の割 り当て同様，神権指導者

か ら与え られる召 しを受け入れること

も，自分自身を非常に強め る体験 とな

ります。個人的に，あるいはグループ

として，慈善奉仕 を行 う中で，皆 さん

は 自分 自身の問題を忘れ，救い主と同

じ業 を行 うのです。

最近 わた しはあ る家 族 と会 い まし

た。その家族 は，痛 ましい 自動車事故

で大切 な男の子 を亡 くしてい ました。

彼 らはいつになった ら聖霊 の慰めが自

分たちを包み，支えて くれるのか と思

っていました。 わた しは，主に対 して

「み こころが な ります ように」 と言 え

聖徒の道/1997年1月 号
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るようになったその ときに，救い主の

約束 された甘美 な安 らぎを得 られ るで

しょう，と勧告 しました。御父への こ

の積極 的な従順 こそ，救い主がゲッセ

マネの園で示 された もので した。

姉妹の皆 さん，わた したちは教会の

歴史上，最 もすば らしい時代に生 きて

います。皆 さんに与 えられている， ほ

かの人のために奉仕 し，その人々に祝

福 を及 ぼす機会 に は限 りが あ りませ

ん。神の業 に対する女性の貢献は，か

つてな くすば らしい もの となって きて

い ます。家庭 を強めるために， また，

小 さな子供 や青少年を教 えた り，ほか

の人々を助 けるために，女性独特のす

ばらしい貢献が大いに必要 とされてい

ます。神の王国を前進 させ るためには，

皆 さんの義 の模範が ぜ ひ とも必要 で

す。

神の祝福が姉妹たち一人一人のうえ

に， またその行いの うえに注がれます

ように。神の平安が皆 さんの うえにあ

ります ように。わたしたちは皆この神
み わざ

聖な神 の御業 に携 わっています。また，

わた したちは神の御業が世界 に転 が り
ま

行 くのを目の当た りにし，それが真実

であることを否定することはで きませ

ん。わた しは主 を愛 しています。皆 さ

んとともに，謙虚な思い をもって この

神聖な業に携わっています。イエス ・キ
み な

リ ス トの 御 名 に よ り， ア ー メ ン。

注

1，

2.
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5，

6.
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8，

τθθσわ1ηgsof亡 わθProρ わθ亡

」σ5θρわSml酌 『預 言 者 ジ ョセ フ ・

ス ミス の教 え 』ジ ョセ フ ・フ ィール デ
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慈善事業団｣は,助 けの必要な人々に

教会が直接人道 的救援活動 を行 う際の

輸送手段 の役割 を果 たす よ うになる。

とはいえ,教 会は今後 も人道的救援活

動を実施す るに当たって,他 の団体 と

協力 を続けてい くことになる。

｢末 日聖徒慈善事業団｣に 対す る献

金は,後 ほ ど準備 される献金票 を用い

て行う。

人道的救援活動 について関心がある

方は,右 の連絡先 に問い合 わせること

がで きる。

■ 住 所

Latter-daySaintCharities,

50E.NorthTempleStreet,

SaltLakeCity,Utah84150U.S.A

■ 電 話

1801-240-1201

福音の教義クラスで使う

補助教材の日本語版完成

大 莫長会鎚 窪臓 僅撲
ト教会歴史概観』の出版 を発表 した。

大管長会 は,手 紙の中で,教 会の指

導者たちにあてて次の ように述べ てい

る。｢こ の書物 は世界中の聖徒 たちが

教会の歴史と遺産 について学ぶのに役

立つことで しょう。 また,こ れは家庭

の蔵書に加 えるべ き優 れた図書 です。

…… 『教義 と聖約 』お よび教会歴史を

勉強す る1997年 度 の 『福音 の教義クラ

ス』の補助教材 として使 用 され ます。

会員各世帯 に1冊 配付 され ます。｣

教 会本部で作成 された本書 には,教

会 の形成過程がまとめ られていて,現

代 の教会 ならびに世界に広がる教会の

藻
鯉

概観 を扱 った章 も加 えられている。本

文はすべ ての教会員の霊 的な受け継 ぎ

を強調 している。

教会カリキュラム部の実務 ディレク

ターであるロナル ド･L･ナ イ トンは,

こ う説明する。｢回 復の経緯や,聖 徒た

ちが西部に移住 し,ユ タ史上の初期に定

住 した様子を見ると,現 在のわた したち

を形成した原則 と受け継ぎが明らかにな

ります。奉献や忠誠,忍 耐,希 望 といっ

た徳は,わ たしたちすべてが現在でも共

有する受け継 ぎの一部です。｣

『わた したちの受け継 ぎ』の出版 を

知 らせ る手紙 には,『 福音の教義 クラ

ス 教 師用手引 き･補 遺』が同封 さ

れてお り,1997年 度の学習課程で利用

できる補助教材,な らびにそれ らを レ

ッスンの中に取 り込 むためのスケ ジュ

ールの提案が挙げてあ る。補助教材 に

は 『わた したちの受 け継 ぎ』 『回復 さ

れた真理』 『｢教義 と聖約｣･教 会歴史

ビデオ･プ レゼ ンテー シ ョン』,教 会

の機関誌,教 会付属図書館の視覚資料,

『福音の視覚資料セ ッ ト』な どがある。

また年 間を通 して,『 聖徒 の道』で は

過去 と現在の開拓者の特集 を掲 載 し,

1847年 に開拓者が ソル トレーク盆地 に

到着 したことを記念す る。

教会のコアカリキュラム管理責任者

であるジ ョサイア･W･ダ グ ラスは,

『わ た した ちの受 け継 ぎ』 は ゴー ド

ン･B･ヒ ンク レー大 管 長の著 した

『回復 された真理』 に取 って代 わる も

のではな く,併 用す るものであると説

明 してい る。例えば,『 福音 の教義 ク

ラス教 師用手引 き』の第2課 は,『 回復

され た真理』の第1章 と 『わた した ち

の受け継 ぎ』1-4ペ ー ジを一緒 に学ぶ

よう,『 補遺』には提案 されている。

ダグラス兄弟 はさらに,学 習課程 の

教材 は福音 の教義 ク ラスだけ では な

く,ど れでも一緒に使 って家族での福

音の研 究に役立 てられる と提案 し,こ

う語 っている。｢日 曜学校 と初等協会

では,成 人も青少年 もf供 も同じ聖典

を基 に して学 んでい きます。｣し たが

って教会歴 史に焦点 を当 てる1997年

は,家 族 で 『わた した ちの受け継 ぎ』

やそのほかの教材を学べ ば｢頻 繁 に互

いに教えた り,分 かち合ったりできる｣

と,ダ グラス兄弟は言 う。

新刊書 『わたしたちの受け継 ぎ』 を

含め,こ うした教材 は教 会配送セ ンタ

ーを通 じて注文できる。□
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ために儀式 を完 了するこ とがで きたの

です。彼 らのために儀式を受け られた

ことは,と て もすばらしい経験 とな り

ました。生者だけで なく,死 者にとっ
み わざ

て も神殿 での御業 は非常 に:重要 であ

り,幕 の向こう側 の人々のための業 を

生者がすることな しには,永 遠に天父

とともに住むことも,日 の栄 えの王国
あかし

に到達 す るこ ともで きない と証 しま

す。

ここにいることによ り,ま た とて も

霊的な人に管理 され,助 言 と導 きを聞

くことによ り,計 り知れない祝福 を得

てい ます。 この短い証が どなたかのた

めになり,わ た したちの地上 における

天国,主 の宮の祝福 を受け られ ます よ

うにお祈 りいた します。□

｢強 い光が さし込み,
優 しい声が聞こえました｣

ユタ州サンデイ･ク レセン トステーク,

ク レセン トビューワー ド

元東京神殿宣教師

京子･ア ディア

た しは,1952年6月2日 に以前の

わ 東京伝道本部でバプテスマを受
けました。その後,関 東学院か らブリ

ガム･ヤ ング大学に転校 し,テ キサス

生 まれの主人と出会 い,ロ サ ンゼルス

神殿で結婚 しました。

この42年 の問に,2人 の子供 と4人 の

孫に恵まれま した。息子は名古屋伝道

部で働 き,今 は結婚 してテキサスに住

んでいます。娘 も結婚 し,ユ タ州にあ

るわた したちの家の近 くに住 んでいま

す。 これ までの長い間,天 のお父様 は

わた したちを,物 質的にも霊 的にも祝

福 して くださいました。

最近特 に,ど のようにしてこれ らの

豊か な恵み を神様 にお返 しで きるか と

考え,退 職 してか ら,主 人 と2人 で祈

り続 けていました。そ して,東 京神殿

で奉仕 したい という気持 ちになりまし

た。神様 を肉眼で見た ことはあ りませ

んが,祈 りの答えや導 きを頂 きました

ので,神 様がほんとうに生 きてお られ

ることを知っています。

東京神殿での奉仕ですばらしいこと

は,中 央幹部の菊地良彦神殿長や神殿

宣教 師と肩を並べ,信 仰深い 日本の聖

徒たちや合衆国か ら派遣 されている宣

教師たちに会い,毎 日朝か ら晩 まで主

に仕え られることです。暗い気持 ちに

なる こともな く,外 からのサ タンの力

が届かないのが主の家 にいる一つの特

権で しょうか。 まさに平和 な 日々の連

続 です。

神殿 に奉仕に来て以来,主 はわた し

に何 らかの方法で主が この神殿にお ら

れることを知 らせて くだ さると予期 し

て いま した。 なぜ な ら,そ の ことが

『聖書』 の中に幾度か 出て くるか らで

す。それ を毎 日待ちなが ら,も う1年

が過 ぎました。主はわたしの 目の前 に

姿 を現 され ませんで した。 また奇跡 も

起 こりませんで した し,壁 に字 を書い

て くださることもあ りませんで した。

8月 のある日,わ た しが とば りで奉仕

をしていると,ま るでだれかがわた し

の頭をメスで切 り開けたかの ように稲

妻 のような強い光が さ し込み ました。

そ して,優 しい声 が 聞 こえ ま した。

｢わ た しは,い つ もあ なたの近 くにい

ます。｣わ た しは急 に温かい ものに包

まれた ように感 じ,目 が涙でいっぱい

にな りま した。 そのす ば らしい光 は,

す ぐに消 えましたが,わ たしに言われ

た言葉はいつ まで も,心 に残 っていま

す。それは｢神 様の方に焦点 を合わせ

るなら,あ なたは必ずわたしのいるこ

アディアこ夫妻

とを知るであろう｣と い うメッセージ

の ようで した。 またそれはマジ ックの

絵のように,焦 点 を合 わせ ると,そ の

中にあるもう一つ別の絵が見えるよう

に神様 の存在を知 ることがで きるのだ

とい う知識 を得 ることがで きま した。

わた しはこの ような体験がで きたこと

を神様に心か ら感謝 しています。忙 し

い毎 日の神殿の奉仕 に大 きな希望 と喜

び,力 が再びわいて きました。

以前にゴー ドン･B･ヒ ンクレー大

管長が言った｢あ なたはいつ も機会が
あかし

あれば,だ れにでも証をするべ きです｣

という言葉 を思い出 しています。この

奉仕 を通 して平安 と希望 を与 えて くだ

さる天のお父様,神 殿長 をは じめ神殿

宣教師の方々,毎 日遠 くか ら奉仕に来

られる方々,信 仰深い参入者の方々の

温 かい愛 とす ばらしい模範に感謝 して

います。

神様が生 きてお られ,イ エス･キ リ

ス トはわた したちのために尊い命 をさ

さげて くだ さった ことをよ く知 ってい

ます。そ して,い つか神様の前 に立っ

て顔を合わせ ることも不可能ではない

ことも知 っています。この知識 だけで

も生 きる力 と勇気が泉のようにわいて

くるのです。わたしはほんとうに日本

に来てよかった と思います。■
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10入 家族!の潤 谷家,TV番 組

｢森公美子･涙 の挑戦!

大家族のお母さん入門｣に 出演
あ び こ

我孫子ステークつくばワー ド

関谷順正

㍉画 の度,わ た したち家族が出演 し

～一 たテ レビ番組｢森 公美子･涙 の

挑戦!大 家族のお母さん入門｣(8月11

日,フ ジテ レビ夜9時 より放映)を た く

さんの方に見ていただいて,ほ んとうに

うれしく思っています。当 日は特別番組

と重なって視聴率がどうなるか心配 しま

したが,前 宣伝 と主演の森公美子さんの

人気の高さも手伝って,全 国平均19パ ー

セントと結果は良かったようです。

今回のテ レビ出演 のきっかけは,う

ちの8人 の子供 がお世話 になった産 院

か らの紹介で した。｢大 家族 の母 親に

挑戦1｣と いう企画で,3～5日 間,森

さんと母親が入れ替わって生 じる子供

たちの反応 と,森 さんが育児や家事に

奮 闘する様子を撮 りたいということで

した。幼児が多 くいる大家族が少な く,

ほかが見つか らなかったため,我 が家

に白羽の矢が立ったというわけです。

本番3週 間前の金曜日に,1日 かけて

普段の様子をビデオに撮 りました。朝5

時半ごろか ら夜9時 半 ごろまで,ス タッ

フの方々も大変で した。本番 は7月8日

～12日 の5日 間で
,妻 は家にい られな

いので,9日 の朝 か ら12日 の夕方まで

の4日 間,東 京神殿 の宿舎 にいて毎 日,

神 殿参入をしてい ました。

森さん,子 供たちに

｢モルモン書ものがたり』

か ら語 り聞かせ

7月8日,朝5時 にタレン トの森公美子

さんが来宅 して ス ター トとな りま し

た。森 さんに決まった とき,あ ま り民

放番組を見 ないわた しは,森 さんを知

りませんで した。いちばん心配 だった

のは学校 に行っていない下の3人 の子,

め ぐみ てるのぶ こう じ ろう

愛珠(5歳),光 信(3歳),光 慈 朗(1

歳)が お母 さんを恋 しが って泣 きだす

ことで した。 しか し,本 番では光信が

1度 すねた程度で,ほ とん ど問題はあ

りませ んで した。森 さんが上手に幼稚

園ごっ こを して くれたお かげで しょ

う。下の子供 たちもよくなついてい ま

した。特 に 『新約聖書物語』や 『モル

モン書 ものがた り』を大 きな声 で雰囲

気たっぷ りに表現 して子供たちに語 り

聞かせている姿 には,さ すがだなあと

感心 して しまいました。

初 日の月曜 日の家庭 の夕べで,み ん

なの将来 の夢 につ いて発表 しました。

森 さんも｢夢 は必ず実現 させたい｣と,

歌 手 として夢 見たことを幾つ も実現 さ

せて きた体験 や,夢 についての考 え方

などを熱心 に子供 たちに語 って,夢 を

持つ ように子供 たちを励 まして くれま

した。

森さんに祈りをねだる光信

光信 は,時 々皆の祈 りが終わった後

でも母親にもう一度祈るようにねだ り

ます。例 のごとく食事の祈 りが終 わっ

た後 で,｢ぼ くまだお祈 りしてい ない

よ,お 祈 りして1｣と 言いだしました。

何度 も繰 り返 しねだ ります。｢も うお

祈 りしたんだか ら食べなさい｣と 言い

聞かせて も,お 祈 りをねだ り続けます。

仕方 なく森 さんが光信に向か って｢じ

ゃあ,お 祈 りしま しょうね｣と,見 よ

う見 まねで食事 のお祈 りを して くれま

した。こんな明る く元気 な森 さんだか

らこそ,独 身の身であ りなが ら今 回の

企画に挑戦できたので しょう。

最終 日のビデオ撮 りが終 わったのが

夜9時 ごろ,森 さん は待 っていた人 々

にサ インを した り,あ いさつ をした り

して,帰 路 に就いたのは10時 をだいぶ

回ったころで した。翌 日には早朝6時

聖徒の道/]997年1月 号

122

か ら仕事が入 ってお り,翌 々 日にはイ

タリアでのオペ ラコンサー トに出発 と

大変 な過密 スケジュールにもかかわ ら

ず,に こにことサイ ンをしなが らファ

ンの人たち との触れ合い を大切 にする

森さんの姿を見て,ほ ん とうにすば ら

しい方にお母 さん役 を引 き受 けて もら

ったと思い ました。

スタ ッフを含め18人 が
一つ屋根の下で5日 間

わたしたち家族10人,ス タッフを含め

て常時7,8人 の テレビ関係者,計18人 が

一つ屋根の下で5日 間過 ごし
,最 終 日に

は22～23人 に もなりました。すべてが終

わって,元 のわたしたち10人 だけになっ

たとき,す っか り寂 しくなってしまいま

した。 もう少し,で きればず っといつま

でも森 さんたちと一緒に過 ごせたらいい

のにと思い,2,3日 は調子が狂 ったよう

に感 じられたほどです。

残念 なが ら,放 送ではわた したちの

望んだ宗教的な場面は一切 カッ トされ

て しまい ましたし,家 内が作 詞作 曲し

た歌 も出 ることはあ りませ んで した。

しか し,今 回の体験 がわたしたち家族

にとってすば らしい もの となったこと

を感謝せずにはい られません。妻 はず`

っ と以前か らテレビに出る機会が与え

られるように主 に祈っていました。今

回は,ま さにその祈 りが こたえ られた

わけです。これか らもフ ァミリーコン

サー トを含め,い ろいろな機会 を通 し

て福 音 を紹介 で きる よう願 って い ま

す。(せ きや･よ りまさ)
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神殿エンジニアとして，
奉仕者として

福音のすべての祝福にあずかるために

高崎ステーク高崎ワー ド

前東京神殿第二副神殿長

徳田和義

父さん，神様の仕事 に何の不

「お 安 も心配 もあ りませ ん。神様
の仕事 をす るべ きだ とぼ くは思い ま

す。」今 か ら17年 前，す なわ ち1979年

の春，神殿エンジニアとしてのお話を

頂 き，家族で話 し合った折，当時大学

生 だった長男のこの勧 めで神殿で働 く

決：意をしました。

当時まだ45歳 ，一応大会社の責任 あ

る者 として勤務 していたわた しには生

活上何 の心配 もなく，公私 ともに順調

に毎 日を送ってお りま した。また信仰

生活に入 って間もなく，教 義や知識 も

浅いこのわた しに，このような大切な

任務が務 まるのか と不安 もいっぱいあ

りました。次男 は 「お父 さんの信仰で

は神殿 の玄関に入 った と同時に倒 され

るのでは」と笑っていました。

そんな不安の中，高崎 ワー ドの皆 さ

んやホームテ ィーチ ャーの支えを得て

神殿でお世話になるこ とを決め，27年

間勤務 させていただいた会社 を円満退

社 し，1980年1月 か ら神殿での勤めが

始まりました。

神殿 は当時建築中で，広尾 の町に高

く塔がそびえ，偉容を現 しつつ あ りま

した。わたしは建築業者 との図面チェ

ック，設備機械 の据え付 け，監督官庁

のチェックの立ち会いを行った り，ハ

ワイ， ソル トレーク，オグデ ンなどの

神殿 を訪問 し，神殿の保守，安全維持

にっいての見学， トレーニ ングを受け

た りしました。

そ して1980年10月 ， スペ ンサ ー ・

W・ キ ンボール大管長をは じめ とする

中央幹部によって東京神殿が主 に奉献

されました。そのときの感激は今で も

脳裏 に深 く焼 きつ いて忘れ るこ とはで

きません。

特 にキンボール大管長の 「奉献の祈

り」 は，わたしに とってそれか らの指

針にな りました。大管長は祈 りの中で
なんじ

「ご在 天の父 よ。 われ らは汝 に祈 りま
せんとう

つる。この建物の基礎より尖塔の最先

端に至るまですべてを受け入れたもう
たてまつ

ように祈 り奉 る。……おお主 よ，この

神殿 の建つ敷地 を聖別 したまわんこと

を。 この敷地 に育つ樹木や草花，かん

木 を聖別 した もうよう汝に祈 り奉 る。」

つ まり， まさにここは 「主の宮」 であ

り，草木一本 に至るまで主のものであ

る， とはっきり宣言されたのです。 わ

たしは常 に主のものにふ さわ しくある

ように維持 しなければならないと深 く

感 じ，以来15年 弱，その気持 ちを抱 き

つつ仕事 を続 け，1994年2月 に60歳 で

定年退職をさせていただいたのです。

そ して明 くる3月 か ら，わた したち夫

婦は神殿宣教 師として奉仕 させていた

だ くように召 され ました。この2年6か

月，神殿宣教 師として，『また菊地良彦

神殿 長の下で第二副神殿長 として奉仕

させ ていた だ き，通算16年 と8か 月，

わた したち夫婦 と家族 は神様 から数え

切れないほどの祝福 を頂いてまい りま

した。

特 にわた しは神殿 に参入 し，奉仕す

ることによ り，主に最 も近 くいられる

「主の宮」で過 ごす祝福 を感 じました。

この世は，サ タンが力 を振るっていま

すが，それ らから守 られ るという祝福

です。主の宮 には，いつ も主が訪れ ら
み たま

れ御霊 を感 じることができます。わた

しは神殿にい られるだけで主か らの守

りを強 く感 じます。

ゴー ドン ・B・ ヒ ンクレー大管長 ぽ

「わた したち教会員 は，自分 自身の た

めに神殿の儀式 を受 け，それか ら，そ

れ らの儀式を亡 くなった人々のために

行わないか ぎり，福音のすべ ての祝福

にあずかることはできません。

わたしはすべての会員の方々に，神

殿推薦状 を持 つ にふ さわ しい生活 を

し，それを貴重 な財産 と考えて大切 に

し，これまで以上の努力 を払 って主の

宮に参入 し，そ こで受 ける御霊 と祝福

にあず かるように」 と言われてい ます

(「聖徒の道』1996年1月 号，pp.59，60)。

わ た したちは神殿推薦状 を頂 くことの

で きる幸せや祝福 をもっと感 じなけれ

ばな らないと思 います。
あかし

わた しは心か ら強 く証いた します。

わた したちの生活は神殿 を除いて考え

ることはで きません。神殿を生活の中

心 に据 えばなりません。 なぜなら，そ

こに主がい らっ しゃるか らです。主 と

交わ した聖約を確認 し，個人的な啓示

を受け，神殿 において主の力を感 じる

ことがで きます。

た くさんの同僚であった方々に大変

お世話になり，彼 らの模範に よって元

気づけ られ ました。 とりわけ菊地神殿

長夫妻にはいろいろなことを教 えてい

ただ き，勇気づ けられま した。彼 らを

通 して主が こたえられたもの と感謝 し

ます。神殿か らは離れますが，これか

らも儀式執行者 として奉仕 していきた

いと心か ら願っています。

神殿 は，主イエス ・キリス トの深い

慈愛 と清 さがいっぱいある所です。主

の御霊のあふれ る所です。(と くだ ・

かずよし)

2年6か 月の奉仕 を終 えて
一一多くの方々の愛と模範に支え られ

高崎ステーク高崎ワー ド

元東京神殿宣教師

徳田満子

殿宣教 師としての奉仕 が終わ

神 り，今毎日を祝福 と感謝に涙あ

ふれ る思いで過 ご しています。 この2

年6か 月，全 国各地か らのた くさんの

奉仕 の方々や儀式執行者 の方々， 同僚

の宣教 師の方 々の愛 と模 範 に支 え ら

れ，夢見る思いで過 ごしてまい りまし

た。そして何 よりも主イエス ・キ リス

聖徒の道/1997年1月 号
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るまでには至 りませんで した。家族の

者が戸籍謄本か何か を調べ たりしてい

たので,何 をしているのかと思って聞

きます と,我 が家 の系図を作成 してい

るとの ことです。何のためにか と思 っ

ていましたが,先 祖の救いのため と聞

き,そ れ以来系図に興味を持 って調べ

るようにな りました。 自分 の家の先祖

について調べてみます と,今 まで知 ら

なかったことがいろいろ分か り,我 が

家の家系が意外 に複雑 なのに驚 き,あ

ちこちの寺や市役所を訪ねた り,ま た

老人の話を聞いた りして調べました。

そのうち,妻 か らユ タ系図協会の仕

事 を手伝わ ないかという話があ り,各

地の資料館や図書館の資料 をマイクロ

フィルムに収めるという撮影の手伝 い

を2,3年 させていただ きました。 さら

に資料の古文書が読めればお もしろい

し,も っ と興味が持てるだろうと思 っ

ていたところ,岡 崎市本宿 に古 文書解

読の勉強会があることを聞き,出 席す

るようになりました。

同 じころ,ユ タ系 図協会 の方 よ り,

撮 影だけでな く名前の解読 の作業 もす

るように勧 められま した。今か ら英語

を習 うより容易であろうし,古 文書 の

解読の勉強会の関係,老 後の仕事 とし

て健康(ぼ け防止)の ためにもよい と

思い,早 速ボランテ ィアとして働かせ

ていただ きました。

先祖 の系 図を調べ るために,世 界各

地 の図書館,資 料館 の記録 を撮影 し,

人類の遺産 を守 るため,か くも偉大な

大事業を行 う教会のお手伝いをさせて

いただけることのすば らしさに感激す

るばか りです。

ユ タ系図協会 としては,系 図作成に

必要 な事項が とりあ えず判読で きれば

いいのですか ら,そ れほ ど恐れること

もない と思 いました。何 にして も日本

語です し,毎 日少 しずつ学んで,だ ん

だん分かって くれば,皆 知 っているよ

うな漢字仮名ですか ら,じ きに覚えら

れると思い ました。特 に人名の場合は,

そ う多 く字数があるわけではあ りませ

ん。変わった名前 も時にはあ りますが,

女 子の場合は2字 名が多 く,結 局｢習

うより慣れ よ｣と いうことで しょう。

その一方で,宣 教 師か ら度重なる レ

ッス ンを受け,『 聖書』 の意味 もよ く

理解 できるようになったのですが,先

祖か らの宗教 を捨 ててまで もと,今 一

歩踏み込めませんで した。確か に外 か

ら見た教会の事業はす ばらしく,家 族

の者の熱心な信仰 を見 ていて感心 させ

られるようになったのですが,バ プテ

スマを受 ける気 には,な かなかなれ ま

せんでした。

しか し,こ のユ タ系 図協会の仕事,

信 者以外 にも行 われている困窮者の救

済,何 か事ある場合の信者同士の助け

合いな どを目に して,宗 教 とい うと何

か金 もうけの手段であって,金 で幸せ

を買 うよ うな感 じの宗教が多 い中で,

末 日聖徒 は別 だ と考 えるよ うにな り,

思 い切ってバ プテスマ を受け,神 様の

お手伝いをさせていただ こうと踏み切

ったのでした。思えば長 い月 日した。

確かに神様 は生 きてお られます。 わ

た しに合った方法で導いて くださった
あかし

と証 申 し上 げます。(み うら･ぜ んい

ち)

70歳 を超 えての夫の改宗
｢人は初めに神の形に造られました｣

東京東ステーク八干代ワー ド

三浦操子

たしには息子と二人の娘があり

わ ます。娘 の模範 と伝 道 によ り,
わ たしは,1973年 に46歳 でバ プテスマ

を受 けました。わた しが主人の改宗に

ついて希 望 を持 つ ようになったのは,

今 年19歳 に なる内孫が生 まれて,た ば

こをピタッとやめたときからでした。

わたしは,心 か らの望みは必ずかな

え られ るとい う信仰 を持 ってい ます。

わ たしが系図 を調べていた ことか ら,

主 人 も系図に大変興味を抱 くようにな

りました。そ して主人が系 図が らみの

仕事 を したい と言葉 に出 してか ら1年

後 に,監 督か ら｢マ イクロフィルム撮

影の仕事 をしませんか｣と の話がわた

しにあ りました。 わた しは主人を推薦

しました。

主人が系図協会で3年 くらい撮影の仕

事 をして,解 読の仕事 に携 わる ように

なった ころ,八 千代 ワー ドの村上長老

が豊橋へ来 られたのを機会 にレッス ン

を受 けました。 しかし,な かなか改宗

する気配があ りません。夫 の母が生 き

ている間は無理か とも思い ました。

平成7年9月26日,母 は93歳 の 誕生 日

の前 日に亡 くな り,四 十九 日が済んだ

ころか ら姉妹宣教師と巡 り会 うことが

で きて主人は再び レッス ンを受けるよ

うにな り,週2回 は教会へ 出か けるよ

うにな りました。それで も本人は,バ

プテス マ を受 け る必要性 が感 じられ

ず,別 の宗教 の影響 もあって,神 様が

人問と同じ形 をしてお られるとい うこ

とが どうも軽 く感 じ られ るよ うで し
み たま

た。姉妹宣教 師は,御 霊 を強 く感 じる

ようで,忍 耐強 く,熱 心に教 え続けて

くれま した。 しか し,主 人はなかなか

はっ きりした態度 を示 さず,先 祖か ら

の宗教 に縛 られて改宗 に踏み切れない

ようでした。

宣教師 に気 の毒 だか らやめようか と

考 えるほどの レッス ンの末,『 モルモ

ン書』の聖句か ら｢人 は初 めに神の形

に造 られ ま した｣(ア ルマ18:34)と

あ る句を読 んだ ときに御霊が働 きかけ

た ようで,神 様が人間 と同 じなのでは

な く,神 様が 自分に似せて人間を作 っ

て くだ さったのだ と分か り,そ れが転

機 となったようです。

主人は読書好 きで,新 聞は2種 類,月

刊誌 も2種 類購読 してい ます。その ほ

かにも,時 々興味のある本 を買ってき

ます。 バプテスマ を受 けたか らには,

こ の世 の物事 に とらわれ るこ とな く,

ひ たす ら永遠 の命 に至る道 を目指 して

ほ しい と心か ら願っています。

ヨハネの福音書第17章3節 に｢永 遠 の

命 とは,唯 一の,ま ことの神でいます

あなたと,ま た,あ なたがつかわ され

たイエ ス･キ リス トとを知 ることであ

ります｣と 書かれてい ます。父 なる神
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